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國文學 史上に 於け る 中世 期を單 に暗黑 時代と 見て 来たの は、 學 者の 過失で あ 

つた、 大 なる 過失であった。 文學 形態 の檨式 化、 天 才、 傑作 の 缺乏と いふ やうな 點 

からの 斷定 であったら う が、 そ れは輕 率であった とい ふ 誹， 0 を 免れない. 

中世 期國文 學に關 して は、 も つ と 大きな 關 心 を 有つべき であ b. 、そ の爲に はも 

つと 新し ぃ硏 究、 考 察 が な さ る ベ きで あると 唱へ 出されて か ら も、 早 相當の 歳月 

が經 つて ゐる。 さう して 一般 國文學 研究が こ、 數 年の 間に 長足の 進步 をして 

来たに 拘ら す、 侬 然とし て、 中世 期文學 は、 そ の 基礎的 研究 も、 本質的 研究 も 不振の 

狀 態 を脫 して ゐな い。 吾人が 本 寄と 時 を 同じう し て 世に出 づ ベ き、 雜 誌 國 語 と 

國文學 特輯の 中世 文 學號の 發表を 企てた の も、 亦 この 缺を補 はう と 期した もの 

である。 


中世 期 國文學 の 研究が 何故 不振で あつたか • これに はいろ ./.-^ 'な 理由が あ 

ら う。 併し 少く ともこの 時代 佛敎 思 想 の哲 學的考 i 祭、 及 び そ の 信仰生活の 體驗 

に 基礎 を 置かない 研究で は、 到底 あらゆる 中世 文 學の木 質， 價 値の 發 見が 困難と 

さ れ る. の が、 そ の 一 つで あら う • こ の 基礎 を缺 い て は 、在来 の 書史學 的、 本文批評 

的 、訓話 學的 研究 か ら脫 出す る ことが 出來 ない ので あるか ら， 多く の學者 はこの 

難 關に逢 著して、 比較的に この 點で 安易な 方面に 向った とい ふので は ある まし 

力 

阪ロ. H 章 君 は 東洋 大學を 卒業して、 後 更に 東京 帝 國大學 國文學 科に 國文學 を 

修めた 新進の 學者 である， その 學歷が 示して ゐるゃ う に. 中 世 期 國文學 の 新し 

い 研究者と し て、 眞 に適當 なる 學 者の 一 人で ある。 君の この 著は必 すし も 中世 

文學 研究の 完成され たもので はない。 この 研究の 荒野に 新しい 鳅を 入れた 君 

の 第一 次の 成績 發表 たる もので あらう。 それと して も、 我 々の 本 書 か ら 學 び 得 

る 所、 新 問題と して 與 へられる 所の もの は 甚だ 多い。 本書 は 中世 文 學の總 量 か 

ら いへば、 唯 その 一 部 を 取扱って ゐ るに 過ぎない が、 君 の 平生の 精進 努 力 は、 に 


0 一 一  次、 第 三 次， …… の發 表の 相次いで 世に出 づ べき こと を 期待せ しむ る。 さ 

して 余 は 又 それ .h の 機の 決して 遠 くない こと を も 確信して ゐる ものである- 
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信 州戶お SI 泉の 客 <52 に 於て 
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一、 序 說 

中世 文 學の慧 義 我が 中世 期の 文學 は、 今迄に C い 民衆的な 讀者液 を^ 柘し、 その 素材に、 文 1^ 

に、 精神に 於て、 《廿 てない 世界に 新， T しい 鋤 を 入れて ゐる。 中 文 學は槪 して 作家 作品の 内容、 文章、 

素材に 於て 何れも 類型的であった とはいへ、 その 底に 流れる 思想の 深き 求めと、 生れ 出づる 種々 の惱 

みに 於て、 これに 前後す る 二期の 何れよ， 0 も 興味 ある 幾多の 暗示 を 投げ かけて 吳れ る。 

由來、 H 木 民族 は樂天 的、 素朴、 寬濶、 純眞 であ， c、 光明 的、 現赏 的で あると いはれ てゐ るが、 そ 

れが 軍に 原始人と しての 精神 現象の 表れに 止まるならば 大して 意義 はない。 併し 人間 生活の 複雜 さに 

伴うて 生す る 色々 な 人生の 暗黑 面に 逢 著し、 然か もこれ を經 過し 來 つた 後に 於け る 狀態を 兑 極めるな 

序  說 


3 


らば、 其 所に はじめて 正しい 意味の 民族精神 を 求め 得る であらう。 

平安朝 末期 以來 の顏麼 的な 無 反撥な 世界が、 佛敎の 末法思想と、 干戈 止むな き 世相と に 刺激せられ 

て、 陰欝な 悲觀 的な 人生 觀を强 くし、 自嘲と 宿命と 無常 隱遁 と欣求 求道との 喘ぎ を經 ながら、 再び 普 

if) 的 M 融 無碍の 光に 接し 得た 迄の 間に は、 少 くと も數 百年の 歳月 を閲 して ゐ るので ある" この 數百， ザ 

間に 於け る 否定から 肯定への 迪 b は、 ^本：ii^族の精神史上、 社會 史上、 實に 貴重な 行脚であった とい 

にねば なるまい。 此の 數百 年間に 新ら しく 波の 表面に 現 はわた 姿 を 以て、 唯 g 準に 外來 思想、 大陸 文化 

9 影響 や 模倣と S み考 へたく はない。 否、 寧ろ 固有の 精神のう ちで * 今迄 比較的 隠れて ゐた 部分が 他 

の 刺激に よって 判， C と 表面に 現 はれ、 こ、 に 初めて 明喑 ともに 具へ た 全 的な 民族精神の 姿 を 示し、 

木 文化の 眞賁 な發展 へと 向 はしめ たもので あると 考 へた. い。 新 「いふ 意昧に 於て、 平安 末期から 鎌 倉 

室町 時代に 亘る 我， が 中世 期 は、 何れの 方面 か" 見ても 意義の 深い 時代で あると い へる。 

平安朝の 文化 は 成る 程 華やかに 優 姜に唤 き 旬うた であらう けれど、 それ は 貴族と いふ 一部^ 級の 中 

に 咲いた 花に 過ぎない。 美 を 追 ひ 情趣に 浸 b 官能の 悅樂に 耽った 此の 時代に は、 優に やさしい 男女 も 

あった r ，う j 美 はしい 調度 衣服 もあった らう。 けれども、 花に- 醉 ひしれ た 胡蝶 は 夕 ぐれ その 疲れ果て 

た 身 を も 心 を も 托すべ き 宿が 無かった かに 見える。 餘 b に 眼前の 香 はしい 橘 や 美 はしい 花に 魂 を 奪 は 


れて、 反省の 深い 心 を 蔽ひ隱 されて ゐ たかに 見える。 

彼等 貴族 の 間に 行 はれる 醜い 血 を 血で 洗ふ爭 も、 それ は畢 一党 紫 宸淸凉 の 雲上 の 月に 憧れ る に 過ぎ な 

いものであって、 それ は 避け 得られない 惱 みではなかった ので ある。 それ は 人間 生活と いふ 意味から 

云へば、 餘， ^にも 浮いた 雲への 憧れに 過ぎない ではない か。 然か もこの 浮 雲の 望みが 達し 得られない 

といって 慨く淚 は、 これ 亦 あま，^ にも 傷 的な 宿命 觀 ではない か。 これに 較べる と、 中世め 惱 みは 餘 

b に 痛々 しい 迄の 生活 必然の 苦痛で あ b、 生死の 避け 難い 悲しみであった。 

されば、 哀れ さよりも 悲痛、 やさし さよ..^ も强 さ、 夢よ h も 現實、 美よ， 0 も眞、 それが 平安朝から 

錄倉 期への 展開で は あるまい かと 思 ふ。 そして それが 靜 かに 觀 じて 內へ， と 潜み、 個々 の 魂 を 洗う 

て 少なく と 表面に 旬 ひ 出た のが 宅， 町 時代の 文化で あ，^、 思 ひ 切，^ 引きし ぼられ た 弓の 絃を 放れて 飛 

び 出した のが 桃. 5 時代から 元祿 期へ かけて 、ゾ あると 考 へられる。 

故に、 素朴 的なる こと は 上代、 優雅と いふ 日本 趣味 は 中古、 ^味と いふ 方面 は 室町 時代に 培 はれた 

もので あり.、 その 平安朝と 室町 時代との 轉換 期に 當る のが 鎌 倉 期で あると もい へる だら う。 ^し 宗教 

思想 を 中心として 考 へるならば、 美的 情操の 上に たつ 宗教 11 氣分的 -—— から 眞 赏の赏 相に 觸れ て、 

は-宵の 解脫を 求めよう とする 嫌 倉 期へ 遷り、 更に 還 相と して 倫理的 善 を 求める 德川 時代の 儒 敎屮心 へ 


中世 文 e& の ■  究 

の 橋渡し をす る の が 室町 時代で あると も考 へられる。  6 

而し てこの 轉換 期で あ，^、 橋渡しの 役目 を T る爲 めに は、 然るべき 長い 準備が あり.、 その 間に は 幾 

多の 矛盾 反撥 を 經て來 なければ ならなかった ので あるから、 この 中世 期の 思潮 や 文化 を 考察す る 場合 

に、 單 原色 を 以て 彩られた と 解す るなら ば、 それ は 色 u 目の 毀.^ を 受けねば なるまい。 例へば、 ^族 階 

級の 勢力が 何故に 武士に 移.^、 町人へ 流れて 行かねば ならなかった か。 古典 崇拜ゃ 秘傳が 流行す る 一 

方に 下尅 上の 思想 は 飽く迄も 舊物 を破壤 し、 嘲笑して、 新ら しい 自分の もの を產み 出さう としたの は 

どうい ふ譯 か。 0: 木 的 自覺の 勃與に 反比例して 支那、 南 蠻の新 流行に 浮き身 を窭 して 何故 得意がった 

か。 或は 又、 優雅と 强さ、 義理と 人情、 神と 佛、 隱遁 と金 錢、 不立 文字と 五山の 文學、 等々、 あれ か 

ら これへ と 幾らでも 問題 は あるので ある。 

これら 幾多の 問題の 中から、 私 は先づ 中世 文學 思潮の  一 二 特色 を槪觀 し、 去って 中世 精神 生活に 最 

も關 係の 深い 佛敎 思想 を. 中心として 中世 思想 を蝥 見し、 三轉 して、 これらの 思想に 裹づ けられた 文與チ 

を斷片 的に 捉へ來 つて、 俎上に のぼせた いと 思 ふ。 これ 本書の 取扱 はう とする 所で ある。 

中世 文學の 類型 中世 文 寧の 特色に ついては 種々 の點 から 考察され 得る であらう が、 就中、 最も 

E にっき 易い こと は 類型的で あると いふ 一事で ある。 それ は 和讃、 和歌、 歌論、 隨筆、 紀行、 謠 ゆ、 


狂言、 戰記 物、 說話 集、 お 伽 草紙な ど その 何れの 方面 を 見ても、 作者の 個性の 認 むべき ものが 少なく、 

素 村と いひ、 櫛 想と いひ、 文體 とい ひ、 その どれ も/^ が 夫々 一定の 型に はまって ゐる。 作者の 不明 

なのが 多い とい ふこと も 亦 さう した 類型的で 個性の 判然し ない ものに は 有 b 勝で あるし、 國民 的^ 好 

が、 戰記 物なら ば 戰記物 を 作 b 出す 時には、 その 嗜好の 傾きが 變 化しない 限， 0 同じ 様な 型の 人物が 出 

て來 ると いふ 事 も强ち 無理から ぬ 事で も ある U 作者が 一個人で あっても、 その 個人の 住む 世界が 變化 

移動の ない 限，^、 これ 亦 型の 中に 逢め くに 過ぎない であらう。 

かう して 中世 文學は 全く 一  つの 類型に 墮 して 活氣 なく、 新味な く、 冴えの ない ものと なった ので、 

中世 期が、 文學 史上、 喑黑 時代 だと 一方から. 言 はれる 所以な ので ある。 

この 類型的と な，^ 沒 個性と なる ベ き 事情に ついて、 主なる 條件 を擧げ ると 大體 次の 四 項と なると 思 

ふ Q 

類型 發 生の 原因 卽ち、 第一 に は 文學の 相に 於け る 展開、 若く ば 分裂が、 ある 程度まで 行 はれて 

次の 新ら しい 展開 分裂 を 行 ふ 迄の 間 は、 勢 ひ 類型的と なること。 第二 は、 特に 代表的 作品が 生れ 出た 

爲 めに、 それに 追 隨し模 傚す る 以上に、 1 步も 踏み出し 得ない 場合 は 類型的と なる。 第三に は、 ある 

種の 思想が 强く 且つ 廣く 一般に 浸透して、 一般の 思想界 を 支配し、 未だ 次の 新ら しい 思想への 展開 を 
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示さない 間 は、 物の 觀 方が、 思想 的に 類型に 陷.^ 易い。 第 四に は、 何等かの 人爲的 制約に 從ふ 場合、 S 

その 制約 を打壤 する 新 機運が 起って 来ない 限.^、 類型的た る を脫れ 難い ものである" 

以上 は 類型の 原因と なると 同時に、 類型 ー繼續 させる 條件 である" そして、 斯うした 條 件が 認めら 

れ ねばなぬ とい ふ 事 は、 その 時代に 息づ いて ゐる 人が 類型 を 貴んで ゐ るか、 それに 安んじて ゐ るか、 

若く ば 型 を 突き破ら うと 焦， 0 乍ら も、 未だ 新ら しい 力強い もの を 求め 得られない 爲 めに、 企むな くそ 

れを 踏襲して ゐ るかの 何れ かで ある。 

さて 第一 の 場合に 就て 考 へるならば、 王朝 以来の 文學の 展開 を 手繰って みると 割合に 判-^ すると 忍 

ふ。 平安朝の 文學を 大きく 類別す ると、 和歌、 謠物、 物語、 n 記、 紀行と ならう。 就中 和歌 は 素直な 

咸情發 露た る 詠歎 か 二、 聽 いて 味 はふ 朗 i.. とな h、 现智 技巧が 益々 多くな つて 苦吟 讀解 とな，.^、 內容 

素材が 限られた 四季、 賀、 戀、 神祗、 釋敎、 無常、 旅、 となって、 その 觀察も 春と しい へば 花、 秋と 

しいへば 月、 機 は 果敢なき ものと 個定 してく る 時、 せめて 三十 丁乂 字の 範阐內 に 於け る 文字の 雕琢に 

腐心し、 遂に は 本 歌 取にまで 墮 して、 それ 以上 は 一歩 も 踏み出し 得ない 樣 になった。 これと いふの は 

物の 觀方ゃ 比喩が 內容 的に も、 形式的に も、 個定 した 事 を意昧 し、 和歌の 修，； 界 にあって は 詠むべき 事 

柄が 動きの とれない 程 狭く 限定され たが 爲 である U この 和歌 S 窮屈な 世界から 脫け 出さう とした 速 歌 


が、 なほ 且つ 從來の 和歌 か..，， 全く 脫し 切れなかった 爲 めに、 潴荆 マ： る 感情の 世界へ は 飛び込み 得な く 一 

て 僅かに 滑稽 的な 趣向 や 言葉の 遊戯で 不満 を 慰めて ゐ たので ある。 或は 和歌 そのもの にと つても 新ら.： 

しい 方面へ 眼 を 向けた 儒佛 による 道歌 ゃ釋敎 歌が 生れた が、 それ とても、 や は，^ 理智 的な 遊戯 以上に 

出ない のが 多かった ので ある。 次に 謠物は 平安朝 以來 七五調が 確立し 11 それに は 色々 な理. s も あら 

うが —— 神社 佛閣に 關係を もつ 宗教 歌謠は 大凡 定っ た內容 を もつ 様にな， o、 宴 曲の 如き もの も 多く 型- 

に はまった 形.  おで 自然人  を 詠す るに 止まり、  武士階級 9 昽 a 好に 應 する 平 曲、 幸 若、 謠^ などの 類 も 

源平 時代 以後の 武家 生活に 材料 をと る 事 は ほとんど なく、 平家物語 か 源平 盛衰 記 か、 曾我物；^^  t 

記が その 全ての 粉本と なった と 見ても よい 程で ある。  -  一 

次に、 物語 は 竹 取 物語の 不ハ統 が 源氏物語 とな b、 榮華 物語、 大鏡 とな，^、 平家物語 へと 展開した こ- 

と、  そこに は 空想的な 主人公から 現赏の 人間へ と 推移した 跡が 見られる。 ^勢 物語の 系統から は 大和- 

物語、 今昔 物 Ir2、 古今 著 聞.！； - へと 迎る說 話の i 集と なり、 是が 叉、 平家物語 ゃ謠 曲の 様な ものに、 斷ー 

片的揷 話と して： 取.^ 入れられても-お るし、 お： i 草子の 如き 軍獨な 物語 を 形成した もの も ある。 nB 

と 枕 草紙の 様な 身 邊雑？ i が、 々論說 めいた 方丈 記 や 徒然 草の 如き 隨想 文と な b、 紀行 ゃ更級 nrni の 一 

一部な どが、 海道 文學 と稱 する 紀行文と なった。 
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此の 如く 平安朝に 端ケ發 する 文學檨 式が、 鎌 倉 室町 時代に 人つ て 多種多様に 分裂し 展開した ので あ 

るが、 その 分裂 展開の 夫々 の 相に 於て 類型的と なって しまったの は 何故 だら うか。 

思 ふに、 これ は 中世 人の 詩 囊缺乏 に由來 する もので あらう。 平安朝の 作品 は 男女 借 俗 を 問 はす、 何 

れも 宮廷 中心の 貴族 社會の 生活に 關 係の ある 人達に よって 作られた ものである。 從 つて 一種の や はら 

かい 貴族 趣味で 色 彩られて ゐる けれど、 何 をい つても 平安 三 里 內の狹 い 所での 生活 行事であった。 だ 

から 王朝の 作品 は 略 同じ 様な 生活 相 や 心境 を 取扱って ゐる。 それで ゐて 何等の 不 然さを 感じさせ は 

しない。 その 文章から 受ける 感じ も亦穩 やかな ものである。 

然るに 中世へ 來 ると、 作者の 眼界が 餘程廣 くな b 祺雜 になって きて ゐる。 それが 爲 めに、 中世 特有 

の 文體も 生れ、 ば、 今迄に ない 生活 體驗の 描寫も 出て 來 たので ある。 然るに、 一般から いへば 藝術的 

感情が 缺 乏して ゐた爲 めに、 折角 拓 かれるべき 沃野 を 持ち 乍ら、 無味乾燥な 型に はまった ものば か，^ 

しか 出なかった ので ある。 

藝術的 感情の 缺乏 せる 人達が 文筆に 携 はった とい ふの は、 これ 亦 止む を 得ない 社會 現象の 結果で あ 

つた かもしれ ない。 卽ち、 文筆に 携 はり 得る 程に 文學の 霞める 人 は 貴族と 偕 侶 だけであった。 その 貴 

族 は 徒らに 舊株を 墨守す るに 過ぎない ので あるから 論外と して、 僧侶 は 貴族に も 武家に も 庶民に も 接 
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し 得られて、 様々 の 生活 相 を 見聞し 得る 立場に あつたの だから、 若し 維 徒にして 藝術的 天才で も 出て 

吳れ 、ば、 もっと 傑作 を^し, られ たらう と 思 はれる。 

何に しろ 彼等 出家 者 流 は 道を說 くに 專ら だった か、 生活の ための 說法 者であった 關係 上、 低級な 讀 

者に 應 する 以外に、 一歩 も藝術 上の 精進 を 試みなかった ので ある。 そこに、 お 座な，.^ の 型に 從ふ 便利 

さがあった ので あらう" 

第二に は 代表作 品に 對す る 眩惑が 類型 を 生 するとい ふこと である。 これ も 亦 一 一つに 分つ ことが 出來 

る。 一 つ は 定家を 難 せん 輩 は 冥加 も あるべ からすと いふ 風に、 世阿彌 とか 定 家の 様な 傑物の 開拓した 

恍界を 其 儘 遵奉 蹈襲しょう とする ことで あ り、 二つに は 古今 集、 新 古今 集、 平家物語の 様な 傑作が 生 

じる と、 もうこれ を 凌駕す る 作品が 一寸 出 なくなって しま ふこと である。 そして、 これらの 人物 や 代 

表 的 作品が、 傳統 的な 尙古 的な 信仰と なって、 一種の 型 を 生む 母胎と なる ので ある。 

第三に は 思想の 支配 を 受ける こと、 今日 新 與文學 の 一 派が、 ある 種の イデ ォ P ギ ー を 中心とする 時、 

その 作品が、 素 村、 手法、 構想に 於て 殆んど 類型的と な b 易く、 爲 めに、 代作、 合作 問題 を さへ 引き 

起した 様に、 赏ては 仇 討、 勸懲 物が その 筋に 於て 何れも 同じ 樣な經 過 を； il るに 陷.^ ！;^ かった が 如く、 

中世に 於て は佛敎 とい ふ 大きな 思想が、 何人に も あらゆる 物の 觀方、 考へ 方、 趣味、 生活、 知識まで i 


を も 支配した 観が ある。 これが、 中世 文學 を內容 的に 型に はめさせた 大きな 理由の 一 つで あらう。 B 

も 和歌 連歌に 於て 無常 を 感じよ とい ひ、 狂言 綺語 などい ふの も、 往生 物 や 發心物 ゃ敎訓 物が 抹^. UK い 

說 法に 陷 h^w.^ いのも、 謠 曲が 迷 を はらさせ たまへ 御 Is よな どい ふ 筋 齊 となる の も、 神佛が 結びついて 

それが 歷史觀 や 國家觀 に 影 饗する の も、 (神皇 正統 記、 六 代 勝 事 記、 培 鏡、 承久 記) 治亂 興亡が 無常 觀を誘 ひ 

出す も、 皆 無理から ぬ狀 態であった。 

第 に は 人爲的 制約、 これは內容ょ^^も形式の方面に多く生する型の條件でぁる" 和歌 連歌に 於け 

る 措 字 用語の 規定、 謠物節 づけ、 拍子の 關 係から 来る 七- rfi 調、 所作に よ b 舞臺 効果に 制約 せられる 構 

文の 規約、 これら は 何れも 人爲 的に 强耍 されて、 それ < ^の 型 をつ くるに 至る ものである。 

以上 四つの 條件 によって、 ^も 角 型が 生す るので あるが、 類型 は必 すし.， 腐敗 墮落 をの- 《意昧 する 

もので はない。 

類型の 効果 構想の 類型 は修辭 技巧の 發達を 促す 誘因と なる。 卽ち新 古今 風の 華麗な 調子 や、 體 

言 止め、 三 句切れな ど は その 好適 例で あらう。 それ は單 に修辭 にの み 止まらないで、 俳句の 切 字の 様 

な 八 rC 菩 ある ものと な b 得た ので ある。 或は 詞章の 類型 は 動作に 於ての 工夫 を 深め、 動作の 型 は 精神の 

流動に 工夫 を 凝らす 結果と なって、 能樂ゃ 歌舞伎の 腹藝 とな b、 魂への 潜みと な， 0 得た ので あらう。 
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かくして 中世の 類型 は、 型と な，^ 得る 程の 苦悶 を經、 更に この 型に 生命 を ひそめし める 爲 めに、 再 一 

三の 修行 を 積んで 來 たので ある。 此の 點は 類型に 對 しても 充分の 敬意. を拂 ふべ きで は あるまい か。 一 

中世 精神の 展開 (美よ.^ 眞、 眞ょ b 善へ) 中世に 於て は 文 學に携 はる 者が 出家 者 流に 多かった こ _ 

と、、 代 相から 馴致され た 厭世的な 考と、 老莊 ，禪 などの 思想の 背景と によって、 隱 遁文學 者と も 一 

稱 すべき ものが 輩出した。 そして、 方丈 記、 徒然 草の 様な 優れた 作品 や、 一言 芳談、 閑居 友の 如き 隨 

筆 を 生んだ ので ある。 これらの 作品 は、 前に 述べた 王朝の 情趣 的な 美的 感情に 浸る 趣味 を 取 b 入れつ 

、も、 漸次、 思索的 傾向 を 深め、 果敢な さ を啣っ 心から 道 を 求めよう とし、 人間性 を 解剖し ようとす 

る 傾向が 深ミ つて 來てゐ る C かくて 遂に は大乘 哲學に 立脚して、 主觀を 離れて 傍観 的、 非人情の 世界 

に 身 を 置き 得る 迄に 到った ので ある。  ^ 

この 非人情、 この 傍觀は 決して 不人情で はなく、 もっと 深い 愛に 根ざした ものである。 ち 永遠の 一 

相 を 眺める 眼から、 等しく 六 塵の 樂愁に 迷 はされ てゐる 人間 を 見て、 共に 淚 する 兼 好の 心で あ， o、  0 

兒に 秋の 風 を 恨み、 一 つ 星に 寢た 遊女と 抉 を 分つ 芭蕉の 心で ある。  - 

斯の檨 に、 情趣の 世界から 思索の 此界に 入 b、 汎神論 的 佛敎を 背景と した 普遍 觀が、 W び 一神論に 一 

還. 佛 乘に歸 し、 簡 §早 化され、 人間的と なって 六 字 念佛、 七 字 題目にまで 轉 向した 法然、 親 trB 連； 

序 》 
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の 精神 は、 やがて 中世 精神の 歸ーを 先行した ものである。 これ は 結果に 於て、 禪の 端的な 悟せ」 と 同じ 

境地 を 目 ざす ものであった。 理論 を棄て 文字 を排 して 直 指 人心、 眞 一文字に 魂に ふれ ゆかう とする 禪 

と、 抽象 ー排 して 只 一 念の 信仰の 上に 一 切の 生活 を 包括した 念佛の 態度と は、 眞に 直截簡明な 直 道で 

あった。 この 精神 は 室町 時代の 茶道 や 北 宋畫を 受け入れて、 日本化し 得る 基礎 をな した もので、 こ、 

に象徵 的な、 暗示 的な、 沈默 主義の 文學發 生の 可能 を 思 はせ る 一 つの 根 據がぁ b はすまい か。 

以上の 過程 は佛敎 そのもの として は 大眞實 を 求める 態度で ある。 親鸞、 日蓮、 道元な どが 大眞赏 を 

求める 態度 は、 これ 正 智正見 を 求める ことであった。 それ は 一 切の 名目 上の 善 を も 眞をも 美 を も 撥 無 

し 去る こと を意昧 する ので ある。 併し、 この 大 否定 を 經て、 普通の 人生に 還 來し來 つた 時、 現 は苒 

び 肯定され て、 俗諦 生活 の 善が 說き 出される の は 自然の 成， 行きで ある。 

諸惡莫 作、 修善 奉行が 眞實の 出家 善 を 意味す ると みる か、 それにしても 倫理的な 善 を 包含した もの 

である ことに 間違 はなから う。 從 つて 俗諦 的な 善 卽ち儒 敎道德 が、 佛敎 にと つて 代る の は 尤もな こと 

である C 

日蓮が 安國を いひ、 臨濟禪 が護國 をい ひ、 眞宗が 王法 爲本を 口にする の は、 必す しも 傳道の 方便の 

みで は あるまい。 况 んゃ國 土との ハ女 協で は あ b 得まい。 宋學が 五 出の 惯徒 によって 早くから 學 ば^て 
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ゐ たの も 額 かれる と 思 ふ。 かくて、 文學の 畑で は、 發心 物が 教訓 物、 往來 物へ と轉 じでいった 思想 的 . 

楔が 認められ ると 思 ふ。 

叉 一方、. 眞實 の眞を 求める こと は、 同時に 眞實の 善 を も 美 を も 求める ことで あるが 故に、 弗 道^ 行 

は 纏て 一 切を攝 すると 考 へられる 時、 歌論、 連歌 論に 發心 求道の 便. 0 となると いふ 考が擴 が b、 これ 

が 現實的 人倫の 善 を 認める と、 慈悲心 を 先と せよ とか、 國を 治める 媒 となると かいふ キ； 張が、 色 濃く 

なって ゆく ので ある。 これらの 點 について は、 以下 木 書の 述べ る 所が 自 から 說 明す るで あらう から、 

極めて 槪括 をす るに 止めて おかう。 

武士と 文學 最後に 考ふ ベ き は 新興 階級；； r も 武士と 文學 との 關係 であ る。 貴族が 衰 へ て 武士が 勃 

興す ると、 從來の 優美と か、 洗練され た 感情と かいふ ものに にと つて 代った もの は、 意志の 強さと 生 

活の赏 用 化と であった。 平家物語に 見える 武人の 甲冑 はま だ 美 はしい 装飾的な もので あ り、 色彩 も 多 

稞多樣 であるし、 iM 島へ 納められた 經卷の 下緒 や 意匠の 絢爛 さ、 燈籠 供養に 慍 ばれる 華やか さな どか 

^考 へる と、 平家 全盛の 頃に は 未だ 貴族 趣昧が 多分に 存 した ことが わかる。 

饼し、 ± 平記 へ來 ると、 甲胄な ども 餘程實 用 的に なって 來てゐ る。 兼 好が 花の 代， 0 に藥 草を植 ゑよ 

と說 いたの も、 これと 共通す る考 であらう。 又、 武士に は 繊細な 感情 は 求められない 代， 0 に、 悲壯な I 
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情 を 汲む ことが 出来る。 平家物語に 描かれた 女性が、 一面に 於て 王朝 風の 女で は あるが、 反面に 於て 

は强ぃ 性格 を もって ゐる こと、 或は、 戰 場に 於て 父子が 敵昧 方と なった 場合、 又は 子供の 討死 を 見 殺 

にせねば ならぬ 場合、 そこに は 愛と 名 節との 激しい 爭が ある わけで ある。 

王朝 時代の 物語に 見える 様な 戀愛譚 は、 戰記 物から は 漸次 影 を ひそめ て ゆく、 その 代ト， に 道義 的な 

觀 念が 頭 を 擡げて くる。 これ も 亦 武家 生活が 文學に 反映した 一例で あらう。 

尙其他 武士の 生活が 文學に 反映した 點も 多々 あらう し、 鎌 倉と 京都との 文 學の關 係と か、 或は 文學 

に携 はった 武士に 就て 等 記すべき 多く S 事が あらう と 思 はれる が、 それら は 他日の 機 會に讓 る ことに 

したい。 只 最後に 一言して おく こと は、 新興 武人の 知識の 低下と、 直截 的な 感動 ケ 要求 するとい ふこ 

とが、 やがて 文學の 上に 大きな 影響 を齎 したと いふ 點 である、。 その 一 は 謠物ゃ 舞に 於て 新ら しい 戰記 

物 や 幸 若、 能樂を 生んだ ことで ある G 

謠物 として は戰記 物 以前に 朗詠が あ b 和讚が あ b 宴 曲があった。 併し これらと 違って、 武士の 生活 

*》 眼前に 彷彿せ しめた もの は戰記 物で ある。 彼等 武人 は 一室に 籠って 書物 を 讀み眛 ふよ b も、 耳 を 通 

して 聽く 方が 早 解. 0 がした であ， T うし、 別して それが 琵琶に 合せて 語られる とさ、 その 單 調な 音律、 

抑揚から も 強い 感激 を そ、 られた 事で あらう と 察 しられる ので ある。 節 1^ のみでな く 更に 所作 を 伴 ふ 


舞々 や 能が 一層 もてはやされ たとい ふの は、 耳の みならす、 眼に 映 やる 具象的な 形が 更に 彼等の 心 を 

捉へ たもので あらう。 今日から みれば 幸 若 舞も單 調に 過ぎ、 能樂も 非現赏 的の もので は ある けれど、 

あの 悠長な 大宮人の II や、 奇異な 舞樂に 比すれば、 能 や 舞は遙 かに 人間ら しく も あ. り、 武士に 近づき 

の ある もので あらう か-, I。  . 

詞章 や 節から みても、 今日 殘 つて ゐる幸 若に は、 長 闲ハゃ 常 盤津に 似た： m 節 も あ b、 謠： g にしても、 

放 下僧の 様な 當 時の 俗 謠と思 はれる 節 も 取り入れられて ゐて、 彼の 悠長 上品な 王朝 風の 謠 物に 比すれ 

ば、 遙 かに 親しみ：： ivw いものであった らうと 想像され る。 

最後に 武士 及び 一 般讀 者の 知識 低下と、 これに 顺應 して 起る ベ き 文學の 主智的 傾向 を 一 言しょう。 

"肘に 述べた 能樂 S 詞章に は、 和漢の 故事 を 引き 古詩 歌 を 盛に 取 b 集めて あるが、 是 等の 引用され た 

故事に よって 震 日；、 月 氏の 傳說、 物！？ is を 知り、 源氏物語 や 伊勢の 係 を 推測し 得る であらう。 尙ほ 不足 

を 威す る 所に は、 能に 於け る 間狂言な どが あって、 平易に 事件の 說明を するとい ふ 什 組に さへ なって 

ゐる。 

斯うした 率 は 知識の 低い 新興 武人に とって は、 一 つの 簡易な 勉強 法であった し、 作家の 立場から す 

れ ば 、 少く とも 啓蒙 的な 意圖 と街學 的な 自惚 とを滿 足さ せる に 都合 がよ かった ので あらう。 それらが 

序  欲 
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中世^ 文 の^ 究 

何時の間にか 型に はまった 修飾 的な 役目 をす る 事に なって しまった。 從 つて 古歌な リ、 故 察 は、 もう 

定 つた 所へ 定 つた ものが 出る 檨 になる ので ある。 

說話物 や 教訓 物が 漸次 多くな つて 来たと いふ 事 も、 故事の 揷 人と 聯關 して 考 へられる。 伹し 物語 や 

謠 曲に 故事が 引用され る こと は、 一 面尙古 思想の あら はれと も考 へられ はする が.、 說話 物の 發展は 作 

家の 行 詰.^ と 主智的 傾向が 大きい 原因 をな して ゐ ると 思 ふ。 理想的 人物 を 半ば 空想に 求めた 平安朝の 

物語が、 道 長の 如き 現實の 人物に 轉 向し、 更に 義經の 如き 人物に 英雄 傳說の 雑多な 事 S (を 結びつけよ 

うとした 傾向、 そこらに は 未だ 何等かの $s 望が 動いて ゐ るので あるが、 それが なる ゴシップ、 三面 

記事 を 求める 心 持が 强く なると、 奇怪な 低級な 空想的な 短篇 說話 か、 若しくは 事實 らしい n 碑が 手 取 

り 早く て 與昧 が あ る と考 へられる ので ある。 

そして、 それが 今の 世から 昔の事、 S 本の 事から 外國の 事と、 その 範蹈を 擴げて 蒐集され ると、 今 

昔 物語の 様な ものと なり、 これらの 材料 を 用ゐて 教訓に すると 十 訓抄の 様な 形と なる ので ある。 

斯うした 物が 好まれる とい ふこと は、 文藝 としての 行 詰と、 ぁはた、>しく落^^;1きのなぃ社會と、 混 

沌 として 霞の か、 つた 頭の 中から 求められ るからで ある。 然か もこれ." の 村 料 を 美しい 威 や 强ぃ咸 

激 によって 包む ことが 出來 なかった の は、 何事 を も主智 的に 整 wt- しょうと した 鎌 食 初期 11 それ は 和 
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歌に 於け る 萬 葉 研究、 歌詞の 分類、 蒐集な どの 流行した —— の 思想 を 呼吸して ゐ たからで ある。 

かう した 慰みに 奔. 0 情 熟の 失せた 主智的 傾向と が、 連歌 俳諧と いふ 新 文學の 畑に も禍 して、 卑俗な 

滑稽と、 低級な 智的 聯想と による 附け合 とへ 流れ込ん だと 見得る であらう。 


中世 0 文 a- の！ 究 


一一、 中世 思想の 混沌. 調和 • 統一 

混沌 時代 

中世 は 思想 信仰の 混亂 期で あり、 人生々 活に 於け る 暗中模索の 時代であった。 これ は 愚管抄 にもい 

つて ゐる 如く、 一般に 知識が 非常に 低下して、 事理の 辯 別 を 明かに する を 得なかった 爲 でも あるが、 一 

それ は叉舊 文化の 支持者が その 勢力 を 失 ひ、 世の中 は 干戈の 間に 始終して、 一の 寧き IH なかった こと、 

舊 文化の もつ 生活 趣昧が 行きつ く 所 迄 ゆきついて 嫌 怠を覺 え、 活氣 ある 生命の 躍動 を 認め 得られな か 

つたこと、 新興 文化 を 齎らすべき 武家 階級に、 来 だ 確， りした 精神的 文化の 根底がなかった こと 等 も、 

それ. <\ 'の 輝-巾と して 數へ 上げられる であらう C 就中、 神 儒佛の 三教と 道教 的 信仰と 民間 信仰と が 相 i 

混じて 行 はれ、 何れ を是 とし 何れ を 非と すべき かも 明かで ない とい ふ有樣 であるから、 I® 々その 歸趨ー 
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に 迷 はざる を 得なかった ので ある。 增鏡 にあら はれた 次の 一節 は 皇室に 對 する 信念への 懷疑 であ， 9、 . 

紫 式部 や 和 泉 式部が 地獄に 墮 ちた b 神と 崇められた b する の は、 文 藝に對 する 一 定の 見解な き 結果で 一 

あら、 詣 祌諸佛 妖怪の 混在と 迷信の 流行 は 信仰の 混 i であ b、 徒然 草に みられる 矛盾の 一 つ は 趣 昧とー 

實 生活 並に 求道との 惱み である。 

賴 朝が 觀音を 信じつ、 も、 石橋 山の 戰に 於て、 髻 中の 佛像を 取棄 てた とい ふの は、 いかにも 卑怯、 一 

他力 を 忌む が 如くで あるが、 また 一面 信仰との 融和 一致に 至らなかった が爲 めで あ.^、 太平 記 以下 南 

北朝 頃の 軍 物語 は、 大義名分、 忠の觀 念に 於て 混 亂を來 して ゐる ではない か。 歌論に 於て 種々 の 制約 

を 設けつ、 も、 秀歌と なれば 何れも 例外と して 遁 げた 結果、 例外の 如何に 多 か b しか はこれ 亦 歌論の： 

上 に 於け る 見解 の 不確赏 不徹底 を 物語 る もので あ る 。 

かく 考へ 来れば、 全ての 點に 於て 中世 は 確， „ ^した 摑み所 を もって ゐ なかった ので ある。 從っ てこれ 一 

らの 矛盾 を 調和し、 1  女 協 を 試みよう とする 企て は、 意識的に も 無意識的 にも 動いて ゐ たので、 神佛 の- 

調和 や 三敎の 調和が、 教理の 上に も 政治の 上に も 文藝の 上に も 倫理の 上に も、 試みられて ゐろ 有様で 

あった。 さはいへ、 この 混沌の 方面から 見て. V 、-、 調和の 方面から みても、 その 主潮 をな して ゐる もの 

は佛敎 意識であった こと は 勿論で ある。  一 

中世 55 想の 混沌 • 講和 *絲ー  一 
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中世 sxw の w 究 

「若し 道の ほと， o にも、 計らざる に 暴く 鳳輦 を 先 だて ゝ、 御 旗 を あげられ、 臨幸の 嚴 重なる も 侍 

ら むに 逢. り あ へらば、 その 時の 進 返い か- >侍 るべ からむ、 この 一 言 を たづね 申さむ とて、 一 人馳せ 

歸， 0 侍 b き」 とい ふ。 義 時とば か， 0 うち 案じて、 「かしこくも 問へ る 男 かな。 その 事な. o。 まさに 君 

の 御 舆に向 ひて、 弓 を 引く こと はいか ゾぁら む。 さばか..^の時は兜をぬぎ弓のっるをき，0て、 偏に 

かしこま， 0 申して、 身 を まかせ 奉るべし」 

これ は 承 久亂に 兵 を 西 上せし める 際の、 泰 時と 義 朝の 問答で ある。 增 鏡に 見える この 一節 は、 當時 

の 尊皇 論と してよ く 引用され る 個所で ある。 

私が 殊更 この 文 を 引いた の は、 尊皇 論 を 見ようと する のでなくて、 承 久の亂 に北條 氏が 勝って 皇軍 

が 敗れた とい ふ史 實に對 して、 時の人がどぅ解釋したかを知.^たぃ爲めでぁる。 

承久 以前の 壬申亂 にしろ、 保 元 平 治の 亂 にしろ、 これ 以後の 南北朝の 戰 にしろ、 それら は 何れも 兩 

方に 皇統の 存在が あっての 爭 であった。 

然るに、 この 承 久の亂 は 全く 臣と 君との 爭 である。 然 かも 有.^ 得べ からざる 皇軍の 败北 となった。 

誠に 增 鏡の 著者が、 

「さても この度の 世の 有檨、 げ にいとう たて 口惜しき わざな ち。 或は 父の 王 を 失 ふ 例 だに 一 萬 八 千 
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人まで あ b け. O とこ そ 佛も說 き 給 ひたれ、 まして 世 下， 0 て 後、 唐土に も 日の 本に も、 國を爭 ひて 戰 

を なすこと、 數へ盡 すべから す。 それ も 皆 一 ふし 二 ふしの よせ は あ b けむ。 若 はすお 異なる 大臣、 

さらで もお ほやけ ともなるべき きざみの、 少しの たが ひめに、 世に へだた b て、 その 恨の 末な どよ 

,0 事 起るな， 0 け， o。 今の 樣に、 むげの 民と 爭 ひて、 君の 亡び 給へ る 例、 この 國に はいと あまた も 聞 

免 ざ め h\j 

と慨 いたの も尤 である。 然 らば この 慨か はしい 事赏を 何と 解釋 した か。 同じく 增 鏡の 作者 は、 

「かくいと あやなき わざの 出で 來 ぬる は、 この ill 1 つの 事に も あら ざ めれ ども、 迷の 愚なる 前に は 

猶、 いと 怪し か りし」 

と 言って、 沸敎の 業報、 ral 緣說を 取.^ 入れつ、 も、 なほ 満足な 解答が 得られなかった ので ある。 そこ 

で考へ 出された の は 神罰に よるとの 考 であった。 卽ち 後鳥羽院が 皇軍の 勝利 を日吉 社に 祈願した まう 

た 神託が、  . 

「辱く も かく 渡. 0 おはしまして 愁へ 給へば、 聞き 過し 難く は 侍れ ど、 一とせ の御舆 ぶ，^ の 時、 情な 

く 防がせ 給 ひし かば、 衆徒お のれ を 恨みて、 陣の邊 に 振.^ すて 侍..^ しかば、 空しく 馬 牛の 蹄に か、 

b し 事 は、 今に 恨めしく 思 ひ ふるに よ b、 今度の 御 方 人 はえ 仕， 0 侍る まじ」 

中 «s 想の 沌 お ，；|1|ー 
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とい ふので あった。 けれども、 如何に 神罰に した 所で、 罪 を 上御一人の 所行に 歸 する 事 は 出 来難いの 

で、 臣下の 罪の 責を御 一 人が おひ 遊ばした の だと 解釋 する よ b 仕方がない。 

「必 すし も 自ら 思しよ るに も あら ざ， 0 けめ ど、 責を 一人に とい ふらむ 事に やといと あおきな し」 

これ を 他の 書物から みると、 著 聞 集の 如き は、 義 時が 八幡の 後 身と して、 暂く 「時 政が 子に な，^ て、 

世 を 治むべし」 とい ふ夢吿 になった もの だと こじつけて ゐ るし、 後鳥羽院 御自身の 惡 業の 結果 だと 觀 

てゐる 書物 もあった 檨に 記憶す る。 

後鳥羽院 御自身 も 亦隱岐 か ら の 御文の 中に、 

「われ は 法 華經に 導かれ 參ら せて 生死 をば いかにも 出 でんす る 也。 但し 百 千に 一、 なほ 此 世の 妄念 

にか、 へられて、 魔緣 ともな b たる こと あらば、 此 世の 爲め、 障 なすこと も あらんす らん、 千 萬に 

一 、 吾子 孫 世 をと る こと も あらむ は 一 向に 我が 力と 思 ふべ し。 

そ れ は 吾 身 に あ る 善根 功德 みな 惡道 に 廻向し てこ そ、 .li^ 程 の 事 をば せんする 時に、 身に とゾ まり 善 

根 もな くな， 0 て、 いよ/,^ 惡 道に 深く 入らん するな b。 この 事 返す <^ 悲しき こと 也。 さる こと も 

あらんに は 我が 子孫の 世 を しらせ 給 はん は、 又 二 こと 神事 佛事 ゆめ，/^ 行 はるべ からす。 修法、 祭 

など も ある まじ、 ましてた，、、 わが 菩提 を 一 向に とぶら はれん ぞ、 何事に も 過ぎた る 御 祈に て あるべ 
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き。 此様は 後白河 法皇 われに 仰せられし ilj なり。 それ を 不覺の 至、 深く も用ゐ す、 そのこと、 なき 

祈、 物詣 にて か、 る 世に なりに き」 (扶桑 拾讓。 御 撰 i まハ ) 

一 

私 は 以上 述べ た 所から 三つの 問題 を摑み 得る と 思 ふ。 一 は 神祇の 力 I ^勿論 それ は 上述の 日士 C 神託； 

を 見ても、 或は 著 聞：^ の 藤 原 重 澄の 話 (卷 一：" を みても 解る 通，.^、 隨分 依估の ある 人^的な 神で は ある 一 

が —— とも； M、 祌祗の 力が 天皇よ b 偉大であって、 その 好惡 によって 裁かれる と考 へ、 更に この 考をー 

延長して 泰 時の 木地 を .ri- 八幡 神 だと 解釋 し、 以て 皇軍 耿 北の 不合理 を 胡麻 化さう としたので ある。 „ 

第二 は 佛敎の 果觀 による 見方で、 これ は說 明す る 迄 もな く 明かな ことで ある。 R 逮な ども、 一 m 久ー 

亂は 上御一人から 下 廷臣に 至る 迄、 法華經 以外の 邪法 を 信す るから、 天照大神 正 八幡な どが、 r:: 本 を j 

見 _r て、 しまったの であると 說 明して ゐる。 此 所まで くると、 祌も 亦佛の 下位に 立つ こと、 なる だら i 

う。 第三に は儒敎 的な 責 一人に 歸 すと いふ 考 である。 更に 神皇 正統 記 や 梅 松 論な ど は、 一層 明かに 優 

敎 的な 立場から この 問題 を 論じて ゐる。 I— 保 元 物語が、 崇德院 の 御肷北 を、 父 帝の 喪に も 服し 給 は 一 

すに 兵 を 起し 遊ばした 不孝の 罰 だとす るの も 同じく 儒敎 的な 見方で あらう。  一 

とも； w、 かう した 種々 の 立場から 承久 亂を說 明しょう とし、 然 かも、 その 何れもが 確た る 信念 を も！ 

つて 批判され てゐ るので はない とい ふ 事、 この 一事 を もって みても、 中 *5 思想界が 如何に 中心 を 失 一 

中世 S 想，： 調 川 *絲1  一 
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つて ゐ たか、 混沌た る ものであった かぐ 察しら れ ると 思 ふ。 

戰記文 學に表 はされ た 君臣の 關係 は、 主 從の關 係に 比して、 どれ 程 模糊と した もので あるか、 國家 

的 自覺が 鎌 倉 初期 か. T 喚び さまされて 来たと はい ひ條、 それ は 如何に 霞の か、 つた 觀念 であった か、 

それら を 一 つ/^ あげつら ふに も 及ぶまい。 

併し こ、 に 注意すべき は、 尊皇 思想の 不徹底と いふ 事 は その 當 時の 人の 罪ではなくて、 時代の 罪で 

あつたと いふ 事で ある。 雲上の 生活 は 下賤の 田舍 武士 や 庶民から は餘. ^にかけ 距 つて ゐ たので あるか 

ら、 その 正閏 を 批判す る 何等の 知識 を も 持ち合せて はゐ なかった こと、 彼等 武人 は 自己の 愿 する 圑體 

黨 派の 勢力 を增 進す る こと 以外に は 何等の 希望 もなかつ たこと、 それに 加 ふるに、 宗教 殊に 佛敎の 威 

化が 空、 無常、 無我、 因緣の 思想 を彌蔓 せしめた ので あるから。 ：：： 

とはい へこの 中世の 混沌 もい つか は 調和、 統一 を E ざして す、 むで あらう。 私 は それらの 迪.^ から 

各々 一つく の 現象 を捉 へて、 細大 もらさす 論す るの 煩に 耐 へない ので あるが、 饼し、 就中 代表的と 

見なさ る ゝ 思想の 展開 だけ は 一 瞥 して おきたい と 思 ふ。 
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文 學に現 はれた 法華淨 土兩敎 

中世 文 學には 佛敎的 色彩が 極めて 濃厚に 現 はれて ゐ るが、 これ を 大別す ると 現世 祈禱 として の密敎 

と、 靈山、 西方 等の 佛土願 求の 二と なる。 

今密 敎は哲 くお く、 只 天台 法 華と 念佛 とに 就い C 少しく 考 へて 見たい。 抑々 淨土敎 の 思想 は 早く 奈 

良 時代から 存在して ゐ たが、 平安朝に 入って 空 也、 源 信な ど を經、 鎌 倉 初期の 源 空、 親 驚に 至って 眞 

生命に 滿 ちた 他力 敎 とな.^、 法華經 思想 も亦奈 良の 古から あった ものが、 特に 天台宗の 三大敎 典の 一 

として 1^ に 研究され 讃 嘆され たもの、 而 して 日蓮の 出現に よって、 是亦獨 自の價 値を發 揮した ので あ 

る。 故に 日本 佛敎 史上から 見れば、 この ニ敎は 極めて 意義の ある もので あらう が、 文學の 上に あら は 

れた 信仰から い へば、 この ニ敎は 未だ 分離し ないで、 混然た る 一 脈 をな して ゐ たと 見る ことが 出来る。 

一 例 を 擧げれ ば、 康賴の 著と せられて ゐる寳 物 集 (七卷 の 流布本に よる) を 見る と、 卷七第 十 一 「法 華 2 
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經を 修行して 佛 になるべし 云々」 の條に 「若し 但 だ書寫 せば 是の 人命 終に は …… 1^り安樂世界の阿"彌 ^ 

陀 佛に往 る」 とあって、 明かに 法 華經が 阿彌陀 佛の淨 土に 至るべき 指針の. 經 典と 目され てゐ る。 ^ち 

寳物 集の 往生 思想 は大體 から 見て 法華經 中心の 信仰に 立脚して ゐる やうで あるが、 然 かもな ほ卷 七、 

第 十二の 「彌 陀を稱 念して 佛道を 成すべし 云々」 の 所に は觀 無量 壽經の 所 說をも 引いて 淨土 往生 を勸 

めて ゐる。 

とも ^専門的 敎學の 見地から 敎判を 立て、 自已所 依の 經 典に 固執す る ことなく、 兜 率 往生に しろ 西 

方 願 生に しろ、 靈山 會裡を 求む るに しろ 七 寳連台 を 憧れる にしろ、 何れも 同列 ー體に 取扱 はれて、 そ 

こに 何等の 矛盾 を 認めない のが 匡 房の 往生 極樂記 以来の 發心 物の 態度で ある。 だから、 彼等の 信仰 は 

淨土敎 と 法 華 信仰と が 混合し 融和され た 願 生 思想で ある。 

而し てこの 兩敎の 調和 は 敎說の 上から 見ても 矛盾で はない。 羅什譯 の 法 華經第 七藥王 菩薩 本 事 品に 

「如 來滅 後、 後の 五 百 歳の 中に 若し 女人 あ，^ て、 是の經 典 を 聞きて 說の 如く 修行せば、 此に 於て 命 

終して 卽ち 安樂 世界の 阿彌陀 佛の大 菩薩の 圃繞 せる 住所に 往 きて 法 華中の 寳 座の 上に 生 せん」 

と あり、 叉梵 本の 普 門品偈 中には 觀音は 「常に 左右の 邊に 侍し、 彌陀尊 を扇凉 しつ、、 三昧の 幻 力 を 

示し、 一 3  $ 佛を 供養し 給 ふ C 西方の 淸淨土 は、 安養に して 極 樂の國 な，.^、 彌陀は 彼の 土に 化し 調 御 


丈 失 尊な， o」 と 記して ある。 されば 密教で は此經 (法 花) は、 

r 是普門 品の 廣說、 妙法 速 華 は觀音 の 密號な b、 その 杲號は 卽も阿 彌陀佛 なり。 故に この 一 經は彌 

陀觀 昔の 三 摩 地を說 く」 (島 地 師篇. 法 華 經の卷 末 註) 

となす 說も ある わけで ある。 加 之、 歷 史的に 見ても 兩敎は 天台宗に 於て、 早くから 融合が 行 はれて ゐ 

たので ある。 (島 地師 著、 天台 敎學 史參 照) 

とも 平安朝に 入って からの 野 山 北嶺の ニ敎 は、 現せ 祈禱に 於て 表面的な 大勢 力 を 占め、 敎學 とし 

て は 法 華の 精 祌と梵 網經の 戒律と を 融和した 天台の 圓頓戒 が、 南都 佛敎 にと つて 代る 勢と なった。 就 

中 法華經 は、 その 流傳逮 く欽達 天皇の 頃に ある さう で、 奈良 朝で も 特に 尊ばれ、 更に 天台の 興隆と 共 

に 益々 尊重され、 後白河 帝の 頃に は 「一天 皆 法 華經を 以て 旨と し、 之を翫 ばざる 之 輩 は 更に 人而 非人」 

(讀 經ロ傳 明鏡 集に ある 由、 平 泉 博士の 中世に 於け る 精神 生活に 記す) とさ へ 云 はれた 程であった。 

從 つて 後 拾遺 以後の 勅選集の 釋敎の 部、 或は 梁 虔秘抄 の 法文 歌な ど を 見ても、 如何に 法 華 信仰が 流 

布して ゐ たか ゾ 解る。  • 

長 明の 發心集 は 大體に 於て 念佛 往生の 說 話が 多い ので は あるが、 それでも なほ、 飛 鉢の 話と か、 空 

也 上人が 法 華と 念 佛とを 持して 極樂 往生 を 遂げた とか、 中將雅 通が 法 華經を 持って 往生した 等の 說話 的. 


中世 as 文 ®f  s  究 

を も 載せて ゐる。 

而 して 「何レ ノ形ナ y トモ 心ゥ \  、ノ シ クシ テ其上 二 願ヲ發 シ功ヲ ツムべ キー 一 コ ソ J とい ふの が、 二 

敎 併用 を 認める 作者の 立場で ある。 . 

法 華經が 敎學上 重要の 地位 を 占めて 天台に 行 はれた と 同時に、 解脫 門の 立場から 淨土敎 的 思想が 比 

叙 山上に 育くまれた 事 も、 亦 注意すべき であらう。 卽.^ 、 親 意の 和讃に 「山家 ノ傳敎 大師 ハ國 土人 民 

ヲァ ハ レミ テ、 七難 消滅 ノ誦文 一一 ハ 南無 阿彌陀 佛ヲト ナフへ シ」 と あるの は、 彼 一流の 附會 であるか 

もしれ ない が、 とも 角 傳敎は 比 叙 山に 四 種 三味 を 創 置し.；，！ し、 慈 覺閱仁 は 五台山に 學ん で彌陀 念佛の 

法 を 承け、 歸朝 後、 常 行 三味 堂 を 建立し、 その 影響す る 所 は 甚だ 大きかった。 (慈覺 の 念佛は (一) 天 

台 理觀の 念佛、 (二) 善導 流の 念佛、 (三) 密敎 的の 念佛、 (四) 引聲の 念佛等 その 內容 複雜な もので、 そ 

して 彼 自ら も自行 要略 記に 一， 無始 以來 無量 罪、 今 世 所 犯 極 重罪、 H 々夜々 處作 罪、 念々 歩々 所 起 罪、 

念佛 威力 皆 消滅、 命 終 決定 生 極樂」 と 西方 願 生 を 披瀝した のであった。 (天台 敎 學史泰 照) 

かくて 慈慧 僧正 良 源、 慧心、 空 也 等 何れも 天台の 僧徒と して 極樂願 生を宣 示した ので ある。 なほ 其 
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他 華厳から 出た 永觀に 往生 拾 因が あ b、 直 指の 念佛を 唱導した 良 忍 は 融通 念佛を 創め、 源 信に 至って 

具 さに 頑魯 の者ケ 以て 自ら 許し、 往生 極 樂の敎 行 は 濁世 末代の 目 足な，. -と斷 じて、 ここに 往生 耍篥が 

生れた。 

源 信が 橫 川に 籠って この 往生 要 集 を 著した とい ふこと は、 天台 それ 自身に とっても 從來 の.^ 觀理念 

の 念佛を 捨て、、 直ちに 天 親の 淨土 論に 依った ものである だけに、 重大な 意義の 存 する 所で あらう し、 

これが 亦 鎌 倉 期 以後の 念佛 宗に大 影響 を與 へたので あるが、 その 藝術 方面へ 投げた 波紋 は、 厭離 種 土 

欣求淨 土で あ b、 一面 三界の 無常なる を强く 知らし め、 一面 彌陀 佛國 の淸淨 なる を敎 へた 點に存 する。 

なほ 其 他 俗人の 手に は 鹿滋保 胤の 續木朝 往生 傳、 大江匿 房の 往生 極樂記 以後 幾多の 往生 物が 出て 淨 

土 門を鈹 吹した ので ある。 從 つて 當 時の 無智な 庶民が、 如何に 單 純に 西方 を 信じ 得た か、 そして それ 

が 如何に 生々 しい 純な もので あつたか を寳物 集の 中から 一 つと つてみ よう。 

r 讃岐の 國多度 郡に 源大 夫と 云 ふ 武士 あ b け， OC 狩 漁 を 以て 業と し、 人の 足 手を切る を 以て 先と す。 

更に 佛 法の 行末 を 知らす。 漸く 年 序 積.^ て、 物の 命 を 殺す こと 其の 數を 知らす。 十月ば か，.^ の 事な 

るに、 狩 せんとて 野に 出で た b ける に、 時雨の しければ 人里の 見えけ る 方へ 馬 を 走 かして 行きけ る 

程に、 茅 堂の あ" ける に佛 供養す る こと あ， りて、 人 多く 聽 聞す とて 蘖， 0 たる を 見て、 是は 何事す る 3 
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ぞ、 收納の 盛..^ に 多く 人を篥 めて、 徒に 置きた る はとて、. a を 怒ら かして 腹 立ければ、 fl 師 只今 ぞ ジ 

頭 を も 手足 を も 切る と 思 ひて、 怖々、 佛を 供養し 奉る 也と 云 ひければ、 佛とは 何 を 云 ふぞ、 佛 供養 

すれば 何事の ある ぞと問 ひければ、 講師 少し 心 付きて、 是ょ り西 に 阿 彌陀佛 と 申す おはします。 典 

佛を 供養し 奉る 也。 此佛の 名 號を唱 へ 奉れば、 極樂 とて 樂 しく IH 出度き 國へ參 る 也と 云 ひければ、 

我 も參， ^なむ やと 問へば、 極 樂は人 を 分つ 事な し、 遂 らんと 云 ふ 願 ある 人 をば、 阿彌陀 佛觀音 勢 至 

俱に迎 へ 給 ふ 也と いひければ、 如何 やうに て か 参るべき と 問へば、 男 にても 參 b ぬべ けれども、 佛 

の 御 弟子に 成る とて 法師に 成.^ し 衣 を 着、 袈裟 を 掛けて 逢るべき 也と 云 ひければ、 さらば 參らん と 

て 頓て繁 を 打ち切 h- て 法師に 成 b て、 講師が 衣、 袈裟 を 乞. つて 着て、 西に 向 ひ 南無 阿 彌陀佛 と髙聲 

に唱 へて 行きければ、 郎等 ども 弓に 矢 を 張， o、 太刀 拔き などして 騷ぎ けれども、 nn 出度き 所へ 行か 

ん とする をば、 如何に 如此 はする ぞ とて、 腹立ちて 追 ひ 留めて、 野 山.， C 厭 はす 西に 向きて 行きぬ。 

其 後覺 束な か b ければ、 彼の 導師の^、 跡 を 尋ねて 行きて れば、 西の 海に 向 ひた b ける 小 松の 

木の 上に 昇， 9 てぞ 死した b ける。 色 形 違 ふ 事なくて、 口よ， 0 靑 蓮華 生へ て、 芳しき 香 匂 ひて、 往生 

の 相 を 現 はせ. o。 又祌 崎の 遊女と 云 ふ 人 は、 年 比 色 を 好み、 佛 法の 名字 を 知らす、 船の 內浪の 上に 

して 世 を 渡り、 往還の 客に 身 を 任せて 過す。 男に 具して 西國へ 下りけ る 程に、 海賊に 値 ひ 數多切 


られ て、 ひきいらん としけ る 時、 丙 方に かきむ けられて、 

我等 は 何し に 老いに けん、 思へば いとこ そ哀 なれ、 今 は W 方極樂 の、 彌陀の 誓 ひ を 念すべし。 

と 云 ふ 歌 を 度々 歌 ひて、 只 弱 b に 弱くな， 0 て、 絡え 入 b にけ， o。 西方よ. C ほのかに 樂の音 聞え て、 

海上に 紫 雪 靉き 往生し け，^ ノー (卷 七」 

この 源大 夫の 話 は、 嘗て 芥川 氏が 材料に 取扱った 與昧 ある 說話 である。 

寳物集 は 量に 於て、 よ.^ 多く 法 華經に 影響され てゐる やうで あるが、 然 かも 其 中に かう した 念佛信 

仰 を も 認め 得る。 

上來 引用して 來た發 心 集と いひ 寳物 集と いひ、 說話物 乃至 往生 物 は、 何れも 單獨な 一 宗派に 偏せ す、 

又 一 經に捉 はれて ゐ なくて、 いつも 佛敎 全體の 見方 を 取 b 入れて ゐ るので あるが、 これ は 和歌に 於て 

も 亦 同じ ことで ある。 例へば 寂 連が 聖衆 來迎を 詠す ると 同時に 法師 品 を 詠み、 慈 M に 法 華 廿八品 中の 

詠歌 あると ともに 極樂へ わが ゆきつかす (新 古今) とい ひ、 源 信、 西 行 も 何れも 法 華と 念 佛とを 詠 じて 

ゐる。 故に、 佛敎 學史の 上から は 鎌 倉 初頭に 親懂 日蓮 等が 出て、 一宗に 偏し ー經に 固執し、 爲 めに 幾 

度 か 大宗 論が 行 はれた (辻 博士 曰 本 佛敎史 の 研究 參照) けれども、 民間 信仰に 於て は、 狂言の 宗 論に 見る 如 

く 滑稽 視 され、 川柳の 「夕立 や 法 華 かけこむ 阿彌陀 堂」 とい ふ 皮肉と しか 考へ られ なかった。 念佛法 ^ 
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華の みならす、 神佛、 儒佛 道な どに 對 しても いつもい、 かげんな 調和 安 協 を 試みて 來 たのが 我々 の祖 

先で ある。 

さはい へこの 調和 安 協は必 すし も單 純な 無 反省な 安 協に 終る ことなく、 か、 る 異分子の 調和に は 可 

な b 痛ましい 惱み をつ、 >  けて、 そこから 新ら しい 何物 か を產み 出さ う と努 めた こと は 認めねば なる ま 

い。 こ、 にい ふ 法 華と 淨土敎 とても 元々 水と 油の 如く 反撥す る もので はない 丈け に、 初めは 極めて 軍 

純に 結びつい たので は あらう が、 一度 無常 觀と いふ 悲しい 體 驗を經 ねばなら なくなって 後 は、 一層 强 

い 救濟の 目標と して、 難破し ゆく 舟に 投げ かける 光明と して、 力強い 賴，^ になった ので あらう。 沈み 

ゆく 者 は 藁 蘂をも 摑む譬 の 如く、 敎 相の 叛釋に 心 を 傾ける 程の 餘裕さ へ もなかった かもしれ ない。 從 

つて、 日蓮 や 親鸞の 言 を 聞く 迄 もな く、 法 華と 念 佛とを 一緒に 取. 0 入れた ので ある。 それが 適する や 

否や、 正しき や 否や は 一先 づ 心が 落ちつい てからの 事で ある。 (信仰の 純粹を 求める 心と、 敎學 研究の 

開展の 結果で ある。 この 事 は 後に 述べる。) 

だから、 念 佛を裏 づけた 法 華、 法 華 を 背景に もった 念佛 の、 和歌 や 謠物は 限 b なく 見られる けれど 

も、 純粋に 念佛 一道、 卽ち 天台 を 離れた 新佛敎 としての 念佛を 取. C 入れた もの は 極めて 少ぃ。 平家 物 

語卷 十の 戒文 など は 著しい ものと い へやう。 (特に 八 坂 本 及び 流布本に 於て) これ は 重衡の 請に 應 じて 
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法 然が說 法した 所で ある。 

「せ へれ 出 離の 道 厘々 也と は 申せ 共、 末法 濁亂の 機に は 稱名を 以て 勝れたり とす、 志 を 九 品に 分ち、 

行 を 六 字に 縮めて、 如何なる 愚褒闇 鈍の 者 も、 唱 ふるに 便 あり。 罪深ければ とて 卑下し 給 ふ 可から 

す、 十惡 五逆攝 心すれば 往生 を遂 ぐ。 功德 少なければ とて 望 を 絡つ ベから す。 一念 十 念の 心 を 致せ 

ば來迎 す。 專稱 名號至 西方と 釋 して、 專ら名 號を稱 すれば 西方に 至り、 念々 稱名常 懺悔と 宣 ひて、 

念々 に彌 陀を唱 ふれば 懺悔す るな b とぞ敎 へけ る。 利劍卽 是彌陀 號を賴 めば 魔緣 近づかす、 ー聲稱 

念 罪 皆 除と 念 すれば 罪 皆 除け.^ と 見えたり.。 淨土宗 の 至極 は 各 略 を 存じて 大略 是れを 肝心と す。 徂 

し 往生の 得 否 は 信心の 有無に 依る ベ し」 (同書 維 盛 人 水の 所に も ある) 

これな ど は 或は 平家の 原典に は 無くて、 後の 附加 にあらざる かと 思 はれ もす る。 若し 徒然 草の いふ 

如く 信 濃 前 司 行 長 を 慈鎭が 庇護した とすれば、 同じ 怒 鎮の著 愚 管鈔の 六に、 

「法 然が 弟子と て か、 る 察と もし 出した る 誠に 佛 法の 滅相うた が ひなし」 とか、 「この 行者に な b ぬ 

れば女 犯 を 好む も 魚 を 食 も 阿 彌陀佛 はすこし もとが め 給 はす、 一 向 專修に 入て 念佛 ばかり を 信じつ 

れば、 一 定 最後に 迎へ給 ふぞと 云て 京田舍 さながら この やうに な b にけ る」 

などと 云って ゐ るのと しっく， 0 しない 様に 思 はれる。 叉史實 からみても、 新 念佛 排斥の 張本人で あつ お 
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.JJ-  «  a!  m の お 究 

たのが 山門で、 その山門に深ぃ同情をもってゐる平家の書き振，.^からみても、 法 然を引 張， C 出す こと 

は變 である。 

とも 角 新 淨土敎 が、 かく 取 入れられて ゐ るのに、 親鴛の 一向 宗は 勿論 日逮の 新法 華 も 未だ 代表的 作 

品には織.<^込まれてゐなぃ。 そ は 何が 故 ぞと考 ふれば、 日 蓬の 說 いた 所 は 法 華 經の讃 仰よ， 0 も 寧ろ 諧 

經 への 折伏であった からで あらう。 叉敎學 としての 堂々 たる 立場が あつたに しろ、 それが 文學の 材料 

となるべき 情昧に 於て は缺 くる 所がなかった か。 法 華 曼茶羅 は 文字であって、 遂に 優美な 繪畫を 生む 

に 至らなかった。 加 之、 日蓮の 末 徒が た- V 折伏 を 事と せる 間に、 新ら しい 宋 文化 を傳 へた 禪宗 がその 

翼 をのば し來 つて、 この 禪と 華厳 天台の 哲理と が 根底 をな す 室町 東 山の 文化 をつ く b あげてし まった 

が爲 であらう。 而 して 一 方 親鸞： の 眞宗も 亦 あま， 0 に 信仰の 一 點張， 0 で 突き通し、 本尊 も 「木像よ. c は 

繪像、 繪 像よ， 0 は 名號」 否々 名號 よ， 0 は 信の 一念と いふ 行き方であった 爲 めに、 来迎 信仰 を認 むる 

土 教程に は 文學藝 術の 畑に 直接の 影響 は與 へなかった 檨 である。 從 つて 法 華と いひ 念佛 とい ふ も 遂に 

上來 述べ 来った 天台 系の それであった と考 へて よから う 。 

-1 
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然 らば 何が 故に この 法 華と 念佛 がかく 文學の 中に 織り込まれ たか。 そはい ふ 迄 もな く延曆 寺の 勢力 • 

天台と 上流 社會 との 密接な 關 係が 然 らしめ たもので ある。 卽 ち 王朝 以来 天台が 國敎 とまで 云 ひたい 程 

に弘 まった 結果、 その 本家た る 山門から 出た 法 華、 念佛 が、 これに 伴って 弘 まるの は 極めて 自然で あ 

る。 等しく 天台に 關 係が あっても、 圓 頓止觀 の所說 は觀、 行、 ともに 宏遠に 過ぎて 俗耳に 入 b 難く、 

仁王、 最勝、 金 光明の 諸經は 鎭護國 家、 萬 福 成就の 祈願に 止って 經意は 明かで は あるが 妙昧 はなく、 

陀羅尼 神 咒の密 部 は 何となく 幽す： に、 神秘に、 として は 朗誦に 官： しく、 祈願 立ろ に 成すべき が 如く 

威 じられ るに しても 意義の 通じ 難い 憾が ある。 これらに 比して 意義 通じ 易く、 朗誦に {HI しく、 然 かも 

夢 を 追 ふ 眼に 佛國丄 は 現じ、 そこに 檢を 孕み 肜塑を 含み、 詩を藏 して ゐ るの は 法 華と 觀經 である。 

從 つて 國家 的に みれば 奈良 朝の 金 光明、 仁王、 最 勝の 諸經を 採る の も 一理 は あるし、 治 病、 安產除 

厄の 個人的な 祈願と して は、 王朝の 貴人が 尊 勝、 五 壇、 河 臨 * 等の 陀羅尼、 神呢、 護摩に、 依る も 亦 

止む を 得まい。 これら は 多く 經典を 功利的に 供した ものであるが、 若し 乂ぼ； 實に 求めようと すれば 止 

觀、 打 座の 禪法 によって 身心の 脫落を 期す るに 至る であらう。 此の 境に 來 ると、 說 けば 現に 堕.^、 說 

かざれば 俗と 離れ、 終に 藝 術の 畑 を 培 ふ 雨露と はならなかった。 これが 漸く 藝能、 文學の 基調に 攝収 

せられた の は 寧ろ 室町 以後に 屬 するとみ てよ からう。 

ホ世 思想の 混沌 • 講和 • 絲1 
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中世 國文學 の 究 

由来 神仙 を 求め 常世の 國を 憧れる の は 人間 自然の 情で あらう が、 それが たゾ 「現 實 ならぬ 夢」 を 迫 

ふ 心. でなくて、 少しで も 人間ら しい 匂 を もち、 現實 らしい 色彩 を 添へ てく る 時、 一層 これに 視 しみ を 

感じ 他事なら ぬな つかし さ を 伴 ふだら う。 柔和な 金色の 佛が 歌舞の 菩薩 を 引き 率へ て、 琵琶の 湖心 か 

ら 山越しに 現 はれ 給 ふ 御 姿、 それ は麗 はしく も、 なつかしい 憧を 深める 繪 であった。 「家の つまの 庭に 

阿 彌陀佛 たち 給へ b。 定には 見え 給 はす、 霧 ひとへ 隔たれる やうに すきて 見え 給 ふ を、 せめて 絡 間に 

見 奉れば、 蓮華の 鹿の、 土 を 上りた る 高さ 三 g: 尺、 佛の 御た け 六尺ば か. 0 にて …… 御手 を かたつ かた 

廣 げたる やうに …… このたび はかへ b 七 後に 迎 へに 來 むと 宣 ふ聲、 我が 耳 一 つに 聞え て 人 は 聞きつ け 

す」 (更級 日記) とい ふの は、 つ 、まし やかな 女性の 夢に 現じ 給 ふ 御 姿で ある。 

「夕 ぐれに、 海み やらる、 廊に 出で 給 ひて、 た、 すみ 給 ふ 御 さまの ゆ、 しう 淸ら なる 所柄 はまし 

てこの 世の ものと も 見え 給 はす。 白き 綾の なよ かなる、 紫苑 色な ど苯， 0 て、 こまやかなる 御 直 衣、 I： め 

しどけ なく 打ち 1 れ給 へる 御 さまに て、 釋 牟尼佛 弟子と 名の， 0 て ゆる.、 かに 霞み 給へ る まだ 世に 知 

らす聞 ゆ」 (須 磨) 光源氏の あてなる 御 さまが、 さながら 御佛の ごとくに も 思へ たらう。 或は 又 六八弘 

誓の 願に なぞら へ て WI 十八 間の 御堂に 四十 八の 燈籠を 掛け、 1 一 百 八十 八 人の 尼 衆 を 加 へ て 行 道した 燈 

籠 供養 は、 ¥ 家. 物語：？ がま、 に佛國 土の 示現 かと 思 はれたら う。 或は 又 經讀む 法師の いと 若う、 11 節 
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の聲 きよらかなる、 夢 を 追 ふ 耽美 者の 心に いかに 映 じたら う。 (枕箪 子〕 數へ 来れば 縫の 如き 詩の 如き！ 

や はら かな 情景が、 立ち上る 香 烟と梵 昔の 響との 中に 恍 として 浮び 出る。 それ は 王朝 以後の 文 學に至 一 

る 所 散見す る ものである。 求む る 心の 深 淺は問 はす、 そのい かに 人間に 近づいた 御佛 であ b、 御佛 の. 一 

法會 であった ことか。  一 

この、 人間に 近づいて、 理念よ， 0 も 情念、 抽象よ b も 具 體に訴 へ 来った 所に 淨土敎 の 待 色が あ h,、 一 

法 華 S 異彩が 存 したと 考へ るの は不常 だら うか。 故に 云 ふ、 法 華に 於け る 理念 はき 量 品に 存し、 情念 

は 普 門 品に 存す。 念佛に 於け る 理念 は大 無量 壽經 にあって、 情念 は觀 無量 壽經 にある と、 從 つて 敎學ー 

上から は H 逮の壽 量 品 中心が 派生し 親鸞の 大經 中心が 發展 して 来たと はい へ、 感情に 訴 ふる 慈悲と し 

て は 所謂 觀音經 と 九 品 の 來迎 にあった と 見る の は 強ち 妄斷 では あるまい。  . 

おしてる や 深き 誓のお ほ 網に 引かれん ことの たのもし きかな" 西 行 i 夫 木) 

誓 ひけ る 心の や が て 海 なれば 人 を 渡す にわ づら ひもな し (俊 成 —— 長 秋 (ig) 

これら は 普 門 品の 說相を 詠 じた ものである。 

彌陀の 替ぞ賴 もしき 十惡五 逆の 人 なれ ど 

一度 御名 を稱 ふれば 来迎 引接 疑 はす。  二 

£ waffi のお 沌. ，お. • 絲 一 
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阿 彌陀佛 の 誓願 ぞ 返す，^ も賴 もしき 

一度 御名 を稱 ふれば 佛 になる と ぞ說ぃ 給 ふ。  . 

これ は 梁塵秘 抄の佛 歌で ある。 さも あれ 普 門 品 は 觀昔カ を 念 やる ことによって 現世の 詣 厄を脫 しょ 

うとす る 意味に 多く 用 ひられなかった か。 卽ち經 文に 「或 遭 王 難 苦、 臨 刑欲壽 終、 念 彼觀； _iH 力、 刀尋 

段々 壤」 とい ひ、 「諍 訟經 官處、 怖畏 軍陣 中、 念 彼觀昔 力、 衆怨悉 退散」 とい ふ偈を 表面 通 b 解して 命 

乞 をした. - 病苦 を 除く 爲に讀 誦せられた 事 は 「十八 に 三十 三 卷の普 門 品 を讃み 奉.^ …… R 毎に こ 

の 三十 三 體の聖 容を寫 し 奉る。 此の 如ぐ の 志。 大慈大悲の 御 誓に て 照し 知し 召すならば 妾が せじ， ic- も 

州、 门ハ 三人の 子供の かひな き 命 を 助け 給へ」 (平 治 £ 語 卷三) などの 如く 隨 所に 見られる 所で ある。 然る 

にこれ が 念 佛へ來 ると、 全く 現世 をす て 、未来に 生 を 求めよう とし、 來迎を 待た うとす るの 意 圇 が 中 

心と なって くる。 

山の端に かくる、 月 をな が むれば、 われ も 心の 西に 入る かな (山家 橥) . 

となり、 觀 經 に從 へば 「具足 十 念、 稱 南無 阿彌陀 佛、 稱佛名 故、 於 念々 中、 除 八十 億劫、 生死 之 罪」 

とい ひ 「命 欲 終 時、 見阿彌 陀佛、 與詣眷 嵐、 放金<^光、 持七寳 蓮華、 至 行者 前」 とい ふ 有様で ある。 

從 つて 何れも 怒悲を H ざして はゐる もの、、 一は 現 ^ 的 祈念が 多く、 一は 未來願 生が 多い と考 へね 


ばなる まい c 

和歌に 於て は、 法 華 經に關 する ものが 念佛詣 經に關 する ものよ b も遙 かに 多く、 然 かも 法 華 經の各 

品に 亘 h -、 文意に 一 且つて 細かく その 意が 述べられて ゐる が、 和讚の 上から みると、 法 華讃の 極めて 寥 

客た るに 比し、 彌 陀讃、 極 樂讃、 來迎讃 が、 遙 かに 之 を 凌駕して ゐ るの を 知る。 これ 將た 如何なる 理 

由に 基く もので あらう か。 思 ふに 和歌 は當 時の 上流 社 會に行 はれた ものであるから、 天 ム门正 依の 法 華 

經が 多く これらの 社會に 親しみ 多かった と考 へられる。 少 くと も當 時の 人 は 法華經 S 如何なる 文句 を 

„、- 階 誦して ゐ たらう。 そして 法華會 などの 法 筵の 際に その 文句， V 當意卽 妙に 和歌に 仕組む とい ふ 様な 

事が 流行した ので は あるまい か。 

之 に反して 念佛は 常に 法 華 を 通 して あら はれた もの、 觀昔 の 慈 雲 を とほして かすかに うか ゾ はれた 

彌陀の 慈 光であった 爲 めに、 大 無量 壽經 とか 觀 無量 壽經 とい ふの が 所 侬の經 典と して は 法 華 程に 重ん 

せられて はゐ なかった。 

源 信 (六 時讃、 來 迎讃) にしろ 覺超 (彌 陀如來 和讚) にしろ、 表に は 天台 敎學 の大 it を 翳し、 密か 

に 私 庵に 歸 つて は彌陀 ケ讃し 極樂を 念じた 人で ある。 親鸞 (三帖 和讚)、 一遍 (別 願 讃)、 他 阿 「往生 讚) 

の 諸師は それらの 指敎 をう けて 新ら しく 專修 一門の 城郭に 籠った 人で ある。 齊人は 密かに 讃し、 新人 

中世 as." の 混 ■g* 調和 • 翁 一 
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中世 a 文 si- の 研 

は 民衆に.： E つて これ を 叫んだ。 和歌に よらなかった 一 面の 理由 は 忖度す るに 難くない 様な 氣 がする。 

加 之 念 佛は讃 仰に 始終した。 前述の 法 華 和歌の 如き 理知の 遊戯に ならないで、 信の ある 所に 浮び 出た 

朗唱であった こと も考 へて よから う。 (和歌に 關 して は 別に まとめて 近い 內に發 表する 答で ある) 

これ を W 女す るに、 王朝 時代の 佛 敎は槪 して 情趣 的であった 爲 めに、 さう いふ ^味に 於て 法華淨 土の 

怒悲 門が お： ばれ、 その 情に 訴 ふる 具體 性が 好まれた ので ある。 と 同時に、 この 二つに は 幾分の 相違が 

あった 事 を 記した ので ある。 

然るに 時代 は 移って 鎌 倉に 入.^ 室町に 下る と、 いつ 迄 も 王朝 時代の 相で は 止ま，.？ 得ない。 玆に 於て 

か、 藝術的 宗敎の 生活 化 はやが て 宗教 的藝術 生活 化へ と 歩 を 運んで 来たので ある。 

いふ 所の 藝術的 宗敎の 生活 化と は、 夢の 國の 法會 と、 諧調よ き讀經 と、 雲の 彼方の 佛國 土を现 .Iw へ 

擴 大して、 もの あはれ な 淋し さ を 慰めた 王朝 時代の 生活で あ， o、 宗 敎的藝 術の 生活 化と は、 一切 を提 

げて 無常 觀てふ 池に 投げ込み、 そこから 一 つく 抢ひ 上げて 人生 を觀、 藝術を 見ようと する 籙倉 以後 

の 生活 を 指す ので ある。 
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こ 、 に 狂言 綺 語の 文 學觀と 陀羅尼の 文 學觀が 生れ 出る わけで ある。 之 は 後 章に 述べ る ことにする。 

この 考の 底に は少 くと も 無常観と 往生 思想の 流れて ゐる こと は 認めねば なるまい。 世の中の こと そ 

ら ごとた わごと 誠 ある ことなしと 考 へ る 時、 狂言と いひ 綺 語と いふ 意眛が 承認され るので あ，.^、 これが 

讃佛 乘の綠 となると いふの も 或は 發心 求道の たよ b とみな し、 或は 往生の 緣 となし、 叉 は 弘法の 種と 

^法 樂の料 とも 考 へ 讚 佛のひ ま の 慰みと 考 へたので ある。 (isip^^lfss 

かくして 文義 (狹く は 和歌、 廣く は詣藝 道) は 宗敎の 下に 屈伏した かに 見える ので は あるが、 いか 

にしても 人の 心から 歌 を 忘れさせる こと は 出来す、 詩情 を 減 ぼ マ こと は出來 ない ので、 こ、 に 第一義 

に歸 すと か 「煩 惱卽 菩提と なる JC 古來風 體抄) とか、 或は 陀羅尼な， 5 とい ふ 中和 說が 生れて くる 所以で あ 

る、 し 而も 陀羅尼 說の いふ 所に は、 

「天 笠 二  "陀羅尼、 大唐ニ ハ詩、 B 木 二 ハ歌ト 云」 「八 萬 諸 聖敎ヲ 思出テ 梵字 漢字 ヲ 假名 二 和ゲテ 

歌ヲ ョ ミ詩ヲ 作テ此 歌道 二 フミ 入テ 胸中 ノ月ヲ 見、 心中 ノ 蓮華 ヲ開、 九 品 上 生-一可 生者 也」 (何れも 

世 鏡 抄〕 

と 印度支那 日本の 三つ を對 等に 考 へ ようとす る 意圖を 認め 得る が、 これな どは漢 文 を.，、 可な b 重視 

したので、 その 雍 は文學 とい へば 漢詩で あ、 o、 これが 和歌と 對 立し (今昔 物語 以下 說話嚷 の 部 立) 或 お 
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は 和歌に 對 する 種々 の 効驗譚 は、 や は 漢詩 文 方面の 傳 聞から 取 入れた ものと も考 へられる 點 など 

から、 や は b 看過 出来ない ことで ある。 しかし、 何とい つても 「陀羅尼 はこれ 天 笠の こと は 也。 日 木 

の 和歌 通用す。」 

とも 角 狂言 綺 言と いひ 陀羅尼と いふ は、 元來 往生 思想に. 根ざした 人生 觀、 生活から 出發 して、 遂に 

は 汎神論 的大乘 哲學の 方へ 轉 向した ものと 見る ことが 出來 やう かと も考， へられる。 

かくて 問題 は 初に かへ る。 卽 ち文學 作品の 上に は 情味 本位に 法 華 念 佛が不 分立の 儘 取.^ 入れられ、 

文學論 〔歌論〕 とい ふ 知的 性 1^ の も S に は染淨 不二、 佛凡 ー體、 眞俗 不離の 哲學 的な 佛敎觀 がと b 人れ 

ら れて來 たもので あると。 r 昭五、 二、 國 語と 國文 に揭 げた もの を 改訂す〕 

調和の 傾きと 神 佛習合 思想 

佛敎 が渡來 してから、 年を經 るに つれて、 非常な 勢で 上下に：？^. まった。 それに は 上皇 室の 保護 尊岽 


が 大きな 力と なったら う。 叉 支那 朝鮮の 傑 僧が 降續 てして 入朝 歸化 した こと、 そして それらの 偕に よ 

つて 企てられ 齋ら された 文化 施設が 佛敎 のみなら や、 あらゆる 學問、 藝術、 社會 政策の 施設であった 

こと、 及び かう した 先進 文化 藝 術に 對 する 異が、 更に 憧愤、 模倣と す、 んで來 たこと など、 幾多の 

理由が 擧 げられ るで あらう けれど、 lE^ も 角、 盛に 異國の 敎が弘 まって くると、 どうしても 在來の 神に 

對 する 信仰との 關 係が 起って 來 なければ ならぬ。 

それが 我 園に 於て は兩 者の 銜突 ではな く，， n し、 調和であった こと は、 歷 史上 明かな ことで ある。 何 

故里 (國 S 蕃神 C 番紀) であり、 隣 國の客 神 (靈異 記」 であった ものが、 こんなに よく 調和され たか。 

そ れ は佛 敎自體 S 學的 性質 にもよ る だら うし、 我國民 め 抱擁 性 の大 さに も 依る であ .h う 0 

明治 以来、 神社が 宗敎 であるか 否かが 幾度 か 論議され、 近頃 また 盛に 論爭の 火の手が あがって ゐる 

檨 であるが、 それ は 政治 行政 上 若く は 宗敎學 上 S 事柄であって、 民間 信仰と して は 神社と 佛敎 とが、 

中世の ま、 に 雨 方と も 矛盾な く 認められて ゐる といって よから う。 尤も 木地 垂迹と か兩部 思想と か い 

ふ もの を 其の儘 繼 f 欲して ゐる譯 ではない が、 偉大なる 力に 歸侬 するとい ふ點に 於て、 祌佛 互に 徘す る 

ことなく 融け 合って ゐる。 この 狀 態が 正しい か 否か、 若く は 今後い つ 迄 この 狀 態が 保 たれ 得る か け 別 

の 問題で ある。 とも 角、 古くから 結 ぼれ 合 ひ 融け 合って 來た神 佛習合 思想 は、 少 くと も 中世の 混 i 時 
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代に あって、 一 つの 特筆すべき 發展 をな した もの だとい ひ 得る であらう。 

さて 神 佛の習 合 思想 は ー體ど ，「動いて 來 たかと いふと、 先づ 初めはお 定 b の銜 突で ある。 尤も、 近 

頃で は 神 佛の銜 突 は 物 部 蘇我兩 氏の 私的 勢力 爭 ひであって、 新ら しく 將來 された 佛敎 は、 その 勢力 爭 

ひに 利用され たに 過ぎない とい ふ說も 出て ゐる。 (日本 宗敎 講座 日本 怫敎 史參 照) ともお 一般の 民衆 はまた 

新宗 敎に對 して は、 何程の 關心も 持って ゐ なかった ので あらう し、 裘 面に は 上流 階級の ニ大 閥の 爭ひ 

に 新宗敎 たる 佛敎が 利用され た 形で あるが、 それにした 所で、 この 神佛 反撥 は聖德 太子の 調和 的 大方 

針に よって、 きつば h- と 行 手 を 示された 爲 めに、 其れ 以後 は、 ほとんど 動きな く、 この 二つの 信仰が 

一家の 世帶を もつ ことにな つたので ある。 そして、 それが 本 地 垂迹 思想と なって 中世 以後の 兩部 神道 

を 形成す るに 至った と 見て よいで あらう。 

元 來本地 垂迹の 思想 は 法 華の 壽鼉 品に 說く 所の 久遠の 釋她 と、 靈山會 場に 出現した 人間 釋迦 とが 同 

ー體 だとい ふ 思想から 發展 した もので、 此 語が 明かに 現 はれた の は 支那に 於て、 姚秦 時代、 僧 肇の註 

維摩 經 序に 「本 迹雖殊 不思議 一」 と あるの がそれ だとい ふ。 日本で は貞觀 元年 延曆 寺の 惠亮の 表 文中 
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に r 皇贅 It 物、 且實 且權、 大士 垂迹！ T 王 或 神」 と あるの が 初：：^ とされて ゐる。 

併し これ は 未だ 適確に 本 地 垂迹 思想 を 表した ものと いふ こと は出來 ない。 た..、 兩 者の 習 合關係 だけ 

は 認 め 得る とい ふの は 辻. 善 之 助懷士 の說 である。 國史 年表 に從 へば、 

ニニ  二、 欽明 十三 年。 公式に 佛敎 渡來。 (七 年 戊 午 だとす る說 がよ いらし い.) 

一 二 六 四、 推 古 十二 年。 十七 條 憲法 發 布に よって、 兩 者の 調和 的 iiiR 解 を 認め 得。 

一 三 四 〇、 天武八 年。 始めて 金 光明 經を 宮中に 說 かしむ C 

一 三 e: 四、 同 十二 年。 詣國に 令して 家 毎に 佛像經 文 をお かしむ。 

一 三 七 五、 元 正靈龜 元年。 武 智麼、 越 前の 氣 比に 神宮 寺 を 建つ。 

一 E:〇 一、 聖武 天平 十三 年。 最 勝王經 及び 法 華經を 宇佐に 納む。 

この 神宮 寺 を 建てた b、 經文を 神に 献す るな どい ふの は、 神明 も 人間と 同じく、 佛敎を 悅ぴ、 これ 

を 保護す ると 同時に、 これによ つて 解脫を 得る ものと 考へ たもので、 神明 を も 一 衆生と 見なし、 迷界 

の 者と 考 へたので あらう。 同時に 國土 安穩其 他の 善 福 を も 祈った もので あらう。 

從 つて 神前 讀經 などが 行 はれた の も、 是 等の 善根 功德を 廻向して、 神明 も成佛 なさる 様に とい ふの 

である。 だから、 延曆の 頃に は 神明に 菩薩 號を 奉る ことが 起った けれど、 それ は に 神 德を稱 讚した が 
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に過ぎない。 (辻 士 日本 佛敎史 の 研究、 三 浦 ii: 士傳敎 大師 傳) のみなら す、 淳 和の 御宇に は佛 を、 れぶ餘 b、  M  ^ 

に 神明- ゲ 蕃神と して、 外來紳 と共に R 本の 神 を も 三十 蕃神の 中へ 入れる 様になった。 (天 長 六 年) 

この 神明 を 以て 衆生と 跳め た考 が、 全く 跡 を 絡って、 佛の化 現 だとす る 様になつ たの は 藤 原の 中期 

で 11 一 取 平 七 年 十月の 太宰府 牒、 或は 一條 天皇 長曆 三年、 サ 一社に 山 王 を 加へ て廿ニ 社と したな どに 

よって、 山 王 神道の 萠芽 を 認められる 11 ) 源平 時代から 鎌 倉 初期に かけて、 本 地 垂迹 思想 は 大成し 

たもので ある。 

この 本 地 垂迹 說は、 もとく 佛敎 か.^ 出た 爲 めに、 ひ、 佛を 主と し 神を從 とする 佛元祌 問の 思想 

では あるが、 鎌 倉 期から 勃興した 神道 學者は 寧ろ 兩 者の 調和から 更にす、 んで、 神元佛 問へ と 次第に 

顛倒せ しめたの である。 例へば 比 叙 山上の 三如來 たる 釋她、 彌陀、 藥師 は、 山 下の 山 王 三 社た る大宫 

ニノ 宫、 聖眞 子の 垂迹であって、 三 社 は 三 尊の 本 地 身 だとい ふ 檨な山 王 神道が 生れた ので ある。 卜 部 

兼 倶の名 法要 集 (兼延 の 作と もい ふ) に 記す 花實 枝葉 論な ど は、 その 代表的な ものである。 

「吾が 神國 開闢 以來 億劫 萬々 歲ノ 後、 釋尊彼 ノ土ニ 化ス。 、况 ャ佛法 ノ傳來 ハ甚ダ 末代 ノ晚年 ナルヲ 

ャ。 (中略〕 吾. 力 H 本ハ 種子 ヲ生 ジ、 震 日 U 枝葉 ヲ現 ハシ、 天竺 一一 ハ花實 ヲ開ク 。故 一 一 佛敎ハ 萬法ノ 

花 寅 タリ、 儒敎は 萬法ノ 枝葉 タリ、 神道 ハ萬 法ノ 根本 タリ。 彼ノニ 敎ハ皆 神せ」 ノ 分化 ナリ」 


この 様な 全く 反 對の說 が唱へ 出される に 至った の は、 一 面 確かに 時代 思想の 動き を 表明して ゐるも 

ので は あるが、 同時に 天台の 敎學 からい へば、 木覺、 表 德のニ 法 門 をた て、、 これ を 祌佛關 係に 移動 

せしめた 結果の 禍 誤であった。 (島 地大等 肺、 思想と 信仰。 天台 敎舉史 ) なほ 祌佛兩 者の 合體に 至った 斑 由に 

就て は、 土 田 誠 一 氏が (神道 維 誌 第五 號) に 4is 條； ^〈を あげて 居られる。 

一 、 祭祀と 三寳 供養の 動機 は 共に 福德を 求む る點に 一 致す。 

二、 兩者の儀式を重んじ倫！^ゲ丫何び、 鎭護國 家 を 標榜せ る點、 並びに、 組 先 崇拜を 肯定せ る 點に於 

て 類似 を 有す。 

三、 ；&佛 ともに； fr 人 同 i^? な， Co 

四、 誓約 祈請の 信仰 を 有す。 

宮地直 一 成士は (同誌 第一 號) 神佛 習合發 生の 機 因 を 論じて、 佛敎 が、 ( 一 ) 王法 爲本 主義 を とれる こと。 

0 一) 政 冶に 接近せ しこと。 (三) 現世 祈禱を 認めて、 これ を 行 ひし こと。 (四) 鎭護國 家 主義な b しこと 

を 擧げて 居られる。 これらと 異なって、 專ら 佛敎の 思想 上から 祌佛 混涛を 論じられた ものに 故 cl? 地大 

等師の 「思想と 信仰」 が ある。 亢に その 耍點を 余が ノ -I ト 中から 拔 寄して 見よう。 

「佛敎 にあ b て は 因果 闲緣の 思想 を 中心とす るが 故に、 ra; 緣の法 M に隨 はざる 超時空 的 創造 祌の： i  ^ 
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在 を 認めす して、 これ を図緣 律に 從 はしめ たる もの なれば、 畢ー 自己の 業報に よ，^ て 苦 樂の果 をう く 

る 迷界の 一有 情と 相等しき 慣 値の 存在と 觀 なす を 神誕赏 類の 思想と いふ。 これ 佛敎 正統の 哲學的 思 

想な b とい、 r へし。 然れ ども 大乘 佛敎に 於て 久 永劫の 佛 の本體 たる 法身と、 これよ b 應 化し 來れ 

る 報 身、 應 身の 思想 を說 くに 當 b て、 本 地と 垂迹の 思想 を 生じ 來. o、 法身なる 本地佛 よ. C 迹， ゲ たれ 

て 人間 身なる 佛陀と 現じた..^ となす に 至れるな h -。 而 して 一 方に おきて は佛 陀に歸 依し 1^ 者 を讃仰 

する-の 情 は、 自 から 高祖 を 以て 佛陀 の權 化な b と考 ふるよ b して 權化 思想 は 起 b 來れ るな， 00 かく 

てこの 權化 思想 は 印度 固有 $ 阿跋 多羅 の 思想 と 自ら 合し 来れる ものな h 。 從 つて 印度 に 於て は 釋洫 

時代 は 神 觝實類 を 主と し、 その 滅 後に 垂迹 思想 ケ 生じたり、 而 して 汎神論の 高潮 さる、 や 印度 敎徒 

の 濕拏派 に 佛陀を 毘紐拏 天 の 化身と み る 神木 佛闓 の 思想 を認 め 得るな， 0  。 

支那に あ b て は 依然、 初期 は 祌祗赏 類の 思想な b しも、 道家 者 流 は 佛と相 結びて 權 化の 思想、 道 

本佛迹 S 思想 を 展開し、 佛者は 主として 實 類の 思想に よ. 0 しと 雖も、 法 華 經の流 轉と竝 行して 本 門 

迹 門の 論に 花 を さかせ、 佛陀 論と しての 本迹 思想 を 大いに 發展 せしめた b とい ふべ し。 この 佛陀論 

の 範閛ょ b 出で ヽ社會 的に 適用せ る 神祗觀 として 顯 はれ 來， 0 し は 中 唐 以後の 秘密 沸敎 9 影響な. o。 

(儒敎 の 孔子 顏囘を 菩薩の 化身と 觀、 滑： 敎の 老子 を 釋迦の 本源と せし などに 何れも 南北朝の 頃よ b 
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以後の ことな ho 我 國に入 b て は 奈良朝 及び 平安 中期 迄 は赏類 思想な. e しも 藤 原 氏 時代より 佛 本と 

な b 源平 頃よ， 0 祌本 とな. 0 來れる をみ ろ ベ し」 とい ふ ので ある。 - 

以上の 様に、 內外樣 々の 方面から 神 佛の習 合に 可能性が あ， c、 しかも それが 佛 元から 神 元へ と迎っ 

ていった ので は あるが、 專門 以外の 一般人から みる 時 は、 鎌 倉 室町 時代 は 勿論、 江戶 時代に 入っても 

なほ 神と 佛とは 略 同等の 偎値 として 民間の 信仰 をつな いで 來た やうで ある。 更科 日記の 作者が 「天 照 

御祌を 念じ. & せとい ふ 人 あ h  。いづ こに おはし ま-;: W 佛 にか はな ど」 といつ てゐる あた， 0 は 祌と佛 と 

の區 別す らっかない 程で ある。 これが 寧 當 時の 一般人の 信仰 状態で t: あるまい か。 從 つて、 源氏 物 

語 を 耽 霞して ゐる 作者の C タに、 どんな もの をみ るよ b 「法 華經 五の 卷を とくなら へ」 とい ひ T 天 照 御 

神 を 念じ ませ」 とい ふ 戒めの 言葉 を 聞く ので ある。 この 夢吿は 文學ょ b も 求道 を 先と せよ とい ふ 時代 

出 心 想の 反影で は あるが、 同時に また、 神と 佛 とが 同じ 値 を 以て 現 はれる こと を 物語つ てゐる ので は 

ないか。 和歌に 於け る 法樂が 神社 佛閣 にさ、 げられ る 場合、 や は b 神佛の 混涛を 十分 認め 得る ので あ 

る。 承 安一 一年 ( 一 八 三 二) 廣田 社歌 合に 於て、 

左 名に しお は、、、 西て ふ 祌を賴 み 置かむ 其方 を 終に 願 ふ 身 なれば  俊 恵 

右 千 早 振 神に 手 向く る ことの 葉 は 来む 世の 道の しるべ ともなれ  俊 成 
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充歌、 にして ふ祌 をた のみ 置かむ とい へ るすが た を かしく ：：： 右 歌 は ：：： た.. 、け ふの ことの 菜の 手 

向に よ， 0 て、 かへ して 當來 世々 の轉法 輪の 緣 とせむ とば か， 0 を、 おも ふ 給へ る。 (以下 略〕 

或は 三 井寺 新羅 社歌 合に 於て 俊 成が、  . 

三 蜜 瑜做之 壇 傍。 暂詠柿 下 之 風。 一 乘止觀 之 窓 前。 遙 湖上 之 月。 卽參詣 新羅 社之廣 前し 

原之舊 跡。 

などい つて ゐる 思想 は、 敢て 珍ら しい ことで はない ので ある。 

下って 親 房の 神皇 正統 記が 國家的 自覺に 達し 乍.， つも、 尙ほ兩 部 思想 を 離れ 得なかった し、 室町 時 id 

の 善隣 國寳 記が、 その 序文に 「先當 令 人知 吾 國之爲 祌圃之 由」 とい ひつ 、も 「神 國即 佛國、 -^1=國则王 

承； t 、神 承， 佛 三而卽 一 」 といって ゐる ではない か。 芭蕉の 幻 住 庵 記に もや は. 0 兩部 思想が E 力え てるる。 

この 神 佛習合 は 更に 儒敎を 伴うて、 こ、 に 三教の 合致 習 合が 行 はれつ 、明 冶にまで 迪 つて 来たので 

あるから、 次に は 儒 敎と神 佛兩敎 との 關係を 一 瞥 しょうと 思 ふ。 

三敎の 調和 を はかった こと は、 聖德 太子の 十七 條 憲法 第一 一條の 篤 敬三寳 (佛) 第三 條の承 詔必謹 (神) 
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第 g 條の以 饞爲本 (儒) にも みられる 程に 古い ことで あり、 然も この 三者 は 柯 等の 衝突 を もみす して、 

認められて 來 たといって 宜しから う。 それに は 又 それ 相應の 理由の ある ことで は あるが、 それら は 1 

3! せ-、 こと、 する。 

门 (歴史的に みれば、 時として その 一方 を 偏重した 時代 も あ.^、 又 儒者 佛家 各々 その 立場から しての 

我田引水の 論 もあった 様 だけれ ど、 槪 して {ぉ 町 時代 迄 は 三教の 調和が よく とれて ゐた樣 である。 空 海 

など も 三敎の 1 を も缺 くべ からざる こと を 論じて ゐ るし、 親 房の 正統 記 もや はり さう である。 下って 

一 倏兼 rt- の 如き は 三種の神器 を智仁 勇と か 法身 般若 解脫 などに さへ 配當 して ゐる。 

けれども 神せ」 者 流に は 「儒道 者 止 善、 而敎 先王 之 法、 以制佛 法、 佛法者 理觀、 以立戒 定慧、 而輕儒 

敎、 共 異國之 善道 也、 神道 者 吾邦 之 正路、 而仰 天命、 貴 明理」 (神代 ロ訣。 忌 部 正 通) と 神 を 先と した 思想 

も 起って 來 たこと を 知，.^ 得る。 かくて 神 元佛閏 から 排佛 へと す、 ん だのが 德川 期であった 如く、 神道 

と儒敎 との 論爭も 亦. 德川 時代に 入って か， っ頓に 景氣を 添へ て來 たと 見る ことが 出來 る。 その 神主 儒從 

說が士  c 川 惟 足と か 度會延 佳と か 山 崎 閽齋の やうな 神道 方面の 學 者で あり、， 儒 主神 從說の 色^い もの は 

藤 原 愼窩、 林羅 山、 中 江 藤樹、 熊 澤蕃山 等の 儒學 者で あ. -、 神 儒 對等說 をと つたの は 藤 田 東 湖、 會澤 

正 志な どの 水戶學 派で ある。 (田 中義 S 博士 祌儒 一致の 思想 參照)  ^ 

中世£}想の36_€*5.5^^^1 


中^  B: 文 £S の 研究 

； .,, これら を 要するに、 中世 以來 殊に 近世の 三 敎に關 する 詣論爭 は、 畢竟 自己の 奉す る 神道 若く は 儒、 

佛の 立場に たって 他を徘 し、 已を 立てん とする 爲 めの 論爭 であって、 公平 至極な もの 又は 學問 的な も 

ので ある こと は 極めて 稀で ある。 その 調和 合致 を說 くこと すら、 要は 自已を 守らん 爲 めに 出で、、 或 

は 獨 斷に 流れ、 或は 索 强附會 の說を さへ 生やる ものが 多い ので ある。 たぐ 此 項に 於て 余が 祌佛 の關係 

のみ を 多く 論じ、 儒 を輕ん じたの け 畢竟、 余の 研究 常 面の 時代が その 方に 重きが 故に 過 ない。 卽ち 

王朝 末期よ， C 鎌 食に かけて は 何とい つても 佛敎が 最も 深く 人心 を 支配し、 神道 —  — 神 國的國 家 自覺が 

漸く 表面に あら はれ かけて 來た 頃で あり、 儒敎は 未だ 一般 民衆の 間に は强く 意識され なかった し、 一 

部 上流の 人 や 僧徒 間に あっても、 何等 他の 神 佛ニ敎 との 銜突を もみす に、 極めて 自然に 擴 が-り 且 調 

和され ていった からで ある。 

統 一 の 先驅者 親鸞と 日蓮 

鏺倉 初頭に つた 佛敎 は、 親鴛、 道元、 日蓮の 三大傑 僧に よって 代表せられ る 眞宗と 普 洞 禪と法 華 
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宗 との 三で ある。 この 三宗は 從來の 八宗に 比して、 餘程 tH 本 化された B 本佛敎 とい ひ 得る であらう。 

然 らば その どうい ふ點に 於て 日本 佛敎 とい ひ 得る であらう か。 而 して それら は 如何に 日本 文化に 貢献 

して ゐる であらう か。 

これに 嬤て、 三高惯 S 特色 を闊 明す る ことによって、 自か ら與 へ られろ 答で あると 思 ふ。 

從 つて 本 一 ^〈に 於て は 三師， ゲ 論すべき であるが、 道元に ついては 後 章で 些か 觸れ る關係 上、 此處 では 

杏 略す る こと、 して、 親 と 速に 就て 特に  一 二の 點に 觸れ たいと 思 ふ。 

(道 元と 親 tl に 就て は 村上專 精 搏士の 沸敎統 一 論及び 我 觀眞宗 に 詳論が あ. -、 和 辻 哲郎氏 も 嘗て 思想 

誌上に 發 表せられ たと 記憶す る。) 

一 體鎌倉 初^の 新 佛敎を 大乘的 日本 佛敎 だと はよ く 聞く ことで あるが、 如何なる 點に 於て 日本的で 

あるか を考 へねば ならぬ。 佘の思 ふに、 佛敎學 として、 印度支那の 敎學を 單に繼 承す るに 止まら 卞、 

日本へ 来て 眞 に その 惯値 を 高 め 得た のが 法 華經並 に大 無量 經 である。 かう し.；」 - 佛敎學 S 歷. 的 發展の 

上に 於て 意味す ろ 特徴 を 以て、 n 本 佛敎と 名 づける と兑 るの が 一 つ。 次に は單 なる 理智的 敎學の 範^ 

に 止めし め， ずに、 これ をして 時代の 思想 感情 S 中に 作用せ しめて、 宗敎 としての 眞 1^ 値を發 禅せ しめ 

たのが^ 倉 初頭の 新佛敎 で、 この 意味に 於て n 本佛敎 とい ひ 得る と考 へる のが 一 つ。 言葉 を かへ て 云 

出世 S 想の 混 調 
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中世 2E 文^  S  ^ 究 

へば ー乘の 精神 を 以て 霣ぃ たのが 前者で あ b、 時機 相應を 明かに したの が 後者で ある。 前者に 於て は 

哲學 的な 大乘 の眞 精神 を 眞實に 把握し、 後者に 於て は 時代と 人と を 見極めて、 哲理に 生きた 宗敎的 生 

命 を ふき 込んだ ことで ある。 而 して それ は 混沌た る 思想から 純 一 を 求めよう とする 中世 精神の 動きの 

先覺的 出現 で あつたの であ る 。 

釋迦 一 代の 說法 中で 法 華經が 最も 釋 尊の 眞 意を傳 へて ゐ ると いふ 意味で、 この 經に對 する 尊崇 は 支 

那以來 我國に 於ても 奈良 平安朝 を 通じて 實に 盛な ものであった ひ 殊に 天台宗に あって は 五 時 八敎の 判 

尺に よって、 法 華を最 勝の 經 典と 見做し 來 つたので は あるが、 然し 乍ら その 天台宗に しろ、 なほ 法 華 

と 同時に 他の 經典を も 併用して ゐ るし、 眞言、 三論、 禪、 念佛、 何れも 法華經 以外の 經典 を. If, 依と し、 

その 本尊と しても 天台の 藥師、 眞言の 大日、 淨 土の 阿彌陀 とい ふ 如く、 その 木 尊 は 各々 自家の 立場に 

よって 別 立し つ、 も、 なほ 他 佛他經 を 共に 拜 して ゐ る有檨 であった。 然るに 唯 だ 法 華經ー つに 依 b 所 

を 定め、 就中、 壽量品 S 本 門 久遠の 釋伽」 をのみ 中心 本尊と して、 他の 一切 を 排斥して 起った のが 日 速 

聖人で ある。 此の 點、 tn 蓮 は 苟も 他 經他佛 を 併用す る こと を 許さ や、 只 ー經ー 佛の 下に 一 代の 經文を 

歸屬 せしめた ので ある。 

淨土經 も 亦 支那 以來 何れの 宗派 もこれ を 認め これ を 尊んだ ものであるが、 別して 天台宗に あって は 
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哲理と しての 一念 三千 を說 き、 ^sf-理無稱を說くと同時に、 解脫 門 にあって は 淨土願 生 を H 標 としたの 

である。 然るに 唯だ大 無量 壽經ー つに 侬 就中 十八 願の 彌陀 救濟 をのみ 中心として、 他の 一切 を雜 

行と して 排斥した の は 親 覺龜 人で ある。 此の 點 親鸞 は 苟も 他 經他佛 の 併用 や. 認めす、 專修 念佛の 下に 

一代の 諸經 を歸屬 せしめた ので ある。 そしてと もに 一 乘 妙法と いひ、 誓願 ー佛乘 といって、 唯一無二 

s 純粹 無雑な 態度 をと つたので ある。 然 らば 何が 故に その 唯一 なる を擇ん だかと いふに、 その 選び 方 

は 兩ネ大 いに 趣 を 異にして ゐる やうに 觀 じられ る。 卽も 日蓮 聖人 は ia;- ら經典 の說 時に よって こ れを證 

し、 親變， は 專，， ，ぉ已 反省に よった ものである。 卽ち 一 は 敎權の 中に 偎値を 求め、 一 は 個性の 中に それ 

を 求め 得た とで もい はう か。 然 かも その 結果に 於て 一 方 は 本 化 釋迦の 直 弟 を 以て 任じ、 一 は 師匠 法然 

の恩德 な. 0 と觀 する 點に 於て、 前者 は 自己に 篤く 後者 は先德 にあつ いとい ふ 一見 矛盾の やうな すがた 

を 見せて ゐ るので ある。 此點も 亦 面. H ぃ對 照で はなから うかと 思 ふ。 何れにしても、 こ、 に また 中世 

精神の 敎權 主義と 個性 主義が 底流して ゐ ると 見られ はすまい か。 

n 逮が經 典の 說 時に 重き を 澄いた とい ふの は、 釋 尊が 得 悟の 後說 かれた 華厳 經 以下 g 十一 一年間の 說 

法 は、 来だ眞 實ケ顯 はして ゐる もので はなく、 無量 義經を 序文と し、 涅盤經 を 結 文と して、 その 間に 

說 かわた 法 華 經八年 の 説法が 卽ち 釋迦 最後 の、 然 かも 眞赏 の說 法で あると いふので あ る 。 

中， ほ？ ^ の 混」 和 一  j 
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釋魏の 出世 本懷を あら はした 法華經 が、 他の 諧經 より 勝れて ゐ るの は 何が 故 か。 ：= 速に よれば 大凡 

左の 點に歸 V る やうで ある。 

( 一 ) 佛は 三千 塵點 劫の 長き 修行- V 積み、 悟 ゲ」 開い てから H< 百 塵點劫 を 經てゐ る。 これ は法藏 

r 阿 彌陀) の 五 劫の 修業 を 積み、 成 佛以來 十 劫を經 たとい ふ 如き 短 年月で はなく、 この 三 五の 二 法 は 

他 經何處 にもない、 只 法華經 のみに 示された 所で ある。 (法 華 联耍鈔 の 意 を 採る 

(一 0 聲聞、 綠覺 とい ふ 如き 一 ー乘は 獨斷の 觅に捉 はれて ゐ るが 爲 めに 成佛 する ことが 不可能で ある 

と說 くの が 他の 經典 であるが、 法 華の みは ニ乘の 成佛を 認めて ゐる。 開 HI 鈔) 

(三) 他 經は釋 迦の始 覺成佛 であるが、 法 華 は 本 門 久遠 實成 である。 卽ち 時間 的に 制約 を 受けた^ 

の敎 でな く、 久， 遠の 本體 たる 釋 說く 成佛の 法で ある。 (同 右) 

(四) 諧經 文に も 諸佛天 祌地祗 がその 說 法の 眞實 なること を 誇 誠し、 且つ 讃 嘆して ゐ るが、 それら 

の 詣佛は 何れも 說法 者た る釋^ A 同格の 諧佛 又は その 先師の 讃嘆 する 所で ある。 然るに 法華經 にあ 

ら はれた 釋迦 は久逮 の本佛 であるが 故に、 この 本 佛の說 法を證 誠し 讃 嘆す る諸佛 は、 本 門 釋迦の 分 

身で ある。 此點に 於て 偎 値が 大いに 違 ふ。 0 右) 

(五) 提婆 達の 如き 極 惡人も 龍 女の 如き 女 身 も 一 切す ベての 成佛を 認める の は 法 經 だけで ある。 
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(同 5 

以上の 如き 理由から 法 華經は 他の 諸經ょ b も 勝れて ゐる 許， o でな く、 今や この 法 華が 流 すべき 

時機に 遭遇して ゐ るので ある。 それ は弘 まるべき 法と、 法 をう ける 機根と、 法の 弘 まる 時と 所との 

四つが 正に 敎說 に 示され て あ る 豫首 にび つた，^ 合って ゐ るからで あ る C  U^T 時 國鈔) 卽ち詣 他 の 經文 

に は 佛法を 信せ ざ る 時 は 地震、 慧 星の 出現な ど 種々 の 災害の お - J る 事 を說 いて ゐる。 さ うした 天災 

や 爭亂は 今迄に もあった けれど、 来 だ 二日が 同時に あら はる、 様な 妖災は 嘗て 無かった。 この 二 n 

三日の あら はれ 出る 時 は 全ての 佛說 は廢れ て、 正 法の 弘 まるべき 時で あると 說 かれて ある。 今や 西 

に天子ぁ，.^東に將Ii^ぁb、  1^ に 二日が 同時に 現 はれた 時で ある。 これ 法 華の 弘 まるべき- おでなくて 

はならぬ。 (お 耍鈔) 且つ又 內憂 外患が 同時に 起る 程 世の中が 亂れた 時、 佛法は 亡びた しるしで ある 

と說 かれて あるが、 今や 正に 元寇の 外患 あ.^、 內憂亦 甚だしい。 (立 正 安國 論： >か うした 末法の *1 に 於 

て は-正しい 法 一信 じて これ を弘 める 者 は 幾多の 法難 を 蒙る と說 かれて ある。 而し てこの B 蓮 は諸宗 

よ，.^ 誹謗せられ、 爲政 者から 罰せられて 六十 六 ケ國ニ 島の 中に さへ 身の 置き所 もない 程で ある。 こ 

れ 經の豫 言に 的中す るが 故に、 B 蓮 こそ は 眞實に 正 法の 弘宣 者で あ.^、 法 華の 行者で ある。 (SU 鈔) 

此の 如くして to 逮は 全て を經 文に よって 立證 し、 1! ま 々自己の 信念 を 固く し、 先輩の 所說を 全て 否定 ^ 
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中 ft ほ- 乂  sf- の 研究  . 

して、 經師 たる 釋 尊に 直ちに 接した ので ある。 然るに 親鸞， の 能， $度 はどう か。 日 逮とは 大分 その 趣を異 ^ 

にす る 所が あ ひ はしない か。 

勿論 何れの 宗 組と いひ 論師 といっても、 苟も 佛敎と 名 づける 以上、 經 文の 所說に 立脚せ ざる^ はな 

いので あるが、 特に tn 蓮に 於け る 法 華中 心の 立場 は 全く 經 文の 豫言 立證に 始終して ゐ るので ある。 所 

が 親鸞 は 同じく 末法思想に 立っても 天災 地 變の豫 言の 的中 を 以て 立證 する よ. 0 も、 寧ろ 自己の 行 持 力 

の 不：： え を 痛 歎し、 何れの 行 も かな ひ 難き 弱い GI 已を 見出した のであった。 全て この 點 から 出發 して 现 

赏 小我の 絡對的 否定に よ. o、 彌陀 願力の 絡對 肯定 を信樂 したので ある。 故に 親覺 にあって は 法華宗 か 

... つの 排斥 を 受けても 何等の 辯 護 も、 經 文に 依る 立證も 必要はなかった。 それ は 歎 異鈔の 初めの 文が よ 

/、此の間の 消息 を 物語って ゐる。 これ は關柬 にあった 親鴛の 門弟が、 B 逮の念 佛無間 (念 佛を 信す る 

もの は 無間地獄へ 落ちる。 其 故 は、 法 然ぃ唱 へる 念 佛宗ほ 他の 諸 經を雜 行と いって 全て を 否定し、 彌 

陀 以外の 詣佛を も nn 本の 祌を も雜修 とて 排 115： し、 空想の 西方 淨土を 願 ひ、 夢の 檨な阿 彌陀を 信じて、 

この 法 華の 正 法 を 信じない。 念 佛を說 く 阿彌陀 經ゃ觀 無量 壽經は 五 時八敎 S 判 尺に 從 へば 方 等 經の說 

時と 同じで、 初歩の 者に 敎 へた 方便の 說法 である) の 說法を 聞いて、 驚いて 京都に かけつけ、 親變に 

その眞偽を^.せねた時の答でぁるc 以下 本文 を 掲げて みょう。 


I 各々 十 餘箇國 のさ かひ を こえて、 身命 を か へ.^ みすして、 たづね きたらせた まふ 御 こ 、 ろざし、 

ひとへ に 往生 極 樂 のみち をと ひきかん がた めな bo しかるに (私が) 念 佛 より ほかに 往生の みちを も 

存知し、 また 法文 等 を もし たるらん と、 こ、 ろに く、 おぼしめしお はしまして はんべ らん は、 大 

きなる 誤な， 9。 苦し 然 らば 南都 北嶺に も、 ゆ、 しき 學生 だち 多く 座せられ て 候 なれば、 彼の 人々 に 

も 逢 ひ 奉 b て、 往生の 要よ^ s^,^ /.^ 聞かるべき 也。 

親鸞に おきて は、 只念佛 して 彌陀に 助けられ 參ら すべ しと、 よき 人 (法 然) の 仰せ を 蒙 b て 信 やる 

外に 別の 仔細な きな b。  ， 

念佛は ill: に淨 土に 生る、 種に て や 侍る らん、 叉、 地獄に 落つ ろ 業に て や 侍る らん、 總じて以て：：^: 

知せ ざ るな， c.。 

たと ひ法然 上人に すかされ 参らせて、 念佛 して 地獄に 落ちた， 0 とも、 更に 後悔す ベから す 候、 X 

故 は、 自餘 S 行 を勵 みて 佛 になる ベ か b ける 身が、 念佛 申して 地獄に 落ちて 候はゾ こそ、 すかさ 

本， 0 てと いふ 後悔 も 候 はめ、 何れの 行 も 及び難き 身 なれば、 とても 地獄に 一定す みか ぞか— (巾 略) 

この 上に 念佛 をと b て 信じ 奉らん とも、 また 棄 てんと も、 面々 の 御 はか。 ひな b と 云 々に 一一 (^EJ; 鈔) 

これ を 以てみ るに、 親覺に 於て は敎學 上の 優劣 論爭は 南都 北嶺の 學者 達に 任せて、 nハ管^^:己の心II-  ^ 
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の救濟 へと ひた 向きに 突進した ので ある ことが わかる。 しかも その 根底 をな す もの は 自己の 罪 惡觀で 

ぁ.^、 その 結果 は師敎 への 感 恩であった。 從 つて 經文を 唯一 の立證 とした 法 華の 日蓮と 違って、 靓 ii! 

に 於て は 假令大 無量 壽經 が譯 本に よって 異 b  、その 中心とする 十八 願の 救 濟が梵 本に 存在し なくても ► 

そ れは 何等 の 不都合 を 齎ら さないで あらう。 

時機 相應 とい ふ 立場に あっても、 親 覺は日 連の 如く 天災 地變 内憂外患 を經 文に よって 立證 する か は 

りに、 自己の 罪 惡觀、 行 持 力の 不足 を 以て 末法と なし、 この 末法の 時に この 機根の 愚 禿に とって は 念 

佛が唯 一 無 一 一の 救濟 であると 看な すので ある。 或は 叉 迫害 をう ける こと を 以て 法華經 S 行者た るの 自 

信を鞏 くした 日 連に 對 して、 親鸞 は 「抑 叉 大師 聖人 源 空、 もし 流刑に 處 せられ 給 はすば、 我 又 配所に 

赴かん や、 若し 我れ 配所に 赴か すん ば、 何に よって 邊郧の 群 類 を 化せん、 是 なを 師敎の 恩 致な b」 

(御 傳鈔〕 といって、 迫害 を 師恩に 歸 して 喜んで ゐる。 

1 け 難に 會 して 益々 强 /、、 一  は 難に あうて 愈々 おだやか である。 然 かも その 信念に 於て は 共に 金剛 

不 壊の 眞信 である。 次に 考 ふべき は、 その 經文 によ h -、 或は その 內潜 による も、 ともに 末法思想に 立 

つので あるが、 併し 厭世、 隱遁、 消極に 止まらないで 現實を 肯定す るに 至った の は兩者 また：： 1： じで あ 

る こと だ。 tn 蓮が 國 家主 義を唱 へた こと は 周知の ことで あるが、 親覺 について は 未来 的 厭世的 消極的 
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と 誤解せられ いので ある。 然し それ は餘 b に 皮相 的な 見方であって、 日 連の いふ 國家 主義 は 今日の 一 

それと は 大いに 趣 を 異にして ゐ るし、 親蠻の 末世 隠遁 罪惡觀 は 決して 消極的な もので はない ので ある。： 

B 逮 にあって は 本 門 久遠の 釋迦を 立てる 時には、 迹 門に 於け る 十 方 淨土は 却って 垂迹の 穢土と な. 

此の 土の 穢土 は 却って 本土と なる ので ある 開 目鈔) 又 一 面から 觀 すれば、 法 華 を 信す ろ 者の 住んで ゐ 

る 所 は 皆 寂 光 土で あ 、法 華 行者 は 卽も寂 光 土に 住む が 故に 佛 である。 S 没怫法 血脈) 或は 又 「所詮 天下 

泰平、 國土 安穩は 君臣の 樂 しむ 所、 土民の 思 ふ 所 也、 夫れ 國は 法に 依って 昌へ、 法 は 人に 因って 貴し 、一 

國 亡び 入滅して、 佛を 誰か 崇 むべき、 法 を 誰か 信すべき や。 先づ國家を祈.^、 領 らく 佛法を 立つべし」 一 

(安國 論) といへ るな ど、 その 論據は 各々 異る けれど、 何れも 現赏 の國 家、 社會、 人間 を 重んじて ゐるー 

ことが 額 かれる ので ある。 親鸞 も 亦 世の中 安穩 なれ 佛法弘 まれと いひ、 王法 爲 本と いふ 考 はもって ゐ 一 

るので あるが、 それ 以上に 目につく の は未來 往生の 思想で ある。 しかし 親 i? に 於け る 耒來 往生 は、 信 一 

仰 を 得た 當體 に卽 時に 正 定聚不 返の 位に 至る のであって、 信 後 は 報恩 感謝の 明るい 生活 を 送る ので あ 

b、 見様に よって は 獲 信と 同時に 佛行を 修し還 相の 利他 行 を 行 じて ゐ ると 第三者から はい へる ので あ 

る。 かう した 光明 的 現赏的 生活 を 生きて ゆくべき 道 を、 哲學 的な 理論 上の 卽身 成佛 でな く、  ス際 のま 

活の 上に 生かして 來 たとい ふこと は、 實に 驚くべき 發展 であった。 これ あるが 爲 めに、 王朝 以来の 淋！ 

. 混沌 • ほ 和 *絲 一  ， 
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しい 巣敢 な.： 暗い 露. が 打ち消されて、 生き/,^ とした 人間 世界 をつ く 得る ので ある。 王朝 以來 暗雲 

低迷せ る 末法思想、 無常 觀は、 こ、 に來 つて その 中に 光明への 龍 鱗 を 示した ので ある。 道元 も 亦 ほじ 

である。 かくて、 これが 武士 並に 下層階級へ 進出した 結枭 はどうな つた か、 言 ふを俟 たないで 明. かで 

あらう。 

然 らば 何が 故にし かく 武士 並に 下 騒 社會へ 進出した か、 それ は複雜 高遠の 大乘 敎理 を、 念佛 題目の 

六 字 七 字に 約め て、 これ を 端的な 信の 一字に 收め 得た が 故で ある。 一切の 哲學、 倫理、 宗敎を この 信 

の 一念に 收 めた 所に 簡單 化が あ. 9、 まことの 精神 を 認める ことが 出 來る。 これ 亦 R 本 精神の 一 面 を 把 

握した もので は あるまい か。 以上 大體 乍ら も 日蓮 親 驚の 唱 へた 新佛敎 が、 どんな 點に 根據を 置き、 叉 

どうい ふ點で 特色が あ ト>、 且つ 日本的と いひ 得る か を 述べた ので あるが、 次に は 遺文に よって 特に 目 

につく 一方 面 を 簡單に 注意して おきたい。 それ は 親 鷲に 於て は、 倫理と信仰との關係.でぁh^、  n 逮に 

あって は その 國家觀 祌祇觀 である。 こ、 にも 彼等の 純 一 な歸ー 的な 態度が 見られる のであって、 王朝 

以來の 混沌た る 思想、 信仰の §5 み を ふ b すてた すがく しさ を 認める ことが 出來 ると 思 ふ。 

一一 
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元來、 華厳 や 天台の 如き 卽身成 佛を說 き 佛凡ー 體を唱 へる と、 往々 にして 自性唯 心に 沈んで 無理 想 

に 陷，. ^易い 缺點が ある 如く、 絡對 他力 を 標榜す ると、 法體 つの b に墮 して 自己の 倫理 生活 を 無視し、 

惡を增 長す るの 弊に 陷， C 易い ので ある 0 これ は 慈^が 愚 管抄の 中に 激しく 非難し； しゐる 所で ある。 然 

らば 親 鷲 はこの 倫理と 宗教と 一 ど-つ 考へ たかに 觸れ なければ ならぬ。 いふ 迄 もな く 親 II の 立場 は 全く 

宗敎的 信仰に よって 歸ー されて ゐ るので あるから、 その 立場 を 無視して は 彼の 善 惡に對 する 解釋は 出 

来ない し、 同時に 彼の 遺文 法語 は、 何れも 信仰 を 得た 後の 告白で あるから して、 信仰 を 度外視して は、 

その眞 意 を摑 むに 困難で ある。 ■ 

元來佛 敎 とて 別に 變っ たもの が ある わけで はなく、 畢竟 は 諸惡莫 作、 修善 奉行に 過ぎない。 これ 

は 道元 も 特に カ說し てゐる 所で ある。 而し てこの 場合、 善と いひ 惡と いふ は 何れも 現世の 偷珂 的善惡 

と何等變ったものではぁ..^得なぃ。 若し 變 つた 所が あ b とすれば、 この 倫理的 善と か惡 とかい ふ もの 

を單に 相對的 比較的に のみ 眺める のでなくて、 その 背後に は 大乘佛 敎の大 調和の 哲學 が褢づ けられて 

ゐる ことで ある。 從 つて 世俗的な 善と か惡 とかい ふ標 のみで 考 へる わけに は ゆかぬ けれど、 これ を 

離れて 叉 他に 善惡の あらう 箬 がない ので あ も。 これ は、 大 無量 壽 經に說 く五惡 ^を みても、 詣經 論に 

說く十 惡說に みても 肯 かれる であらう。 從 つて 世俗的の 善 を修し 惡を棄 てよ-つ とする 心が、 段々 修行 

^sa 想の 沌， ^和. 絲ー 
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力 を 積んで 遂に は 善惡の 彼岸に 達した のを佛 とい ふので ある。 善惡を 無視す るのと は 大いに その 趣 を ^ 

異にして ゐる こと を 注意すべき である。 

さて 然. らば 親鸞" の 場合に 於て はどう か。 彼と て その 佛道 修行 を 志した 當初 はや は.^ 倫理的 反お がそ 

の 出發點 であった  > -考 へられる。 

然るに、 この 反^が 銳く なれば なる 程、 深まれば 深まる 程、 到底 その 器で ない ことに 氣づ いたので 

ある。 よしんば 外 ffl は 整っても、 心の 反逆 をい かんと もす る 由がなかった。 こ、 に 於て 親蠻は 善惡の 

あら はれる 根 據を發 見した ので ある。 それ は 善心の ffi! るも惡 心の 起る も、 多生 曠 劫の 衍業 である、 現 

在 の 自分 の 心 で 如何 に 思っても、 その 通 に 出來る もので はない とい ふので ある。 

よき 心の 起る も、 善業の 催す 故な.^、 惡 事の 思 はれ せらる、 も惡 業の はからう 故な b。 故 聖人の 仰 

せに は、 鬼の 毛、 羊の 毛の さきに ゐる ばか..^ も 作る 罪の 宿業に あらす とい ふこと なしぶ 中略) 何事 も 

心に 任せた る ことならば、 往生の 爲 めに 千 人 殺せと いはんに 卽ち 殺すべし。 然れ ども 一 人に て" 殺 

すべき 業緣 なきに よ， 0 て 害せざる な，^、 我が 心の 善くて 殺さぬ に は 非す。 乂害 せじと 思 ふと も、 百 

人 千 人 を 殺す こと も ある ベ し。 (歎 異鈔) 

これ は 自分の 惡を 宿業に 轉责 して 自 から 安恕 たる もので はなく つて、 却って 自分の 罪の 底知れぬ 深 


さ、 永い 年条 に 縛." れてゐ る 自分 の 恐 ろし さ を 物， Is る ものである。 

「されば よき こと も、 あしき こと も、 業報に さし まかせて、 ひと/に 本願  >」 たのみ ま ゐ.， r すれば こそ 

他力に て は 候へ」 と C 罪 惡觀ケ 木 願に， V- 賻向 せしめた 所に 親 鷲 S 信仰が あるので あらう。 親鴛 にと つ 

て は、 惡を 云爲 する よ..^ も、 寧ろ 惡を排 li^ して 自から 聖者ぶ つて ゐろ 虚偽 人に 痛棒 を與へ てゐ るので 

ある。 「本願 ぼ こ b と 戒めら る、 人々 さ、 煩 惱不淨 具足せられ てこ そ 候げ なれば、 そ；； は 願に 誇らる ゝ 

にあ f> す や、 如何なる 惡を 本願 誇. C とい ふ、 いかなる 惡が 誇らぬ にて 候 ふべき ぞゃ、 却って 心 幼き も 

のか。」 (^異 鈔) 惡を許 用す るよ b も 善に 誇って 倫理的 反省の 怠， 0 勝になる こと を 怖れた ので ある。 

「小 慈 小悲 もな き 身に て、 有情 利益 はお も ふま じ」 (和 譜) とい ひ 「名利に 人師を このむな， o」 とい ふ 

の はこの 自省の 痛 歎で あ り、 修善も 善に 誇って は 却って 雜毒 であるから 「外に 賢 善 精進の 相 を^せ ざ 

わ、 內に虛偽をぃだけばな..^」 (愚 禿鈔) と、 自 か"" 愚 禿 親 鷲 を稱 したので ある。 

されば とて、 これ は 他に 向って 僞者 ぶる こと を 意味す るので は 毛頭ない。 もし さう なれば、 これ や 

は b 善 者ぶ b 賢者ぶ つて ゐる こと だから。 彼 は 只管に 自己の 惡に贵 めら れ た。 これが 救濟に 生きる 唯 

一の 道であった。 かくして、 一度 佛の慈 光に ふれる や、 善も惡 を も 打ちす て、 念佛の 中に とけ 込んだ 

ので ある。  ys^ 
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彼の 倫现觀 はこ 、 に 人間 相手で なく 佛を 相手と して 轉 化した。 、  ^ 

「信心の 行者、 自然に 腹 や」 もた て、 惡しざ まなる こと さも を かし、 M 朋 侶に あ ひて、 口論 を もし 

て は、 かなら や 廻心すべし とい ふこと、 この 條、 斷惡修 善の 心地 か。 一向 恵修の 人に 於て、 © 心と 

いふ こと、 只 一 度 あるべし。」 

卽ち廼 心 懺悔と いふ こと は 佛の大 慈 を 知ら ざ ，0 しこと を 懺悔し、 心 を 難して 信仰に 入る こと を 指す 

ので ある。 念佛 こそ は 無 作の 大行 である。 現世に て は 親 妻子 をい かにい とほし 不愍と 思 ふと も、 その 

愛情 は 決して 終始す る もので はない から、 それよ b も 急ぎ 淨 土へ 参って 還來 し、 思 ふ 様に 助け 救 はう 

とい ひ、 自分の 惡を斷 たう. V- 力めて、 却って その 功に ほこる 惡魔 となる よ.^ は 「わろ からん につけて 

も、 いよ， 願力 ケ 仰ぎ 參ら せば 自然の こと は.^ にて 柔和 忍 辱の 心 も 出で 來 べし」 といって みる。 彼 

は 理念 によって 善惡 の 彼岸に 達す るかに に、 念 佛 に よって 彼 t:;^ に 達した ので あ つ た。 彼 は < 土 ての 善 

を 念佛の 功に 歸 せしめ、 全ての 惡は 念佛を 仰ぐ 歡 喜への 楔と したので ある。 而 して 世俗の 道德 はこの 

念佛 の 力に よつ て 自然に 出て くる ものと したので ある。 

然 らば 彼に は 倫理的 意志がなかった か。 若し さう 考 へる 人が あ，^ とすれば、 それ は あまりに も i^fl 

の 信仰と いふ もの を 度外視した 見解と いはねば なるまい。 


次に 親 の 祌祗觀 國家觀 に 就いては 親覺の 法語に は ほとんど 兑る こと は出來 ない ので ある。 但し 神 

祗は佛 法 を悅び これ を 守護 するとい ふ考へ 方、 神の 道は佛 道へ 來るー つの 段階で あると 見る 通 佛敎の 

2^ 方 はや は b 親 t? にもあった ものと 想像され ぬで はない。 且つ又 國家觀 も、 佛法を 守護し 給ふ聖 天子 

ゃ爲政 者が あ， o、 これ あるが 爲 めに 佛法を 聞く こと を 得た ので あるから、 國王、 國 家に 感謝 を 捧げね 

ばなら ぬと 考 へ る 思想 も 亦 これ ヶ 認め 得る と 思 ふ。 た、 >  親鸞の 場合 は 極力 迷信 を 否定し、 雑 行 雜修を 

排斥した が爲 めに 神祇への 尊敬 は 捨てない が、 功利的な 願 求 信仰 を 拒 絡して ゐる。 この 點 親鸞 門下に 

も往々 誤解 を 生じたら し/、、 (御 傳鈔平 太郎の 段) rn 速 も 亦 思 ひ 違 ひの 攻擊の 矢 を淨土 門へ 放って ゐ るの 

である。 最後に 親 ！！の 國家觀 念と 結びつけて、 彼が 特に 聖德 太子 を奉讃 し、 そ S 恩德に 感じて ゐる點 

は 特に 注 恋すべき ではなから うかと 思 ふ。 , 

何れにしても、 神 祗觀、 並に 國家觀 は、 寧ろ 日 連の 方に よ， 0 鮮やかに 出て ゐ るので、 藝 ひその 方面 

へ 筆を轉 じなくて はならぬ。 而 して R 速の 國家觀 は 神！： 王 御 書に よく あら はれて ゐる。 それによ ると 

大體次のニ通，<^に5|;人約することが出來ゃぅ。 1 は 我が 日本 國 がー 閽浮提 の 內で月 氏、 漢土に もす ぐれ 

八 萬の 國 にも 超えて ゐる 所以 は佛 法の 最も 弘 まって ゐる國 であるからで、 寺院の 數も  ー ^多い。 加 之 

それ は 他 國の樣 に小乘 ゃ權大 乘の國 でな く、 實 に大乘 經を讀 誦する が 故に 一人の 外道 もない、 とい ふ 

巾 世 思想の 混沌，^^ ,絲 一 
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のであって、 これ は 佛法を 中心として 觀た考 である。 次に は 「その上 神 は 又 第一 天 照 太 神、 一： 八幡 P 

大 菩薩、 第三 は 山 王 等の 三十 餘 社の 神々 が晝 夜に 或國を 守護し 給 ふ」 尊い 國 であると いふので、 こ；； 

卽も r« 木 民族の 有つ、 國家觀 の 中心思想であった。 しかも この 二つの 考は B 蓮に 於て 決して 矛盾す る 

もので なく、 兩 者相携 へ 飞兩 輪の 如き もので なければ ならない ので ある。 卽ち r 國は 法に 依って：： n へ、 

法 は 人に a つて 贵し、 國 亡び 人 減して、 佛を 誰か 崇 むべき、 法 を 誰か 信すべき 哉、 先づ 画家 を 祈り 须 

f ，く 佛法を 立つべし」 (安 ま 論) で、 人、 所、 法、 の 三者 は 別々 に 離れて 存在 しないので あるが、 特に 

n 本 は神國 として E-:^ 存し、 しかも その 神が 佛法を 守護し 給 ふが 故に、 特に 立派な 國柄 である。 或は、 

「天 in 國 をば 月氏國 と. S. す は佛の 出現し 給 ふべき 名 也、 扶桑 國 をば H 本國と 申す、 あに, 人出で 給 は 

ざら む、 月 は 西よ b 柬に 向へ. o、 月 氏の 佛法 東へ 流る ベ き 相 也」 S 曉八 S 鈔〕 これ は、 佛 法の 柬漸 して、 

その 最も 大を なすの は tH 本國 なる が 故に 尊い とする ので ある。 

日蓮の 國家觀 は 以上の 所說 によって 略盡 されて ゐ るので あるが、 日遨に 於て 特に 注意 マべ き は 日本 

國 と^ら かに 名指して ゐる點 である。 法、 人、 時、 所、 を 重ん やる こと は 一般に 佛敎の 重ん する こと 

であり、 鎭護國 家、 興國 護法 は、 少く とも 我圃に 入った 天台、 a き 一一 E、 禪、 何れもが 等しく 標榜して ゐ 

るので あって、 必 すし も日遨 のみと いふ こと は出來 ない。 しかし to 速に 於け る 「所」 は rB 本闽 土」 


である 點を强 調して ゐ るので あって、 これ は 「日本 は神國 なり」 とい ふ考へ 方の 深ま-.^ 且つ 廣 ま，.^ か 一 

けよう とした 當 時の 先覺者 達の 心 持に 相 ふれる 所の あ る を 認めねば なるまい と 思 ふ。 

從 つて 日 連 は、 一 方に は 八幡 大 菩薩 を 釋迦の 垂迹な，^ と觀 (諫 曉鈔) て 本門釋 きの 間 位に 置く ので あ i 

るが、 同時に 日本 國 として は 犯す ベ からざる 尊厳の 善 神に まします こと を 否定 しないの である。 かく 一 

て、 日逮の 國家觀 はまた その 神 鹏觀と 併行して す、 む ものである。 これ は諫曉 八幡 鈔を みれば 明かに 一 

額 かれる ので あらう。 卽ち 日蓮の 祌祗觀 は S 日本の 神々 は 佛法を 守護し 給 ふ。 g 八幡 は 正直 を宗 とし 一 

給 ふので、 これ 卽ち不 妄語の 釋她の 所 說を悅 び 給 ふ 所以で ある。 £ 八幡の 本 地 は釋迦 である。 とい ふ 一 

のに 歸 する 如く 思 はれる。 而 して、 その 佛 法と いふの は 法 華經を 指す こと は 勿論で、 安德 帝の 御 人 水 

や 承 久亂の 後鳥羽院の 御 敗亡、 鶴 ヶ岡 八幡の 燒失 など は 何れも 法 華 迫害の ために 神 は 此國を 見捨て 、 

昇天し 給うた 爲 であ.^、 或は 叉 法 華 を 迫害す る 他宗 を 保護し 給 ふが 故に、 日月 四 天から 譴責せられ 給 

うたので あると 解して ゐる。 た.、， - これ 丈け を 一霞す ると、 日逮は 如何にも 佛法を 中心として 神 醒をも 

S を も 極めて 輕 く評惯 して ゐる檨 に 見え る 。 

確かに さう である。 殊に 唯一 法 華を强 調した 日蓮に とって は" 必然的に かうなら ざる を 得ない ので 

ある。 彼が 龍 ノロの 刑場へ 引かれる 途上 鹤 ヶ岡の 前 を 通った。 すると 彼 は 立 も 止って 大昔 を あげ Y 日 I 

中世 思想の；： ば ゆ， 和 *絲  一  j 


71 


中世 ほ 文 «- の w 究 

遂 今夜 頸 切られて、 靈山淨 土へ 參. 0 てあらん 時 は、 先づ 天照大神、 正 八幡 こそ、 起請 を 用 ひぬ 神 C 法 華 

の 行者 を 守護す ると 釋迦に 誓ってお き 乍ら、 今日 蓮の 殺される の を 見殺しに する から) にて 候 ひけれ 

と、 さしき b て 敎主釋 尊に 申し上げ 候 はんする ぞ。 (種. >< 御 振舞 御 書； 若し それが 嫌なら ば 今 こそ 祌驗を 

みせるべき ところ だ、 と 八幡 を 叱 力つ けた。 さて 愈 々斬られ やうと する 段になる と、 きふに 江の clS の 方 

のさで 火が 二 丈 許 b も 飛び下りた。 その 靈驗 によって、 日蓮の 危ぃ 命が 助かった と。 彼自 からが 述べ 

てゐる C 

それ 程に、 H 蓮の 信仰 は 法 華中 心 で 固く 强く 動かす ベから ざる ものであった ので ある。 

然し 乍ら、 R 蓮自 から も 書いて ゐる樣 に、 この 神國に 於て 皇軍が 耿北 するとい ふこと は 彼に とって 

は、 どうしても 解釋 出来なかった ので ある。 この 不審 疑問 を 長らく 持ちつ、 V けて ゐ たの だが、 この 法 

華 經を讀 むに 及んで、 初めて その 疑問が 氷解した。 つま b 外道た る 天台 眞言の 僧 達が 北條の 滅亡 を 祈 

つたから、 その 祈，^ が 却， つて 諸 天 善 神の 憤りに ふれた ので ある。 (神 國王御 書、 三 澤鈔、 撰 時紗) 

さう 解釋 する ことによって、 日 蓬の 法 華 信仰 は 111^ 々固くなり、 自分 こそ 日本 國の 柱と ならなければ 

ならぬ。 0 分 こそ この 法 華を弘 めて、 詣天善神の憤.^を止めねばならぬと考へたのでぁる。 かくて こ 

そ 「日蓮に よ b て H 本國の 有無 は あるべく」 とい ひ、 「日蓮 は 日本の 人の 魂な， o」 とい ふ大. E 覺に 立つ 
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こと- V 得た ので ある c 

して みれば、 この 法 華中 心の 信仰 を彌增 しに 固く した 一 つの 動機 は、 承 久亂の 軍の 欧 北に 對 する 

不審であった。 この 不審 を 抱いた 日蓮の 心の底に Co 木の 國土、 皇室、 神祗 への 觀 念が 最も 端的に 反證 

されて ゐ るので は あるまい か。 

以上に 侬 つて 親鸞 日蓮 兩高惯 について その 倫 理觀 或は 國土觀 を 略述 したので あるが、 これで 以て、 

现賣祈 禱を排 し、 迷信 を 打破した 親 と、 國家觀 念 を强く 認めた 日蓮 は、 少 くと も當 時の 俗流よ b 一 

* 先んじて ゐた こと を 知， 0 得る であら う。 勿論 そ れら は、 何 れも 佛敎と いふ もの、 上に 立っての 觀方 

であって、 今 n の それと は自 から 違 ふの は 生む を 得ない ことで ある。 

1 二 

次に 兩^ の 性格で ある。 一寸み ると 日 連 は 向 ふ 意 氣の强 い、 高慢な、 自信 力 あ、 り^ 志の 强ぃ 人で あ 

つて、 親 驚 は 至 If 穩 やかな 謙遜 的な 愛情の 深い 人の 様に 考 へられる ので あるが、 B 蓮に 關 して は 樗ゃ 

も1^に看破した様に豪邁の裏に限..^なぃ慈愛をもってゐた人で、 そ は H 蓮の 手紙 を みれば 隨 所に 認め 

られる ことで ある。 叉、 親 驚が やさしい 半面に 仲々 守る 所の 堅く 强 かった こと は 愛子 善 覺 の 破 1： によ 

巾 世》 想 , 混沌 •：！ 和 •：！ 一 
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つても 了解 せられる 所で あるが、 同時に、 親鸞の 遺墨 を 一見 すれば、 よく わかる と 思 ふ。 誰だった か、 

嘗て 親鸞の 肖像 畫 によって、 その 性格の 峻烈 さ、 意志の 强さ を論證 して 居られた の を、 やっと 前に 蟹 

んだ 記憶が ある。 

これらに 關 して は、 今 述べる こと を 止めよう。 只 この 兩 者の 步み方 をみ る 時、 一方 は 遠心 的、 他方 

は 求心 的で ある 點は 注意す べきで あらう。 

これ は兩 者の 信仰の 相違に もよ るで あらう が、 又 求道の 態度に も 認められ、 宣傳の 行き方に も窥は 

れる 事柄で ある。 

親鸞 は 唐の 善？ r  tH 本の 法 然の淨 土 敎を繼 承した ので は あるが、 しかも 彼 は 彼 CI からの i;;^ 念に よつ 

て、 獨創 的な 敎相 判釋を 生み出して ゐ るので、 二雙 四重と 三 願 轉入は 勿論、 敎 行信證 中に 諧經文 を 引 

用しても、 その 解 釋は少 くと も 親鸞 獨 特な觀 方が 多い ので ある。 然 かも 親鸞 自 から は、 あく 迄 師敎を 

遵奉し て、 決して 自 から 新 宗派 を 創めようと は考へ 及び もしなかった ので ある。 

日蓮 も 亦 天台 敎學を 相承した ので は あるが、 そこに また、 彼 獨自の 判釋を 施して ゐる、 特に 木 門の 

開顯 と、 題目と 戒壞 である。 然 かも 日蓮 は、 親鸞と 違って、 彼自 から 本 化 門下の 唯一 人 を 以て 任じて 

ゐ る。 從っ て、 その 宣傳の 態度 を 見ても、 親 驚 は 強い 無雜の 信念 を 有し 乍ら、 他に 向って は 寧ろ 諧他 
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經 文の 價値を も 認める 調和 的な 態度 で、 說 法よ、 り も 寧 ろ自 からの 讃仰を 以 て 人 を くと いった 調子 で 

ある。 然るに、 日 連 は 自己の 信仰 を その ま、 赤裸々 に 露出して、 g; 向から 他經を 批判し、 g: 句 格言の 

樣な 折伏 を 主として 起った ので ある。 親鸞 は 個々 の 人々 と對談 して 諄々 と說 き、 自 からの 歡 に 打ち 

顔へ るので あるが、 日蓮 は 街頭に 立って 破邪 顯 正の 大 獅子吼 をす るので ある。 親鴛に 於け る 板 敷 山の 

傳說 と、 日 連 14 於け る鹤 ヶ岡 社 前の 出来事と は、 如何にも 兩 者の 性格 をよ く 表 はして ゐ ると 思 ふ。 或 

は 又、 R 連が 堂々 と北條 氏に 對抗 し、 爲政 者が 法 華 を 保護す るの 政策 を强 調した のに 對 して、 親鸞 は 

寧ろ 山野の 無智な 民衆の 中へ 根を植 ゑつけ ようとし たので ある。 

親鸞： は念佛 以外の 雜行 雜修、 あらゆる 迷信 をす て、、 只管 信 樂の傥 びを唱 へたのに 對 して、 日逮は 

經 文の 豫言 や-立 證す るに 力め、 それが 爲 めに 往々 迷信 的な 信仰 を 誤， e 傳 へた 嫌 もな くはなかった。 例 ， 

へば 彼が 佐 渡に 流される と、 三月 以内に 天災が あると 豫 言したり、 信徒の 女が 姙娠 すると、 男子の 生 

れる樣 にお 札を與 へたが 如き、 そして これらの 豫言 が 偶然 にも 適 中す ると、 鼻 を うごめかして 法驗を 

讃し、 若し 齟齬した 時 は 相手の 信仰の 不足 を 難 するとい つた 態度が、 今 rH 尙 その 末 徒 をして 迷信 的 現 

世 祈禱を 事と せしめる に 至った. ので ある。 11 日蓮に とって は 經說の 全て を 信じた 結果で あるが —— 

叉、 この 兩者 は敎相 判釋に 於て は 極めて 冷靜 透徹せ る 批判 ^味 を 一切 經の 上に 施して ゐ るが、 ！ ！ 時 
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に 極めて 藝術 的で もあった。 

元 來法華 經は淨 土 三部 經 と共に 極めて 藩 術 的 情趣に 富んだ もので、 それが、 平安朝に 於て 特に 好ま 

れた 一 面の 理由で もあった らうと 考 へられる。 そして 一は 現世 的に 一は 未來 的に、 その 藝術昧 を 通し 

て 働き かけた 如く 思 はれる。 tc 連と 親鸞が また さう した 夫々 の 特色 を もって ゐ はしまい か。 卽ち n 連 

は 比 險を說 くこと が 極めて 巧妙で、 彼の 文章が 比險 の妙眛 によって 一層 生きて ゐる點 は 法華經 とよく 

00 つ た 所が あ る。 親 驚の 淨土 和讚 —— 特に 極樂莊 嚴を讃 した 所な ど は 淨土敎 の 象徴 美術 を 彷彿せ し 

める 調べ が ある。 これらの 點も その 文章 を讀む 場合に 注意すべき であらう。 

何れに し. c、 法 華經、 觀 無量 壽經の 藝術的 方面 を とらへ て、 佛敎 をして 宗教と しての 眞 面目 を 發揮 

させた こと は tn 末 佛敎の 大きな 使命であった。 前者 は 支那の 天台 大師よ. e 傳敎、 tn 蓮と 發展 し、 後者 

は 善導から 我圃へ 人って 源 信、 源 さを經 て、 親鸞の 大 無量 壽經 へと 發展 して 来たので ある。 鬼 も^こ 

れらの 高祖 達に よって、 これらの 經 典が 宗教と して 下層 民衆の 間にまで 廣く 深く 入って いった こと は 

鎌 倉 期の 大きな 收穫 であった とい へる。 


文學に 於け る 統一的 精神 

一 

さて 上來、 略述し 来った 檨に 中世 思想 は 種々 雑多な 思想 を 取.^ 入れて、 その 混亂狀 態から だん/ 

と 調和、 統一の 方向へ と迪 つてい つたので あるが、 然 らば、 文學藝 能の 世界に おいて はどうであった 一 

か。  一 

乃ち 文學藝 能に あって は、 これらの 諸 思想 傾向 を 取 b 入れて、 その 何れに も 拘束 さる 、ことなく、 

極めて 藤揚な 態度 を 持し つ 、あった 事に 前に も 述べた 通 b である。 然 かもた ほ、 これらの 諸 思想に 彭 

饗されて、 文 學の畑 は、 教訓的、 啓蒙 的な ものに な btn^ かった こと も 類型の 項で 述べて おいた 通りで！ 

ある。  ！ 

併しながら、 これらの 敎訓 物にしろ、 啓蒙 的 作品に しろ、 或は 連歌の 様な 遊戯 社交の 文學 にしろ、 

和歌の 様な 嗜 みの 文學 にしろ、 その 何れもの 底 を 流れる 精神と して は、 少く とも 全人 間 教養 ケ. 基礎と- 

しょうと する 傾向が 多くな つて 來た こと は 看過す ベ からざる 點 であらう。  ！ 

從 つて 作品 そのものよ. 0 も、 寧ろ 作者 其 人 を 研究す る 方が よ b 深い 興 眛をそ ヽられ ると 迄考 へられ 
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る 作家が 出て 来たので あって、 西 行に しろ、 兼 好に しろ、 世阿彌 にしろ、 禪竹 にしろ、 何れも さう い 

つた 點が 多い 樣 である。 これ 卽ち 中世 的な 「道」 とい ふ 精神の 上に 動いて ゆく 一  圑の 作家 達の 傾向 を 

物語る もので は あるまい か。 而 して、 それ は文學 のみなら す、 能樂、 繪畫、 茶、 生花、 書、 等の 全て 

の 方面に 向って 目 ざまし い 發展を 遂げて 来たので ある。 故に、 中世 文藝に 於け る 一つの 統一 的 精神 は、 

この 全人 的 敎養を 中心として 文 藝に對 する、 「道」 の觀 念であった とい ふこと になる。 

「それ 正直 を 性と し、 慈悲 を 心と し、 天地 を 父母と する 時 は 四海 泰平な b。 萬 道 こ、 にお さまる ベ 

し」 (五 音 三曲 集) とか、 

「私に 稽古の 道 を 案す るに 天地 陰陽、 en 月 星宿、 神鹏佛 法、 人 王の 道、 一切の 人の しわざに 至る ま 

で、 佛性 具らざる 事なければ、 是又幽 .H の 境な， Co …… 佛性を しら ざれば 凡夫と なり、 幽. H の 境 を 

辨へ ざれば 俗に 卑しく」 (至 道耍抄 ) 

など、 禪 竹が 述べて ゐ るの は、 結局 その 意味で ある。 禪竹棠 に 見える 六 輪 一 露の 說 とか 三輪の 說 など 

も 畢竟す るに 悟 境よ b 來る蕩 能に あら ざれば 一 時 的の 胡麻 化し ものであると いふに 歸 する 檨 である。 

烏 九 光雄 卿 口授に も、 和歌 は 「心 を淸淨 にして 無 一 物に て 詠むべし，」 と あるの もや は b 同じ 所に 落ち 

つくので あらう。 


；8 


「利 休の 茶に 於け る、 宗祗， - 連歌に 於け る、 西 行の 和歌に 於け る、 その 莨 通す る もの は 一 つ」 だと 

芭蕉の いって ゐ るの は、 風雅に 心 を しづめ る ことで あ >-y、 その 風雅と いふの は 全人格 を 裏 づけた 風雅 

である こと は 勿論で ある。 こ、 に 於て、 華麗と いふ も、 幽玄と いふ も なぐさみと いふ も、 結局 「寂び」 

の 一路に 會 すべ き 運命 を も つて ゐ るので あると 思 ふ。 

和歌が 住吉、 玉 津島を 祖祌 とした b、 能樂が 天の 岩戶に 起原 を もっとい つた. c、 連歌が 筑 波の 問答 

へ附會 するとい ふの は、 一面 己れ の 道 を權威 づけよう 爲め ではあった らう けれど、 かう した 神々 と 結 

びつ ける 事に よって 神聖 化された 和歌 乃至 能樂 は、 やがて 神聖な 境地 を 求める ものに なって 來 はしな 

かった か。  、 

「神明 佛陀 に法樂 せしめば、 誠に 是れ、 狂言 綺語も 讃佛轉 法 輪の 因と 成て、 和 光 同 塵の 結緣、 八 相 

成 道の 利 物た らんこと 疑 あらん 物歟」 (歌舞 髓腦 記) 

と 輝 竹が いった この 首 葉 は、 なぐさみの 能狂言に 意義 を もたせ、 意義 を もたせた 所 か" くる 反省が、 . 

また 藝道 精進の 上に 眞劍な 修行 を 要求し はしなかったら うか。 

「夫 神樂、 申樂、 有 道 S 藝人 において 上古よ b 以來、 名 を 得る 輩に 至りて は、 無上 上杲の 位、 幽玄 

の さ かひ を 出 でた る ことなし。 こ の 幽玄 の 格に 入ら ざ る は 、貴人 高位の 御 B に 及ぼす こと 又是 なし。 W 
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(至 道 要抄〕  ^ 

ここにい ふ 無上 上 巣の 位、 幽玄の 境 は、 實に 深奥の 意を寓 する もので、 た、、、 手 さき 口 さきの 技の 練 

磨 を意眛 する もので ない 事 は 明かで あ る。 

古く は 親 房 卿 古今 集註 序に も 「能 悟て よめらん 歌 は 卽聖言 也、 離 生死 因緣 となるべし、 妄念の 上に 

て、 いみく 鉢 愛に 伴て よめる 歌 は 狂言 綺 語の 誤 あるべし」 とい ひ、 更に 古く は 西 行が 「和歌 者禪定 

之 修業 也、 叉 曰 我 由 和歌 得佛 法」 といった 由。 (元 政 上 入の 西 行 傳？) 

かう した 言葉の 中に も、 修養と しての 意味が よく 窺 はれる 思 ふ。 世阿彌 は、 心から 出で くる 能 はこ 

ことい つて 見所がない 様で あるが、 この 無心の 能、 さびた る 中に 何と やらん 咸が ある もので、 これ を 

冷えた る 能と いふの だと 說 いて ゐ るが、 この 心から 出て くる 能と か、 無心の 能と いふの もや は b 形ば 

か， 0 を 指す もので ない こと は 明かで ある。 こんな 例 を あげれば 限， 0 のない ことで あるが、 以上の 二三 

の 例から 察しても、 中世 文 ir が 「道」 とい ふ精祌 的な ものに 裏づ けられようと マる 動き は 十分 察し 得 

られ ると 田-ひふ。 

然 らば 何故、 文 ir がかうな つてい つた かとい ふに、 それ は 中世 思想の 全般 をう かゾ ふこと によって 

自 から 解決され る 事柄で あらう。 此處に は その 解答- さしひか へ る ことにする。 


三、 中世の 無常 觀， こ隱遁 思想 

隱遁 思想の 內容 逸民、 隠士、 山人、 散士、 なんかと 書く と 如何にも 風流 漢か何 かの 檨に 見える 

ものと みえて、 雅號の 下に 斯うした 文字 を 用 ゐた例 を 幾つ も 見かける 事が ある。 

ひたぶ るに 閑寂 を 愛しと か、 山野に 跡 を かくすと か、 淸 貧に せんすと か、 隱遁 すると かいふ 言葉 も 

何となく 淸廉の 士を想 はせ る檨な 時代 もあった とみえて、 文人墨客 は 多く これ を 口にし 筆に した もの 

である。 近く は淑 石山 房の 主人が 非人情の 境地 を說 いて、 兎角 住み難い 浮世 を脫れ ようとした。 

ー體 この 隱遁 生活、 厭世 脫俗、 閑寂 眛 などと いふ もの は 決して 單 純に 一本調子で 論じ 定めて しま ふ 

ことに 闲難 だ。 

そこに は 時代の 相 も あらう、 外來 思想の 影響 も あらう、 個人の 性格 や 境遇 も手傳 はう。.^ しある 特 

定の 個人、 時代と いふ もの を 限定して 考察す る 場合 は 別と して、 一般的に これ を考 へるならば、 如 可 

なる 事情に 置かれた 時に、 日本 文學の 上に これらの 色彩が 動いて 來 たかは 大 體見當 がっくと 思 ふ。 
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今、 便 {Hi 上、 土 井光 知 氏の 文 學序說 中から、 これに 閼 係の ある 部分 を拔き 出して みる。  お 

一、 王朝 時代の 中頃 以後の 様に 文化が 爛熟し きって、 生活が 倦怠 を 生じ 無氣 力と なる 時、 これから 

逃れよう とする 希望が 生じて くる。 そこに 僧庵の 靜 かな 生活 を 夢み、 或は 冥想 的と な.^、 或は 宗 

敎的 幻想の 中に 生きる やうな 傾向が 生れる。 

二、 世の中が 更に 沈潜して、 趣昧 生活で 彌縫 できなくなる と、 長 明、 西 行の 様な 厭世家が 出て くる。 

三、 中世の 様に 爭鬪の 世と な.^、 支配 權を爭 ふ 時代が 出現す ると、 この 潮流に 浮び あがれない 敗殘 

者の 理想家 は、 一 辭 深刻に 內 面の 問題に 沈潜す る やうになる。 

四、 戰亂は 中庸の 趣味 性 を 破って、 人の 性情 を放縱 殺伐なら しめる。 この 喧騒と 俗 惡とは 優雅の 人 

人 をして、 世に 面 を そむけて 脱俗 閑寂に 赴かし める。 

五、 江戶 期の やうに 秩序 だってし まう と、 窮屈な 世間と 道德 から 自然のう ちへ、 或は 浮世の 亨樂へ 

逃避し、 全て を 茶化し 自嘲す る やうな 隠遁 主義と 亭樂 主義と が 著しくなる。 

土 井 氏の 考へ方 は大體 これで 靈 されて ゐ ると 思 ふが、 隱遁 閑寂 趣味の 發生 はこれ 丈け では 十分に 盡 

されて ゐる とはい へない。 それ は 後に ゆづると して、 何ね にしても 斯うした 考は 幾つかの^ 立と 附隨 

と を もってくる のが 常で ある。 卽ち、 引 込 思案の 宿命論の 反對 側に. は 積極的 現赏 主義 的な 偶然 論が あ 


る。 洒脫の對^^：には華美がぁる。 厭世の 背に は 亭樂が ある 如く、 同じ 隱遁 厭世 洒脫 といっても、 その 

中には 茶化す 氣持、 CI 嘲す る氣 持、 祈る 心と 呪 ふ 心、 歩む 心と 諦める 心と が 存在す る こと はいふ 迄 も 

ない。 だから、 1^ じ 衣 をつ けて ゐて も、 その 身な b 心な. 0 は 全く 反して ゐる こと も ある 譯 である。 即 

も 隠遁の 志に 引かれて 比 叙の 山から 京へ 下 b た 者 も あれば、 美的 趣味 を 満足 させた， 0 俗 勢を擴 する 爲 

に 山へ 上った 者 も ある。 從 つて、 その 點は 十分な 吟昧を 必要と てること は 明かで ある。 

所で 私 は、 中世の 隱遁 思想 を 眺める 時、 その 時勢 粧 及び 近世への 展開 を あとづける ことによって、 

可な.^ 眞 面目な 意義の ある 沈潜 ケも 認め 得る と考 へ るので ある。 從 つて 平安朝 貴族の 山 籠 b や、 近世 

の 文人、 宗匠 達 の 隱遁 生活と 中世 の 眞面！ M な 分子 の それと は相距 る こと 頗る 遠 い も の で あ る と 信じ て 

ゐる C 

尤も 眞面 nn な 隱遁脫 俗 者 は 何時 の 時代 にも 少數は あ， e 得る であらう。 そ し て 何時 の 時代 でも 少數 で 

ある だら う。 併し、 隱遁、 厭世、 無常 觀、 脫俗、 求道、 出家、 さう いふ 心に 潜みき つた 境地から、 新 

らしい 近此 的な 活躍に 底力 を與 へ 普遍 絕對を 求めた 心から 還 相の 姿に 庭った 意味に 於て、 中世の 戰^ 

時代が 最も 深刻な 且つ 眞面 CI な！ ^遇へ と 向 はしめ たものと 考 へたい と 思 ふ。 故に 個々 の 各 時代 に^す 

る隱遁 思想に.，、 增 して、 中世 期 は 時代 意識の 全面に この 無常 觀 がしみ 込んだ 時代と して、 特に 注意に 

中 世^常 とほへ 遁 思想 


83 


中世 iw 文-おの Si 究 

惯 すると 考 へる ものである。  U. 

そして この 深 潜の 間に、 前代 文化 を ふる ひに かけて、 後の 文化に 影響を及ぼし ていった、 和歌の 幽 

玄 論が 平安朝の 優美 情趣 氣品を も 取 b 入れつ、、 更に 靜寂话 淡の 禪趣昧 をと b 入れた 步 みの 如く 11 

と考 へ る ものである 0 

附記。 津田左 右吉 博士の 文 學に現 はれた る 我が 國民 思想の 研究、 武士 文學の 時代に は 充の樣 に 分け 

て ある 0 

1、 佛敎的 無常 觀 11 王朝 末期の 文化 狀 態から 来た 習慣 11 現世 を 避ける と共に 古代 文 學の世 

に 心 を 遊ばせる (能 因、 两行、 長 明、 兼 好) 11 連歌師の 世 渡. 0  (宗 長、 紹巴、 宗牧) 

2、 戰^ の 世態から、 敗者 叉 は 紛爭の 煩 はし さに 堪 へす、 或は 不平、 不滿、 失望 を 慎いて 文事の 

趣味に 奔っ たもの (肖 柏、 宗鑑) 11 支那の 隱遁 思想に 近づく。 

3、 傍系と して は 茶の 趣味 

4、 德川 初期、 政治 上からの 落伍者、 不平 家が 支那の 隱遁 趣昧、 支那 文學に 生きた (長 嘯、 丈 山 

—— 市井の 隱者。 

佛敎 的隱遁 思想の 出發點 私 は 今 便 {0! 上、 我 國に行 はれた 佛敎を 自力 門と 他力 門との 二つに 分け 


て や：' へたい c 所謂. E 力 門 に屬 する 教義 は自已 の觀法 修業に 依って 自分が 佛陀 とな， 0 此の世 を佛國 土と i 

しょうと いふので あり、 他力 門の 敎 ふる 所 は 自己の 小さい 心 をす て、 絡對 者に 歸 命して 未 來の佛 土へ I 

往生しょう とい ふので ある。  一 

その 何れにしても 佛敎の 結局の 目的 は 迷からの 解脫 にある こと は 勿論 だが、 その 悟 境に 到る 方法と 一 

して は、 或は 佛陀の 攝取カ を 信す る 専修 念佛も あれば、 理法 一如の 體 驗に訴 へて 詣法緣 起の 中に 佛 ルー 

ー體を 認めよう とする もの も あれば、 或は 直 指 悟入の 直觀 によって、 無佛 無法、 混然と して 一 佛界な 一 

b と 認める もの も ある C かくて 他力 敎系 に屬 する も. S は未來 往生に 立脚す るが 故に、 今生 を 末法 濁世 一 

と考 へ、 自己の 能力 を 否定して、 只管 絕對 者に 歸依 しょうと し、 自力 敎 }4 ポに屬 する もの は、 c 已本來 一 

の 能力 を 信じ、 世間の 相 そ の ま ゝ を善惡 調和 の佛土 とし て 許容し ようとす る。  ： 

此處に兩者には長所もぁ，.^、 短所 もあった。 自已 肯定、 自已 否定、 ともに その 範閣 を脫 する 時 は、 j 

M 世 家と なる か、 自惚 家と なる を 免れまい。 卽ち、 末法思想に 耽溺 すれば 現世 否定の 極、 活動的 光 M 

的、 改革 意識 を 痲痺させる し、 佛凡 ー體、 善惡 無差別、 裟婆卽 寂 光 土 はまちが へる と、 これ 亦 社 會のー 

不蒲 不足 を 無視し て 徒ら に 樂天觀 を 持し て、 その 極 活動的 改革 意識 を 失ふ檨 になる。 

しかし、 かう した 誤られた 引 込 思案から も隱遁 生活の 一 つの 型が 生れた 事は爭 へない 事實 である。 ， 

一 

中世 饪 一お 通 思 一 
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叉 一面 か. -考 へれば 淨土敎 系に 多く 感情 を 要素と する が 故に 極樂莊 厳の 美的 感情に 眩惑され て、 t  6 

上に その 莊嚴 を實 現しよう とする 結果、 解 脫の眞 の 目的 を 忘れて、 王朝 時代の 如き 造 寺 起 塔の 供養 法 

筵が 一 種の 官能的 亭樂の 道具と なるお それが ある。 これに 反して 自力 敎系 は專ら 崇高 幽玄の 哲學を S 

據 とする が 故に、 前者の 場合の 如/、、 俗耳に 入 b 難い。 その 結 杲附屬 物と して 客 位に あった 加持 百^ 

修法が 却って 盛大 を 極め、 隠然 迷信の 府 となって しま ふ。 

佛敎の 外面 的 隆盛の 時代 はいつ も 以上の 如き 狀態を 示して ゐる 時であった。 しかし かう した 官能的 

亭樂ゃ 功利的 佛敎は 決して 人間の 心に 充實 した カを與 へる もので はない。 むしろ, 力て ま、 よかい ぶき 

力な. 0 しとの 歎 聲を誘 ひ 出す に過ぎない 事で あらう。 で佛敎 者の 生活と して は 若し 眞に道 を 求める と . 

ならば、 沙門 は 捨家棄 欲の 相 を本體 とする が 故に、 畢竟 俗塵の， 境 を 離れて 幽境に 隱れ、 專心 求道の 旅 

にい そしまねば ならない。 その物 質的 霧 群を脫 する 隱 者の 生活が 解脫に 入る 第一 gj^, 階で ある。 佛敎的 

隱遁 思想 は此處 か， T 出發 すべきで ある" 所が この 木來の 目的から 脫 線して 一種の 趣味 生活と なる 場合 

は、 俗人と 雖も亦 半 俗 半 15 の 生活 を 模倣し、 時として は、 それが よ. C 高尙で すら ある やうに 考へ るに 

至る。 

そして この 隱逼 生活が、 その 木質と して は 恩愛 を斷 つと いふ 佛道 修行の 積極的 方法であった ものが 


いっし 力 世の 不平 家、 厭世家 をまで 誘 ひ 込んで、 遂に は 消極的に 人世 を 逃避す る 方 匣と なって し. V, つ 

た。 そして かう した 隠遁 者 はき 已を辯 護す るた めに か、 或は さう いふ 性格の 人に は 心理的に そ がふ： 

さはし ぃ爲 めか、 とも 角佛 家の 棄欲捨 家と 道家 者 風の 话淡 無欲 無 爲とを 都合よ く 結びつける のが 常で 

あった。 少く とも それに 同感し 得る 傾向 を もって ゐぃ， 一 

かて、 加へ て、 この 不平 家、 落伍^が もし 風流 韻事と いふ 看板 を 掲げて 隱遁 する 時、 如何にも 號しー 

や 力な 者が 出來 あがる わけで ある。 それ は 初めから 藝 道に 身 を ひそめよ うとの 念願から、 自然-」 さう 一 

した 迪. 0 方に 進んで ゆく 人の 中には、 立派な 天才 も ある けれども、 それ を 外面 的に 模倣しょう とした 一 

何 阿 彌とカ 宗匠と かいふ 連中に は 可な b いかさま 者が 多く 出た わけで ある。 (特に 近世に It, 、て〕 

角、 以上の 如く 未來敎 はと. M ゆると 未 來敎に 徹せす して、 現實的 官能的 美的 感情 生活に 入る か、 若く 一 

ば 淡い 物 かなし さから 更に 進んで 極端な 厭世 思想に 沈む 場合が 多かった"  ； 

淨土彰 的 思想が 文學 にあら はれて ゐる もの は 何れも 此 程度の ものである。 從 つて、 さう ) こ 傾 の 一 

作品の みに ふれ やすい 關 係から、 親鸞の 和文な どに みえる 思想まで も 誤つ て 一 槪に 厭&; J^, ご 肖 Ife 勺 だ 

とのみ 片 づけて しま ひたくな るので ある。  ； 

また、 自力 敎も その 木來の 使命から 離れて、 現世 的 加持 祈 禱に奔 るか、 若しくはい たづら に脫 【合 的 一 

.5 世，  威と^ 遺 思 f.^  • 
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に 高く とまって ゐ るかの 何れ かになる 場合が 多かった。 そして ニ敎 系と も その 厭世、 その 脫俗昧 が、 ^ 

畢竟 閑寂 を 好み 人事 をう とんやる 隱遁的 生活 を 導く に、 都合の い、 立場に あつたと 考 へられる ので あ 

る 0 

先 づ奈良 朝 時代の 佛敎 を通觀 する に、 やはり 如上の 現 實敎と 未來敎 との 對立を 認める ことが 出來 る。 

前者の 場合 は 華厳、 三論、 法相の 如き 哲學的 宗教が、 實 際社會 にあって は 只管 現世 的 傾向の もとに 行 

はれた もので、 彼の 國分寺 草創 や 大佛の 建立 も畢 一貢 天神 地？ S の 和 順と 國 民の 鹿 福と、 國 家の 護持と を 

期した 事 は 明かで ある。 從 つて 金 光明 最勝王 經の滅 業 障 品 だと か 仁王 經 などが 最も 尊重され た經 典で - 

あった U そ は 最勝王 經は國 土の 安寧 を 期し、 諸 天 善 神の 守護 を 仰ぐ 所以で、 仁王經は災厄疫！^ゲ消除 

して 幸福 を 来す 所以 だからで ある。 摩訶 般若の 如き も畢置 さう した 疾疫 の災を 免れ、 兵 革 災害 i 國裏 

に 入らざる を 念す るた めであった。 

かう した 現世 利益の 宗教 を 重視す る こと は 上代 人の 現實 主義と 相 ふれる もの だから、 當然の 結果 だ 

とみら れ るが、 しかし、 かう した 現實 生活 を 某 調と して そこに 齋らて 繁榮を 謳歌した らしい 行 基 等の 

政策 的な 高僧 もあった に は 逢 ひない が、 中には それ を 潔しとしないで、 「僧旣 方 外士、 何 煩. 人； 要 宮-」 

とい つた 道 怒の やうな 慨歎 者 も 少なく はなかったら しい。 か 、 る 慨歎 者 は 結局 靜 かに 隠棲し て^ら 佛 


學を子^1^ に 授ける 丈け で、 社會 的に は 不幸 福 であった の は 止 む を 得な い 。 

しかし、 眞實の 隱遁者 はかう した 人達の 流から 出る もので、 決して、 佛敎の 隆盛に ともなって 生や 

る 乞食 坊主 や、 地租 脫税を はかる に はか 道 者 や、 又は 六十 歲 以上の 隱居 の爲 めに 剃髮 した する 連中 

から は 求め 得られ はしない。 や は，^ 眞實に 道 を 求めて ゐた 道融の 如き、 或は 前の 道 慈の 如き 人達の 生 

活の 中に こそ 眞實の 捨家棄 欲の 相が みられる ので あらう。 

道融の 如き も 光明 皇后から 線帛 三百 匹 を 施された 時に、 「我 爲， 一 菩提- 修 U 法 施 一 耳〕 玆 望， 報、 市井 

之 事 耳」 といって 斷 つたと いふ。 

^賀山 田 郡に 居た 乞食 坊主が 「鉢 囊懸， 肘醉， 酒 臥， 路」 とい ふ 有様で、 外面 は 如何にも 無欲恬淡の やう 

にもみ える が、 その 行狀は 決して 眞の 求道者の 棄 欲と は 一致 しないら しかった" 

中には 又 いろんな 巫術 妖法を 宣布して 民衆 を たぶらかす ものが あったら しいが、 これらの 巫-術 は 婆 

羅 門の 系統 を ひいて ゐる もの か、 又は 道家の 系統 を 引いて ゐる もの か は 明かで ない。 但し 大寳 4- 中の 

^尼 令 第二 條に は惯 尼が 士 C 凶 を 卜 相し、 佛 法の 持 呪に 依る の 外、 不正なる 小道 巫術に よって 人の 疾病 

を救療 せる もの は 悉く 還俗せ しむべ き 事 を 規定し てゐ る。 只 道 術符禁 湯藥 等に よる - J と は 差 友 へ な い 

と e  . 
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これ を みても 僧徒と 道 術との 關係は 旣に此 頃から 認め るれ るので、 從 つて 頭陀 雲水の 生活と 乞食 生 

活、 禁欲 隱棲 生活と 竹林 風脫俗 生活と が、 全然 結びつけられて ゐ なかった と早斷 する こと も出來 まい 

と 思 はれる。 

前述の 如く 「聖 朝の 萬壽國 土の 淸平」 を 祈る 現世 的 宗教の 一面に は靈の 永遠 性 を 求め、 若く は K 果 

應 報の 思想、 輪廻 思想な ど を も 認める ことが 出来る ので、 此處 から 淨土 思想の 存在 を 知る ことが 出來 

る。 加 之、 光明 子、 寳林、 道 慈な どの 寫經 にも 往生 淨土 とか、 向 連 場と か、 馳紫舆 於極樂 とかい ふ 言 

葉 も 見え て を 、o  、 淨土變 の 曼茶羅 も 已 に 製作 されて ゐ るので ある。 其他欽 明孝德 の 朝に は 僧 惠隱を し 

て、 無量 壽經 を說 かしめ、 或は 光明 皇后の 冥福の ために は 彌陀淨 土院が 建てられて ゐ る。 

か、 る 淨土願 求の 思想 が 擡頭す る と 、 必然的 に 欣 淨厭穢 の 思想 が 呼び さ ま さ れて、 ュ、 こから 無常 觀 

が 生れて くるの も 自然の 勢で あらう。 萬 葉 集に、 

この 世に は 人言繁 し來ん 世に も 

あはん わが 背 子 今 な ,h す と も 

とか、 

世の中 を 何に たと へん あさび.，： き 


潜ぎ い にし 船の あとな きが ごと 

などと 歌 はれて ゐ るの は 一 種の 無常 觀の 兆で あると 考 へられる。 

かう した 無常 觀が、 畢竟 世間 を 住み 難しと して 自然に 逃避しょう とさせる 樣 にもな つてく るので あ 

る。 欣淨厭 穢と厭 竊欣淨 と は その 過程 こそ 違へ、 結局 同じと ころに おちついて、 遂に は隱遁 思想 を 生 

み 出す であらう。 

上代 人の 生活と して は、 實 生活 を 厭 ふよ b も 外来の 新 知識の 模倣と か、 それから 出て くる 咸情 など 

によって 自然 閑居 を 慕うた， o、 又は 欣求淨 土の 憧に もえる だら うし、 中世 期の 如き 社 會の混 時代に 

は、 實 生活の 無常から 欣求淨 土 へ と迪 る と み る の が 比較的 穩當 で あ る か と考 へる。 

しかし、 叉 一面 かう した 無常 觀を 正直に 懷 いて おとなしく 隠遁に 入る のでなくて、 却って 反撥 的に 

現世 享樂 に 亦ら うとす る 傾向 も あ つ た。 

しかし、 この 極端な 現 贲享樂 主義 は 結局 自棄 的な 官能の 享 樂に奔 るか、 でなければ 似而非 道 者と なつ 

て 超 俗 的放縱 生活に 入る か，、、 落で ある。 こ、 にも 亦 享樂的 神仙 思想 に 傾く 前し をみ る こと が出來 る 。 

かう 考 へ てく ると、 永遠の 樂土を 求める 未来 敎と 宇宙  <  の 赏相 を說く 自力 的 哲學敎 と は 無常 觀と いふ 

もので 繩の 如く あざな はれ、 そして 更に、 長生 不死 を 求める 祌 仙と 1^ 術 妖法を 用 ひる 道 者と はまた 相 

中世 S 一  *i 親と 退 忠恕 
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混合し、 それに 老莊 派の 無爲 自然と 佛敎を 捨家棄 欲と が錯雜 して、 いよ/、 區 別し 難い ま、 に 隱遁思 

想の 中へ と b 入れられて ゐる ことに 思 ひ あたる ので ある。 

平安朝に 入って から も 叙 山の 天台 密敎が 全盛 ヶ. 極め はした が、 それが ために 一般の 貴族 階級が どの 

點 まで 眞實に 入 山して 法 を 求め たかは 保 證の限 b ではない。 寧ろ 表面に は 現實の 加持 祈禱 か、 社交的 

に 三 會三講 などの 佛事 法要が 營 まれた 丈け に過ぎない。 法師 は 寧ろ 木の葉の 檨に考 へられた のが 本心 

らしい。 

從 つて、 表面 非常に 隆盛 を 極めた 奈良、 比 叙の 佛敎は 結局 現世 祈 禱の府 であった し、 {=0 中 諸 公卿 邸、 

諸 寺の 佛事は 一種の 遊樂 であった。 その 事 は 王朝 時代の 物語 隨筆を 見れば 直ちに 肯 かれる ことで ある 

が、 こ 、 に は 一 例と して 康平 記の 一 節 をと つてみ よう。 

その 中に 摄平 四 年の 十月 サ五 3 に 行 はれた 平等 院の塔 供養の 記事 を かいて ゐ るが、 その 供養に 於て 

は 東 池畔で 船 樂を行 ひ 蘇 香、 新 鳥 蘇な ど を 舞 ひ、 靑海波 を 誦し、 彌 陀を讃 する 文 を よんだ とい ふから、 

どんなに 華やかな 儀式で あつたかと 思 はれる。 平家物語に みえる 重 盛の 燈籠 供養で も 同 だ：」 とだ。 

康平 記に はこん な 記事が ある。  一 

「不能 求 長生 於 仙 方、 須共仰 上壽於 佛界、 仍掃. 曰 河 之 勝 形、 敬 致 丹 地之懇 念。 斯 地之爲 體也屮 略) 幽 
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奇 風流 之 美。 把 天下 矣、 就 此處修 此善志 之 至 也。 誠 之 深 也」。 (康 S 一年 十一月 廿 六日 大©. 止 九十 133； の 賀詞) 

この 文 をみ ると、 佛界の 無量 壽と 仙界の 不死と がな ほ 文飾 上 結合され て ゐる事 、 及び、 幽邃 風流の 

地で ある ことが 此の 場合 適し てゐる とホ" い て ゐ る 點 など は 注意す ベ きで あらう。 

平安朝 人士が 佛敎を 現 實的享 樂に用 ひたと：！^, 烧に、 来世の 享樂を も 求めた ことが 察せられる。 そし 

て 叉來世 希求 9 態度と して 幽遝の 地に 隱遁 する こと も 是認せられ てゐた 事が わかる。 勿論 その 隠栖の 

理由 も必 すし も 一 つで はな. い。 卽ち、 (一) 物忌みの ために 田 舍ゃ出 寺へ 引 籠る 場合な ど は、 宮中 生活 

の 倦怠 を 癒 やすため に 都合の い 、隱れ 場で あるけ れビ も、 それ も 少しお くなる と、 や は ひこの 隱粞の 

地が 情 色の 遊び場に なって しま ふ。 これ は 源氏物語 など を： しも わかる ことで ある C  (二 り 身分 の あ る 

人の 隱居 による 剃髮。 この場合 も 花 山院の やうな 御いた はしい 場合 も あるが、 道 長ゃ淸 盛の 様な 病 氣 

平癒の 爲 めに 出家す るの も あるし、 大 S 攝關 などの 造 塔 起佛が 一 面からみればゃは，.^、 享樂 生活の 延 

長であった とも 考 へられる。 (三) 失意の 男 又は 御所 を 返き し 女の 引 籠 b 場所。 以上の 三つ は 多くの 場 

合隱遁 生活 閑寂 生活と して 左程 深い 意味の ある ものと は 思へ ない。 しかし、 (四〕 地位の 忍 ふに 任せ. ぬ 

不平 家の 逃避 場と しての 草庵 生活に、 (五〕 物の あはれ を さそ ふ 趣 昧觀が 交って 加 ふるに、 (六 佛敎的 

無常 觀を 背景と すろ 時、 そこに；；^ 明の やうな 閑居が 初 まるので ある。 

中 « 無 や， 親と 隙 遺 B 〈想 
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かう した (四」 (五〕 (六〕 を 加へ たもの 若く ば (五) (六) を 加へ た 心から 生れる 隱遁 生活 者が 一番 文 

學 作品の すぐれた もの を 生み、 且つ そこに は物靜 かな、 落ちついた 世界が 展開され てゐる 様に 思 はれ 

る C であるから、 王朝 時代の 隱遁 生活 も 決して 單 一な 佛敎 思想 丈け から 出て ゐる もので はない。 そし 

て そこに 盛られて ゐ る佛敎 思想 も、 信仰と して は 可な b 趣昧 的な 氣 分木 位の ものが 多い と 思 はれる。 

さう でなければ、 一宗 一派に 偏した-純一 無雜な 信仰で はなく して、 一代 佛敎 が雜 然として 織，.^ 込まれ 

てゐる 信仰であった。 慶保胤 池亭 記に み ゆる やうな 幽居 も、 彼の 極樂記 が 示す やうな 淨土願 生 思想 

か ら來て ゐ る の で あらう が、 そ の 極 樂記を み て も 法 華 も彌陀 も混雜 して ゐる。 これ は 匡 房の 往生 傅で 

も康賴 の寳物 集で も 同じで ある C 

かう 考 へて くると、 王 ま 時代の 隱遁 思想に も决 して 源 信 や 法然の やうに 强ぃ 罪惡感 や、 篤い 願 求の 

信仰が あつたの でなくて、 佛敎を 背景と した 趣昧 的隱遁 生活であった とも 見られる ので ある。 勿論 そ 

の 趣 眛觀を 助長 させた 一因が 佛敎 思想 就中 無常観に よる こと も爭 はれない 事實 である。 そ は 王朝から 

鎌 倉 初期へ かけての 作品 及び 後 拾遺 以後の 釋敎の 部 を みても 思 半ばに 過ぎる であらう。 

それが 錄食 時代 へ 人る と、 新興 禪宗 の傳來 と共に 脫俗的 高踏的 閑寂 生活が 起った とみて よから う。 

(昭ニ • 九 國文敎 育に 掲載せ しもの を 改訂す) 
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さて 前 琪の檨 に隱遁 思想の 發生的 根 據は必 やし も佛敎 的な 思想から のみ 生じて くる もので はない。 

更に 幾多の 耍 素が 混って ゐる。 で、 こ 、 に は その 中の 老莊 思想から 派生 さるべ ぎ隱遁 思想 を も  一 i: し 

て 置か， つ。 私の 考 では 佛敎 思想の 隱遁 と老莊 思想の それと は 出 發點に 於て 異 つて ゐ るが、 それが 結局 

混同され てこの 隱遁 生活の 中に 入， C 込んで ゐるレ ：考 へて ゐる。 道教 もや は， 0 さう である。 で先づ 老-; 肝 

思想 か.. f 述べ る ことにしたい。 

老子が 無爲 自然 を說き 恬淡 寡愁、 靜 寂を唱 へ た點は 佛敎が 無我 を 說き無 爲を說 き 捨家棄 慾 を 唱 へ た 

のと 如何にも よく 似て ゐる爲 めに、 老子の 思想 は 印度 思想の 影響 だ. と說く 人が ある。 しかし 私に は ど 

うしても それ を 信じ 得る 根據を 認められない。 とい ふの は 老子の 無爲 自然 を說 くのと 佛敎で 無我 を 叫 

ぶのと は その 根 木に 於て 大きな 相違が あると 考へ るからで ある。 老子の 立場 は 儒教に 較べ て 稍 哲學的 

になって きたと はいへ、 や はわ どこまでも 倫理的な 考へ 方から 出發 して ゐる。 治國平 天下と いふ 现想 

において は 儒敎も 老子 も 同じ ことで ある。 只 その 方法が 一方 は 消極的に みえ、 一方が 積極的に 見える 
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丈け である。  6 

老子が 「絡. si, 智」 とい ふこと は 民利 百倍し、 「絡 ヒ棄， 義」 こと は 「民 復 n 孝 慈 一」 ことで あ.^。 

「絡， 巧棄， 利」 こと は 盜賊無 K 有と いふ 平和の 世界 を 求めた からの 事で ある。 老子が 儒敎の あらゆる 德目 • 

を 否定した こと は 「道 可 非 _ 一 常道 一 C 名 可， 名 非， X 吊 名 二と いふ 考 からで は あらう が、 しかし、 彼に は 

や は， 0 現世の 榮 達が 全然 望ましくな いとい ふわけ ではなかった。 「功 成 ，0 名 遂げて」 から 後 「身 返/、 は 天 

地の 道」 なので ある。 いらざる 所へ いつ 迄 も か. 5 り，.^ ついて ゐ るから、 世に 爭が 絶えない ので あると い 

ふ。 人間が お金 を 欲しが りさ へ しなけ れ ば盜賊 なんか は 無くな つ てし まふ なやな いか。 とい ふの が老 

子の 說く 所で ある。 

であるから 大道す たれて 大義 あ とい ひ、 國 乱れて 忠臣 あら はると いふ 逆說 は、 老子か^^見れば仁 

義、 忠孝なん かいふ 德： Tn に とら はれて ゐる こと.^ 嘲笑した に過ぎない。 そして その 赏質は 素から 希 ふ 

所であった。 しかし、 彼の 時代 も 餘.^ に 世が 亂れ すぎて ゐた。 餘 りに 人の 心が 濁. C すぎて ゐた。 それ 

とい ふの は 人に なまな か な 智慧が 出来て 人爲 的な 技巧ば か.^ が 煩雑に なって ゆく からだと 考 へたの 

が 老子で ある。 それに 見よ、 自然界 は 不言のう もに、 無爲の 中に、 不爭の 間に、 119 々大事 業 をな しと 

げてゐ るで はない か。 と考 へつ いたのが 老子で ある。 だから、 人 も 亦 自然になら つて、 無 爲内然、 不 


爭淸靜 であ b さへ すれば、 木當の 仕事が 出來、 本 常の 幸福な 世界が 赏 現される に 違 ひない と考 へたの 

が 老子で ある。 

かう 考 へて くると、 佛敎の無我卽ち小我を去，.^執著を捨て、 自他の 迷から 脫 せよ、 あ"， つゆる 情慾が 

人の 心 を 迷 はすの だから その 情愁を なげ すてよ と說 くのと 如何にも 似て ゐる 樣に考 へられ やう。 けれ 

ども 老子の 哲學 は無爲 自然 その ま、 が大 活動の すがたで あると する 時、 作爲 はすべ て 偽と なる に 反し 

て、 大乘佛 敎の赏 相 論の 樣に 究竟 は 迷 悟 染淨、 平和^ 世、 その ま， -が實 相の 顯現 であるとまで つきつ 

め て ゆく だけに は 到って ゐ ない 様 だ。 

沸敎の 捨家棄 欲はル 我の 執著 を 離れて、 菩薩の 利他 的大 活動 をす る爲 めに 必要な ので ある。 恩愛 を 

すて、 無爲に 入る こと は單な る 無 活動 を 意味す る も の で は な い。 或は 叉 未來往 生 を 願 ふとい ふの も、 

つ ま、 り は？；^. 來穢國 土の 大 活動 を豫 想し て の 念願 で なけ れ ばなら ぬ。 

だからして、 佛敎に は絡對 の隱遁 生活 もなければ、 絕對の 厭世 悲觀 主義 も あ b 得ない 箬 である C た 

だ內 潜の Si 階と しての み存 する の だ。 

然るに、 老子の 說く 無爲は その 專 門の 學 者です ら獨善 的隱遁 主義で あ， o、 絡對的 消極 主義で あると 

斷する 位にまで 模糊と して ゐる。 

中世，？ -e 親と ほ asfj 
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吾々 は 老子の 無爲 自然 か 幾多 昧 ふべき 寳を 汲みと る ことが 出来る。 しかし、 老子 その 人の 思想が ^ 

はっき b しないで、 gl:- 々あやまられて 來た 上に、 その 徒 莊子は 宿命 觀 的な 獨善的 隱遁的 傾向 を强 くし、 

その 末流から は 淸談の 徒の 樣な 自棄 的 生活 者が 生れ 出た こと を 何としょう。 

そして、 その 誤られた 隠遁 獨善 5 生活が 案外 大きな 力と なって、 和漢の 文人 達の 趣昧 生活の 中へ 如 

何に 多く 取 b 入れられ たこと だら う。 そこに 私 は事實 として 老子の 無爲の 立場 を吟眛 する 必要が 出て 

くるので ある。 

老子の 無 爲說は 畢竟 倫理的な 立場から 出て ゐる。 しかも 現贲の 生活 を 離れ 切る ことが 出来なかった。 

そして 平和 ヶ澆望 マる あま. o、 自然界の 姿に 法って 無 爲を說 いた。 無爲 自然 恬淡で さへ あれば 世 は 平 

和 だと 考 へた C 此點が  一 H ルす ると 消極的 だとお なさる ヽ所以 である。 安全第一 主義で あ，^、 さはらぬ 

祌 にた、 b なしと 考 へらる、 所以で ある。 

然るに 佛敎は 常に 永劫 を K 標 として ゐる。 倫理 觀を 超越した 所に 更に 大きい 世界 を 認めて ゐる。 從 

つて 佛 家の 捨家棄 欲の 姿 は 離 執著の 姿で あ， o、 菩薩 行の 姿で ある。 此點に 私 は 相違 を 認める ので ある。 

かくい へば 或はい ふか もしれ ない。 老子の 無 は絡對 的の ものである。 决 して 相對的 有限の もので は 

ない。 そこから 派生され た 無爲は 決して 消極的な 無爲 ではない と、 確かに さう であらねば ならぬ。 し 


かし 老子の 無 爲话淡 はいつ も 儒教の 人爲的 仁義と 相對 して、 これ を 否定す る ことにの み 用 ひられて ゐ 

る樣 だ。 彼の 說く 無の 木體は 有无を 超越した 本體 であらう けれど、 彼の 處世 法と しての 無爲は 決して 

有 爲無爲 を 融合 させた 無爲 ではなかった。 

佛敎の 無我と いひ 捨家棄 欲と いふ 隠遁 生活 は 山に 籠， 0 雲水 生活 を するとい ふ 外相よ b も、 寧ろ 親覚 

の樣に 隠遁の 志に ひかれて 比 叙の 山から 出て 來、 肉食 妻 妻 を するとい ふ 寧ろ 心の 問題で あるべ き だ。 

だか.，^ 儒敎 の 所說を 否定す、 る 必要 もな く 更に これ をと び 超える 所に あるの だ と考 へられる。 以上の 考 

は 要するに 老子の 立場 はあく 迄 現實の 世界に 足 をす ゑて 倫理的 方法論と して 無爲獨 善を說 いた もので 

f， 佛敎の 立場 は 小我の 見解 をす てろ とい ふ 意味で これ を說 いた もの だとい ふこと になる だら う。 

が、 しかし、 よしんば W 上の 考へ 方が 正しい にしても、 不满が あるに しても、 とも^ 赏際 上の 隠遁 

生活に は 決して 如上の 如き はっき-^ した 單 原色で 彩られた ものが 多い わけで はない。 否 何れも 大方 は 

種々 の 色が 混合して 世 外の 思想な b  、生活な b を 形成して ゐ ると 見る のが 穩當 であると 思 ふ。 

それで、 若し 如上の 見方が 正しい とするならば、 種々 の 色の 混合され た隱遁 生活 も、 その 思想と し 

て は佛敎 的な、 少く とも 無常 觀 から 出て 居り、 それに 赵昧 的に 老莊 乃至 道家 者 流の 思想 及び 支那の 隱 

逸 高士の 生活の 影響が とり 入れられ たのが、 我國 の隱遁 生活 者の 實狀 では あるまい かと 考 へる。 しか 

中世， 常 域と 隨通 思想 


99 


中世 H 文 の w 究 

も此 場合 趣味 的に と b 入れられた 老莊の 思想と いふの はや はり、 獨善的 消極的な 隱遁 か、 さもな けれ g 

ば^の 中 を 遠く か ら 離れて 眺めよう とする 俳諧 的 態度？ として 攝取 されて ゐ るの で あ る 0 

「古人 今 見えす、 今人 那んぞ 長 ふる を 得ん U 熱 を 避く 風巖の 上。 凉を 遂ふ瀑 飛の 漿。 薜羅の 服に 《 

歌し、 松 石の 房に 吟醉 す。 渴 けば 澗 中の 水を^ ひ。 飽くまで 煙霞の 糧を 喫す。 白 求 は 心冑を 調へ。 

黄 精 は 骨肪に m (つ。 11 伯 夷 は 周の 梁 を 絶 も。 老聃の 一 氣を 守る 11 鷲 鳳 は 梧桐に 集，^。 大鵬は 風 、 

床に， 臥す」 (遠山 慕 仙 詩)  ， 

入 山與の 終..^ の 方 をと わば 次の 檨 である。 

「貴人 賤人惣 て 死去す。 死に 去って 灰塵と 作る。 歌 堂 舞 閣は野 狐の 里。 夢の 如く 泡の 如し 電 影の 资し 

君 知る や 否や、 君 知る や 否や。 人 此の 如し、 汝何ぞ 長 からん。 朝夕 思 ひ 思へば 斷 腸に 斷 へた b。 汝 

が 日 は 西 山に 中 死せ る士な b。 汝が年 は 半 過ぎて 尸の 起てる 如し。 住まらん や、 住まらん や、 一 も 

なし。 行きね、 行きね、 止まる ベから す。 去来 去來、 大空 師、 住まる 莫れ 住まる 莫れ乳 海 子。 南 

山の 松 石 は 看れ ども 厭かす。 南 嶽の淸 流 は 憐み已 ます。 浮華 名利の 毒に 慢る 莫れ、 三界 火宅の 裏に 

燃る 莫れ。 斗數 して 早く 法身の 里に 入れ 一。 (昭三 丄亍國 文敎育 拙文 無爲と 1: 我參 


上代 詩文 及び 萬 葉 集の 老莊 思想 

老莊 思想の 將來に 就て は その 年代 は 今の所 明かで ない らしい。 

陰陽 思想の 正式に 傳來 したの は 推 古 天皇の 「冬 十月 百 濟の偕 觀勒來 る、 仍， りて 曆本、 天文 地理の 寄 

並びに 遁 5-、 方術の 書 を 奉る」 (書 紀) によって 明かで あるから、 恐らく 此期 を隔る こと 遠くない 頃に 

傳 はった もの かと も 思 はれる。 (1^ 德太 子の 十七 條 憲法 中に も 老莊の 言 あり) 

それ は 陰陽道の 思想が 己に 天人 感應、 星の 信仰、 五行 說、 讖 緯說、 觀相、 醫術、 天文、 道家な どの 

雜然 たる 思想 を 相 合した ものであるから、 これに 關 係の ある 道家 者 流の 思想 も 相 ともなって 傳來 され 

たらう と考 へられる ので ある。 

奈良 朝から 平安朝 初期に かけての 漢詩 文 を みても、 や は b 五行に 關 する 對策も あれば 重陽の 節句に 

托して 不老 長壽の 菊の 酒 を 詠 じ、 桃花 を 詠 じて 仙 を 求め、 士" 野 御幸に 侍して 仙界 を^び 或は 竹林の 風 

を 求めて 物 我兩忘 を吟 するな ど、 到る 所に 道家 者 風の 言 辭を用 ひて ゐる。 

尤も 陰陽道 は已 に大寳 令の 中に も 規定され て 陰陽 寮が 設けられ たし、 和 銅、 養老の 頃に も^ 義法、 
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津守 通、 志 我 閑 阿彌陀 などの 達人が あった けれども、 老^思想 は當 時の 儒教主義の 政策から 考 へても がー 

排斥され てゐ たらしい。 

そ は 經國集 (天 長 四 年) の 第二 十卷、 對策 下に、 白廣 成が、 

.w 以 -ー獨 善， 爲き。 無 愛敬 之 心 一 棄 k 背， 君。 儒 以，， 兼濟 1 爲， 木。 別。 尊卑 之 序 一 致， 身 I 严命。 

と對 へて 居，^、 下 毛虫 麕も、 

原 夫 公涉， -淸. 契歸， 一 於獨善 I 儒 抱 _1 旋折； 理資 _ 於兼濟 一 

といった 具合に、 當 時の 識者 爲政家 は 何れも 老莊の 思想 を獨善 的な 道德を 無視した ものと 考 へて ゐた 

檨 である。 

萬 葉 集五卷 にある 憶 良の 令 反 惑 情歌の 序 も 亦老莊 排斥の 意見 を 持して ゐ たこと がわ かる。 それに も 

か、 はらすな ほ當 時に 於て すら、 畏俗 先生と 稱 して 意 氣銜 天の 慨を 以て 妻子 を 顧みざる 徒が あつたの 

であらう 0 

かう した 履き 違へ た畏俗 先生 は 論外と しても、 或は 思想と して、 V なく 單 に文學 上の 揷入 模倣 だけで 

なく、  ほ 且つ 隱逸獨 居の 風 を 喜ぶ 態の 詩句 を 諸 所に 認め 得る ので ある。 

もし それ 字句の 引用 又は 文飾 上 道家 者 流の 書籍 乃至 思想に 存 する もの を 二三 列擧 すれば 懐 風 藻に、 


^花^  一  n 11 c 以此芳 節。 忽値， 竹林 風，：) 

秋 B 言 志 一 首 —— (照 渚聽 秋聲。 因玆 竹林 友。 榮辱 莫， 相 驚，) 

春 tH 應詔 11 (姑射 遁， 太賓ー 崆巌 索-, 神仙 一」 

秋日 於，, 長 王 宅ー賓 , 新羅 客， —— (言 笑 縱橫、 物 我兩忘 11 何必 竹林 閒 —— 風月 無， 息， 肩 之 地，) 

扈從 吉野宫 I ハ此 地仙靈 宅。 何 須，， 姑射 倫，) 

侍 宴 11 (無 爲 息，， 無事，) 

凌 雪 集に C 弘仁五 • 六 年) 

代# 之詞 11 (仙 道 幸 先知。 願 載-一重 輪 響， 高 飛，， 九 萬垂し 

高士 吟 i < 一  室 何堪， 拂。 九州 豈足， 步。 寄， 言 燕雀 徒 寧 知-, 鴻鵠路 ひ 

秀麗 集に (弘仁 九 年) 

秋 山 作 —— (人， 谷猶 知玄牝 せ』。 登， 巒何近 白雲 天) 

奉 和 春閨怨 11 C 洛陽域 東桃與 李。 一 紅 一 白蹊自 成。 ) 

奉 和 侍 中 翁 主 挽 歌詞 11 (桃蹊 長掩， 迹) 

經國 集に 

中世， 1ん域 と隨道 S お 4 
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重陽 節 菊花 賦 11 神仙 之 靈藥。 忘 塵 俗 之 世情)  S 

和 石上鄉 小山 陚 11 .:p 涉淇 之垂天 I 翫， 搶 楡之控 地： 惟 逍遙 之 在&。 何夸， 仙 之 足 r 蒭。 嗟 夫寵辱 若， 

驚 C 中略) 玄之叉 玄兮。 暢，； 我情 性； 材與不 材兮。 處， 我 運命， 11 忘 Jt 得， _e -兮。 臨， 岐亡， 羊。 大鵬 小難 

今。 相 去 幾許。 ) 

奉 和 詠 塵 11 C 老氏和 光訓。 莊生 守，， 儉 情，) 

同 前 —— (動 息 常 無定。 徘徊 何處 非。 冀持 一一 老聃 旨； LiK 守 一世 間 機 一) など 歌 はれて ゐる。 に 老化 壯 

限 ら す 東方 朔、 ^^南子 あた..^ の 文句 を も 索 めれば 記紀 に ま で 幾 百 個所 にも 及ぶ であらう G 

兎も角 これらに よっても、 老莊の 書物が 奈良 朝から 平安 初期へ かけて 已に讀 まわて ゐた事 は 明かで 

ある 0 

けれども 以上 揭げた 如き は 多く 文字 そのもの として 用 ひられた もので、 實際 生活 に佯 ふ 生きた 思想 

として は 果して どの ^度 迄 叽嚼さ れてゐ たかは 疑問で ある。 

若し 强 いて 求む ベ くんば 上代の 俗間 信仰の 中に 陰陽道 的 迷信が 働いて ゐて、 それが 大儺ゃ 改元の 行 

事 の 中に も 窺 は れ る 程度の もの で あ つたら しい。 

しかし 隱遁 生活^く ば 風流 三昧と いふ 一 種の 趣味 生活に 伴うて、 その 背景 をな V 思想と してみ るせ 


は 可な b 前者の 場合よ b も根强 い 根柢 を も つ てるた と 思 はれる C 

尤も これ とても 元 は 漢詩 文 の 影饗 であり 模倣から 生れて き た點も 否定 出來な い 。 高士 傳隱 士傳と か 

或は 陶淵明 式の 生活への 懂慌 もしくは 俗塵 を 離れた 仙人 界の 聯想な ど は、 何れも 支那の 隱逸士 の詩賦 

や 遊 仙窟 風の 物語な どに 影 饗された 點も多 からう。 同時に 老莊 風の 獨善 主義 を 風流 韻攀に 結びつける 

-M、 そこから も 春觴を 酌み 花 琴に 對 して 淸諫に 耽る の 快 さ を 味 は ひ 得た は 確かで ある。 

前に 揭 げた 老 i 舭反對 派の 下 麿で さ へ も、 「贤 人の 酎 を 酌み、 琴 隶" を； 右に、 言笑縱 横して 物 我 雨つ 

ながら 忘る。 n から 宇宙 之 表を拔 き、 枯榮 双ら ながら 遣る。 何ぞ必 すし も 竹林 之 間の みならん や」 と 

詠 じて 風流 淡 笑の 樂 -V 述べ てゐ る。 

幽邃の 山川に 接し、 閑寂な 庭 舍を訪 づれる 時 はいつ も 桃源 鄕を想 ひ、 老 仙の 姿に 擬 して 0 から 幽居 

の 心 を 得る の が此 時代 の 知識階級の 人達であった。 

, 丧 だった 場合に は 仁智、 帝德、 堯舜 といった 道 德を眞 向に ふ.^ ま はす 懷風 藻に した 所で 一度 私生活 

へ 人 わば 萬 m^, 朝 E の やうに 「直ちに 風お を 以て 情と 爲す」 方であって、 一曲 11^ の 間に 「逸 氣を 高. 尺に 

縱も 千歳の 閒、 稽康を i;^ が 友と し、 ー醉の 飲に 伯偷を 吾が 師 として 軒 E 免の 榮を 慮らす 徒らに，：； の 性 

5 

樂 しまし むる を 知る」 とい ふ狀 態であった。 そして、 罇を 傾けて 「陶然と すれ ぼ 老の將 に Kr.- らむ とす 2 
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る を 知らざる」 の槪を 快し としたの である。 こ は 萬 葉に 旅人が、  .5 

古の 七の 賢き 人 どもの 欲 b する もの は 酒に しある らし 

かしこしと 物い ふよ.^ は 酒の み て醉ひ 泣きお るし まさ. 0 たる.， ：- し 

あなみに く 賢 しら をす と 酒の まぬ 人 をよ く 見ば 猿に かも 似る 

など 歌つ てゐる 竹林 風の 超俗 觀と相 近き も ので ある 

}S や、 花や、 琴に 托して 俗界 を嗤 ふ。 かう した 態度が 竹林 思想から 來てゐ る こと は 明かで あるが、 

この 樣に 積極的に 嘲笑 を 人間界へ あびせ かける のでな く、 靜 かに 自然にした， o、 幽 與，》 樂し まう とす 

る ものが ある。 就中、 

蕭然 幽典處 院 裡滿， 一茶 煙- (凌雲 集) 

暫對， 淸泉 I 滌，， 煩 慮， 况乎 寂寞 日成歡 (同) 

• 嚼 峨之院 埃 康外乍 到 幽情興 偏 催 (秀麗 集) 

幽情獨 臥 秋山裹 覺後恭 聞 五 夜 鐘 Q1^. 國集) 

の 如き 閑寂の 境 を 愛する 心 持 も 亦 漢詩の 影響と もい へる が、 これ を 以て 直ちに 老莊的 思想の 結果で あ 

ると いふ こと は 出来ない。 併し、 


^il; 幽栖 客。 悠々 去 幾年。 玄經 空秘， 卷。 丹 竈早收 煙」 云々 の 如き をみ ると、 當 時の 隱士が 老子 

など を 座右に 置いて ゐた 事が 察せられる 。(冬 嗣の幽 人の 遺跡 を訪ふ 詩の 中に も. H 書 明月 照と ある。 同 

じこと が 御製に は歲月 經書古 と あ る か ら老 子 以外の 經書も あつたに は 違 ひない が。) 

禪堂、 山 房 を 詠す る 詩に 寂々、 幽境の 語が 種々 用 ひられて ゐ るの も 可な *^ 多く、 法師が かう した 境 

界に ふさ はしく 吟 せられて ゐ るの はいふ 迄 もない。 例へば 次の 檨 なのが それ だ。 

道 性本來 慶事 遐。 獨將， 一 衣鉢， 向-一 煙霞； 定 知行 窗秋 山路。 お 雲 深處是 僧家。 

等しく 幽境に したる にしても この 三者 は自 から 相違した 勤 機から 入って、 結局 同じ やうな 隠遁の 樂 

しさ を昧 はふ に 到る と考 へ る こと は不當 だら うか。 

IJ.^ 佛者は 道. を 求む る爲 めに 俗 鹿 を さけ、 そして 靜寂を 愛する 心 持に 入，^、 趣 昧者は 都 會の風 鹿 を 

さけて 幽處に 遊び、 心 をう たれて その 境 を 賞 嘆し、 道 者 は無爲 自然 を 標榜して 巷間 を 遠ざかり、 D か 

ら その 安らかな 生活 ケ樂 しむと いった 具合に …… 。 

で 結局 自然の 靜 寂の 中に 浸って 自然の 眞相 をみ た 時、 雲 月 花、 哀猿、 小 置 何れも^ 自然の ま、 に a 

然の 愛と 美と をた 、えて ゐ る こと を 知 つたので ある。 

假令初 め は. r 乂那 風の， 模倣に し ろ 、 結局 さう した 文字 が 眼に 慣れ、 ば 心性 も 亦 その 傾， ：！： におき 込まれ 

中世， 《„e 親と 隨-ぉ 想 


I07 


中世 Ms 文： せ の 究 

る こと は 有. 0 勝な こと だ。 

問題が 傍路 へそれ か、 つた 樣 たが、 結局、 隱遁者 流の 思想の 一部に はかう した 老莊の 隱逸的 獨善的 

方面が、 消極的に しろ 含まれて ゐ ない とは考 へられな いと 思 ふ。 

文字 そのもの のみの 模倣で なくして、 明かに 老莊ヶ 好んで ゐ ると 斷定さ へして ゐる 詩が ある。 懷風 

藻 に 大學 博士 越 智道廣 江 が 、 

文藻 我 所 難 老莊我 所 好 行年 已 過半 今更 爲，， 何勞； 

と いって ゐ るの が そ れ である。 

しかし 廣 江の いふ 老莊 をい ふ. のが 果して どの 程度の 眞理 をつ かむ でゐ るか は、 これ 丈け では 明かで 

ない。 

畢 fp;s^ 前から 述べ て 来た 様な 風流に 托して 俗事 を 離れる 程度の もので はなから うかと も考 へられる。 

若し さう みてくれば 奈良 朝から 平安 初期へ かけて S 漢詩 文に あら はれた 老 is- 思想 は、 その 眞髓を 把 掘 

して ゐ ると いふよ わ は 寧 ろ 淸談徒 に 近 い 生活 ^ 俗事 を 離 れ て 酒 友 と 談笑す る 裏 に 快 を 求 め る か 、 で 

なければ 風月 を 友と して 獨 居の 樂 に-耽る か、 ュ、 の 一 一つが 落 t ノンき 所であった 様で ある C そして この 考 

はすつ と 下って 德川 時代 迄ペ 所謂 此 時^の 文人墨客 とか 逸士と いふ 類に は と 0 然とが つきもの であ 
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つた) ；：？ ： つ，、、 いて 流れて 來た 趣味 生活の 某 調 をな す ものである とい へ る C 

かう した 趣昧 生活 以外に 旅人の 歌の やうな 或は、 

この 世に し樂 しく あらば 來ん 世に は 虫に 鳥に も 我 はなり なん 

生ける 人つ ひに も 死ぬ る もの なれば 此の世なる 間は樂 しく あらな 

とい ふやうな 享樂 的な 叫びと なった もの を 求め 得る けれど、 これ は 僅かに 1 部分の 耽溺 者であって. * 

後に 及ぼす 影響 は 少なかった とみて よから う。 

この デカ タンと この 隱遁趣 眛とを 除くならば、 や は， 0 前にの ベ た檨な 陰陽道 若く ば 神仙 說の 影響で 

あって、 これ を 萬 葉 集に 求 むれば 次の やうな 俗間 迷信と してと，.^ 入れられ： -ゐ るか、 若く ば 神仙、 不 

死の 思想と して 歌 はれて ゐ るかで ある。 前者の 例 を あげれば、 

めづ らしき 君 を 見む とぞ 左手の 弓と る 方の 眉 根 かき つれ (男) 

まゆね かき 鼻び 紐と け 待てり や もい つか も 見む と 思 ほ へ る 吾 君 (女) 

の 如き 風習と か、 又は 木の葉 枝 を 結びつける 一 種の まじな び は 果して 大 古から あった もの か は 不明 だ 

が、 もっと 近い もの を 求 むれば 祈が あ， 0 占が ある。 

神な 火に ひもろ ぎた きて いは へど も 人の 心 はま もり あ へ ぬか も 
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夕 占に も 占に も 否れ る 今夜 だに 來 まさぬ 君 をい つと かまた む 

夜 占 向 ふわが 袖に おく 白露 を 今にみ せむ ととれば 消に つ 、 

辻に たって 占 ひ、 祌 なび をたい て 占 ひな どした など も 或は 陰陽道の 影響で あら-つと 思へ る。 

大津の 皇子の 「大船の 津 守が 占に のらむ と はま さに 知 h てし わが 一 一人ね し」 など も 明かに それで あ 

る 0 

更 に 仙藥 をうた つ たも のに は、 

わかさ か いたくく だらぬ 雲に とぶ 藥は むと もまた を もめ や も 

雲に とぶ 藥は む よ は 都 見ば いやし き 吾が 身 また をち め や も 

の 類 も 可成 b 多い し、 叉 神仙 思想 をうた つた ものに は 明かに 莊 子の 無 何 有鄕を 浮べ て、 

心 をし 無 何 有の 鄕に 置きたら ば はこやの 山 を 見 まく ほしけ む 

と 詠 じて ゐる。 

なほせ； 他、 海女 を 仙女 かと 思 ふの 類 や、 浦島傳 記、 竹取傳 記、 拓 枝仙嫒 などの 長歌 も 可な b の數に 

のぼ つて ゐる C 

例の 畏俗 先生- ゲ 唾棄した 憶 良さへ も その 漢文の 序に は 到る 所に 莊子、 抱朴 子、 淮南 子な どの 文^ を 
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引用して ゐる" 

如上の 如く 萬 葉 集に みられる 老、 莊、 道家、 陰陽の 思 恕も亦 極めて 幼稚な 迷：； S か、 又は 言 句の 模倣 

文飾 か、 或は 神仙 說が求 遠 追求の 潼慌 のとむ す ぼれ て 現 はれた か 位の ものである。 

そし てこの 萬 葉の 方で は 前述 の 漢詩 文 にみ ゆ る 隱遇的 方面 は老莊 思想 の あ；.^ は れ とし て み ると、 む 

しろ 力弱い もので、 却って さう した 外來 文化の 影響と いふよ b は、 內面， 的な 心の 化から 出て 來る自 

然さを 持って ゐろ。 そこに 若し 外來 思想の 影響が あ..^ とすれば、 そ は老莊 思想の 一尚 is 的な 心 持よ.^ も 

むしろ せ  1! 敎 の 祌仙說 か 又は 佛敎的 無常 觀 の 方が 強く 出 て ゐ ると 思 ふ。 

, 道教の 脫俗的 態度 

老莊 とい へば 直ちに 道教が 聯想され るので あるが、 この 道敎も 亦隱遁 思想に は 密接の 關 係が ある。， 

古 來我圃 の 宗教 的 乃至 偷理的 方面の 準據 する する 所 は 神 儒 佛の三 道と 稱せ f> れ、 支那に 於て は 儒佛道 

の三敎 だとせ f 、れ てゐ る。 

然 か も ュ、 の 道敎 思想 は 可な，^ 早く か ら我國 にも 傳は つた ものと みえて、 推 古 の 朝に は 百濟 の I？ 觀勒 
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が 入朝して 天文 方術 等 を傳へ (書 紀廿ョ 朝廷に は 陰陽 寮が あ b( 令義解 n 神仙 說話傳 說等も 浦 島、 役 小り 

久. 米 仙人な ど隨分 い ろ んな 書に 見え て ゐ る 。 

た.、 支那の 檨に、 道教なる 一宗 敎 として 獨 立の 敎 勢を擴 長した わけで は あるまい が、 神道 佛敎の 中 

へ 混入して、 一 種の 迷信ながら 甚だ 强い 俗間 信仰 を齋 した もので あ つたこと は 疑ない。 

尤も 支那に 於て さ へ 後 漢の張 道 陵が 道教 を創唱 した 趣に も、 支那 古来の 俗信 仰 をと b 入れた 事で あ 

らうが、 後に は 更に 儒 敎佛敎 の 思想 を もと b 入れた こと は 明かで ある。 小 柳 溝 士の道 敎槪說 にも 「道 

敎はそ 9 墓 礎、 歴史 及び 體 系に 於て、 儒敎 及び 佛敎と 比較す る 時 は 著しく 劣れる もの ある を 以て、 遂 

に 老子 を 借. 0 來 b て、 その 開 創 者と なし、 佛 敎の經 典に 模倣して、 諸種の 道 經と爲 り、 また 儒教の 世 

間道 德と 果應 報と を、 巧に 結びつけて、 一般の 人民に、 安心立命の 慰安 を與 ふること となした。 然 

れば 道敎の { 止 義及ぴ 内容 は、 一言に 槪 括し 難いが、 その en 的 は、， 長壽、 幸福、 富赏を 求む るが ために 

道 德を行 ひ、 鬼神 を 祭祀す る 者に して、 一種の 現世 的 功利的 宗教と いふべき なので ある」 とかいて あ 

る 0 

從 つて その 道德的 修養 は畢凳 長 壽を求 める ために 必要 だ とされる の で、 「善惡 の 報 は 影の 形に 隨 ふが 

如し。 是を 以て 天地に は 過 を 司る 神 有 b て 人の 犯す 所の 輕 きと 重きと によ， 0 て、 以て 人の 算 (三日) ノ 
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奪 ふ。 ：：： 算識 くると き は则ち 死す」 (太 上感 81) じあ， < 天 仙た らんこと を 求めん とする 者 は 常に 一 干 

一一-百の 善き こと をた つべ く 地 仙た らんこと を 求めん とする 者 は當に 三百の 善き こと を 立つ ベ し 1( 同書) 

この 立場から あらゆる 善行 を獎 める ものである。 佛 家の 傳說 として 閬魔廳 の 淨狭璃 の 鏡が、 一生 中 

の 善 惡業を 映して、 死者 を裁斷 するとい ふ梭 に、 道敎 でも 天に 一一： 臺北 斗の 神が あ，. r.、 體 中に 三 尸の 祌 

が あり、 憲 にも 祌 あって、 凡ての 行爲 ケ鑑視 して ゐる とする。 

從 つ て これら の 神の 思 召に 背か ざらん 爲め に は 幾多の 陰德を 積む ベ きで あ る が、 然 かも そ の 德：： ：！ が 

敎 の所說 から 来た 所 も 甚だ 多く、 又 佛敎に 因る 所 も 多々 ある。 例へば 陰 隙 文中に 「或は 佛陀 を拜し 

て 經文を 念せ よ。 四 恩に 報 答して 三 敎を廣 行せ よ」 と あ.^、 功過 格輯 要に 载 する 所の 功過 は #1 人、 修 

身な ど 多く 儒教の 訓 ふる 所と 一 致して ゐる。 三敎 合一の 思想 は已 に抱朴 子の 中に 見えて ゐる處 で、 後 

世の 佛敎 徒が これ を應 用し、 或け 道家 者. A 佛敎 をと り 入れた 事な ど は 今更 述べ る 必要 も あるまい。 

が、 何れにしても 道教の 中心思想 は 不老 長生の 神仙と なるとい ふ 點に存 する のであって、 それが 爲 

め に は 諸 有の 祌々 を 祭 b 善 菜 を修す る こと は 勿論？ M 丹 金 液 あら ゆる 仙藥ヶ 飲む で壽の ぉ久. 一 求む る も 

ので ある。 (抱朴 子 金丹篇 ®: 照) この 金 液 九 丹 を 製す るに は、 華 山 泰山 等の 名山に 入って 人事 を 絡ち、 ^人 

と 相 見やし て 百日の 齋戒を 必要と す る など そ の 规则は 極 めて 嚴重 である。  U 

中 世 》<=e ほ、. ほ X© 想  -  j 
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この 「仙 道と 俗事と は 拉び行 はれす、 ^し 人間の 務を廢 て すん ば何ぞ この 志を修 むる を 得ん や」 と 

(抱 朴子卷 so いふ 能 I が 人. E 斷 俗の 隠逸 生活 を 生む 道敎の 一 面で ある。 

.H の 道に 通達した 人 は r 眞に 足る を 知 b て 分に 安ん す、 か、 る 人は從 おとして i を 遁れ光 を 山林に 

顷ふ、 鸞 龍の 翼を紆 ふも賤 しき 夫と ともに 居 b 人 浩然い 氣を 蓬の 戶篥の 門に 養 ふ、 檻樓を 衣、 索を帶 

となす も、 籠 文の 美 はしき 衣服 を羡 ます —— 蒼 苔む す 崖の 間に 吟し 嘯きて、 萬 物. V 座と 思 ひ JC 同窨) と 

いふ 生活 をす るので ある。 

この 境地に 達す る 心 を 求む る 處は莊 子 列 子等 の 求む る處と 合し、 或は 佛 家の 捨家棄 慾 の 生活 と 似 る 

所 あ h、 顔 囘の贫 を S へす して 道 を 求む る 所謂 淸贫の 境地に も 類似して くるので ある。 從 つて 死人の 

招魂の 式と か 或は 泰山 府君 4 祭る とか、 三十 ニ祌を 祈る とい ふが 如き 道教の 儀禮が 王朝 以後 公武の 間 

にも 民衆の 間に も擴が つたこと を 以て、 道教の 影響 を考 へ ようとす るよ. C も、 今の 自分と して はこ の 

隱遁的 生活の 强 要が 或は 理想が、 我 國の隱 通 思想の 中に も 流れ込んで ゐる點 > ゲ强 調したい ので ある。 

前に も 述べ た 様に 佛 家の 捨家棄 欲 は 諸 法の 實 相に 徹しよう が爲 めで ある。 老子の 無爲 はこれ によつ 

て 世の 和平な らんこと を 求む るの 心 か"， T である。 莊 子の 自然 は 宿命に 安ん する の 人生 觀 からで ある。 

そして 今い ふ 道家の 脱俗 は 神仙と なって 不老不死た らんが 爲め である。 だから その 求む る 所の 出發點 
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は 大いに 異なって ゐ るので は あるが、 これが 後になる 稱老道 は附會 され 佛道は 合 一 して 東洋 流の 神 

キ： 義、 唯識 主義に よって 混 一 されて しまったと 考 へられる。 加 之 それが 禪 とい ふ敎 によって 愈々 精神 

的に も、 外形の 生活 相に 於ても びった， りと 大成され た 形と なって、 こ、 に隱逸 洒脫な 生活が 高ま.^、 

その 精神が あらゆる 文化の 中に 潜む やうに なって 來 たと 考へ られ る。 

こ、 に 所謂 東洋 流の 文化が 截然と して 西洋 流の 文化と 異なる 基礎に たつこと を 明瞭なら しめたと も 

い へやう 「し 

然 かし 如上の 心證 外相の 生活が 禪宗 によって 統 一 された とはい へ、 それが 文學の 方面に 於て はおお 

活動 はしなかった。 そしてそれは我國に於ては寧ろ鎌倉：^後の建築、 緒 蕾、 茶 式、 造 庭 等の 上に あら 

はれて ゐ ると 思 ふ。 

(大江 匿 房の 木 朝 神仙 傳の說 話に は修驗 せ，！、 道家、 老莊の 仙人 じみた 行動が 記されて ゐ るが、 何れも 

僧侶 か 又は 佛敎を 信じた 人達で ある。 いかに これらが 混合して ゐ たかが 解る) 

道元の 正 法眼 藏と脫 俗 
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E 指 人心 見 性 成 佛は禪 の 畢竟の 立場で ある。 

この 境地に 達て る 思 辯 は 大凡 次の 三 段階に 歸 する。 卽ち 鈴が 嗚 ると 常識で 考 へる こと は 極めて 皮 相 

的な 感覺 に過ぎない ものであって、 內面唯 識の所 成と 觀 する ことが 第 一 段階で ある o( 風の 鳴に あらす、 

鈴の 鳴に あらす、 我心の 嗚也) 然 らば その 心と は何ぞ やとい ふ 疑問が 當然 生れねば なるまい。 こ、 に 

来って 禪宗の 行 き 方が 非 心理 學 的な 飛躍 を 試 み ると いふ 特徵を もって ゐ るので、 その 答 は 必 すし も 科 

學 的な 說明を 必要と しない。 從 つて 唯 識 論の 分析 的 說明を も 超び こえて 次の 如く 答 へ るので ある：：： く 

r 倶寂靜 J と。 そ の 心 持は卽 1, ^「心 嗚は鈴 鳴に あ らす心 鳴 は 心 鳴 に あらす と 道 取 す」 心 を も、 風 を も 鈴 を 

も 離るべく、 その 何れに も 執して はいけ ない こと を 明かに した もので、 この 一切 否定の 態度が 第二- K 

階 をな す ものである C しかし、 否定 は 否定の 爲 めの 否定であって はならない ので、 やがて この 否定 は 

肯定へ と轉 じられ なくて はならない。 かくて T 風 鳴な h. 鈴 鳴な， o、 吹鳴な h 嗚々 な， 0 と 斷じ來 る」 も 

ので ある。 こ の 場合 鳴 々 な り が眞個 の 惯値を 生じ てく る ものた る こ と を 注意し て 置きた い 。 

更に 一 例 を あげるならば (10 「旛の 動く にあら や 虱の 動す るに あらす、 仁者 心 動な b」{>) 「仁者 心 

動 はさ も あ.；：/ さらに 仁者 動と いふべ し、 動 者 動なる が 故に、 仁者 動なる によりて な b」 この 例 は i-g 

の ^寂靜 と は 違 つ て ^全 善 とで もい ふ べきで あらう か。 か く てはじめ て (3  ) 「恁麼 は 恁麼 を いふな b」 


に 到達す る。 

カント の 物 それ 自體に 絡 對偎値 を 認めよ-つ とする の と 同じく、 是 以外に 彼 ある ことなく 是は是 とし 

て 彼に 對 立す る是で なく、 その ま、 が絕對 性の もので あ， o、 是卽 彼の 境地に 於け る恁麼 は您麼 なので 

ある。 (恁 .1、篇) 一 時 一 物 その ま、 が 本 地 絡 對の法 性な ので ある。 道元 はこれ を 現 成 公案の 篇で たくみに 

譬 へて ゐる。 「薪 は 灰と なる。 更に かへ..^ て 薪と なるべき にあら す、 しか ある を 灰 は 後、 薪 は 先と 兑取 

すべ からす、 知る ベ し、 薪 は 薪の 法 位に 住して 先 あ b 後 あ. o、 前後 あ. C とい へど も 前後 際斷 せり」 とい 

ふので ある。 これ は 一 面 お 馬 非 馬 論の 奇辯 派に 類て るが 如き 因果 關係 とか 從愿關 係 を 無視した 考へ方 

の 様で は あるが、 しかし その 心 持に 於て は 正に 天地の 差が あるで あらう。 G 馬 非 馬 論 も 成る 程 一 面 か 

らいへば 白馬 は 白馬の 法 位に 住し、 は 馬の 法 位に 住して ゐる とも 考 へられな く はない が、 これ は畢 

凳槪 念の 遊戯で ある。 しかもな ほ 二元的な 對 立論 を 免れない。 しか I 禪 の 所謂 物 それ 自體は 常に 平等 

的 絡對的 一 元の 立場 にたって 兩 者の 相 途を考 へ な ぃ點に 立つ 個々 の 絡 對惯を 認め て ゐ る の で あ る 。「佛 

言 一切 諸 法 畢竟 解脫" 無せ 所 住、 I- るべ し解脫 にして 黎縳 なしと いへ ども 諸 法 住 位せ， o」 この 汎神論 

的 佛敎 の 哲學は 根底 に 解脫 ^ 目標 として はじめて 成立す る ものであって、 解脫 は 畢竟 ト我か ら大我 へ 

の 展開 を 指示す る ものでなくて はならぬ。 「佛道 をなら ふとい ふ は 自己 をなら ふなり、 (小我 大 我の 關 
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係) a: 已 をなら ふとい ふ は 自己 を わする、 なり、 (小我 沒却 vnTlj を わする ゝと いふ は 萬 法に 證 せらる S 

るな わ.、 (大 我に 沒入) 萬 法に 證 せらる、 とい ふ は 自己の 身心 及び 已 (萬 法) の 身心 をして 脫 落せし 

むるな. c」 とい ふ 現 成 公案の 提示 は 明かに この間の 消息 を 物語って ゐる ものである。 私 は W 上 佛敎の 

中心 點に ふれ 且つ 禪宗の 論理的 飛躍の 特徵を 眺めた ので あるが、 これ は 要するに 理念の 間 題で ある。 

现念 の 問題 は 永久， に 理念 の 問題 とし て 吾等 凡愚 の 企及し 得る 所の もので はない。 私 は 寧 ろ その 理念 に 

到達す る 迄 の 實際 的な 生活 ケ 道元の 上に 眺めたい ので あ る 。 

一 體 一 宗派の 開祖と か 高僧と かいはれ る 人 は 皆 さう では あるが、 殊に 道- 兀 にお い て 強く！^ せらる > 

態度 は 求道の 精神の 眞劍咏 である。 その 身命 を 投げす て、 ゐる 態度で ある。 眼 藏ゲ」 よんで 最も 强く心 

をう たれる も の は そ の 眞摯な 求道 の 心 持と 打 座 の 鼓吹と で あ る 。 

「百 尺の 竿頭に あって 手 を はなち 足 を はなし 得ないで、 命あって の 求道 だな ど、 考 へ ろ檨な もの は 到 

底 悟. 0 得ない 人間で ある」 とい ふの が 道元の 眞 骨頂で ある。 死を睹 して 道 を 求め、 無我の境に 入る ベ 

きで あるから、 從 つて 世俗の 生活 は 出家の 生活と は 全然 別の 步み 方でなくて はならない。 「佛法 は 事 

々みな 世俗に 逢 背せ るな. ::: 故に 僧 は 一 切 世俗に そむけるな. cj  (隨問 記〕 世俗 を 離れて 只管 ゆ ー嬋觀 

法すべき であるから、 世俗の 恩愛 をな げすて るべき はいふ 迄 もない。 「佛祖 も 恩愛な きに あらす、 し 


か あれ どもな げすて きたる。 佛祖 も諸緣 なきに あらや、 しかれ どもな げすて きたる。 たと ひ をし むと 

も白^^；^の因綠惜しまる ベ きに あらざる が ゆ ゑに、 われ もし 恩愛 をな げすて すば 恩愛 か へ b て、 われ を 

なげす つべ き云爲 あるな， 00  (行 詩) 

恩愛 をな げすて、 命 を もな げすて、 道 を 求む る 心に は 人生の 無常 觀が 一番手 近の 解決策で ある。 こ 

れは淨 土 門の 所說 もや はり 同じで ある。 兼 好が 口の すつ ばくなる 程說 きたてた の もこの 點 である。 

【吾 我， ゲ 離る、 に は 無常 を觀 する 是れ第 一 の 用心な， o」 無常 を觀 する 時人 は 何 を 以てう か、/ \» と 世 

俗の 遊藝ゃ 理屈つ ぼい 議論に 花 を さかせて ゐる 暇が あらう か。 かくて 道元 は 次の 如く 雜返を 戒めて い 

ふ、 「多事 を 兼ねて 心 操 をと、 の へ ざらん は 不可な b」 と。 その 故 は 「無常迅速な， 0 生死 事大な り.、 

且つ 存命 S 際 業 を 修し學 を 好まば 只 佛道を 行 じ、 師 法を學 すべき 也。 文筆 詩歌 等 其の 詮なき 事 なれば 

捨 つべき 道理な， oj 廣 學博覽 はかな ふべ からざる な b、 一向に 思 ひ 切. 0 て 止むべし」 否、 法語、 法文、 

經 文まで を も 打ちす て、 只管 打 座 行 持 すれば 自 から 眼が 開ける と說く 所に 道元の 立 揚が ある。 

「單傳 正直の 佛法は 最上の なかの 最上な， o、 參見 知識の はじめよ， o、 さらに 燒香禮 拜念佛 修纖看 經を 

もち ゐす、 ただし 打 坐して 身心 脫落 する こと をえ よ、 もし 人 一時な b とい ふと も 三業に 怫 印を標 し、 

三味に 端坐 するとき、 遍 法界み な佛 印と なり、 憲 虚空 こと/.^ くさと， 0 となる。」 (辨 道話) 道元の 教相 

中世， とほ 通 S 想 
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判釋は 他宗の 樣に 組織 立って は 行 はれなかった けれども、 この 辩 道話の 說は 明かに 道元 揮の 一種の 判 ^ 

釋と 見られる だら う。 

こ、 迄 書いて くる 時、 私 は 道元と 親鸞の 接近 點を 聯想し ないで は ゐられ ない。 道元の 悟の 境地と 親 

鸞の 信仰の 境地、 兩 者の 宗教と 道德 との 關 係に 對 する考 へ 方、 兩 者の 無常 觀無 爲觀、 該 時代の 佛 敎觀、 

それら は 何れも、 道元 親鸞の 二人 を 別々 にして は考 へられない とさへ 思 はれる。 以下 少しく 兩 者の 態 

度 を 比較 論評して みょう。 いふ 迄 もな く 佛敎は 無我の 敎 である C 只 そこに 至らん とする 方法に 於ての 

差 こそ あれ、 到るべき 所に 達すれば 何れも； I じで ある。 從 つて 道元 親鸞の 二人 を 比較 すれば、 その 心 

境に おいて 同じ 境地に 達して ゐゃ うこと は 初めから 解.^ きった 想像で ある。 

しかし その 迪 b 方の 相 達と いふ もの は 叉、 單 なる 兩組師 の 個性の 相違 のみでな く、 叉 一般人 間の も 

つ 二つの 心の 流 を 代表して ゐる もので は あるまい か。 若し 更に 一 人 を 加 へ るな.，： ば 日蓮 を もってくる 

ことが 出来 やう。 

今から 約 七 百年の 昔、 かの 承 久の亂 が 結末 をつ げた 翌歲、 卽ち 負應 元年 は 日蓮が n 木 國に吼 々の聲 

を あげ、 二 年に は 道元が 人宋 し、 その 翌 三年 (改元して 元 仁) に は 親鸞が 淨土 眞宗を 開いた。 この 打ち 

つづく 三年 問 は 新 n 本佛敎 發展の 上に 奇 しき H 綠を もつ 年であった。 


今日 蓮 は，！ ばらく 擱く として、 道元と 親 管 <  が S じ 時代に 呼吸し つ、、 全く 極端に 反對 かとみ ゆるば 一 

かりの 步 みを迪 つたこと は 驚くべき 對比 であらねば ならぬ。 しかし その 到るべき 境地に は 一 脈の^！；じ； 

流れが た、、，^ ようて ゐる。 道元が 「わが 身よ からん、 我が 意な にと あらんと 思 ふ 心 を わすれて、 善くも 一 

あれ 惡し くも あれ、 佛祖の 言語 行 履に 隨 ひゆくな.^」 (隨間 記) といった 佛祖 への 絡 對信賴 は その ま、 一 

親鸞が 「た-、、 念佛 して 彌陀 にたす けられ まいらすべし とよき ひとのお ほせ を かう む， 0 て 信す る ほかに； 

別の 仔細な きな，.^」 とい ふ 師匠への 絕對信 順と 共に、 尊く も 自已を 投げ だした 能： 度で はない か。 .0 已 

の 思量、 情 量に 執す るの 誤なる こと は 道元 も 幾度 か 叫んで ゐる 所で あるが、 親 驚の 說く處 も 「佛の 願 

行の ほかに は 別に 機に 信心 ひとつ も、 行 ひとつ もく はふる ことなき」 (安心 決定 鈔) 絡對 無我の 歸 命の 姿 一 

である。  一 

ほ 力 他力 S 論 は 畢竟す るに、 念佛 者から 出た 敎 相の 制釋分 類であって、 禪の 立場から すれば、 n カー 

もな く 他力 もない とい ふで あらう。  I 

親覺が 「朝な く怫 と共に 起き 夕な く佛 をいだ きて 臥す」 といった 唐の 傅 大士の 言 を 持ち 來 つて 

「これけ 道： 法 門の 眞 如の 理佛を さして 佛と いふと 雖も、 修得の かたよ，^ おもへば 少しもた がふ まじ 

きな. c。 攝 取の 心 光に 照 護せられ 舉 らば、 行者 もまた 此の 如し。 朝な，， ^報佛 の 功德を もちながら 起 一 

中世， 常 親と お 通 SJ?,J  一 
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き、 夕な-/^ 彌陀 の 佛智 とと も に 臥す」 (安心 決定 鈔： > と い つ た 言葉 は昧 ふ ベ き である。 

話 は橫道 へそれ たが、 この 道元の 恩愛 をす て、 俗 を棄て 、只管 打 座 行 道に 魂 を 打ち込む とい ふ點は 

纏て 騍宗全 體の步 み 方で あり、 こ 、 に隱遁 生活の 根據を 認め 得る ので ある。 

禪が 中世 期 後半の 文化に 及ぼした 積極的 影響 卽ち禪 と 武士道、 禪 僧と 政治、 東 山 文化と 輙 など は 倍 

来 別時な しと 會得 I、 脚下に 眞现 IQ; 佛法を ふまへ て、 大 菩薩 行 を 行 はう とする のであって、 これ は 上 

来 述べ 来った 様に、 一先 づは 現世 俗界 愛愁 界を脫 落した 境地から、 禅び 盛.^ 上って くる 力い.？ らは 

れ であ， 9、 否定の 肯定で あ， o、 往 相の 還 相で あると いふ こと は 動かし 得ないで あらう。 

禪宗と 文化 

五山 文學、 及び 東. 5 時代の 絡畫、 建築、 それらに 就て は 私 は 未だ 全くの 素人で ある。 從 つて、 自分 

の 見解 を發 表する 程の 何物 を も 持ち 合 はせ てゐ ない。 しかし 美術史な，.^ 文化史な を讀ん でみ ると 少 

くと も 東 山 文化に は 禪宗の 影響の 多い こと、 及び 東洋 藝術は 常に 心 を さきと して ゐる こと、 植物、 動 

物、 否 人間 ま で を も 自然 の 一部と み なし て 自然 の 中に 融 化せし， める 態度 を も つて ゐるこ とな ど が 窺 は 
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れ ると 思 ふ。 

加 之、 これ を わが 國民 性の 上に みる 時、 上代の 樂天 的な、 咸覺 的な とされて ゐる 吾々 の 組 先が、 王 

朝 時代の 中期から 漸時 精神的な 苦悶に 深まる と 同時に、 稳土を 厭離して 淨 土を欣 求す る 往生 思想に 入 

り、 更に 佛凡 ー體、 淨穰 不二の 汎神 的、 普遍的 人生 觀 にまでの 自已 凝視 を 怠らなかった 時、 この 禪宗 

の考へ 方が 將來 した ことが、 どんなに 我々 の 祖先の 心 生活 を 深い 落ちつきに 導いて くれ たかを 察する 

事が 出来る。 叉 一面、 現赏 生活の 華やか さから 嫌总、 嫌 怠から 爭亂 へと 迪 つた 時、 この 末の世 を 返る 

ベく この 俗塵 を 避けるべく、 小 庵. H 寺に 籠った 生活が いかに 物静かな 寂漠の 中に 盡 せぬ 趣が あつたか、 

そこに 彼等 は 人間 を 中心として 眺めた 王朝 生活と は 違った 自然の 中に 自 已ゲ」 見出し 得る 偸 快 さ を 威 じ 

たので ある。 そこへ もって 來て 神韻 漂渺 たる 水 墨の. H 水が 齎らされ、 四 疊半襄 に 松籟 瀧聲を 聽く茶 式 

が傳 へ られ たこと は 正しく 待.^ こがれて ゐ たもの が與 へられた ので ある こと， ど 察し 得る。 

かくて こ 、 に漢畫 趣^ 禪的 精神 文人 趣味と 隱遁 風流と がび つた b と 結びついて 落ちつきの あ， o、 深 

みある 新ら しい 日本 精神 日本 趣味が 大成され たと 考 へられる ので ある。 

禪宗 と漢畫 との 關係は 支那の 方で 旣に考 へられて ゐ たこと で、 沈 灝が職 宗と畫 と は 併に 南北の ニ宗 

が あ b、 ュ、 の 分立が M 時で あるば か. でな く氣 運も復 た相應 じて ゐる 0  ss〕 とい ひ、 か 蒸の 山靜 -i5 
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畫論、 董其昌 の畫禪 室隨筆 等に も兩 者の 關係を 認めて ゐる さう だ。 尤も 沈芥 舟の 如き 南 畫の溫 潤和雅 4 

な 北 香-の 剛健 爽直 なの は 支那 南北の 地理 的 還 境 及び その 住民の 性 ®. によるの だと 論じた 人 も あるが、 

とも； ^禪 が 支那に 生れた こと、 そして それが 南北 一 ー禪に 分れた こと は氣 韻に 始終す る 漢畫が 南北に 分 

れ たのと ：！： じ 過^に 於て、 必然的な 理由が ある こと 丈け は肯 かれる。 

加 之我國 にも 南畫が 道敎の 影響 をう けて 超俗 的 幽玄 昧を もっとい ひ、 (橋 本關 .S3 氏 南躉の 道程) 禪の 内省 

的 傾，； 1： が藝 術に 於て 直に 觀 照す る處を 表現せ しめる に 至つ た (金 原 省 吾 氏 支都嬉 畫史) となす 人が ある。 金 

お 氏は此 點に關 して 次の 様に 述べ てゐ る。 

「禪 の 内省 的 傾向 は 佛敎の あらゆる 傳統 的た 作法 敎 儀に 對 して 超越 的であって、 更に 直接な^ 5^ 

の 面： IT を 求めて ゐた。 隨っ てこの 傾向 は —— 藝 術に 對 して は 之 を 直接的なら しめた —— ふくむ こと 

いよ 多くして しかも 現 はる 、ことい よ/,, ^少 きこと、 卽ち少 さき 形の 中に 深き 意昧を 含む こと 

である。 かくして 宋 代の 綺畫は 一草 一木の 單 少なる 形體の 中に 深き 意昧を 有た せて ゐる」 と。 

こ、 に 東洋 畫 の 所謂 氣韻 生動 が存す る の で あって、 あく 迄 も 心 ヶ-先 とし て對 象の 全 體形中 に .R 已 ^ 

出 さう とする 態度 である。 

.nl 已を 通して 對象 (自 然 ならば 自然) を 見ようと てる 態度と、 對 象の 中に ある 自已 としての 全 存在 


を觀 ようとす る 態度と は、 明かに 相反す る もので、 大乘禪 の 求む る 世界 はや は， 0 後者で なければ なら 

ぬ。 ^！じケ先とする自性唯心は極端に撥無すぺきでぁる。 寂 光の 中に うごく 自分の 姿が 本来の 自己の 

當相 である。 

この 境地へ くると、 さか しらに 人間が 分けた 淨と穢 も、 聖と凡 も、 善と 惡も、 全てが 何の わ だか ま 

b もない 聖火の 中に 融けて しま ふ。 非情の 草木 も、 塵に 等しい 虫け らも、 悉！^^：成佛の姿でぁる。 かく 

て 吾等の み る 自然 は そが ま、 にうる はしい 極 樂 の莊嚴 でなければ ならぬ。 

「東洋人の 風景 畫は 風景の 中に 自己 を 見出し、 風景に 神 魂 を 認め、 その 祌魂 自己の 神 魂と 合一 不二な 

る を 喜び 靜 かに 是を寫 す (小 杉 未 醒氏爽 洋書： 總論) とい ふ 自然と 人間との 關係 は、 ^^7^て、 落 ク . こ...：：, 持 

か 二 自然の懐に 抱かれ 得る 理由でなくて はならない。 東洋 畫の 批評に、 「意 筆先に あ， 0 畫盡 きて 意 在 

b」 とか T 祌氣ケ 全くす る 所以な， o」 とかい はれる 點も 亦賴畫 のみに 止まらす して、 日本の 建築が 自 

然の 中に 融け 合 ふ點に 待徵が ある 如く、 我國 の文學 上に み ゆる 自然 觀が、 や は. 。草木 鳥獸 全て その 中 

に 生を樂 しみ 調和 融合して ゐる こと を 表 はして ゐ るのと 同じく、 全て 心 菜い 理念 ゲ」 底 こもった 自然 觀 

から 生れて ゐ るからで ある。 井伊直^が 一期 一 會の 茶の湯の 秘訣 を 洞 破した。 卽ち客 を かへ して 後な 

ほ心靜 かに 釜と 相對 して 獨 服す るの 心境 も 亦 こ、 に ふれて くる 一 脈の 流が あらう。 黑田鵬 心 氏が： r 本 に 
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美術史 ff 話の 序說中 B 本 美術の 特質 を あげて 一 植物 的 11 非 動物 的、 二 自然 物的 i 非人 事 的、 三理 .^5 

想 的 11 非現實 的、 四 類型的 11 非 個性的、 五 装飾的 11 非 內容的 (非 表現 的) の 五 項に 分けて ゐる。 

その 植物 的と いふ は靜を 喜び 淡泊 を 愛する 結果で は あるまい か。 その 非人 事 的と いふ は 前から 述べ 

て 來た樣 に、 自已も 亦 寂 光の 一部と 見做す 結果で あ.^、 從 つて 非現實 的に して 永劫の 世界に 眼 を 向け 

羽 を ひろげよ うとす るので は あるまい か。 しかも そ は 長い 傳統の 上に 動かす ベ からざる 民族性の 傾向 

が 表 はれ 来って ゐ るので あって、 その 非 個性と いふ も 只 個性 を 無視した 死骸で はない。 民族性が その 

ま 、 個性で あ b 得る こ と を 意味し て ゐる 3 で は あるまい か C 然し て そ の 個性 は 物象 を 物象と し て の み 

寫實 的に と，.^ 入れる のでな くして、 その 奥に ひそむ 精神 丈け をと b 來っ て * これ を 驚く ベ き 技巧に よ 

つて 優なる 自然 化 を 試みる。 そこに 装飾的と もい ひ 得る かもしれ ない 結果が 出て くるので は あるまい 

か。 これ は 我が 國の 築庭 造園の 趣味の 上に も 亦 みられる 現象で ある。 

人事より 自然の 愛へ 

さて、 上來 述べ てきた 所 は 主として 思想 的 方面 か.， つ 隱遁脫 俗 生活の 根據を 考察して 老佛道 三教の 背 


景を考 へ、 賁 際の 生活 體驗 から 生 すん 人生 觀と 結びつい たこと を 述べた ので ある。 しかし これ 丈け で 

は 未だ 不満足で ある。 更に 藝術的 情操が 如上の 理論と 並行す る處に 極めて 自然に 動いて 來た隱 遁脫俗 

を昧 はねば ならぬ。 

一 體客 觀界に 自已を 投げ だす こと、 自已を 客 觀界の 一 部と 看做す 態度、 さう い へ ば 語弊が あるか も 

しれない が、 大 我の 中に、 宇审 我の 中に、 佛 心の中に、 この 小我 を沒 入す る 傾向、 それ は 決して 非 主 

觀 的な 態度で はない C 否 寧ろ 個々 の 小我 を合藏 する 大 我に むかって 自已を 投げ かけ、 ニ而 不二の 境に 

入る、 そこに 眞實 の 自己 を 見出し 得 るので あ ら う 。 

無の 一字に 全ての 我 を 離れ、 或は 絡對佛 への 仰 信に 我 身 を 打ち まかせて 「身 も 南無 阿 彌陀佛 心 も 南 

無阿彌 陀佛」 (親鸞) と 喜ぶ 境地、 或は 「何物 か 心 柳に まかすべし」 (芭蕉) 「たく 程に 風が もてく る 落 

葉 かな」 ( 一 茶) とい ふ 謙虚な 態度 は、 何れも 限られた る 身 を 限られた 六 塵の 世に 置いて 跟路 して ゐる 

のと は 相隔る こと 甚だ 遠し とい はね * よ.、 ふらぬ 0 

從 つて 山林に 籠 世俗 を 絡ち 釣糸 を たれる 生活 は 決して 淋しい もので もなければ 不自由な もので も 

ない。 大きな 親の 懷 にやす、./ \» と 眠， 0 嬉々 とた わ むれる 人の子で ある。 むしろ さびし さ を 心 ゆく まで 

味 はって ゆき 得る C 「憂き 我 を さびしがらせよ 閑古鳥」 (芭蕉) である。 「大方 世 を 通れ 身 を 捨てし より 

中世 無 や： ほと 際 遏思 想 
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恨 もな く 恐 もな し、 命 は 天運に まかせて 惜 ます、 未だしと せす 11 生涯の 望 は 折々 の 美景に 殘れ， ^(長 8 

明) である。 

從っ て、 そこに は 苦 もな く 我 もな く 不自由 もな く 何事 も 打ち まかせて 「目の さ めたら ん程念 佛し給 

へ 」 (徒然 筆) 安らかな 心から 月 を も 鳥 を も 非情の 石 くれ を も 自分と 同じ 心に ながめられ るので ある。 

以上の 樣に 論じて 來 ると、 tH 本人の 自然 愛、 自然への 沒人は 全く 大乘佛 敎の悟 人からで も得來 つた 

もの、 如く、 如何にも 高尙に 聞え る けれど、 そして 又、 さう した 影響が 多分に あ. C はする と 思 ふけれ 

ど、 それの みに よって 自然 愛が 芽生えて 來 たもので は 決してない。 否 寧ろ n 本人が 國土 的に 培 はれて 

来た 自然 愛 とい ふ ものが、 かう した 大 乘哲學 によって 一 層 裏 づ けられた もの と兑る の が 至當 であらう。 

元来が 樂天 的な 民族であった 爲 めに、 日常生活の 矛盾 煩悶 を さう 强く 永く は 胸に 抱きしめて は ゐられ 

なかった ので ある。 煩 はしい 悶え も 草木 鳥獸 雲水と 戯れる 時 全てが 消え去って • 朗らかな 心 持に 還 h- 

得た ので ある。 自然の 慈母の 懷へ 還る。 これが 隱遁 生活と いふ ものと 結びつい たもので あらう。 そし 

て 浮世 離れの 隱逸 詩人 を 生んだ もので あらう。 

その 證據に は、 支那 邊 b で 起った 激しい 無常 觀も、 我 國へ來 ると や はら かい 哀感と なった ではない 

か。 此の 此の 無常なる と相對 した 未来の 佛國土 は、 我國へ 来て は對 立す る兩 極端ではなくて、 人間ら 


し い 天人の 住む 世界で あ，^、 此の世の 理想 を その ま、 延長した 極樂界 としての 憧れと なった ではない 

か。 

空の 思想から 纏て 事 々無？^ へと 進；^ < していつ ぉ大 乘哲學 は、 我國に 於て， 哲學 とし 、なく、 宗敎 

として、 或は 藝術 としての 世界へ 根を植 ゑつけ たで はない か。 理論と して.、、 なく、 なごやかな 心 持の 

中に これ を 受けと つて 來た ではない か。 こ 、に B 本 民族 本來の 姿が 動き 出て ゐ るので は あるまい か。 

卽 i 之 思想が、 哲學 が、 { "ポ敎 が、 それ. E 體 として 生きないで、 この なごやかな 趣眛 につ、 まれて ゆく 

の をみ る 時、 H 木 人の； ii^ 人的 操が しのばれる。 そこに to 本人の. R 然觀は 一瞥す る 償 値が 生じて くる 

わけで ある。 

思想と して 不徹底であった もの も、 ュ、 の 情操に 於て 優に やさしい * 界を 形づくつ て來た  >- 私 はいつ 

た。 しかし 又考 へ やうに よって は 思想 を 思想と して 赤裸々 に 出さないで、 これに 衣 を かけて 包んで し 

まった のが、 H 木 人 だと もい へる。 だか" 鎌倉時代に、 あれ 丈け の 新 日本 佛敎が 生れ 出づる ことが 出 

来る 力が 說 明され るの だと もい ひ 得る。 そして 思想と してめ 發 展は哲 學を產 まやして 宗教に 向った" 

又宗敎 にも 向はなかった もの はこれ を 息 i かな B 々の 生活の 上に 花や 鳥 や 自然 を樂 しくう け 人れ つつ- 

絡え す 微笑 を 家 e 中に あふれさせて ゐ たのが R 本人だった とい へ る だら う。 

巾 世 镢： せ 親..， ユ隙道 
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で、 人間が 世 渡 b をす る 時、 誰 だって 矛盾 を 威 じ 不自由に 觸 t ない もの はない。 しかも 一面 佛 家が 

無常 を說く に 於て は、 益々 無常 隱遁 の 心 を 深 めないで はゐ ら れ まい。 

しかも その 無常 その 隱遁 は世智 辛い 人間同士の 交涉 にある として 月 雪花に 心 を 向けた 時、 自然 は 限 

ない 愛で 私 を なぐさめて くれた。 「いざ ゆかむ 雪見に ころぶ 所 迄 -C そして 自然の 中に 一 部 を 占め て 

ゐる 人間と いふ もの を 見る 時、 そこに 現 はれて くる 人間 は 小さい 姿で ある。 小さい 人間 は 恨み かこつ 

ベく あま. 0 に 可憐で ある。 「雪の 日 や あれ も 人の子 構 ひろ ひ」。 おそろしい 猪 も ふす ゐの 床と いへば や 

さしく 聞え、 野 を も 家 を も ふき 亂す 二百 十 tn の 嵐 も 野 分と い へば 優しく 聞え る。 そこに R 本人の 住む 

.0 然 があった ので ある。 

野 分して 自分の 家の 星 根 も 飛んで しまった。 その 代， 9 月 も 隈なく 冴えて 自分 を 慰めて くれる。 さう 

感 する のが 日本人であった。 谷川に 芊洗ふ 女 を みても 生活の 爲 めの 苦鬪 とは考 へないで、 歌の 一 句で 

も 出さうな と考 へ るの が 日本人であった。 

この 和やかな 心 持。 この 何物 をで もうけ 入れて 慰めに 轉 じて ゆく 心 C そし C 一  輪 をみ つめす に 霞と 

たなびく 花 をな が める 心。 それが いつ 迄つ、.、 いて ゆく か は 問題 で あ る。 

今や 佛敎的 無常 觀 にと つ て か はって、 生活苦 とい ふ 經濟 的な 無常 觀 が 新ら しい 勢で 入 b 込んで 來て 


I30 


ゐる。 隱遁、 高踏、 脫 俗の 生活 は 許されないで 自嘲と 爆發と 苦悶と が 渦を卷 いて ゐる。 

だが、 これ をし も 優しい 心で 包んで、 詩 化された 生活 を^ へらせる 力が 我々 にある だら うか- 


S 世 S 常 親と 通 lax. ね 
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四、 隱遁 者の 文學 

隱 遁文學 者の 輩出と その 傾向 

「山よ 山、 罪に は あらす。 都 近くて、 勢を隔 つと しもな きこ そ しけれ。 il? よ 宿、 罪に は あらす" 

隣 あしくて、 萬に かしが ましき こそ しけれ。 さる は士 c 野の 奥の 呼子 鳥 をよ すがに、 やすく 催さる 

ベく、 靑 根が 嶺の 苔の むしろ も賴 もしう。 お 根のと こと はにかた しからむ 嵐 も、 心 淸くを かし けれ 

ど、 ほ だし 多 かる 身に は、 あらまし の 本意た が ひて、 望 とげぬ ぞ 口惜しき や。」 (さか 衣) 

r 此頃 世に ひと.^ の 居士 あり。 儒釋 道に よらす。 其 形 自然にして、 九重の 中に 年 をお くりし が、 近 

き 比 ほひ、 津の 國ゐな 野の わたりに 庵 を 結びて 夢と 號し」 (三 愛 記) 

「こ、 にひと，oの桑門ぁh^。 富士の 遠望 をた よ b に を むすびて、 十 餘歲の 雪 を 窓に つむ。 松 吹く 


風に 軒端 をなら ベて、 何れの 緖ょ， „ ^と 琴の 調 を あらそ ひ、 尺八 を 友と して 春秋の 調子 を 試む る。」 

(閑 吟集序 ) 

文 藝に携 はる 者に 隱遁 者が 多かった とい ふ 事 は、 中世 期の 一 つの 大きな 特色で あると いはねば なら 

ぬ。 それ は、 戰記 物、 謠曲、 說話、 佛敎 文學、 お伽草子、 隨筆、 連歌、 何れの 方面 を みても 作者 或は 編 

者に 隱 者なら ぬ はない とい ふ 有様で も 頷かれる であらう U こ、 にい ふ隱遁 者と いふの は必 すし も本來 

の 出家 沙門 を 指す ので はなく、 法體の 姿に 身 を やつした 風流 人、 或は 有髮 ながらの 隱者を も 含めて 考 

ふ ベ きで ある。 

で、 何故に 隱者 がー つの 流行と なった かに 就いては、 その 思想 的な 根據 乃至 は歷 史的、 社會 的に 见 

た發 生の 理由 は上來 述べ 來っ たので あるから、 此 所では 一 二の 事情？ 考へ られる もの を槪括 的に 記す 

に 止めて おきたい。 卽ち 第一 に は、 支那 文人の 隱逸的 風潮と、 道、 佛、 二 敎の脫 俗 的 思想との 影響が 

時代の 空氣に 最もよ く あてはま， 0 或は 個人の 性格 境遇と 觸れ 合ふ點 があった と考 へられる こと。 これ 

は 中世 以来 一 般 的に 認められる 傾向であって、 近 まに 於け る 文人墨客 は 勿論 名利に 暇な き 商人に もな 

ほ 且つ 茶昧 として 流れ込んだ もので、 今更 々する を 要すまい。 第二に は 平安朝 以來、 貴族の 出家 剃髮 

が 流行と なった のと 貴族の 歿 落後、 學問、 政冶の指導的地位に立ったものが緇徒でぁった，.^した關係 

,  院道 の文學  - 
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上、 知識階級の 無産者 は 何れも 法體 をな す ものが 多くな つたと 考 へられる こと、 そして、 それ は 出家 

とい ふ 地位が 經濟 的に も 政 冶 的に も 割合に 都合よ く 保護せられ たらう し、 自分自身 も 世俗の 煩し さか 

ら脫れ るに 都合が よかったら うこと。 

卽ち、 平安朝 貴族の 出家 は必 すし. も眞面 a な發心 求道の 心から 出た 者ば か b ではなかった ので は あ 

るが、 兎も角、 剃髮 して 人道 を稱 するとい ふこと は、 一種の 流行と な，.^ 慣習と なった もので、 近世の 

所謂 隱 居す ると いふ こと は 王朝 にあつ て は 人道す る と い ふ 事で あ つた。 從 つて、 寺院 に 入る と 入ら ざ 

ると に關 係な く、 只 洗禮、 ぉ髮 剃の 意味で 入道した ものであるから、 或る 意味で いへば、 入道 文學者 

必 すし も隱遁 文學 者と 稱 する こと は出來 ないか もしれ ない。 饼し、 一方から いへば それ 程に 佛敎が 普 

及し、 入道して 法名 を 得た もの は、 俗 生活 をつ ゾけ 乍ら も、 暇 を偷ん では 讀誦寫 經に意 を 用 ひ、 へ定家 

などの 例〕 少 くと も現實 生活 以上の もの を 求める 心に あつたと いふ 點 から、 隠者の 列に 加 へても よか 

らうと 思 ふ。 か、 る 入道の 流行、 W 外に 武士の 天下に なつてから、 政治に 參與 する ものに 多く Itis であ 

つた。 民間に 道 を 說く者 は念佛 1? であ，.^、 齊 者の 代人 ふなす もの は修驗 行者 か密 僧であった" 南北朝 

の戰亂 時代 へ 来る と兩 朝と も相爭 うて 各宗の 寺院 を昧 方に 引き入れて、 戰 勝の 祈願 一行 はしめ たもの 

で、 法華宗が 京都に 地盤 を 築いた の も、 この 機會を 巧みに 利用した からで ある。 
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斯うい ふ 具合で、 朝廷 も 武家 も 庶民 も、 ともに 僧侶との 關係は 色々 の 意味で 複雜 になって 來てゐ る 

ので あるから、 出家と いふ ものの 社會 的な 生活 はと も 角、 衣食に 窮 しなかった と考 へられる ので ある 

從 つて 中には 放下懵 だと か梵論 字な どい ふ 偕 形と もっかぬ 新ら しい 商 偕が 出て 來た わけで あらう。 で 

琵琶 法師と か 連歌師と か、 田樂師 とかい ふ ものが やはり^ 俗 半 僧と いった 姿で、 卽興 詩人 や 門 付 演劇 

師を氣 取 つて 生活と して ゐ たものと も考 へ られる ので あ る。 狂言な ど を 見ても、 連歌師な らば 秀句 を 

詠 め ば 渡船 の 貨を取 らな いなどと いふの も ある， (薩摩 守) 

第三に は、 これらの 出家 者 流 は 多く 山水 を 行脚 放浪した ものであるから、 西 行の 撗に 自然 を 友と す 

る 詩人 も 生れ、 ば 長 明の 樣に 旅行記 (海道 記つ を 書く もの も あ.^、 閑吟 集の 編者の 樣 -諸 國に傳 はる 小 

唄 民 謠を集 めた.^ する 機會 に も 多く 接し 得られた で あ らう 。 

かくて、 偕と 俗と を 問 はす、 浮世の 生活 戰 線に 立たないで、 世 をの がれて 步 いた 隱 遁文學 者から は、 

又 それに ふさ はしい 作品が 生れた ので ある。 

で、 この 隱遁 文學 者から 生れる 作品 を、 その 動機 か." 考 へて みると、 や は，.^ 對 個人的と 對社會 的と 

の 二つの 傾向に 分ち 得る と 思 ふ。 
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中世に 於て、 無常 觀は、 一般 擴 がって ゐた 大きい 人生 觀のー つで あるが、 こ. れを 他に 向って 說き 

弘め ると いふ 意味で なく 自分 獨， 0 でしみ ぐ眛 はった のが 隱遁 詩人の 一 派であった。 

西 行が 無常 を かこ.^、 長 明が 無常に ないた ばか..^ でな く、 平家物語の 作者 も 亦し みぐ と 諸行無常 

を昧 はった 一 人で f, これ を 讀む者 も 亦 その 通りであった。 

說話物 や 往生 傳に 載せられて ゐる 幾多の 隱遁者 は、 何れも 世 を 厭 ひ 世 を はかなんで、 永劫の 生命 を 

求む る ことに ひたぶ るであった。 その 結果、 浮世の 生活 を も、 利 達 を も、 9^ んゃ 文學. ゲも棄 て 去った 人 も 

多かった けれど、 同時に 叉、 この 悲しい 感 懷が事 每に物 毎に ほとばし.^ 出て そこにい ひ 知れぬ 哀韻を 

もつ 平家物語の 樣な 大作 も 生れ 出た ので ある。 平家の 作者 や 西 行 は 無常 觀を 人に おしつけようと する 

ので はない。 又 さう いふつ も，^ で 和歌 を 詠 じたので もな く、 平家 を 作った ので もなから-つ けれど、 彼 

自 からの 心に ひそむ 哀韻 はや は b 表出し ないで は ゐられ なかった ので ある。 

或は 叉、 浮世の 恩愛 か/ -づら ひ を 離れて、 自然の 中に 牧 -5 々と 自適す る 生活 は、 一方 か. にいへば 現赏 

の 生活 を 逃避した ものであるが、 併し、 魂の 聲 はいつ 迄 も- 寂しい 漂泊 をつ ゾ けて 人を懷 み、 草木 

鳥 獸に泪 を そ、 ぎつ 、永遠の あこがれ を 呼びつ. >  けて ゐた 事で あらう。 この 俗世 を > て 、何 か を 求め 

たいとず る 念願 は、 時として は、 ひたぶ るに 佛祖、 經 釋に 向けられて 讃 仰の 歌 詠と な， C -、 時として は 


古き 昔 や、 九重の 祌 さびた 世界に、 人間 9 種なら ぬ 々を 追 ふ 古典 趣昧 ともな h -、 時として は、 笑 ひ を 

求めて 煩の 世 を脫れ ようとす る 狂言 連歌の 世界と もなる と考 へ られ る。 これら は 何れも 對 個人的 ST も 

對已 的な 傾向から 生じて くる ものと でもい ふ ベ きで あらう。 

これらに 比して 對社會 的と もい ふべ き もの は、 啓蒙 的な 古事 說話 の 鬼橥 紹介 が ある 種の 目的 を も つ 

て な さ れ る 教訓 文學 或は 說 敎文學 で あ る 。 

以上の 對 個人的 傾向 卽. ^自己の 趣眯、 信仰に 生きて ゆかう とする 態度と、 對社會 的な 積極的 態度と 

は、 これ 亦 分離せ ざるべからざる 狀 態とな つて 來 たのが、 中世 生活の 一 つの 特色であった。 

王朝 時代の 責族 は、 風流 生活が その 儘 彼等の B 常 生活で あ， o、 公事で あ， o、 政治で さへ あった。 ^ 

ち、 詩歌 管絃、 綺 合せ、 扇 合せ、 佛事、 法會、 物詣 で、 それら を 除いて は 彼等の 生活 は 無かった かの 

如く 見える ので あるが、 武家時代へ 來 ると、 少く とも その 心 持に 於て、 日常生活 としての 武技と、 風 

流 生活と 政 冶 生活と は 分離し なければ なら なくなった" まして 町人 階級 S 綏濟 生活 はかう した 風流 生 

活 ゃ物詣 信仰な どと 全く かけ 離れた 激しい 生存 競爭 であるの だから、 趣味と か寺詣 b など は 一 種の 遊 

戯 としてと， 0 入れられ るか、 又は 年に 四 五 度のお 祭 b 騒ぎと して 行 はれる 以外に *• それに 沒頭 する こ 

遒 者の 文 
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と は 出来なかった ので あるり だからして、 勢 ひ 文 學者は tli 々孤 獨 的に なって 自分 ひと， 0 の 世界 を 歩い 

て ゆく ことにな， o、 世間の 實際 生活から 瓮々 離れて いったの である。 若し、 さう する こ. V- を 好まない 

ならば、 遊戯 文 學に手 を そめて、 武士 町人の 遊び相手 となる か、 でなければ、 これらの 無知 識者に 向 

つて、 教訓的 啓蒙 的な 說法 をす るか、 何れ かの 途を とらなければ ならなかった ので ある U 

室町 時代に 於け る 文學者 は、 何れも かう した 歩み を迪 つたと い へ ると 思 ふ。 

從 つて、 王朝 時代に は、 宮廷 生活に 呼吸 づ いて ゐた 女流の 作者が あった。 德川^ にけ 町人 生活- ゲ』 

生活して ゐた 戯作者が あった けれど、 鎌 倉、 室町 時代 は、 武士 生活 や 町人 生活 を 生活し、 且つ それ を 

歌 ひだした 作家はなかった のであって、 その 意昧 からい つても、 鎌 倉 室町 時代 は隱遁 作家の 時代と も 

いひ 得る と 思 ふ。 

三人 の隱遁 者の 素描 

(これ は 研究で はない。 名の 示す 如く 素描で ある) 

ビ ことなく 淋しい 影 を 宿しながら も 人懷っ こい 眼眸。 とかく 浮世 は 不自由で ある。 思 ふに 任せぬ 事 

のみが 多い。 見 波せば 見渡て 程白旛 赤旗、 昨 H と 今日と 異った 紋所が 都の 其 處此處 に 魔いた. 0 赛れた 
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り、 そして 坂 東 訛 h-w 國訛， 9 の 武者 達が 無作法の 限 b を盡 して 大道せ ましと 往き来す る屮 を、 皺 だら 

けの 衣冠 束帯が 通 b ぬける。 しかも 今 n: 兑る人 は 明：：：： その 姿が どこ へ 消え去る か 解らない。 

地 位 —— そ れも空 名に 等しい もの だ が —— を 得た い と 望 ん でも 思 ふ 儘に はなら す、 明日 を 約した 友 

を 訪づれ て みれば 今朝 は 白 布に 包まれて 眼 一 開かない 人に なって ゐる。 

果敢ない 世" 無常の 人の 身。 も榮ぇ も、 げに 《仝蟬 の 水泡に 等し。 流轉の 世に は それに ふさ はし 

い 地震、 火事、 飢饉。 よく/ \ 自分 は賴， C ない 世界に 生きて ゐる もの だ。 

それとも 知って か識ら すで か、 鬪靜 の絕ぇ 間な い^の 中で、 何 を 求めて 喘いで ゐ るの だら う。 

そんな こと を考 へれば 考 へる^、  1: くも じっとして は ゐられ ない。 妻子の 愛 著に ひかされて、 ュ、 の 

n  くが 樂 しい 悲し い と 慰 め 合う てゐる の は 皆 夢 だ。 

出よう。 家 を 出て 人里離れた 所で 心静かに 佛を 念じよう。 應韋が 言った。 一 貴賤 門、. ゲ， ■ 出 づれば 各々 營 

みあ bo たゾ 外物の 牽く なし、 獨.^ この 幽居の 情を遂 ぐ」 と T 歸去 來、 歸 去來、 魔境に は 赞 くも 止ま 

る こと 勿れ … … 極樂は 無 爲涅般 A 界だ」 と 善導 が敎 へて ゐる。 

さう 思って 心が かつと 熱した 時には、 子供 を緣 から 突きお として、 もう 一度と は 都へ 歸 るまい と^ 

悟 をき めた けれど。 

陷 遠お S 文舉 
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や は b 花が 散って 靑 葉の さびし さが 身に しむと、 都戀 しくな つてく る。  ^ 

銀の 猫 だって 11 銀の。 大人に は 銀のと 見える の だし、 子供に は 猫のお 玩具と 寫 るの だし" 大人 は 

俺に 銀 を吳れ た。 倚 は 子供に 猫 を やる。 吳れた 人 もうれ しかろ。 與 へた 俺 もうれ しかろ = 贺 つた子 供 

も 嬉しい に 違 ひ はない" 松の木に 別れ を 惜しんだ 西 行 は、 銀の 猫 を 腕白 小僧に 與 へて、 ふ， 0 むき もし 

ないで 去って いった。 

昔話の 武張った 對話。 っぃ釣..^込まれて俺も體が熟くなった。 あれ も 夢 だ。 これ も 夢 だ。 

今度 こそお 宫の社 司に と 望んだ の も、 つれない 一場の 夢だった" 

今にして 思へば、 あの 時、 むきになって 憤慨した 俺 も 若かった。 俺の みが 不運な やな いんだ。 此の 

世 は みんな さう した 泡 だ。 昨 n の大 服高樓 も、 一夜の 旋風で、 大火で、 地震で、 あとかたもなく 消え 

てし まふ 世の中 だ。  ， 

さう 思 ふと、 心靜 かに 念佛兩 三度と なへ て、 懶く なったら 琴を彈 i -、 山董と 無駄話 をして ゐる のが 

一番 氣樂 でい、。 

= 野 山の 奧 に 籠 つ た 連胤坊 はかう して 浮世 を 離れ て はみ たが、 や は り 時折 は 都戀し さに 山の -m に 登 


るこヒ もあった。 S: 分の 歌が 勅選に 加 へられたい といって 有頂天に 隨 喜の 淚を流 しもした。 

話 か はって、 富 法師の 語る 所 を 聞かう。 お；； る 平家 も 久しう は 保 もません でした。 夏の 夜の 灯の やう 

に、 一陣の風に ばつと 消え去って しま ひました。 國母 陛下と 崇められ 給 ふ 御 方 さへ も、 たま こと 

とふ 物と て は嶺に 木傳ふ 猿の 聲。 門 も 離 も 崩れ 果てた 淺間 しい 御 住居で は ござ. 0 ませぬ か。 前世の 戒 

行った なき 故 か。 修羅の 業の 報で せう か。 

两八條 殿の 寵を さへ 一手に 握れば 日本一。 それにつ けても あの 妓王奴 を。 さう 思って お 邸へ 乘トノ 込 

んだ佛 は、 まんまと 入道 殿ケ手 どり にす る こと は 出来ました なれ ど。 熟々 來し方 行末. V 考 へれば ザ：' へ 

る 程、 空 恐 ふしく も あ， o、 浙 しう もな つて 来ます。 今の 満足が 大きければ 大きい 丈け、 これが 何時 迄 

つづく こと や"。 殷鑑 遠から す。 前^31-の轍。 

かくて 一 代の 麗人 も 可惜 花の 盛 を 墨染の 衣に 身 を やつした のでした。 

中世 初期の 文 學は私 を かって、 か 、 る 想像 をた くまし うさせる。 そこに は 感傷が あるか もしれ ない。 

詩が あるか もしれ な い。 美と 聖を 求め る や はら かい 空 氣 が —— し かしこれ か ら 想像 の 假装を はぎ取 る 

歷逝 *? の 文 sSf 
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時、 如何に 痛ましい 苦惱の 世界が まざ/^ と 現 はれ、 如何に 强ぃ頋 求の 念が 燃えて ゐ るか を 忘れて は 

ならぬ。 私達 は 室町 時代の 狂言 を讀み 且つ その 所 演を觀 て、 只 滑稽 だとの みに 抱 腹して その 鋭い" ま 

しい 諷刺 を 感じないならば、 平家物語 を よんで、 物 あはれ な 詩との み昧 つて、 その 悲肚な 求め を 窺 は 

なく r- もい、 の だら う。 

私 はこ、 に 於て 西 行、 長 明の 潸んだ 思念、 平家物語の 求めた 世界 を さぐって みねば ならぬ。 

しかも これらの 作品 は 何れも 文學的 作品で ある。 その 作家 は 詩人で ある。 求道に のみ 生き、 救濟に 

のみ 走るべく あま， 0 に 人間 昧が 勝ちす ぎて ゐる。 あま.^ に 詩情が 濃 やかす ぎて ゐる。 親 驚、 道元な ど 

の 歩み方 や 心 持と は 相隔る 所の あ る の は當然 のこと である こと。 それ を 以て 何れ を是 とし 深と し、 何 

れを 否と し淺 薄：；，： とする こと は 出来ない こと は 豫め斷 つて 置かねば ならぬ。 

長 明と 方丈 記 

方丈 記に 表 はれた 長 明 は、 桑門に 身 を 入れ、 念佛 門に よって 靜 かに 塵 外の 生活に， 浸らう とした 人で 

ある。 彼が 間 居の 動機れ 俗世間 的な 欲望 を 満足され 得なかった ことに あると しても、 その 傳說 は傳說 

として、 この 方丈 記の 頭の 一節 「行く 川の 流れ は 絡え すして、 しかも 本の 水に あらす …… から ：… , 
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或は 花 は 萎みて 露な ほ 消えす。 消えす とい へど も 夕 を 待って ことなし」 迄の 無常 觀的 人生観から 十分 一 

に說 明が 出來 さう だ。 加 之、 この 無常 觀が當 時の 佛敎 的、 それの 影響で あるに しん、 方丈. 咜" そのもの. 

が 池亭 記の 燒き 直しに しても、 この 無常 觀を 赏證 すべ き 例 を揭げ てゐる 前半 を讀 めば、 少く とも 長 明 

其 人の 共鳴、 熟 意 を 受けと る ことが 出来る。 

さはいへ、 彼の 求道 心 は 前述の 如く、 决 して 法然ゃ 眞鸞 程に は 徹底的ではなかった。 彼 は 飽く迄：^ i 

流人で ある こと を脫 し^れなかった。 此點は 西 行、 芭蕉、 兼 好な ど 何れも 似て ゐ るかと 思 ふが、 され 一 

ば とて 芭蕉 程に も 風流に 魂 を 打ち まか せ る こと も 出来なかったら しい。 

要するに 長 明の 宗教 は 平安朝 式の 色彩 を もって 居.^、 その 風流 も 亦、 あはれ を 好んで 自然に 親しむ； 

程度に 止って ゐ る、」 卽 長 明に とって は隱 通の 志に ひかれて 比 叙の 山から 京の 巷へ 飛び出して 來た親 

覺 程の 眞劍 さもなかった" 「もし 念佛 ものうく 讀 經 ま め な ら ざ る 時 は」 自ら 休んで 滿沙彌 の 風流 をぬ 

すみ * 出 を攀ぢ てに 「櫻 を か.^ 紅葉 を 求め」 て樂 しんだ 風流 人であった T 或 時 は 山守の 董を 相手に し 

て樂 しみ 松の 響に 秋風の 樂を たぐへ、 水の 音に 流 泉の 曲 を あやつる」 を 聞く 隱者 であった。 彼が 「願 _ 

はす 交ら はす、 たゾ靜 なる を 望と し、 愁 なき を樂 しみ」 とする の は 畢竟 「ともな ふべき 人 もな く、 樂 一 

しむべ き 奴 もない」 からの 事で ある。 そして かう した 閑居の 生活 はいつ と はなしに 佛法 修行に もなる 

s^i 道 の 文 學 
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ことで、 「殊更に 無言 をせ ざれ ども、 ひと. 0 居れば 口 業 を を さ め つ ベ し」 とい ふので ある。 であるから • 

長 明の 安易 さは 可な b 消極的で ある。 等しく 閑居で も 芭蕉の は 「人 来れば 無用の 辯 あり、 出で 、は 他 

の 家業 を妨 ぐる」 も 心苦しい から 門 を閉訂 る。 門 を 閉ぢて 見ても すぐ 道 組 神に そ、 のかされて * 行脚 

に 出なければ たまらない 程 いら ./^ し てく るの で あ つ た 。 そし て 芭 蕉 は 最後 の 息 を 引き とる 迄 妄執の 

わざと は 知 b 乍ら も、 風流 を 捨てる ことが 出來 ない と 自白して るる。 又 芭蕉の 隱遁 閑寂 を 愛 マ る 心 持 

は 「ひたぶ るに 閑寂 を 好み 山野に あと を かくさん とに は あらす」 して、 病身 や、 うみての 結 3|f であつ 

た。 加之芭范：は^§しさに徹してゅかぅとする。「憂きゎれを淋しがらせょ閑古^;1|ー  とか 「砧ぅって^^に 

聞かせよ 坊が 妻」 

主君 蟬吟の 夭逝 を 悲しんで 漂然 と 家 を 出た と傳 へ ら れ る 桃靑は 、 或 時 は 佛 頂禪師 に從 つて 佛籬^ 室 

の 扉 を 開かう とした 事 も ある けれど、 終に は 風流の 只 一筋に つながらざる を 得なかった。 畏明 も亦自 

分の 歌が 千載 集に 採られた といって 有頂天に 喜んで ゐる。 C 無名 抄) 然 かも 長 明の 閑居 は 「勝地 は 主な 

ければ 心 を 慰む るに さは りなし」 であ.^ 、「世 を 遁れて 山林に 交る は 心- ゲ收 めて 道 を 行 はんが 爲め」 で 

ある。 であるから、 長 明 は どこ 迄 も 求道 ケ 中心に して ゆきたい とい ふので ある。 

こゝに 笆蕉と 長 明と の 兩者 に は 隨ヘ刀 相 が ある わけで あ る 0 しかし 長 明 は 無常 觀を說 き つ 、 も 淋し 
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さに 徹し 得られた か は 疑問で ある。 叉 それ を 求めた かも 問題で ある。 で、 無常観と 念 佛を丧 に ふ，^ か 

ざして ゐる長 明の 生活 は只靜 かに 世 を 離れて 興の ま 、 に念佛 三昧に 耽、 り、 興の ま 、 に 管 絃に情 を 和げ、 

野 山 ャ散步 し て 厥 折 る などと いふ 極 め て 吞氣 な氣分 である。 

芭蕉 は 風流 一 途と HI 覺 しつ 、も、 これな ほ 妄執の い たづら だとい ふ 悔恨 を 忘れ 得ない 飞笈 日記. } 一  X 

の 心 は、 二人の 表面の 生活と 互に 相反して ゐ るので はない かとさへ 考 へられる。 

しかし、 かう した 長 明の 煮え切らない、 美的 情趣 的隱遁 生活 は、 前代 王朝の 嵯峨 野の 奧 あた b で 行 

ひすました 生活 を、 擴 げたに 過ぎない ものである。 幾分 長 明の 場合 は、 時代相の 刺激から 厭世 觀が强 

くな つて ゐる とい へば 言 はれる 程度の ものである。 從 つて、. かう した 半 風流 半宗敎 的隱遁 生活から は、 

大きな 深刻な 哲學的 思索の 產物は 求め 得られな いので ある。 

これ は 強ち 長 明 その 人の みで はない。 王朝 時代の 美的生活 のみで はない。 わが 國民性 それ 自 からの 

溫 和な 心 持から 產れる 自然の 結果で あると も考 へられる。 

殊に 鎌 倉 初期に 於て は、 佛敎的 無常 觀 そのものの 受取 b 方に、 王朝 時代の 様な なまやさしい 浪没的 

な 傾向が 殘 つても をり、 前代 文化の 華やか さが、 追憶と して 美化され て 居る 時 だからして、 こんな 興 

趣に；^ きす.， T れ るの も 、止む を 得な い 事 だと 察せ ら れる。 今 n の 吾 々 に さ へ 、た ほ 漠然と 把 へ 來 つ た I 

ぼ 逝お の 文 a- 
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閑寂 幽境の 氣分、 柴 の戶敲 いてみ ま 欲しく、 筧 S 水に 興 を や、 りたい 心 持が あるので おる。  ^ 

終.^ に 私 は、 かう した 隠者の 住居が どんな 様子で あつたか、 二三の 文 を 引いて みたい と mo ふ。 

「いま 日 野 山の 奥に 跡 を かくして 後、 南に 假の R かくし を さし 出して、 竹の 簀の子 を 敷き、 その 西 

に 閼伽棚 を 作 、中には 西の 垣に 添 へ て 阿 彌陀の 畫像を 安置し ま つりて 、落日 を 請け て 眉間の 光と 一 ゆ。 

かの 帳の 扉に 普賢 並に 不動の 像 を かけた，^。 北の 障子の 上に ち ひさき 棚 を かま へ て、 黑き皮 籠 三 四 合 

を 置け.^。 乃ち 和歌、 管紘、 往生 要 集 ごときの 抄物 を 人れ た b。 傍に 箏、 琵琶お のく 一張 ケ たつ… 

…東の 垣に 窓 を あけて、 此處に 文 机 を 出せ b …… 庵の 北に 少地 をし め、 あら はなる 姬垣を かこ ひて 闹 

とす」 「所の 様，^」 いはぐ 南に 覚 あり、 岩を疊 みて 水 をた、 え、 林 軒 近く」 して 春に 藤 波 をみ、 夏 は 時 

鳥 を 聞く こと が 出来る さ うだ。 

私 はこの 一 節 を 霞む 時、 王朝 時代の 絡卷 物に 出て くる 庵室 を 心に 浮べ、 平家物語の 大 御.^ の  一 U 

を 想起し、 徒然 草の 栗栖 野と いふ 所 を 思 ひ、 轉 じて 芭蕉の 棲 家 を 聯想 せざるを得ない-」 峻峨 日；？^ に、 

「障子つ ぐく b、 報 引かな く  h 人 舍 中の 片 すみ 一 間な ろ 所 伏 所と 定む C 机 一つ， - ^、 白 氏 文集、 本 

朝 一人 一 宵、 * 繼 物語、 源氏物語、 土 佐 n 記、、 松葉 集 を 置、 唐の^ 綺書 たる 五重の 器に さま.^ の 萬 

子 を 盛.^、 名 酒 一 壺-企 を そ へ た be 


夜の 衾、 調 菜の 物 共 京より 持來て 貧しから す。 我 貧賤 を 忘れて 淸閑^ 樂 しむ。 

中々 つく b みが、 れ たる 昔の さまより、 今の 哀れなる 檨 こそ 心 止まれ。 肜 せし 梁、 畫る壁 も 風に 

破れ、 雨に 儒れ て、 奇石怪 松 も 報の 下に かくれた る。 竹綠の 前に 柚の 木 一本、 花 芳し 一 

これ は 落 柿舍の 有様で ある。 又 幻 住 庵 記に r.5 居と いひ 旅寢と 云 ひ、 さる 器た く はふべ くもなし、 

木 曾の 検笠、 越の 袋 斗 は 枕 S 上の 柱に 懸 た.^」 と。 

長 明 は 長く そ の 庵に み、 芭蕉 は轄 々 と； f^- 浪し、 且つ - J れに揭 げた 所 は 何れ も^«:分 の 住居 ではない。 

しかし、 そこに 長 明と 芭蕉との 異同が 認められる ではない か。 そして これら —— 兩 者に 一致して ゐる 

點が あれば、 その 點は 同時に わが 國の 文人の 嗜好に 相 合する ものであると 見て 大過 はなさ さう だ。 

西 行と 山 家 集 

n の 山陰に 方丈 を 結んだ 長 明に 較べ れば、 西 行 は 席の 暖まる を 知らぬ 放浪 詩人であった。 

「心の 猛き こと 張 良が 武勇に も 勝れ.^、 詩歌 管絃の 近、 業 平 記納言 が あと を傳へ ぬ ふし もな く、 習 はぬ 

言の葉 ぞ なき。 されば 花 春 月 秋た、 ゾには 過 さ、 >  b けト。 赏に 朝家の 寳 として、 一人 三 公 悉くい み じき 

ものと ぞ 定められ」 (西 行 一生涯 草紙〕 た 佐 藤範淸 が、 何故 Fl^i! 染の 衣に 身 を やつして、 放浪 生活に 人った M 
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のか、 殘念 乍ら 彼の 閱歷に 就いては 確かな 記錄 がない。 た、 V 詣 書に 散見す る 所に よって 推測す 一" よ. C 

他 はない ので ある。 

彼の 出家が 憲 保の 頓死に よるとす る W 行 物語の 說も、 その 無常 >^ 詠せ る 歌から 察すれば 或は 本當か 

もしれ ないし、 辨內侍 は 別と しても 少 くも 戀愛關 係と か 或は 崇德院 を 中心とする 宮中の 事件に 原因す 

る だら うとい ふ檨な こと も、 その 歌から 强ち 否定 出来ない。 それ 程 彼の 歌 は 自然な 流露で ある。 「人が 

人に 捧げ 得べ き 最も 心からの 贈物 は、 心情の 深奥に 於て 自分自身に 物語る ものに 若く はない」 と W 哲の 

い つた 言 は、 此 場合、 两 行の 歌に あてはまる と 忍 ふ。 西 行の 歌と て 今日から みれば 決して い ヽ歌 ばか..^ 

ではなく、 却って 駄作 凡作の 方が 遙 かに 多い。 殊に 雜 以外 S 四季の 題詠な ど はと b あげてい ふ 程の も 

の は 少ない といって よか、" う。 今迄 彼の 歌 は、 その 心境 を說 明す る 材料と して 引かれる ことが 多く、 

單に 和歌 そのもの として 稱 せられる こと は 比較的 少なかった。 確かに 西 行の 歌 は 西 行の 主觀に 於て 叫 

ばれた 自然の 情の 發露 であ. c、 景情 一致と か、 客 觀的寫 生 歌と しての 技巧に は 特別に 秀でた 所を兑 出 

し 難いので あらう。 • 

.€ 行の 歌は當 時の 餘情 とか 景氣 とか、 本 歌 取と か、 歌〕： S とか、 そんた * 知的 反お を 問題に しないで、 

心 S 儘 を 歌 ひ 出した ものに ュ、 5 特色 が あ る の で f， その 特色 は 自然 詩人と し て の 西 行、 宗敎 詩人と 
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しての 西 行の 上に 躍動して ゐ るので ある。 此の 場合 謂 ふ 所の 自然 詩人と は 自然に 對 する 觀 察の 鋭敏で 

もな く、 自然 S 生命の 把握で もな く、  然に對 する 彼の 愛 著で あ. o、 自然への 投入に 於て 我 を 忘れた 

世界、 自然と 一致した 世界 を拓 いた 點 にある と 思 ふ。 

跡た えて あさお しげれる 庭の 面に たれ わけい. M し董 摘みけ む 

岸ち かみ 植ゑ けむ 人 ぞうら めしき 波に 折らる 、 山吹の 花 

眞菅生 ふる 出 田に 水 を まかされ は うれし 顏 にも 啼く蛙 かな 

古野 山 稍の 花 をみ し n よ. 0 心 は 身に も そ はすな， C にき 

來む 世に も か 、 る 月 を— 見る ベ くば 命 を をし む 人な からまし 

两行を 宗教 詩人と いふ 所以 は、 型に はまった 釋敎歌 や 無常 觀を詠 じたので なく、 心からの C 然の流 

れ がそれ を 詠せ しめた 點 において、 僧侶に あ， 0 勝ちな 道歌に 墮せ すして、 あくまでも 詠嘆の 世界に 遊 

んだ點 において、 詠す る所必 すし も 悟なら すして、 惱 める 儘 さすらへ る ま、 の 境地 を やるせなく 詠 じ 

た點 にお いて、 自然へ の 愛 著と 宗敎 へ の憧愤 とが 微妙な 交響 樂を 素で 、ゐ る點 におい て宗敎 詩人と い 

ふ 0 

逄 ふとみ し 其 夜の 夢の さめで あれな 長き 眠 は 憂 かるべ ければ 

611 追？ の 文^ 
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こえ ぬれば またも この 世に 歸 h ^来ぬ 死 出の. H こそ 悲し か h, けれ 

いつの 世に 長き ねぶ. 0 の 夢 さめ て 驚く ことの あらんと すらむ 

夢 さむる 鐘の ひぐ きに 打ち そ へ て 十 度の 御名 を稱へ つるかな 

花に そむ 心 はいかで 殘 b けむす て 巣て、 きと 思 ふわが 身に 

山の端に かくる、 月を眺 むれば 我 も 心の 两に 人る かな 

雲 に た ..、 今宵 の 月 を まかせて む 厭 ふ とてし も はれぬ もの ゆ ゑ 

两 行が 緣 から 子供 を 突き して 出家した とい ひ、 文覺坊 が两 行の 前に 出て B 頃の 雜 言に 似す 猫の 様 

に 温和で あつたと いふ 話な どから みても、 W 行と いふ 人 はや は，^ 武人ら しい 熱情と それ を 行動 づける 

激しい 强 さとが あつたと 想像され る。 してみ ると、 彼が 任 雲の 境涯に 入った の も意氣 地な しの あきら 

めで はなさ さう に 思 はれる。 叉 捨て 果て てきと 思 ひつ 、も 花に 心の 染 むと いふ 惱み もお なりの 愚痴 

ではなかった らうと 思 は， れる。 

西 行が どの 程度まで 佛敎の 修行 をし たかは 解らない。 寧ろ 旅行の 辛酸に よって 心 を 養 ひ 得た 點が多 

かった ので はない かと 思 ふ。 

飛 花 落葉， ザ」 みて は 無常 を 觀じも すれば、 又 愛 著の 紗 につな がれ もした であらう。 一生涯 草紙が、 
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「在俗の 時 作 りし、 百 萬 里のう ちに 積みし 薪の 罪な b とも、 出家 懺悔の 芥子ば かりの 火 をつ け ぬれ 

ば、 たのもしく こそ 覺 ゆる。 泉 罪 如 霜 露、 恐 日 能 消 除、 是故應 至 心、 懺悔 六情 根 この 文に まかせて 

今 は 山林 流浪 S 行 をと けんと 思て、 初の いでたち こそ あはれ なれ」 

と 首って ゐ るが、 これは寧^c佛敎家の顒倒見でぁって、 自然 を 友と する 旅に よって 却ってお 生活の あ 

ぢき なさ を 知. 0  、 人と 世の 無常 を 悟， 0 得た ので はない か. V- 思 ふ。 

世の中 を 思へば なべ て 散る 花の 我 身 を さ へ も いづち か はせん 

野に たてる 枝な き 木に も 劣..^ け b 後の世 しらぬ 人の 心 は 

嘵の あらしに たぐ ふ 鐘の音 を 心の底に こた へ てぞ 聞く 

いひた て 、恨みば いかに つらから む 思へば うし や 人の 心 は 

何事 につけて か 世 を ばいと は まし うか， 0 し 人ぞ 今 は うれしき 

結局 長 明の いふ 「 三界 は 心 一 つなり」 で、 自分の 心 一 つで 世 を 果敢なみ 人 を咒ひ 山に 膳れ 旅に 遁れ 

はする もの 、、ぽ (實 無常 觀に 徹する と、 人 も 我 も 草 も 木 も 同じ 流轉の 十字架 ヶ 背負うて ゆく 姿で ある。 

恨 も忿も いつしか 消えて、 人 も 我 も 草木 も、 いづれ も懷 かしい 道づれ となった ので あらう。 

西 行の 歌 はかう した 彼の 心境 4 打ちつ けに 飾， 0 氣 なく 歌 ひ 出した 所に 惯 値が ある。 色 蕉が西 行に 私 

S  2 者の 文！ & 
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淑し た點 も、 恐らく かう した 所に 感激 を 見出した からで あらう と 思 ふ。 

これ を 要するに、 西 行の 一生 は、 愛と 無常との 兩 立し 難い 惱み をつ ぐけ て、 終に は、 ある 程度まで 

無 《吊觀 に 傲した 時、 愛 は はじめて 妨げな く 融け 合 へ る もの だとい ふこと， V 私に 示して くれたと 考へら 

れ るので ある 0 

花 も 散 b 人も來 ざら む を， (^は 山の かひに て 長閑なる ベ し 

うかれ 出づ る 心 は 身に も 叶 はねば いかな b とてもい かに か はせ ぬ 

人 愛 を 打ちす て、 また 人間愛に 還 b -、 自然 愛に 背いて また 還る。 こ、 に 「いかな b とてもい かに 

か はせん」 とい ふ 言葉が 出る のであって、 それ は决 して 單 なる 諦めで もなければ、 况んゃ 世) 呪うて 

の 捨鉢で はない。 この 境に 来て こュ、 T しぎた っ澤」 の 詠 も あれば 「淋し さなく ばう からまし」 の吟も 

意義 を 持ち、 「花散.^なばと人ゃ待っらむ」 とい ふ 心 持 も 肯定 出來 るので ある。 

蒹  好 

西 行の 心の 動き 方 はま だ 自分の 心 を 中心として ゐる。 これが 兼 好へ 來 ると、 餘 程傍觀 的と なる ので 

ある 0 
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得 能文 博士が 「淺人 零！ _li」 の 中で、 孤 獨と孤 寂との 境地 を說 いて 居られる。 こわに よると、 孤 獨 の 生 

活は (1 ：、 外面 的な 運命 例 へば 死別と か老 齦と かによ つ て 惹起され たも の 、 (2  ：} 内面的 運命 例 へ ば 他の 

釁 

無理解、 思想 感情の 銜突 などに よる ものの 二通りの 原因が ある。 就中 第二の 場合 を 更に 細別す ると、 

(ィ： 我が 中世の 人達の 様に 現世 を 末法と 晃 下して 出家 隠遁し、 修道す る もの、 (to 陶 II 明の 様に 社會 

的 不満から 悠々 自適す る もの、 (ハ 〕屈原の檨に世を愤，^^人を罵って煩悶.II^亡するもの である。 第一 の 

場合は自分に愁ぁ.^^悲しみがぁるし、 第二の 場合 は 人と も 自分の 心と も 離れる から、 その 人の 生活- m 

値 は縮少 せられる か义は 無と なる。 これに 反して 孤 寂の 生活と いふの は、 習俗 的な 社交的 擊. $ を脫し 

はする けれど、 依然として 社 會围體 の 一員で ある。 直接 社會の 事に 携ら すして、 靜 かに 之を觀 察する 

ものである。 これ は 敬虔な 宗敎 生活 をす る 人 か 又は 偉大な 學者、 穆術 家に 見られる。 これ は 第一の 如 

ぐ 生活の 否定でなくて、 寧ろ その 偎値 を充實 せしめん とする ものであると。 

私の いふ 中世 隱遁 者の 歩み をば、 1^  士の 如/、 孤獨の 第一 一 (ィ) へ 全部 入れて しま ふこと はどう かと 思 

ふので あるが、 少く とも 兼 好を考 へる 場合に、 孤 寂の 境地 は いろんな 意昧に 於て 興味が あると 思 ふ。 

古來紫 式部が 褒聚 半ばす るが 如く、 兼 好 も 亦持ュ b 上げられたり、 ^された b して ゐる。 兼 好 は 芭蕉が 

わからぬ 檨に 解らぬ 二つの 方面 を もって ゐ るかに 見え る 。 徒然 草 を 善 い 意味で 讀め ば 孤 寂 の竞に 入つ 

接 通お の 文 8 & 
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た隱者 5 檨で あるし、 惡く 見れば 矛盾 だらけの 人で ある。 だが、 孤 寂の 人と した 所で 敬虔な 宗教家で t 

はない。 藝術 家と いふの も 一 寸 躊躇す る。 まあ 舉者 風な 所が 多い 樣だ。 芭蕉 や 两行は 理屈 を 言 はない。 

殊に 西 行 は 感じて ゆく 人で ある。 兼 好 は それに 較べ ると 餘程 理智 的で あ， 0 判斷 的で ある。 德大 寺の 宸 

殿に 繩を 張った の を 力て、 西 行 は眞 赤に なって 怒った。 一 一度と その 門 をく ぐらなかった とい ふ 話 を 載 

せた 徒然 草 は、 その あとに 「德大 寺に はいかなる 故 か 侍. 0 けん」 と 結んで ゐる。 こ、 に 感情家の 生 一 

木な 西 行と、 理性的な 兼 好と が 如何にも よく 寫 されて ゐ ると 思 ふ。 

兼 好 はよ く 人の 心の 裏表 を 知って ゐる。 むきつけに 無常 を說き 求道 を勸 めて ゐ るかと 思 へ ば、 酒 や 

女 を も ほめて ゐ る。 保守的な 趣 昧敎養 を 讃美して ゐ るかと 思へば、 實利 的な 世 波 .o を說 く。 そして こ 

の搔 いや b, 捨 つべ き隨 筆に、 QO する こと 勿れと か 〇o せよ とかい ふ資他 的な 筆法が 多い ので ある. - 

此 所ら に 西 行と 兼 好との 步み 方に 餘 程の 相違が あらう。 

芭蕉が 棄 兒-ダ 見す て、 旅 をつ ぐけ たの は、 如何にも 無情の 様に 思へ る。 併し 「いかに ぞゃ、 汝 父に 

惡 まれた る歟、 母に うとまれた るか。 も 、 は 汝を惡 にあら じ、 母 は汝， うとむ にあら じ、 唯 こ， C- 天： し 

て汝が 性の つたなき をな け」 甲子 吟行〕 とい ふ 言葉に は、 どんなに あつい 涙が 宿されて ゐる こと ケ，。 或は 

同宿の 遊女から 同伴 をた のまれて 拒絕 した 芭蕉 は、 如何にも 沒情漢 に 見える。 併し ード」 、、、人の 行く に ま 


かせて 行くべし、 神明の 加護 かなら すつ、 がなる べし、 とい ひ 捨て、、 出で つ 、哀 さしに らく はやま 

ざ b けらし に： C 奥 の 細 ti3 ダー い ふ 一 言 に は、. 抑 へられない 威 動が ある。 これら を 兼 好と 比べて みるがい、 

兼 好に は 心からの 涙がない。 盛 hM のがる 感動がない。 人の 心 をよ く 知， り、 同感 を さへ 催し 乍ら も、 烈 

しい 感動が な いのは 何故 だら うか。 或は 佛老の 影響 か、 知識 者の 悲哀 か、 或はす れっから しか。 此點 

が 兼 好評の 分れ 目 だと 思 ふ C 西 行 だったら 棄て兒 を 拾った かもしれ ない、 遊女と 寢た かもしれ ない。 

でなければ 蹶 とばした かも 知れない。 芭蕉 は そこまで 行かす に 涙 をのんで 一 步 ふみ 止まった。 兼 好 だ 

つたら 何とした らう。 此の 點に兼 好の 趣. 眛觀と 求道 觀と、 舊 思想と 新 思想との 併行 を 解決す る 鍵が 潜 

んでゐ るので は あるまい か。 

中 村 直 哉 氏の 如き は、 徒然 草の 著者 兼 好 法師 傳の 中で C 歴史と 地理 第一 卷) 三 九 段 は念佛 門に 輕ぃ 一 矢 を 

放ち、 二 五段 七 九 段 は 佛敎を 嘲った もの、 九 三 段 は 未来の 果敢ない 空 望を懷 くよ b 现實に 生きよ とい ふ 

ので あり、 ニー  七 段 は 享樂を 満足す る も の は 金錢ば か. 0 であ り、 甘：； 他 彼 は享樂 主義 的 戀愛觀 を も つて ゐ 

ると いふ 點 などから みて、 兼 好 は現實 主義者 だとい ふ 様な 意味 を說 いて 居られる。 これな ども 或は 全 

く 反 對の觀 方 も出來 なく はなから う。 何れにしても 兼 好の いふ 所 は 二 一  七 g;- にいって ゐる 「.究 一： 一せ は现 

卽に ひとし、 大欲 は 無欲に 似た， o」 とい ふ 逼觀に 立っての 言で あるが 故に、 その 言 は 解し くその 

退 者の 文 ss 
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意 は 誤 h 易い ので ある。 從 つて ー應は 徒然 草の 矛盾 を 指摘し、 遮 味と 求道との 擂著を あげつらうて は 

みる もの、、 「こ 9 究竟 は 理卽に 等し」 とい ふ 立場へ 来れば、 混然と 融 一して 相 離す ベ からざる ものに 

なって しま ふので ある。 (徒 草 そのもの として は) しかし、 兼 好 その 人が その 境地 迄 達して ゐ たかは 容易 

に 速断し 兼ねる ので、 私 は 長 明の 場合の 様に きつば.^ 云 ひ 切る こと は出來 ない。 只 時代 思想から みて 

ゆけば、 長 明 歿して 約 七十 年、 西 行 逝いて 約 九十 年の 後、 淨土、  B 蓬、 禪、 の譜 宗派が 盛に 一 tS 躍-でつ 

、けて ゐた 時、 卜 部 兼顯の 三男と して 京に 生れ、 一時 は 宮廷に il へた こと も ある 身が、 南北朝 爭 訛の 

眞只 中へ 投げ出された ので あるから、 雲居の 奥の 神 ざ ひた 有様と、 田舍 じみた 關東 山陰の 武士と を 比 

較 すれば、 自然、 貴族 生活に 憧れ を 持ち 得る だら うし。 爭 I の 世 だけに 無常 を强く 感じ もす る だら う 

し 、 禪 の 教理が 廣ま つ て ゐる時 とす れ ば 差別 の 見 を 除 き 去 る 丈け の 敎學 をも學 んでゐ たらう し … … 

とい ふ 丈け は顛 かれる ので ある。 この 時代精神 を 更に 細かく 吟味す る こと、、 徒然 草の 一 字  一 H を も 

周到に 味 ふこと によって、 兼 好に 對 する 兩 極端へ の 見方が 正しい 一 路に 定まる 日の 早 からん こと を 祈 

る ので ある。 

以上 は 長 明 西 行 兼 好と いふ 三人の もつ 三 様の 矛盾 色 を 一 わた， り 洗って みたに 止まる。 それによ つて、 

中世 の 隱遁者 文 學 の も つ 何等 か の 色彩 を 彷彿せ しめ 得れば 幸な ので ある。 


五、 徒 然 草 の 思 想 

人 • 兼 好 

「筆 とれば 物 書かれ、 樂器を とれば？ たてむ I ふ C  fn 奪 とれば 攤び たむ 

こと を ふ C 心 は必す 事に ふれて 來 たる 」  L ゝ- 

§Iin  19 心 f 知って ゐる 丈け に、 他人 2 持 stf  r も 

gj^、  a ^解と 淸と、 が ある。 

, 彼 は 決してす れっから し S ない。 ま f 知 あ？ ゐる爲 めに、 一方へ ひた 向きに なれない ので 

クっ 0  7 

- r  . -、， -,、 i  、ぶ V てま ご ン多. a= る 人の 萬に へつら ひ 望み ふかき を 見て、 1 

「^をす てた る 人の 萬に する すみなる 力 なへ て ほ ナし多 カスリ ひ-き { - 

徙然 草の 田.，！  S 
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無下に 思 ひくた す は 僻事な b。 其の 人の 心に な b て 思へば、 まことに 悲しから む。 親の ため 妻子の 、t^ 

ために は、 恥 を も！ >5 れ盜を もし つ ベ きな b。J 

同情 ある この 言葉 は、 彼の 口癖な 敎， 訓ゃ 道德論 をして、 血の通った 暖かい ものと する であらう。 た 

だ少 々教訓的 口吻が 多すぎる ので 鼻に つく 嫌 ひ は ある けれど。 で、 「都の 人 は、 心 や はら かに 情 ある 

故に、 人の ぃふ程のことも思ひ切って斷，.^切れなく、 心 弱く も 承知す るの だが、 元々 生活 も樂 でない 

所から つい.， 虚言 を 吐く 檨 にも 取られる の だ」 と堯蓮 上人が 話した の を 聞いて、 非常に 上人に 好意 

を 持てた とい ふ 兼 好 は、 この 都人 そつく  b の 性格 だと 自分 乍ら も 感じて ゐ たので あらう，、 意志が 弱く 

て 知識 は相當 にあって、 貧乏で あ， 9 乍ら 貴族 根性が 失せないで、 いつも 充顧右 阿して ゐる。 それが 兼 

好で あ. o、 同時に 都 人士の 通有性で ある。 

知識階級の 悲哀 は、 時世の 激しい 大波に 向って 突進す る勇氣 もなければ 指導す る 気力 もない ことで 

ある。 兼 好が 南北朝の 爭亂を 目の前に 眺め 乍ら 一言 も それに 觸れ ないで、 古典 遮 昧に醉 うた b、 ぶつ 

ぶつ 小聲 で說敎 して ゐ るの はこれ が爲 めで ある。 

「女の性 は 皆 ひがめ b  、人我の 相 ふかく、 貪慾 甚 しく、 物の 理を 知らす。 たゾ 迷の かたに 心 も 早くう 

つり、 言葉 もた くみに、 苦しから ぬ 事 を も 問 ふ 時 は 言 はす。 用意 あるかと みれば 又 あさましき 事 ま 


で 問 はす 語，.^ に 云 ひ 出す。 深く たばか，.^ 飾れる こと は、 男の 智慧に も 勝りた るかと 思へば、 tfti- あ 

とよ b 顯はる  >  を 知らす」 

完膚 なき 迄に 女の 短所  >ゲ 指摘しながら も、 「若し 賢 女 あらば それ も 物う とく 凄じ か b なむ。 た、 V 迷 を 

主として 彼に 從 ふとき、 やさしく も 面白く も覺 ゆべき 事」 だとして みる。 

「迷 を 主として」 などい ふ 所に 彼の 理性が ひらめき、 彼の 胡麻 化しが 潜み、 彼の 弱さが 見す かされ 

るので ある。 

「女の なき 世な b せば、 衣紋 も 冠 も、 いかにも あれ、 引きつ くろふ 人.^ 侍ら じ」 

と 思 ふの ならば、 何故、 短刀 直 人に 女の 懷へ 飛び込まない のか。 そこが それ、 知識階級 者、 兼 好の 兼 

好た る 所以で ある。 愛愁の 避け 難い こと も 十分 承知して を.^、 積極的に 女に 愛される 事が 男と して 望 

ましい 事 だと 云 ひつ、 も、 反面に は 女の 缺點が 目先き に ら つくので ある。 所詮、 救 はれない 男 は 兼 

好で ある。 

百 e: 段の つれん \ と 籠 b ゐ たる 女を ある 人が 訪づれ る描寫 など は、 彼 自身の 體驗 では あるまい かと 

思 はれる 程の 描きぶ，.^ て ある。 殊に 最後い 「桂の 木 S 大きなる が隱る 、 まで、 今 も 見送. り 給 ふと ぞ」 な 

どい ニ邊 仲々 隅に置けない 書. き 方で ある。 にも 拘らす 百 S: 段 全體を 包む 氣分 は、 男女の 情 執 i ではな 

徒 0  の S 想 
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/、して、 邊.^ ひ 景色、 人の 気配な どから 感じられる 霞の 中の 世界に 止まって ゐ るので ある。 であるか ,2. 

彼 兼 好. つして は 「會 ふさ 離る さに 思 ひ 亂れ、 ある， に 獨.^ 寢 がちに. まどろむ 衣，.. とか T あはで 別れ 

ぬる 憂さ」 ー樂 しむと いふ 魅眛 的な もの 以上に 深 入 は 出来ない ので ある。 彼が 意志 弱く、 理性的で、 

且 つ 傍觀的 で あ る こと はこれ でも 頷かれ ると 思 ふ。 

子供に 對 しても さう である。 子供の 無い 方が よいと 主張して ゐる 一面に は、 子供の ない 人に は 物の 

情と いふ も ， は鮮ら ない として ゐ るの だ。 なほ その他、 5t 卖、 園 碁な どい ふ 勝負の 秘訣、 木登りの 骨 

などい 例 を 引いて、 人の 心珂 をよ く とら へ、 それに 適應 した 說法 V- して ゐ るので ある。 

これ" t ，は 何れも、 彼が 世の中 や 人の 心を餘 りに 知，^ すぎて ゐ るからの 結果であって、 それが 爲 めに 

彼 は 一 方に 偏した 理性と か 感情の みの 奴隸に なれなかった ので ある" 從 つて 彼が 心に 思 ふま、 を 書 

きつら ね ゆく 時、 や は h、 ふい/,, ^と 反 對の考 が 浮んで 来る。 かう いふ 人 は 一 つの 立場から のみで 

0 つ た 論 說を作 b あにる こ と は出來 な いで あらう。 

兼 好が 隨筆 とい ふ 秩序な きものに 筆 を 染めた とい ふの も、 よく /f-. 彼に はふ さはし い 道 を擇ん たと 

もい へる C 

饼し、 彼 はこの 一方に 偏し..」 れ ない、 生温い 決斷 のない 性格 を 決して 喜んで ゐ たので は あるまい C 


否 寧ろ、 さう した 自分 を 悲しく さ へ も 考<  たで あらう。 栂尾 上人が 牛の 足 洗 ふ 男の 言葉， ゲ 聞いて 阿字 

木不 と 尊んだ とか、 後向きの^ 犬 をみ て隨 喜の 涙 を 流した 話 (二三 六) など は、 如何にも 馬鹿げた 話 

の檨 で^るし、 徒然 草 を よんで みても 一 寸 滑稽な 話 を 書き 載せた に過ぎない 様に も 思へ る けれど、 

は 寧ろ 兼 好が 感心の あま.^、 書き記し たものと 解したい。 二百 三十 六 段 「上人の 感涙い たづら にな.^ 

にけ 百 四十 g: 段 「感涙 を 拭 はれけ ると ぞ.. 一と 結んだ 丈け で、 その後に 何の 意見 も 書き 加へ てない。 

その 點が t い 所で あ， 0  、 兼 好と して は 珍ら し いこと であ る檨 にも 威 じられ る。 三十 九 K の法然 上人の 

話な ども 「疑ながら も念佛 すれば 往生す ともい はれけ ，0。 これ も乂た ふとし」 と あるが、 中 村 直 哉 1^ 

士は 尊し とい ふの は 皮肉で、 本 當は念 佛に輕 い 嘲， の 一 矢を酣 いた もの だと ifia いて をら れ たの 記憶 

する。 然し 私 はさう 考 へたく はない。 

^顧 右 阿し 勝な 兼 好 は、 理屈ぬ きに かう した 直 向きの 心に なれる 話 を 却って 尊く 感じた 事 だら うと 

思 ふ。 自分の 缺點を 知って ゐる 丈け に 一 層 ；… 。 

で、 道の ために は 無我に な. C たい、 無慾に な b たい、 ひたぶ るの 世捨 人に な b たい、 _ ^山へ いって 

も！ S 山に 用事が あると 氣づ いた.： 門口から でも 引き かへ したい C けれども 事實、 さうな. C 切れない 兼 

好の 败 淀が、 徒然 草の もつ 矛盾な ので ある。 徒然 草の 矛盾 を、 私はこんな具合に^^.- へ てゐる。 そして ^ 
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そ れは兼 好 自身の 矛盾 で あ る のみなら す、 彼の 生きて ゐ た 時代の 矛盾で もゾ あつたの であ る 。 

さて 以上の 前提 をお いて、 これから 徒然 草に 見える 思想 傾向 を 考察す る こと、 したい。 

新 舊 思 想の 交錯 

徒然 草 全篇 は 新舊兩 思想の 經緯 によって 織 りなされた 一 つの 織物で ある，」 しかも これらの 二つの 思 

想が、 また それ < ^に 矛盾と 見える もの を も 含み つ 、、 織物の 上に いろんな 模様 を 作 だして ゐる。 

徒然 草が 無味乾燥に 陷ら ない 所以 はこれ あるが 爲め である。 饼 しこの 兩 思想の 交錯、 矛盾 を 以て 兼 好 

の 人格 (性格で はない) の 分裂 を 證據 だてる 何等の 理由と はならない であらう。 

由來 感情 は 保守的 傾向の 一面 を もって ゐ るから、 これに 從 へば 在 來の 生活 を 保持し、 過去の 生活 を 

喑々 裡に 無批判に 是認し、. 過去の 文化圏 内で 生活す る ことに 心 易 さを覺 えしめ るので ある。 そして 又 

追憶 は 過去の 生活 を憧愤 し、 美化し、 夢幻 化する 性質 を もって ゐる。 然るに 理性 は 常に 威 情の 動き を 

吟昧 批判し て 、或 時 はこれ を 抑へ 、或 時 はこれ を 高揚 す る 傾向 を も つて ゐる 。人間に はいつ もこの 二つ 

が 交錯し、 融合し， 反撥し つ 、あるので、 偶々 何等かの 刺激に よって その 一方が 强 調され るに 過ぎな 
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いと 考 へられる。 兼 好の 徒然 草に みえる 二つの 思想と いふの も 亦 これに 外ならぬの では あるまい か。 

その 所謂蔡 思想と いふの は P マン チックな 憧 とな h -、 趣味 的な 見地に たって、 王朝 時代の 生活、 好 

尙を悅 び 時と し て は尙古 趣味にまで 奔る もので あ る 。 

「何事 も 古き i の みぞ 慕 はしき。 今やう は 無下に 卑しく こそ 成， 0 行く めれ。 かの 木の 道の たくみの 造 

れ る 、 う つ く し き 器 物 も 、 古 代 の 姿 こ そ を か し と 見 ゆ れ 。 文 の こ と ば な ど ぞ " の 反 古 ど も は い み じ き 。 

：： ハ いふ 言， 葉 も 口 をし うこ そな， 0 もて 行く なれ。」 とい ふ 古 を 慕 ふ 心 は、 中世 通有の 佛敎的 末世 思想から 

來てゐ る ものでなくて、 趣昧 的な 感情の 愤憬 である。 その 古風 を 今に 傳 へて ゐる所 は 只 宫廷に 於ての 

み 見られる ので、 其 他 は 全て 教養の 低い 武士 や 庶民に ふみ 荒されて しまって ゐる。 從 つて 彼が r 衰 へた 

る 末の世と はい へど も猶 九重の 神 さびた る有樣 こそ、 世づ かすめで たきもの なれ。 露臺、 朝餉、 何 殿、 

何 門な どはいみ じと も 聞 ゆべ し。」 とい ひ、 その 公事に 關 しても 「よろこび そうす る こそ を かし けれ。 

うしろ を まかせて 笏と わ て 御前の かたに むかひて たてる を拜し 舞踏し さわぐ よ」 と 昔ながら の 名殘を 

ま 3 ぶの は當然 である。 

言葉 づ かひから、 行事、 服装、 生活の 全てに 一旦って、 昔の 方が 優美で あると 考 へる 追憶の 美化 は、 

王朝 時代に あつ ^倦怠し きった 無氣 力と か、 藤氏の 後め たい 勢力 爭 とか、 男女 關 係の 醜 さな どと いふ 

徒然 I*  S  S  S 
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ものに i^:- が 及ばな いのは これ 亦 自然の 成 b ゆきで あらう。  ,M 

情趑 生活 を 喜ぶ 彼が、 東 人の 實 直さ 素朴 さよ.^ も、 都人の 意志の 弱さに 同情 を もつ 堯蓮 上人に 好意 

を よせた の も 亦 尤もで あらう。 

この 情赵 生活 を 喜ぶ 心 持 は 叉 住宅の 上に も あてはめる ことが 出來 るので、 今 檨の聲 を I 風した ものと 

か、 實 用ー點 張の 建築 は 面白から すして、 品の ある 然 かも 物 寂び た、 昔^ ばれる やうな 住居 や 調度に 

懷 しさ を感ゃ る。 わざとら しから. ずして、 才を 包んだ 起居 動作 も 亦 好 もしい。 

W 上 列 • したやうな こと は 兼 好の 趣昧觀 である、 趣昧 は現赏 の- iH 活戰の 前に は 幻影に 等しい 力の 無 

いもので あ る。 現赏 のこの 生活 はも つ とく 枝 極 的な 赏戰 的な 力の 生活で あ る。 

こ、 に當 面した 時 兼 好の 心 は 二つに 動いて いった。 卽ち或 時 はこの 现實を あま，^ に 無 教養な ものと 

して 輕蔑 しつ 、、 に 一層 古 id に 憧れる 心と な h、 今一 つ はこの 現實を 如何に 生かすべき かの 問題に 

觸れる 心と なる C この 後者の 場合に 心が 動いた 時、 彼の 筆端から 新 思想の 姿が 動き 出して 來 たので あ 

らラ 0 

傳 ふる 所に よれば、 兼 好が まだ 後 宇多院の 北面と して へ て ゐた頃 I 橘成忠 の 女、 中宮の 小 辦と情 好 

n に 濃 やかであった。 然るに 事 露 はれて、 小辨は 父の 激怒に あ ひ、 £舍 に 幽閉され てし まった。 兼 好 


は 失 戀の惱 み 堪え難く 遂に 官を辭 して 放浪の 旅に 出；^。 數 年の 後 苒び郤 へ 還って みると、 戀人 は已に 

此の世 を 去った 後であった とい ふ。 

兼 好が この 戀愛 生活 を 追想す る 時、 「色 好ま ざらん 男 は」 とい ふ 言葉が 出る ので あるが、 叉 失 戀の痛 

みに 觸れる 時、 煩惱 迷妄の 姿 だと 考へ るので あらう。 

： 家に あ.^ たき 木 は 松、 櫻、」 など、 いろんな 植物 を數へ あげても みた h、 (一三 九) する けれど、 叉 時 

に は、 いや/,^ 賛澤 はいふ まじき もの、 それよ，.^ も、 赏用 的な 藥草 でも 梳 ゑて おく 方が 當世 向で も あ 

b 重寳 だと も考 へる。 

「人に 勝らむ こと を 思 は、.、、 唯學 問して、 其智を 人に まさらむ と 思 ふべ し」 學間 があって こそ 仁義 蹬 

譲 を も 知. o、 權勢 名利 を も 捨てる ことが 出來 るの だ。 人間に 才 がなければ、 どんなにい、 家柄に 生れ 

て も、 身分の 低い 人に たち 交って かけすけ おされる こと は 不本意 だ。 せめて 六 藝の道 位 は 人と して 心 

得て ゐ なければ いけない。 あの は とい ふ 字の 偏 を さ へ 知らない。 お 話に ならぬ 男 だ。 と 自分の 知 

慧を 自慢して みる 氣 にもなる が、 さ b とて、 顏囘の やうな 人で さへ 不幸に 終る 世の中 だ。 まして • ^ 

世の 當. 今で あるから 一 そのこと、 無 爲で兹 す 方が 安全 かもしれ ない とも 思 ふ。 

「智惠 と 心と こそ、 世に すぐれたる 馨： れも遣 さま ほしき を、 つら --思 へ ば譽を 愛す る は 人の 聞 を 
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喜ぶな り。 * むる 人、 そしる 人、 共に 世に 止まらす。 傳へ きかむ 人、 叉 すみやかに 去るべし。 誰 を ば 

か 恥お 誰に か 知られむ こと を 願 はむ。 …… 智^1 一.. 出で、 は 偽 あ，^。 才能 は 煩 惜の增 長せ るな、 り」 

とつく 考 へ る こと も ある。 

かう 考 へ てく ると、 人間の して ゐる こと は 全て 不急の 事を爭 ひつ 、死への 歩みに 一 歩々 々近づいて 

ゐ るので ある ことに 氣 がっく。 

「されば 道 人 は 遠く  H 月を惜 むべ からす、 只今の 一念、 空しく 過ぐ る こと を惜 むべ し。 もし 人來り 

て、 我 命 あす は必失 はるべし と 告げ 知らせたら むに、 今 cn の 幕る、 間、 何事 をか賴 み、 何事 をか營 

まむ」 

こ、 に 佛敎的 無常 觀と行 道への 精進が 出て くるので ある。 この 無常 觀は、 王朝 時代に みられる やう 

な 気分 的な 無常 觀 ではない。 鎌 倉 以後 目覺 まされて 來た 自覺の 上に たつ 無常 觀 である。 從 つて その 行 

. 道への 念願 は、 前代の 淨土欣 求の 檨な 生温る い 美の 憧とは 違って、 强ぃ （- 念願であった。 こ、 に新佛 

敎の 思想 を 認め 得る の で ある。 加 之、 この 新佛敎 によ つ て 培 はれた 無常 觀と 自已內 潜の 思想と を裹づ 

ける に、 彼の 好む 老莊 的無爲 觀が附 加され て、 そこに 徒然 草の 思想が 動いて ゐ るで あるのと 考 へる。 

以上、 私 は 徒然 草に 表 はされ てゐ る新舊 二つの 傾向の 交錯 を 眺めた 結果、 所謂 舊 思想 的 傾向 は 感情 


を 主と した 趣 昧觀の 上に 認め、 新 思想 的 傾向 は 现性を 主と した 思想の 上に 認め 得る とい ふ 結論に 達し 

たので ある。 

無常観と 隱遁 思想 

兼 好の 無常 觀的、 隱遁的 思想 は大體 からみて、 道 佛ニ敎 の 影響に よる 新 思想 方面 を i:- 表して ゐ ると 

前に 述べて 置いた。 けれども、 これ を 仔細に 點檢 すると、 そこに はや はり 消極的な 傾向と 積極的な 傾 

-M とを認 める こ とが 出来 る 。 

その 消極的な 方面 はや は，^ 趣昧 として 表 はれて ゐる もので あ..^、 その 積極的な 方面 は發心 求道の 思 

想と して 動い てゐる ものである。 

例へば 「不幸に 愁 へに 沈める 人の、 かしらお ろしな ど、 ふつ、 かに 思 ひと b たるに は 有らで、 ある 

かなき かに 門 さしこめて、 待つ こ ともなく 明し 暮 したる、 さる かたに あらま ほし」 とい ふ隱遁 は、 一 

種の 趣昧 であ .5、 「あだし 野の 露 消 ゆる 時な く、 鳥 部 山の 烟 たちさら でのみ 住み 果 つる^ならば、 いか 

に 物の 哀れ もなから む。 世 は 定めな きこ そいみ じ けれ」 とい ふの は趣昧 的に みれば、 老少不定の 世の 

徒 然 の 思想 
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中が 却って 面白い とい ふので ある。 かう した 傍觀 的な 無常、 隱遁の 趣味 (勿論、 四十 位で 死んだ 方が ひ 

いいと いふの は、 或は 實際； 檨に 痛感した 時の 言で あらう。 寸前 喑黑の 世相と 老人の 醜 さに 考へ 及ん 

だ 時。 これ は 後に 述べる であらう から、 此處 では 所謂 積極的 求道の 方面の みに 就て 考 へたい と ふじ 

此方 面に 於け る 兼 好の 思想 はや は. C 無常 觀 か ら 出發し てゐ る。 無常の 世なる が 故に 現世に 在って は 

無爲 無欲、 n 管に 道 を 求めよ とい ふに 歸着 マる やうで ある。 . 

「あすか 川の 淵 瀬つ ねなら ぬ 世に しあれば、 時つつ， り 事 さり、 樂 しみ 悲しみ 行き かひて、 花やかな 

.0 しあた. 0 も、 人す まぬ 野ら とな， o、 變らぬ 住家 は 人 改ま， 0 ぬ。 桃李 物い はねば、 誰と 共に か 音 を 

語らむ。 まして 見ぬ 古の やん ごとな か h ける 跡の みぞ、 いと はかなき」 (二 五) 

かう した、 枭 ない 人生 だと 威す るの は、 誰し も 納得す る ことで あらう。 しかし 無常 觀が、 單な る哀 

感をそ 、る 程度に 止まるならば、 それ は 自分 を 生^す 意味に 於て なほ 足らざる 所が あらう。 無常の 人 

生 を I 油感 して、 賴る ベから ざる 物欲 を 離れ、 求むべき 道に 邁進して こそ、 その 無常 觀は 意義 を 認めて 

くるので ある C 

かくて、 徒然 草に み ゆる 無常 觀は、 その 趣味 論. ゲ 離れて 考 へれば、 この 無爲 無欲と、 行せ」 精進との 

一 一つ を 演繹し てゐ ると みて よから う。 從っ て 兼 好の 無常 觀は 厭世的で はな か つ た 。 厭世的で な い から 


その^ 爲、 無欲、 隱. 通と いふの も、 消極 主義の それで はない。  一 

こ、 で 思 ひ 起す の は 九十 三 段の 牛 買の 偶 話で ある。 「^乙 人が や を 買 ふ 契約 をして、 代金 を 明日- 乂  ： 

拂ふ とい ふこと にした。 所が その 晚の 間に 牛が 頓死して しまった C 此の 場合、 牛 を 買 はう と 云った 人 

が 得 をし、 f 買ら うとい つた 人 は 牛 もお 金も兩 方と も 得られなかった から 二重の 損 だと。 この 話ケ- 聞い 

て ゐた傍 S 人 (恐らく 兼 好 自身 だら う) が、 いや、 の 持主 は 確かに 损には 違 ひない が、 同時に乂し入 

きぃ利111^をしたと！^|叩った。 その 故 は 生 ある 者は必 す 死す とい ふ 事實を 前にみ せつ けられた の だから、 一 

大きな 敎訓を 得た 譯 になる やない かとい ふので ある。 して みれば、 牛 を 失く したと いふ こと は大ぃ - 

なる 損の 樣 では あるが、 若し 反對に 持主 自身が 頓死した と考 へれば、 牛の 死 位 は輕ぃ 問題で ある。 

誰し も 死ぬ の は 好ましくない。 死が 嫌 ふべき ならば、 生 を 愛せす に は ゐられ まい。 してみ ると、 や . 

は 死んだ けれど、 自分 は 幸に 生きて ゐる。 さう 考 へれば 寧ろ 悅 ふべき 事で はない か。 然るに 世 問の 人 

は 徒らに 外の 寳 のみ を 求め、 他の 寳を 貪る ことのみ 一考 へて ゐ るから、 一 生涯 満足と いふ こと はない 

の だ。  一 

ー體 人間が、 生きて ゐる 間に 生 を樂 しまなくて、 死に 臨んで から 死 を 恐れる とい ふの は、 出の わ 

からた， い 事で ある。 人間が 生ヶ樂 しまない とい ふこと は、 死 を 恐れない からだ。 否 死が 間近に 近って 一一 

徒然 w> の S 想 
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ゐる とい ふこ と を 知ら ないから だ 0  J 

老少不定 だと 氣 付いた-おこ そ、 本 常に 一瞬の 生命 も 尊く、 一刻の 生存 も樂 しまれる ので あると いふ 

のが 兼 好で ある。 

無常、 不定の 世界に、 しかも 现在 瞬時の 存在 を與 へられて ゐる 自分 は、 その 生の 悅びを 禁じ 得ない。 

從 つて、 この 瞬時の 生 を 意義 あらしめ る爲 めに、 一 眞 俗につ けて、 必ゃ果 し 遂げむ と 思 はむ 事 は、 機嫌 

をい ふべ からす」 (一 五 五) して、 勇往邁進すべき である、 とい ふ 結論に 達せざる を 得ない。 叉、 無常 

の 身に 迫って ゐる こと を條感 し、 來の間 もこれ を 忘れない 時には、 此 世の" 泡もう す/、 (g: 九) 無欲 怙淡 

にならざる を 得ない。 徂し 生死の 相に 執 ill? しない 丈け に、 生死 一 如の 理を體 得し 得た ものなら ば 如上 

の 所論 は 問題で なくならう。 (九 三〕 • 

けれども、 實 際の 人間と いふ もの はや は..^ 外界の 刺激、 所綠 によって 絡え や 動かされる もので あつ 

て (一 五 七) 確固不動の 心 は 有り難い ものである。 不動心がない か、" 雑念が 浮ぶ •  (二三 五) レ すれば、 や 

はり 修業に よらなくて はなるまい。 修業に いる 階梯と して はや は. 0 形式 を 無視す る こと は 出来ない C 

外相 は內證 ，^ 圓熟 さ せ る 機緣と な る か ら 。 (五八〕 

徒然 草 に 含んで ゐる 思想 はこれ 丈け に 約め 得ら れ るたら う。 そして、 この 考は 佛敎 と老莊 か/ ら來て 
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ゐる こと^ 勿論で ある。 以下 試みに、 二三の 文 を揭げ てみ る。 

r 寸陰惜 む 人な し。 これ 能く 知れる か、 愚なる か。 愚に して 总る 人の 爲め にい は、.、、 ー錢輕 しと 雖も 

是を重 ぬれば 貧しき 人 を 富める 人と なす、 さわば 商人の ー錢を 惜む心 切な， c、 刹那 登え すと 雖も、 

是-ゲ 運びて 止ま ざれば、 命 を 終る 期忽に 到る。 されば 道 人 は、 遠く 日月 を惜 むべ からす、 只今の 一 

念 空しく 過ぐ る こと ケ惜 むべ し。 もし 人 来， C て、 我 命 明 日 は必失 はるべ しと 吿げ 知らせたら むに、 

今 tn の暮 る、 間、 何事 をか賴 み、 何 寧 をか膂 まむ、 ……  一 o: の 間に 飲食、 便利、 睡眠、 言語、 行 歩 

やむ こと を 得 やして 多くの 時 を 失 ふ、 其餘， C のい とま、 幾何なら ぬう ちに、 無益の 事 をな し、 無益 

の 事 をい ひ、 無益の 事 を 思惟して 時 を遷す …； 尤も 愚な， o」 (一 C 八〕 

「望月の まどかなる 事 は 暫く も 住せす、 やがて 缺 けぬ C …… 死に 趣かざる 程 は、 常住 原生の 念に 習 

ひて 生の 中に 多くの 事 を 成 じて、 後 しづかに 道を修 せむ と 思 ふ 程に、 病 をう けて 死 門 に 臨む 時、 所願 

一事 も 成せす  所願 を 成 じて 後、 いとま ありて 道 (佛 道) に 向 はすと せば、 所願つ くべ からす。 ^ 

幻の 生の 中に、 何事 をか爲 さむ。 すべて 所願み な 妄想な， o。 所願、 心に 來ら ば、 妄 心迷亂 すと 知， C 

て、 一事 をも爲 すべから す、 直ち 萬 事 を 放 下して 道に 向 ふ 時、 障，.^なく所作なくて心身なが<靜な 

he  (一： 四 一) 

徒お 革の 思想 
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ぼ 間 を 相手と し、 人 を 相手と しての 不平不満なら ば これ は 相手の 出様に よって その 不萬は 消失 マ る 

ことがあらう。 生死の 不定 は 如何にしても 脫れ 去る こと を 得ない。 だから、 この 點に 於て 頌悶を 懐く 

時、 その 解决 は眞劍 であ..^、 絡對 である。 これ をし も、 厭世 や 宿命で 片づ けられるならば、 北； 人 は^ 

の耍 求の 激烈で ない こと を意昧 する。  -  . 

兼 好が 道を勸 める 時に、 いつも 無常 觀に 立脚す る 所以 は 正に 此點 にあ る と考 へ ら れ る 。 

ある 人が 法師になる 爲 めに 先づ馬 乘，. ^を 稽古し、 早 歌 をなら つて ゐる 間に 年老いて しまったと いふ 

話 や、， 登 蓮 法師が 「ます ほの 薄」 の 問に 渡邊迄 出かけた 話な ピー 揭げて ゐる百 八 + 八 は 誠に^の 

深い 一 節で ある。 

「-; 2^ に 住む 人、 ^^;ゃ>^.ニし東山に用ぁ6て、 旣に 行きつ きた， 0 とも、 西 山に 行きて お 益 まさるべき 事 を 

出-むひえ たらば、 門よ. 0 歸. 0 て 西 山へ 行くべきな b。 こ、 まで 來着 きぬれば、 此 il. をば 先づ云 ひて む" 

：：：! を さ 、ぬ 事 なれば、 西 山の 事 は 歸.^ て乂 こそ 思 ひた ヽ めと 思 ふゆ ゑに、 一時の 懈怠すな はち 一 生 

の 懈怠 と な る 、 是 をお そ る ベ し 。 

一事 を必 す爲 さむと 思 はぐ、 他の 事 を 破る とも 痛む ベから す、 人の 嘲 を も 恥つ ベから す、 萬 事に 換 

へす して は、 一 の火.一!^-なる ベ か.. Mr 」 (一八 八) 


何とい ふ 銳ぃ說 法 だら う。 せ：： 他 一八 九-! 一  一  二 段、 五 九投、 叫-九 段な ど 何れも これと M じ 論法で 

ある。 

吾々 は 現世 及び、 我 身の 不定、 無常 を 悟った 時、 何 を 以て 有限 相 對の有 所得の =： ルに 執著す る ことが 

出来 やう、 執著 こそ は 迷の 根本で ある。 名聞に、 色欲に、 味に 執著して 苦 樂に煩 はされ る こと はこれ 

類 倒の 見から 起る ものである (二 四 二)。 吾等 はこの 執著から すつ ば.^ 離れなくて はならぬ。 

「身 を も 人 をも賴 まざれば、 是 なる 時 は よろこび、 非なる 時 は 怨みす、 充右 ひろければ 障らす、 前 

後と ほければ 塞がらす …… 人 は 天地の 靈な h -、 天地 は 限る 所な し、 人の 性 何 ぞ異ら む。 寛大に して 

極まらざる 時 は、 喜 怒 これに 障らす して、 物の &1 に 煩 はす」 (ニー  1) 

この 無我、 無 執著に して 天地と 心 を 一 つに する こと は 最も 望ましい ことで あるに 途 ひない。 兼 好が 

これ を翹 望して ゐ たこと も 亦 これで 窺 はれる し、 彼が 天台の 事理 相卽の 敎理に 立脚した 所論 もみえ る 

ので あるが、 しかし、 兼 好が 杲し てこの 境地に 到達し 得た かどう かは尙 疑問で ある。 

從 つて 彼のい ふ 無欲、 無爲の 生活な，^、 隱遁 生活な りが、 この 窮極の 境地から 出た もの か、 無常 觀 

に 止まって ゐ る 心 か、" 出た もの か、 行 道へ 精進 す る爲 めの 障害 を 除去す る意眛 なのか、 その 邊 を は つ 

-. b する こと は 困難で ある。 例へば 七 六 52! に 「さるべき 故 あ， 0 とも、 師は 人に 棘，、 て あ..^ なむ」 と ^ 


中世 B  . 乂舉の 究 

いうて ゐ るの は 當 時の 僧侶の 墮 落に 對 する 憤慨で あらう し、 七 五段の 「未だ 誠の 道 を 知らす とも、 綠 

を 離れて 身を靜 にし、 事に 與ら すして 心 を 安くせ むこ そ、 暫く 樂 しぶと も 謂 ひつべ けれ」 とい ふ隱遁 

生活 は 一 つの 過程に すぎない であらう。 「. 拙き を 知らば 何ぞ やがて 返かざる。 老いぬ と 知らば 何ん ぞ 

靜に身 を 安くせ ざる パ打恿 な b と 知らば 何 ぞ兹れ を 念 ふこと 玆れに 在 あらざる。 —— 貪 る ことの 止ま ざ 

る は、 命 を 終 ふる 大事 今 こ、 に 来れ りと、 たしかに 知ら ざれば な， oj とい ふ 百 三十 四 段の 所 說は已 の 

惯値を 知り.、 生命の 不定に 目覺 めて、 進 返すべし とい ふので あって、 これ は 無常 觀 から 出て 來る隱 返 

である。 或は 一言 芳談を 引いて、 「佛道 をね がふと 云 ふ は 別の 事な し、 いとま ある 身に な，^ て 世の 事と 

心に かけぬ， ゲ 第一 の 道と す」 とい ひ 「遁世 者 は 無き に事缺 けぬ やう を 計 ひて 過ぐ る、 最上の やうに て 

あるな b」 とい ひ、 「後世 を 思 はむ 者. 雜秋瓶 ひとつ 持つ まじき ことな.^」 (九 八) とい ふの は、 何れも 

行 道の 爲 めの 注意で ある。 

これら は大體 佛敎的 思想から と みられる 無欲 隱遁の 主張で あるが、 老莊の 立場から みても 同じ 結果 

になる。 卽ち册 八 段に 「まことの 人 は 知 もな く德 もな く、 功 もな く 名 もな し。 誰か 知 b 誰か 傳 へむ。 

これ 德を かくし、 愚ケ 守る に は あらす、 木よ b 賢愚 得失の さか ひに 居ら ざれば な， 0。」 とい ふ 言 を 聞く 

と、 いかにも 兼 好が 至 人、 眞 人の 境地に 達して ゐ るかの 如きで あるが、 これ 亦 彼の 憧れの 世界で あつ 
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たに 過ぎな からう。 そ は 十八 段で は、 許 由の 例 を 引いて 「いかば か b 心のう ち凉 しか. 0 けむ」 とい ひ 

「奢 を 返け て、 財 を もた や、 低 を 貪ら ざら むぞ、 いみ じかるべき」 とい ひ、 サ 一段に 稽 厳と いふ 七 S 

人の 例 を 引いて 「人と ほく 水草き よき 所に、 さまよ ひ 歩きた るば か b 心なぐ さむ 事 は あら じ」 とい ふ 

何れも 推量 形 を 以て その 愤馈を 示して ゐ るので も 察 しられようと 思 ふ。 

以上の 槪略 によって、 私 は 兼 好の 無常 觀と、 隱遁、 無欲の 思想と や 二 弊した つも b である。 

その 老莊 から 出た にしろ、 佛敎 から 出た にしん、 彼 兼 好が それらの 思想の 窮極 地に 到達し 得た 人と 

考 へる こと も 問題 だ が 、 少く とも それらの 思想 に 深い 共嗚を もち 、 强 い 僮憬を もって ゐ たとい ふこと 

は 充分 想像で きる と 思 ふ。 この 無常 觀、 この 隱遁、 無欲の 生活に 共鳴 を 威 じ 憧憬 を もち 得た とい ふ 事 

に 就 て は少 くと も 彼 の 時代の 思想と 彼の 境遇と 性格と を 顧 みる こ と 無し に は 理解 さ れ ないで あらう。 

だが、 今 は その 間 題 を詳か 論す る こと を 省かう。 只、 こ、 に 一言して 置きたい こと は、 前に も述 

ベた 様に、 彼の 無常 觀は 決して 厭世 悲觀の 結論 を齋ら さなかつ たこと である。 否む しろ、 それが 爲め 

に 求道への 强ぃ 念願と な，.^、 地上 存在の 歡喜 とな， 得た 點 である C  , 

尙古 趣味に 溺れた とさへ 見える 程な 彼が、 その 無常 觀 において は 無氣 力な、 威 傷 的な、 成 は 厭世的 

な 平安朝から 鎌倉時代への 氣分 的な 無常 をと， e 入れなかった 點は 注意すべき であらう。 從 つて、 そこ 

徒然 草の S 想 


中， 同文^の ^'究 

から 派生す る隱遁 生活に しろ、 無爲、 無欲に し vc、 それ は 諦め や、 引 込 思案から 出て ゐる もので なく が 

て、 積極的に 動いて ゐ るので ある。 

この 徒然 草の 特色 をよ. 0 判然とさせる 爲 めに は、 再び さかのぼって、 上代 詩文に み ゆる 老莊的 閑寂 

昧、 王朝の 物語に みえる 佛敎 思想と 隠遁の マが た、 引いて は 長 明、 西 行、 平家 物， 語な ど を 想 ひう かべ て 

もら ひたいと 思 ふ。 で、 兼 好の 場合 は、 それ 以前の やうな 感傷的な 見方ではなくて、 餘程、 现 性的に 

なり、 知的に な， o、 從 つて 論理的に なって 來てゐ るので ある。 それ 丈け に地昧 では あるが、 また それ 

丈け に K ぶ さも ある わけで あらう。 

中世に 於け る 無常 觀、 隱遁生活は、文學の上にぁらはれる點では、少くとも兼好ぁた，.^で止まったの • 

ではない かと 考 へる。 それ 以後 室町 時代に 入って からの 謠曲ゃ 太平 記に は、 禪宗が 取 入れられて ゐ 

る けれど、 其 他 はや は， o、 從來の 思想の 模倣、 繼 *m に 止まって ゐ ると 見， しい、。 又お 伽 草紙へ くると 

更に 新昧 がな く 只 從來の 思想の ま 、 で あ る 。 狂言 け 寧 ろ これらの 佛敎 思想 に 揶瑜 の 口吻 を 向け てく る 

ので ある 0 

で、 佛敎 思想と して は 徒然 草に 於け る 思想 的な 耍求 以上に 進めば、 それ は 文學的 作品と しての 告白 

を 超えて 法文になる ので はない かと 私 は考へ てゐ る。 


否、 徒然 草 さへ も、 かう した 部分の み を拔き 出す 時には 所謂、 敎訓 書と な. c、 宗教 書と なる 要素の 

方が 多から う。 だが、 この 思想 的な 論述の 中に も 作者の 詩心が 動いて ゐる (A めに、 ともす ると 趑眛的 

な隱遁 や、 無常 觀が 飛び出して くるので ある。 加 之、 その 論述の 態度に、 その 筆の 運び 方に、 一味の 

飄 逸さ をた ぐ よはせ て 來てゐ るので ある。 

飄 逸と いふ 點 からい へば、 十^に 餘る單 純な 說話例 へ ば 第 四十 段 *四 十一 一段 十五 段 • 四 十六 段 *四 

十七 段 • 五十 段 • 六十 段？ パ 十八 段* 八十 九 段， 九十 段 • などに 捨て 難い 面白味が ある。 

しかし、 今 は それらの 考察 を 略— て 次の 趣味 論に 筆 を 移す ことにしよう。 そして、 その 趣昧 論を大 

體から 知的 方面と 情趣 的 方面と に 分って 考 へ て みたい。 

知的 興味 

徒然 草を讀 むと 誰し も 氣づく 事 は 有職 故 實に關 て る 記載の 多い ことで ある。 例へば お 閑 院殹の 櫛 Ji^ 

の 穴、 ^光親 卿 11 物 食 ひ 散らした る銜重 を。 S 御 産の 時甑 落す こ-,。 ^ i! S 後 七 nz も 阿閣梨 。难 

の 五つ 緒。 冠の 事。 § まが， 0 に 水 を 人れ て 奉る こと。 ぉ御寢 所の 枕の こと。 祭の 葵 取， 0 す てざる に/ 
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事な ど。 或は 考證 めいた 事で は^ 平家の 作者の こと、 お 六 時 禮讃。 S 千木 釋迦 念佛 などから、 小 野 小 

町の 傳に 至る 迄、 時には 太銜、 MM などい ふ 字の 書き方から、 ふれ ふれ 丹 波の 粉雪の 音； 謠に 及ぶ 迄、 一 

つく これ を列擧 すれば、 全 意の 約华數 にも 近いで あらう。 

尤も これらの 記述 は簡單 で斷片 的の もので は あるが、 これで みても、 兼 好が どんなに 有職 故 實を好 

み 知的 穿 霧に 興昧を もつ てゐ たかを 知る ことができ やう。 これ は 兼 好 自身が 情熱 一 點 張りの 人で ない 

, J と を 物語 つて ゐ るので あらう が、 同時に 時代の 風潮 を 暗示し てゐる もので はない か. V- 考へ られる C 

卯ち 歌！^ に 於け る歌學 は、 錄倉 初期から 已に 各々 傳統 的な 門戶を 張って 古歌の 註解 を 試み、 枕詞の 穿 

紫から 作歌の 法则に 至る 迄、 あらゆる 點に 知識 的な 整理が 行 はれて 來て 居. 0 、古典の 註釋も 漸く 盛なら 

ん とする 傾向 を 示して 來てゐ る。 加 之、 武家 階級 も その 制度 は 整 へられ、 某 礎 は 動-, 5 すべから ざる も 

のにな つて、 主 從の義 、武士の 面 EC 律な どに 對 する 考も 從來の やうな 自然の 感情の 發 露ではなくて、 可 

成- -^、 理知的に 考へ られる やうに なって 來てゐ る こと は、 戰記 物を迎 つて 見、 吾妻 鏡な ど を讀ん でも 

わかる ことで ある。 

京都の 公卿 は その 政治 上、 經濟 上の 等 力に 於て、 昔日の 面影 をす ら^び 得ない 程、 哀れな 狀態 では 

あるが、 それ 丈け に 過ぎ 來し夢 をお ふ 心 持は强 いに きまって ゐる。 そして 政治的に 勢力 を 1^;$^ しょう 


178 


とした 企て は.^ 久の 時と いひ 建武の 時と いひ、 結局 何れも 失敗に 終って ゐ るが、 それでも 傳統 とい ふ 

神秘の 雲の 中に そ の 尊厳 を 意義 づけようと あせ， CS つぐけ てゐ る。 

-か うした 時代で あるから、 京に 育ち、 宮廷に 仕へ た 事の ある 兼 好、 ト部 家に 生れた 彼と して は、 せ 職 

故 赏に對 して 一種の- m 値 を 認める と问 時に、 その 存在 惯 値の 理由 を、 例の 尙古 的な 立場から、 論じな 

いで も ゐられ なかった の だと もい へやう。 それが 叉、 當 時の 公卿 社會に 於け る 唯一の 自尊心 を 保つ 所 

以 でもあった し、 兼 好と して は、 その 公卿 逢との 交涉の ある 丈け に、 これら を 調べる ことが 利益で も 

あったらう。 支那の 張 作媒が 大元帥に. なる 式 をす る 時に、 何分 成 上. C 者 丈け に、 その 故 式 を 知らない。 

急に 間に ああせ る爲 めに 芝居に 殘 つて ゐる 作法 を 傚った と 新聞 は 報じて ゐる。 ュ、 こに、 人間と しての 

ある 心 持 を 認められ るので は あるまい か。 

或は 又、 かう も考 へられる。 兼 好が 故實ゃ 文字の 末端に ふれて 興味 を 感じて ゐる點 は、 多ぐ、 當時 

の 公卿 達すら も間途 つた 作法 をした， -^、 知らない 文字が あった， 0 する のを嗤 つて ゐる とい つた 態； はで 

逸話 を 5r けて ゐる。 此點 や， ら みると、 當 時の 上流 社 食の 所謂 敎養 S ある 人達で すら、 案外、 こんな 方 

面に は 無知であった らしい。 そこに 兼 好と して は 一種の 誇が ある。 否 有職の みならす、 全ての 方面に 

知識が 低下して ゐた 結果、 こ、 に秘傳 とかい ふ 傳統が 重ん せられる やうに な， c、 古語、 古歌、 古式の 

徒 然 ！！^- の 思 想  . 
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註釋 の必！ g 女が 生れて： るので、 兼 好の 故 實趣眛 は、 この 說明を 求める 風潮に 乘っ たもの だと もい へや 

う。 彼が 自讃 七 ケ條の 六つ 迄 はさう した 知識の 自慢で あるに 兑て も、 彼の 得意 や、 想 ふべ しで ある。 

道 を 行 せんとす る も S は 餘カ あるに あらす んば餘 計な 文 を學ぶ 必要 もない とする 彼が、 かう した 世 

間 的な 座興に 類した 知慧を 示して 鼻 を うごめかせて ゐる 所な ど、 これ 亦 徒然 草の 矛 の 一 つと もい へ 

る。 しかし、 同時に @ 讃七條 など をみ ると、 いかにもお 人よ しな 兼 好が みられて 面. H い。 談義 をし な 

い 時の 彼、 趣味 嗜好に 身 を 託して ゐる 時の 彼は實 にた わい もない 好々 爺で ある。 

それでも、 故 寅 ゃ考證 をの ベた てる 筆致 を 3^ ると、 やはり そこに 彼の 批評 的な 傾向が 姿 をみ せて ゐ 

るし、 時として は 人を敎 ふる. が 如き 態度 も 認めら る。 だが、 文學 的與昧 からい へば、 やはり 情赵 的な 

趣昧觀 によった^ 季 の變遷 の描寫 とか、 「花 はさ か h に」 と 「あだし 野の 露」 などに 流暢な 文の 趣， ゲく 

むこと が出來 る。 そして それら は、 彼 自ら もい つて ゐる やうに、 「源氏物語 枕 草紙な どに 事 ふ b. にた 

れど、 同じ こと、 又い まさらに 云 はじと にも あらす-い 思しき こと 云 はぬ は 腹 ふくる 、わざな れ^」 と 

いふ 威 興に うごかされて、 筆 を 走らせて ゐる からで あるい こんな 時に 彼 は、 あやしう こそ 物 狂 ほしい 

創作的 奥銜 にかられ た 事 だら う-」 

さて 私 はこ、 まで 書いて 來た闢 係 上、 彼の 情趣 的な 邀昧 論に 筆 を 及ぼすべき 時が 來た。 


i.so 


(一) 「不幸に うれへ に 沈める 人の 頭お ろしな ど、 ふつつかに 思 ひと b たるに は あらで、 あるかな 

きかに 門 さしこめて、 待つ こ ともなく 明し 暮 したる、 さる 方に あらま ほし 一 (六 段) 

(二) 「n 基れ 途 とほし、 ！？^；；生すでに蹉跎たり、 諧緣を 放 下すべき 時な. o。 信 を も 守ら ど、 禮儀を 

も 思 はじ、 此心を 得 ざら む 人 は 物ぐ る ひと もい へ、 うつ 、なし 情なし とも 思へ  >識 ると" 苦しま じ。 

擧 むる とも 聞き いれ じ」 (一 ニー) 

この 二つの 文 を 比較して みよ。 その 立場の どんなに 逢って ゐ るか を。 前者 は 明かに 趣眛 的な、 情趣 

を 弄ぶ 心 持で あるが、 これが 徒然 草 の 諸 所 に：：： ル えて、 第二の 眞劎な 心 持と の 對比 矛盾 を 語 つ て ゐ る も 

ので ある。 しかし それ は 人と して 誰し も 持つ 二 面で あり、 又 徒然 草の 一木 調子で ない 面， EH 味の ある 所 

である C  . 

何の 願 あると に は あらで 悠々 自適の 閑居 を樂 しみ、 罪なくて 配所の 月 を H 力たい と 思 ふ P マ ンチ スト 

にと つて は、 現實の 功利的な 打算 は 最も すさまじい ものである。 折 野趣に 富んだ 庭に 植 ゑら れた柑 子 ひし 
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の 木の 猶.. ^に 柵 めぐらせる を a て は、 中に す む 人の 心 まで が さ げす まれ るの も尤 な ことで あ ら う 。 

で、 徒然 草の 好む 情趣 は どんな もので あ. b うか。 以下 少しく 赏例を あげてみ よう。 

一 二、 遙 なる 苔の 細道 を 踏み分けて、 心細く 住みな したる 庵 あ. C  、 木の葉に 埋 もる ゝ覚 の， ならで 

. は 露お とな ふ 者 もな し。 

1 八、 山寺に かき 籠. C て、 佛に 仕う まつる こそ、 つれ，^ \ も なく 心の 獨も淸 まるひ 地 すれ。 

三 三、 荒れる 庭の 露し げきに、 わ とならぬ に ほひ、 しめ やかに 打ち か を. C てし のびたる け は ひ、 

いと もの あはれ な， 

四 四、 春の^3^れっ方、 のど やかに 艷 なる 空に、 賤 しからぬ 家の 奥深く 木立 もの 古. c- て、 庭に 散.^ し 

をれ たる 花見 過し 難き を  。 

かう した、 閑寂、 幽. H な 自然 を 背景と する 生活に 兼 好 老は心 を 引かれた。 それ は 恐らく 都 大路の き 

ら やかな 様と あはた ->  しい 生活 を 見て ゐる ものに は、 殊に 深い 憧れで あるに 違 ひない。 これ は 彼の 夢で 

あ ？。 そして 現實 の田舍 では 決して 得られない 綺卷 である。 しかも その 夢、 その 給卷 を^ぶ よすが は 

京の 附近 なれば こそ、 求め 得た ので あらう。 「簀 子、 透 垣の 便 を かしく、 打ち ある 調度.，、 昔覺 えて や 

すら か」 な 零落した 公卿の 伦住： HP の 前にた つ 時、 兼 好の 心に は 机の 上で みる 源氏 や 沈 草紙の^ 寫が浮 


んで くる。 多くの 工匠が 心を盡 して 磨きた てた 成金 式の 調度 や 住宅から は 少しの 趣 も 感じられない 彼 

は、 かう した 古びた、 荒れ果てた 庭の 繁 みの 間から、 破れた 御簾の 間から 貌淸げ な 二十 位の 貴公子が 

書見して ゐる樣 子な ど をみ ると、 いかなる 人の 隱れ家 かと 聞いて みたい 心地に 誘 はれる のであった。 

或は 又、 あやしの 竹の 編戶 から 小董 一 人 を つれた 貴人が、 月の 光に 誘 はれて 出て 來 るのに 出あった。 

は て 何處 へ ゆく のか しらと 兑 て ゐ る と、 稻 葉の 露に そぼち つ 、 、田 中の 細道 を 笛吹き 乍ら し づ 》/{\ と 歩 

をす、 めて ゆく。 吸 ひつけら れる樣 に 兼 好が あと をつ けて ゆく と、 山ぎ はの. 惣 門の ある 家へ 消えて し 

まった。 それで.^ 彼 はま だ そこ を 立ち去， 0 得ないで、 門の 中を^いて ゐる。 やがて 出て 來た 老僕に 尋 

ねる と 、「しか. の宮 のお はします 顷， にて、 御佛 事な ど さ ふら ふに や」 と 答へ て、 すた- (-と 用事に 

いってし まふ。 

こ、 らに兼 好の 檨 子が あ b-,^ と 見える ではない か。 兼 好の 好み は 八十 I 一段に も ある やうに、 「古め 

かしき やうに て、 いたく こと < ^しからす、 費 もなくて 物 柄の よき」 のがい 、ので ある。 隨 つて 頓阿 

が 「うすもの は 上下 は づれ、 螺鈿の 軸 は HI ハ おちて 後 こそい み じ けれ」 (八コ 一) といった のにす ぐ 共鳴す 

る、 兼 好の 茶人 趣味、 通人ら しい 姿が 眼に ちらつく やうで ある。 

兼 好 は 人の 心 持 を 洞察す るに 極めて 銳ぃ眼 を もって ゐる。 殊に 女の 心 现狀 態な ど は 穿ち 得て まれ， り 

徒然 5 思想  , 
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である C 戀の 經驗も ある、 酒 も 飲める、 人の 艷 書の 代筆まで する S5 師で あった。 だから、 世の中の ,^ 

甘酸と もに 體驗 して 來た 揚句、 かう した^い 眛、 寂び、 自然 さ を 求める やうに なった ので あらう。 加 

ふるに 無 教養な 武士 達の 華奢 は、 吐氣を 催す 程に 下卑て ゐる。 彼の 眼 は 王朝の 美的生活に 肥えて ゐる。 

加 之 彼の 無常 觀は、 いつ 迄 この きら やかな 家に 住んで をら れ るの かとい ふ輕ぃ 皮肉 を 伴って くる。 こ 

んな 具合で、 彼には 「何事にも入..^た、ぬ樣したる」 が 一番 上品に、 たのもしく 見える ので ある。 

「大方 振舞て 興 あるよりも、 興なくて 安らかな るが まさ，^ たるな (二三 二) とい ひ、 

「餘 b に 興 あらむ とする 事 は 必すぁ い なき も の」 (八 0〕 で あ..^、 

「人の 物 を 問 ひたる に  フら、 かに 云 ひ 聞かせたら むは おとなしく 聞え」 男女 關係 でも 「ひたす 

らに 戯れた る 方に は あらで 女に たやすから す 思 はれ」 るの が 一等で ある。 人の 顦ふ壽 命で も 「長く 

四十 路に 足らぬ 程に て 死なむ こそ 目 やす かるべ」 きこと である。 

この 淡泊な 態度 を 好む 彼 は 用事の ない 時には 人 を 訪ねるな とい ふ 下から も 「その 事と なきに 人の 來 

りて、 のどかに 物語して 歸.^ ぬると いとよし」 とい ふ 心 持に も 理解が あるし 乂、 洒も諸 罪の 源で ある 

とい ひつ ゝも なほ 「月の 夜 雪の 朝、 花の 下にても、 心の どや かに 物語りして 盃出 したる、 よろ づの興 

を 添 ふるわ ざな とこれ を 肯定して ゐる。 


r 醉ひ 草臥れて、 朝寢 したる 所 を、 主の 行き あけた るに、 惑 ひて、 ほれた る 顔ながら 細き 襟 斧し 一 

し、 物 も 着 あへ す、 抱き 持ち、 ひきし ろ ひて 逃ぐ る、 かいど，^ 姿の 後手、 毛 生 ひたる 細 脛の ほど を 一 

かしく つきん、 し」 

兼 好 は 酒が 好きで あつたに 違 ひない。 乂 この 樣 な經驗 があった に 違 ひない。 でなくて はどうし てこ： 

れ 程の 同情 を もつ ことが 出來 やうし、 これ 程の 眞を傳 へる ことが 出来 やう。 淸少納 言が r 寢 起きて 飲 

む 水」 といった のと 好ー對 に、 酒 飲の 樣子 を實 によく とらへ てゐ るで はない か。  一 

兼 好が、 旅 を 愛し、 ，：：： 然の 折節に うつ，^ ゆく 姿に 哀れ を 認めな どす るの は、 畢ー 、なごやかな， H 然 がー 

.  I 

すきで あつたの だら う。 

そ こらに も 源氏 や 枕 草紙の 描 ill に似て ゐる趣 昧觀が ある。 

ig? は 叉、 彼が 「衰 へたる 世と い へどな ほ 九重の 神 さびた る 有様」 が 世つ かすめで たい もので、 朝鉤、 

何 門、 何 殿と か r 陣の設 せよ」 とか、 「かいと もしとう」 などい ふ 古風な 言葉に 限 b ない 面白味 を 感じ 

和歌の 枕詞まで が、 今樣 はつ まらない と 論す る あたり、 彼の 王朝 趣味、 尙古赵 味が よく 窺 はれる やう 

である。 例へば、 

I 一、 「た-.、 人も舍 人なん ど 賜る き は 、ゆ、 しとみ ゆ。 その子、 孫まで はは ふれに たれ ど、 なほな まめ 
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かし. 一 とか  ^ 

一 五 「何事 も 古き 世の みぞ 慕 はしき。 今樣は むげに 賤し」 とか、 

一 一七 「昔の 人 は 少しも 求めす、 只 あ b のま、 につけけ るな， o( 寺號) この頃 は 深く 案じ、 才覺を あ 

ら はさん  といと むつ かし」 

ニニ 二  r 此頃 は、 つけもの、 年 を 送，^ て 過 差、 殊の外に なりて、 息つ き 苦しむ 有檨 いと H ル 苦し」 

かう した 尙古 的な 考は、 洗練され た 趣昧に 生き やうと すれば 當然 出て くる もので、 年代の 新ら しい 

程、 無理な、 ぎこちな さが 伴 ふからで ある。 そして この 尙古 的な 赵昧は 長い 文化に 育てられた 都に こそ 

殘 つて をれ、 文化の 香を唤 がなかった 田舍 では 求む ベ/もない。 從 つて 「何事 も邊土 はい やしぐ 頑」 

だとい ふ考も 起れば、 堯連 上人が 「あづま 人 は 我方 なれ ど、 げには 心の 色 もな く、 情お くれ」 とい ひ 

都の 人 は 「心 や はら かに 情 ある」 と 評した の を 我事の やうに 喜んで ゐ るので ある。 

兼 好 は隨分 理論 好きの やうで は あるが、 その 理論 は 決して 一方に 偏した 見方 をして わないで、 太當 

に 人間の 性質 を 見拔 いて ゐる。 それ 丈け に 彼の 前に 立てば うつか， C せえ る ことが 出来ない だら うと 思 

はれる。 

私が 兼 好の 前に 坐って ゐる。 老 法師 は微 I た をた 、え 乍ら 私に 語る つ 「色 好ま Vv りん は 玉の さか づき 


底な き 力 如し J r いたまし うする ものから 下！： ならぬ ぞ男 はよ き」 と。 で、 私 は 若者に 理解の あるい 、 

老 法師よ と 思って 其 晚微醉 して 歸 つた。 すると 忽ちに して 三十 棒 を はされ てし まった。 「沉湘 日夜 東 

に 流れさる」 何れの 時 か 西に 歸る、 「古 境 これ 多く は 少年の！ HJ たる こと を 忘れた かと。 はっと われに 

かへ つた 時！ 老 法師の 姿 は 煙の やうに 消えて しまった C 

とも.； 5;、 へ. 好 は 私に 人間の 浪漫的な 心と、 理想的な 心との 兩 つの 存在 を はっき， 0 と 知らせて くれた 0 

そして その 理想 を 追 ふ 心が、 一面に 現赏 生活の 上に 動いて、 節約し. <:、 藥 草を植 ゑろ、 と敎 へて くれ 

た、 無爲、 無欲で あるべき こと を訓 して くれた。 人に 愛樂 せられる やうに、 己が 分 を 知る やうに、 世 

に從 はむ 人 は 先.. つ 機嫌 を 知る やうに、 と誡 めて くれた。 それから、 聖の敎 を 知， c,、 手 かく こと。 術 

をなら ふこと、 弓矢 術の 道、 絲 竹の あるべき こと を敎 へて くれた。 と 同時に、 理想に 向って は 全 

ての 俗世間の 察 を 放 下して 眞 一文字に 佛道 修行に 精神すべき こと を說 いて くれた。 一時 をな しとげて 

からな ど、 考 へ てゐて は、 何も 出来る もので はない と訓 して くれた。 

兼 好 法師 は 私に とってのお 爺さんで ある。 と 同時に 彼 は趣昧 生活の どんなに か 快い ものである か を 

示して くれた。 人間 は せっせと 勵 C 以外に、 世間の 成功 を も、 宗教、 倫理への 精進 を も 忘れて 郊外 を 

散步 しろ. V 誘うて くれた。 ュ. - こに は舊 家ら しいさび の ある 住居 も ある。 無心の 草木 も 四 時のう つるに ^ 
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つれて、 そ i^-c- の あはれ さ をみ せて くれる と、 話して くれた。 兼 好 法師 は 私に とってい、 お 友達で ^ 

ある。 兼 好の 矛盾 は、 彼が 人間性に 觸れ すぎ 人の 心 を 理解し すぎた 所 か.^ 出て 來た ものである。 c: 分 

を いつはら すに 吐き出した から 出て 来たので ある。 そこに 限 b ない 兼 好 へ の懷 かしみ が 湧いて くろの 

を禁 せられない。 

從 つて 彼 は 庶 一 一 無 一 一已の ドグ マ を 振 b® して ゆく 人で はない。 どんな ものに でも それに 现 由の ある 

- J - くを認 め、 深い 理解 を 以て 臨む のが 兼 好で ある。 

兼 好の 道德、 宗教 的 行 持 11 それ はたし かに 迷へ る 吾等に は 鋭い 嘲罵と 鞭撻で は あるが 11 にの み 

重き を 置く 人 は往々 にして 彼の 趣味 を 矛盾の 一 方面との み 看な して、 寧ろ これ を輕ん する 虱が ある や 

うだが、 今の 私 は、 却って そこに 兼 好の 人間味 ある 同情と 輝-解と になつ かしみ を咸 せざるを得ない。 

そして、 その 理解、 同情 は、 やがて 彼 自身の 內觀 から 生れ 出た もので あ .0、 その 沈潜の 上に とかれ 

てこ そ、 彼の 齙昧 ある 趣眛も 尊く、 この 沈潜 を經て 到達した 事理 無碍の 法 門な.^ 求道の 眞劍さ を說く 

所に、 限，^ ない 味 を 汲みと る ことが 出来る と 思 はれる。 

さも あれ、 兼 好 は 自己の 經驗、 內 省から 得て 來た觀 察... - 一度 その 筆に 上 ぼす 時には、 常に 傍 觀的態 

度 をと つ てゐる ことに 注 食す ベ きで あらう。 


傍観 的 態度 

徒然 草が 人間、 社 食の 皮相な 被 衣 を かなぐ りすて、、 實 際に 動きつ、 ある 社 會の裹 面 を 洞察し、 人 

間の 心情 を 喝破し 乍ら、 しかも 常に 世間から 一 步 退いて 第一 一： 者の 地位から これ を傍觀 して ゐる こと、 

及び、 この 傍觀的 態度が 老^、 佛敎の 無欲、 無爲、 话淡、 無常の 眼鏠を かけて ゐ るから だとの 觀察は 

旣に 何人に も考 へられて ゐる 所で ある。 

成る 程、 徒然 草 をー讀 する 時、 枕 草紙と 較べて、 如何に 一般的 概念的な 論法 を 多く 用 ひ 一し るる か、 

如何に 傍觀的 態度の 濃厚な か，、 誰に でも 解る こと だら う。 

然し その 所謂 傍觀 が、 果して 無關 心的 態度で あるか は 問題で ある。 從 つて、 何故に 一般的 槪念 りよ 

論法 をと つた かも 亦 一考す る 興味が あらう 0 

淸少納 言が 感官 的 方面の 觀 察の 銳 さと、 女性 心理 洞察の 痛快 さは 確かに 枕の 草紙の もつ 一 つの 特色 

である 0 そして その 觀 察が 常に 自分から 離れない 箭界に 於て 行 はれて ゐる 所に、 文章の 鮮 かさと 勁奇 

とが ある こと も事實 である。 その 印象の 明哳 さは 數年 乃至 十數年 前の 出 來事を も、 目前に あるが むく  ^ 

式然苹 S  a 想 


中世 ^  V.  C5 やの ■  s- 究  •  、 

描き出して 餘蕴 なき 迄に 至らし め、 動かざる、 死せ る 者 を も 躍々 として 生かして ゐる點 も 枕 草紙が 他 

の 追從を 許さ、 >  ろ 所で ある。 

さはいへ、 淸少納 言の 觀察 範圍は 只、 彼女の 目に止まった もの、 みに 限られ、 その 性格 描寫 も、 彼 

女の 知人の 一部 を その ま、 に 吐き出して ゐる。 であるから、 彼女の 批評な b 觀 察な. C の裹 には必 や、 

何時、 何處 で、 誰が、 何 を、 とい ふ 確かな 實 在が あるので、 それ を 離れて 彼女 は 空想、 幻想の 世界へ 

迄 は 一 歩 も 踏み出し 得なかった やうで ある。 

從 つて 枕 草紙 は 淸少納 言 自身の 體驗、 實感 からのみ 生れ 出た ものた といって い、 C そして、 それら 

は 何時も 自分 を 中心としての 他の 觀 察であった。 自分 を 同じ 舞臺の 上の 一人と し、 しかも 中心人物と 

して、 その 範圃を 取. C まく、 人物、 事 伴、 それにと もな ふ 色彩、 頓才、 容貌の 觀察 であると いひ 得る 

だら ラ。 

人間 を、 世相 を、 舞臺の 上で 動かせて、 さて 自分 は觀 衆と ともに、 棧 敷の 上から、 眺めて ゐる こと 

は淸 女に は 出来な か つた。 この 點が兼 好と 大いに 趣-?.. 異にする 所で ある C 

淸 女が 「老いて 司 得ぬ 人」 とい ふ 時には 必ゃ 誰某と いふ： H 標が 心に 浮んで ゐる けれども、 兼 好が、 

「吾生 己に 蹉跎た b」 とい ひ 、「人間の 儀式 何れの 事 か 避， C 難から ぬ」 といっても、 それ は 人 問 一般に 


I90 


向っての 通論であって、 その 自稱、 通稱 とい ふ 文字の 表現の 問題で はない C 

從 つて 讀む 者に とって は、 兼 好の 言葉 は 兼 好 自身が 自分に 語って ゐる ことで あわ、 同時に 讀者は 叉 

讀者 自身、 自分の 語 を 聞いて ゐ ると いふ 心 持に なれる けれど、 枕の 草紙の 場合 は、 やはり 所定の 人と 

限られる 心 持が あ， 0 はしまい か。 (勿論 大體 からみて である。) 

只 淸少納 一 百の 女性ら しい 觀察 は、 彼女 自身 を 語って ゐる點 に 於て、 また 霞 者に 共通 性 を 有  一 ると いふ 

會 心の 笑 を もたらし はする が、 同時に その 觀察、 批評に は 何等の 反省 を 求めて はゐ ない。 然るに 兼 好 

は、 社會 人心の 裹 3 を 手痛い 程に えぐ，^ 出して るる 點に關 して は、 常に 何等かの 反省 を 求めて ゐる。 

i 故 殿な どお はし まさで、 世の中に 事いで き、 物 さわがしくな b て、 宫叉 内に も いらせ 給 はす 小 二 

條と いふ 所に おはし ますに」 一： ム 々(一二 一段) 

この 一 段な ど は 枕 草紙 中で も 稀に 見ろ 悲惨な 中宮 不遇の 描寫 である。 自分の 主人公の 不遇の すがた 

である。 けれども この場合 さへ 終に は 謎々 をして、 か.， f-/--. と 打ち 笑って しま ふの が 枕 草紙で ある。 

淸女は 遂に 悲劇 を 取扱 ふ こと は 出来なかった。 否 それ を 好まなかった。 

然るに 兼 好 は 大分 違 ふ。 

r 新院の 下，.^ 居させ 給 ひての fe^、 よませ 給 ひける とか や r との もりのと ものみ やっこ 外にして 拂は 

徒然 のほ恝 
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ぬ 庭の 花ぞ散 b 敷く， I 今の 世の 事繁 きに まぎれて、 院には 逢る 人 もな きぞ 寂しげ なる。 か 、 る 折に つ 

、、、、、、、、、、、、  J 

ぞ 人の 心 も あら はれぬ ベ き」 (九. 八 段〕 

とい ふ 具合に、 id ぐに 人の 心の 賴り難 さに 眼 を 向けて くるので ある。 淸女 はこの 悲しみ を 胡麻 かして、 

强 ひて 笑 はう とする。 两行は 自分から 悲しみに 泣かう とする、 兼 好 は 一歩 返いて、 人の 心 は^こん な 

時に あら はれる、 人の 世 は みんな か、 る 有 爲轉變 の 相 だと 考 へる。 こ、 に その 立場の 相違が あるので 

ある 0 

この 一歩 返いて 一般的に 人生 一眺め ようとす る 所に、 兼 好の 所謂 傍觀 的な 態度が あると いはれ るの 

であるが、 しかし、 ュ、 こに は 彼の 深い 內 省が 潜んで ゐる こと，" - {>0 れて はならぬ、 と 同時に、 こ ヽには 

佛敎 的な 物の 見方と 老^ 的な 無爲 思想 とが 手傳 つて ゐるこ i は 勿論で ある。 「何事 もい たゝぬ 様し 

た る ぞ」 よ き - J とな. 0 とす る 兼 好 の 態度 が また、 そこに 顏を 出し てゐ るので ある。 

しかし、 この 傍觀的 態度 は 所謂 通人が 「世間の せ 酸を甞 めて 来た」 と 野狐禪 的な 悟 を 開いた 顔ゲ」 し 

て、 「世の中って みんな そんな もの だよ」 と鈉 か へって ゐる 態度で はない。 それ は、 前に 述べた 行 道 

に對 する 彼の 火の や うな 熱 辯 を み て も わかる こと だら う。 

或 時 は 批評 的な 理智 的な 彼の 性格の 一面が 飛び出して、 か、 る 第三者と しての U 吻 を.^ らした のか 


もしれ ない。 又 或 時 は 無常 觀ゃ 無爲 思想が、 世の 渦に とび 込んで、 悲しんだ.^ 笑った.^ する ことの 共！ 

にあ どけない ものであると 觀 じさせた かもしれ ない。 

しかし 彼の 如 さ、 銳ぃ 人心の 觀 察と、 ^の 矛盾の 凝視と、 あつい 淚とを 持ち 乍ら、 その 鋭 さ、 その 一 

物 狂 ほし さ を 止 抑して、 これ を 一般化し、 そこに かへ つて 限， 0 ない 味 を もたせる 所、 そこに 私 は 彼の 

俳諧 的な 態 を 見出す こと. -出來 ると 思 ふ。 彼 は 俳諧 を そ 作らなかった。 けれども 彼 は 俳人 的で あ 

#  一 

る。 徒然 草 は 俳文の 要素 を隨分 もって ゐ ると 思 ふ。  一 

感情 か.， T も 理性から も、 一 步 返いて 第三者と なって 笨 をと る o( しかも 心の中 は 燃えた ぎって ゐ る。) 一 

その 時、 彼の 前にみ える 人生 は 個々， ゲ 離れて 全體の 姿と して 映す るので ある。  一 

人生、 自然、 とい ふ 大きな 縫の 前にた つて、 これ を 味って ゐる 一法師の 姿！ 姿 は繪の 前に 立って 

ゐ るが、 心 は 絡と 同化して ゐる！ 俳諧の 境地 は 正に こんな もので は あるまい か。 

この 趨度 からく る 彼の 文章 はたし かに 堀ぬ けがして ゐる。 特に 逸話 的な-奴 篇に 於て。  i 


193 


3 世 ！S 文 の w 究 


六、 中世の 文學 論 (歌 論) 

一、 文 學に對 する 態度 

和歌、 俳諧、 或は 文人 叢、 茶の湯、 さう いふ ものに 對 する 考は、 從來餘 b に 装飾的、 趣味 的 か、 靜 

闕的、 逸 的 か、 修養 的 かに 考 へられて 來た樣 である。 

風雅 風流と いふ もの は 利害得失の 念 を 離れ、 俗 腸 を 洗 ひ 去る もので、 無慾、 活淡、 飄々 乎た る 風羅 

坊を以 て自 から 任じ 他 も - J れを 許す 。 そこに は少 くと も 唯心論 的な 修養 を 目 ざす ものが あつたで あら 

う。 併し乍ら、 一 般の 社會が これ を 受け入れ、 且つ 學んだ 所の もの は、 一 句のう ちに 天地の 眞を寫 し、 

一服の 間に 古今 を 絡つ とい ふ 様な ことではなくて、 何としても なき 流行の 趣味に 自ら を 娘 ましめ るか、 

"は 相應の 地位 ある 者に とって は、 一 種の 社交の 具、 生活の 装具と して 之 を 弄んだ もので あらう C それ 
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にしても 猶ほ = 々の營 々たる 生活 戰に 疲れた 心 を 休ませる に は 十分で あり、 他人に 嫁す る 子女 へ の 唯 

一 の 贈 h- 物と して 相當の 効果 はあった ので ある。 

以上の 如き は德川 末期、 文化 文政 時代 以來 一般 庶民の 間に 擴 がった 風流に 對 する 態度で あるが、 こ 

れは 又、 室町 時代に 於け る 武士、 町人に も あてはめる 寧が 出来る し、 鎌 食 時代から 更に 平安朝へ 溯つ 

て、 貴族、 僧侶、 武士の 間に も あてはめ 得る と 思 ふ。 

一 體、 風雅と か 風流と かいふ こと は、 畢竟、 上流 社 會の氣 風を模 した ものである 事 はいふ 迄 もない。 

俳諧が その 起. C に 於て、 いかに 平民 的な ものであった としても、 やがて は 武士 或は 町人の 比較的 富裕 

な 人達の 間に 行 はれた もので、 狂句、 地口、 などの 喜ばれた 世界よ みれば 遙 かに 貴族的な もので あ 

る。 それが 漸次 下層へ も 及んで、 髮結 床の 閑 潰しに も 一句 を ひねる 様になつ たの は、 寧ろ 天 保 以後 位 

ではなから うか、 で、 少く とも 風流と 名 づ けられる もの は、 多少と も 貴族 趣昧を 有する ものであると 

同時に、 觀念 的な ものである。 その 考へ 方が 赏際 生活から は餘 程遠 ざ かって 來て、 コム ベン シ ヨナ^ 

になって ゐる。 俳諧の 取材が 如何に 自由で あるに しても、 や は b そこに は拘 はれた 約束が ある。 この 

檨に觀 念 的で あると 同時に、 叉 品の い 、ものである。 こ、 でも 俳諧 を 例に 出す が、 俳諧が 如何に 俗談 平 

1^^5.>用ゐ ると いっても、 遊里 を 中心 とした 様な 小 哏俗謠 に 比して 遙 かに 品の よい ものと されて ゐ たの 
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である。  % 

この 品の よいと いふ 事 も 亦、 貴族 趣 昧を云 ひ 表 はす 一 つの 表现 法で ある。 品の い、 とか 風流と かい 

ふ 事 は燒 酎の 様な 强 いものではなくて、 どこまでも 茶の 味で ある。 茶の 香 は 誰に でも 昧はひ 得る が、 誰 

にで も 本 當には 味 ひ 難い。 注き 易く して 人な しと は 親鸞の 宗門で あ. o、 一句の 俳諧 をよ くす る ものな 

き は 蕉風で あ..^、 「秀歌 を 持てば 歌よ み、 二 首 もてば 上手、 三 首. i.- つもの は 有 b 難し」 (袋 草紙) と 

長 房が いったの は 和歌の 骨髓 である。 そこに 汲め ども 盡 きぬ 眛が存 する。 

併し、 かう した 品の よい もの、 無味の 昧、 無用の 用、 とい ふ 様な もの は、 激しい 强さを 求め、 强ぃ 

刺戟 を 要求し、 n 先に 見える 効果 を 欲する ものから 見れば、 誠に 賴. e ない、 はがゆい もので あらう。 

風雅の 道 を 否定し、 肯定す る 二つの 態度 は、 耍 てるに この 點に存 する こと 多 か.， r う。 中世に 於け る 和 

歌、 引いて は あらゆる 藝 道に 對 する 執 看、 尊敬と、 これ を 肯定す る 意識と は、 これ 亦 如上の 心 持に 似 

通 ふ ものが あると 思 ふ-」 

以 下 少しく 王朝 以来の 藝道 に 對す る 態度 を眺 めて：！ 力たい と 思 ふ 。 

装飾、 趣味、 なぐさみ 專門 歌人で ない 一般の 貴族 は、 和歌 乃至 文學懇 能と いふ もの を、 自分 達の 

生活 を 飾り、 なぐさみ を 求める 一 つの 方便と して 眺めて ゐた 事は爭 はれない 事實 である。 男女 間の 文 


通に、 或は 應對 の挨梭 代，.. に、 和歌の 贈答が 試みられ、 或は 鰭 合せ、 只 <n せと M じ 意味で 歌合が 行 は 

れ、 「唐衣き つ、 なれに し」 といった 風の 遊戯と して 用 ひられた など は、 何れも 有閑階級の 人達が、 自分 

の 生活様式 を 富に する 爲め、 . ；！： 分の 生活 を 飾る ために 文學 をと り 入れた に過ぎないの であって、 正 

しい 意眛で 文學を 愛好し、 理解し、 味 はって ゐ たと は 考 へられな いので ある。 南北朝の あの 騒がしい 

只 中で、 なほ 悠々 と 歌合 を 行って ゐる所 なぞ、 (^鏡) 一方に は 過 さし 榮 華の 時代 を 夢み た.^ - 说れの 

不安 を 紛らせる 一 つの 手段であった かも 知れない が、 それにしても、 慰み、 奴し みに 耽 h すぎた 様子 

さへ も 倨ば れんので ある。 能樂 に-」 た 所で、^ 阿 彌ゃ禪 竹が、 どれ 程藝術 的な 良心が あつたに しても、 

これ を 保護し、 哝 はって くれるべき 相手方が、 娱樂 としてぐ ある 以上、 彼等の 努力 は 誠に 淋しい 精進 

であった。 「貴人 高位の 御 Mr! も 紛れ ある 世の、 濁 b にや」 と禪 竹が 慨 いて ゐ るの も 尤も だと 考 へられる し 

兼 好が 「紳士 淑女 は嗜 みとして 和歌 をよ み、 文字 を 拙な から や 書き、 音 樂も 相當に 出來る 丈け の 接が 

あ，.^ たい」 といった の も、 要するに 貴族が 文藝を 以て. ni 分 を 飾る 一 つの 道具と 考 へて ゐた 傾向に、 5^ 

隨 して ゐる に過ぎないの である。 文學藝 能の 専門家 は、 何れも 貴族の 前で 踊った. 笛 を 吹いたり、 時 

に は 御意に 叶 ひさうな 秀歌 を 作ったり、 代作 もやって みた. C す るので あるから、 貴族 達から H ルれ ば， ハ 

のせ」 の 達人で なくと も、 自分 等の 氣に 入った 秀歌で も 作らう ものなら、 何人 を 問 はす 位の 一階 位 は 卜： 

中世の 文 S& 論 
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げて やった ので ある。 だからして、 和歌が 幽. H だ 有心 だと 第一義に 向 ひ はじめる と、 慰みと しての 速 ^ 

歌が 必要と な b、 猿樂 でも 眞面 H になって ゆく と、 一 方 狂言の もつ 滑稽が 必要に もなる ので ある。 

以上の 梭な 積極的な 娱樂、 裝飾 でない にしても、 靜閑、 隱遁 などと 結びついた 時、 卽も、 何等かの 

事情で 華やかな 世俗と かけ 離れて 閑居す る 時、 しづかに 自分 を 慰めて くれる もの は 和歌で あり 管絃で 

あった。 

以上の 檨な 意味に 於て、 慰みと して 見られて ゐた 文學藝 道に しても、 いつ 迄 も 同じ 調子の もので あ 

つて は 倦怠が 生し 嫌氣 がさす もので、 何 か 新ら しい もの を 求めた くなる ものである」 從 つて 歌に 於て 

も. 心 や 取材、 其 他、 用語から 趣向、 諧調に 至る まで、 種々 に 新ら し眛を 出す 爲 めの 苦心が 必^と なつ 

て來 るので あらう。 素人 仲間の 「なぐさみ」 として さへ さう である。 んゃ專 門 歌人で あ b.、 歌の 家 

柄で ある 所の 人達 は どんなに か 苦しい 思 をして 秀歌 _ケ 求めた 事 だら う。 

この 様に、 趑昧 としても、 生活の 装飾と しても、 贈答の 實用 としても、 地位 を 得る ための 功利的な 

考 からと しても、 專 門と 否と に拘ら す、 貴族 僧侶の 差な く、 等しく 秀歌 をく と 頭 を惱 ましたの であ 

る。 文學 尊重の 精神が 平安朝 以來 中世 時代 を 通して m 烈 であった とい はれる. の も、 結局 かう した 意昧 

からであって、 眞赏 に文學 詩歌 を 高める 意昧の 尊重 は 極めて 少ない 人の 間にし かなかった ので ある G 


能 登 大夫資 基と いふ 人が、 訪明 神で 行 はれる 風 祝の 行事 を 歌に 讀ま うと 思って、 俊 頼に 話した 所が、 

俊賴は 「無 下の 世俗 事 也、 此の 如き 事 は更々 詠む 可から す 不便な り」 と 答へ た。 資朝 はさう かなと 思 

つて ゐ ると、 後 n: 俊賴 は、 まんまと これ を 自分の 歌に 讀み 込んで ゐる、 とい ふ 話が 袋 草紙に 出て ゐる。 

歌會の 場合、 相手方の 歌 を こっそり 聞き出さう としたと いふ 話は隨 分た くさん ある。 古歌 を飜 案す 

る こと、 例へば 「歌 讀は萬 葉 集 をよ く 取る まで 也。 是を 心得て よく 盜む を歌讀 とす」 (袋 草紙) とい ふ 

様な こと も、 木 歌 取と して 許されて ゐ たのであった。 時として は斷. ^、して 苦吟し * 或は 神 沸に 祈って 秀 

歌 を 作らう とした 例 も 幾多 遺って ゐる。 それが 極端まで ゆく と、 白 河の 關を 通る 時に 殊に 装束 を ひき 

つくらうた とか、 先賢の 舊 宅の 前 は 下馬して 通った とか、 長柄の 橋の 鋸屑 を 錦の 袋に 人れ て 尊と がつ 

たり、 井 堤の 蛙の 干からび たの を懷 中して 悅ぶ といった 病的 傾向にまで 進んで くるので ある。 (何れも 

袋 草紙に あり) そして、 その 結杲 は、 「好き 給へ、 すき ぬれば 秀歌 はよ む」 ことが 出來 ると いひ、 心 ま 

で 歌に な b きってし まへば よいと かいふ 說 明を與 へて、 これ を 是認す るので あった。 作歌に 對 する 苦 

心 は 凡そ 此の 如き もので あ..^、 そ の 執著 も 亦 死して 尙ほ 悔い ざ る ものが あつたの である。 

それ 程に 和歌 は 〈c 飞 はれた けれど、 叉 一 方に は それ 以上に 漢詩 を 重んじた 傾向 も 存在した ので ある。 

「美 濃 守 (或參 河 守) 知 房 所， 詠 之 歌、 伊 家 辯、 聊咸嘆 云、 優讀 給へ.. 云云、」 知 房 腹 立 云、 予は 非； 詩 
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事 は 非， 敵、 而 和歌 は 頗劣， 彼、 如， 此被， 仰、 云尤 奇怪 也。 S 今 以後 不， 可 和歌-」 (袋 草紙) 

かう した 例 も 擧げれ ば隨分 ある ことで あるが、 更に 異なった 方面から いへば、 次の 樣 なのが ある。 

「恵 心 惯都は 和歌 は 狂言 綺語 也と て不 -ー讀 給- ける を、 惠心院 にて、 あけぼのに 湖 を 眺望し 給 ふに、 

冲ょ. 沿の ゆく を 見て、 或 人、 漕ぎ ゆく 舟の あとの しらなみと 云 歌 を 詠 じけ る を 聞き、 愛で 給 ひて 

和歌 は觀 念の 助緣 とな b ぬべ か，^ け， 9 とて、 其 後 讀み給 ふ。」 

これな ど は、 一 應 和歌 を 否定した が、 次に は 一 種の 目的 意義 を 認めて これ を 詠 じたと いふので ある。 

畢ー 和歌 は 第一 一義的な ものである ことに 變 b はない。 選子內 親王の 發心 和歌 猿 序に 「歌 詠 詣如來 之 善、 

爱知歌 詠 之 功、 高爲佛 事焉」 と ある 如き もや は.^ 詩歌に 對 する 態度 は純粹 な文藝 として 眺めて ゐ るの 

ではない ので ある。 以上、 詩歌 乃至 文 學藝道 を 尊重す るに しみ、 せざる にしろ、 その 態度 は 何れも 文 

學の 本質に 對 して 正 當に眼 を 向けて ゐ るので はない こと を 述べた ので あるが、 だからといって、 必す 

しも 結果から みて 惡 かった と 云 ひ 去る こと は 出来ない であらう。 我等 は 公平に その 長短 兩 方面 を 眺め 

な ければ な る ま い と 思 ふ 。 

それ は 鬼 も 角、 如上の 態度ば か.^ が 中世 人の 文 學に對 する 全部 かとい ふに、 それ は 違 ふ。 中には 少 

くつ も 詩歌の 如何なる 性質の ものた るか を 理解し、 正しい 意昧で これの 發達を 希った もの 、ある こと 
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は 勿論で ある。 併し、 この 兩者を 確然と 二分し 得る こ ヒは闲 難で あ 、n  、 且つ 中世の 现 論なる ものが そ 

れ程 組織 立った もので もない。 寧ろ 色々 の 要素が 入、 り 混って 出來 あがって ゐ るので あるか.，，、 本 1^ で 

は 秀歌と いふ ものに 對 する 標準 を 一瞥す る ことによって、 朧げ 乍ら でも 和歌に 對す る 態度 を も 想像す 

るに 止めたい と 思 ふ 。 

二、 秀歌の 標準 

秀歌と は 如何なる もの を 指す か、 その 標準 を 考察しょう とすれば 歌合の 判詞、 歌論 書中の 批評、 及 

び 論說、 並に 選集に と. - 入れられた 和歌、 當 時の 人達が 手本と した 前代 歌集、 歌人の 作 等 を 細かに 

ま なければ ならない ので あるが、 それ は 時代に よ h 流派に よ"、 作者. 選者、 判 者、 論者に よって 幾 

分づ、 相違す る點も 多い ので、 今 こ、 に 細微に iR 一った 考證は 避けて、 他 B の 機會に 纏めて みたい と 思 

つて ゐる、 只 大體に 於て、 和歌 を どうい ふ 方面 か.， -考 へ、 叉 どうい ふ 歌 を秀れ たもの としたか を 一瞥 

する に 止めなければ ならぬ。 

さて、 平安朝 以来、 殊に 俊 成 あた. e から 以後、 中世 歌人 はどうい ふ點 から 歌 を 批評した かとい ふに、 

中世の 文學誇 
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，てれ は 心、 詞、 姿の 三つで あると 考 へられる。 もっと 細かくい へば、 義、 與、 心、 詞、 姿、 っゾ けが 

ら、 ふし、 理、 か 、り、 おもかげ、 景氣、 餘情、 風情、 たけ、 感、 などと 種々 な 言葉が 用 ゐられ て を 

り、 且つ、 同 一 の 語で も、 その意昧す.^所は隨分違った所もぁる檨に感じられる。 義と いふの は 念 味 

のこと だら うし、 興と いふの は 後の 心の 一部で あらう と考 へられる。 (宫 川 歌合) 「こ、 ろ」 に は、 作^の 

心境と でもい ふべき 心、 創作的 感興、 着想、 構想 (心が まへ) 赵向 といった 樣な 意昧が ある 様で あ b、 

姿に は 歌詞、 歌風、 歌の 形、 感じ、 歌體、 などの 意が あ b、 詞 には詞 のつ. > けから、 用語の：^ 昧、 詞 

の 姿と でもい ひたい 所が あると 思 はれる。  . 

心なき 身に も あはれ はしられけ， 0 嶋 立つ 澤の 秋の 夕暮 

嗨 立つ 澤 のとい へる、 こ、 ろ幽 言に すがたお よび 難し (御 裳 濯 川 歌合 II 判 表 成) 

こぎいで 、み を さ 海原み わたせば 雪ゐ のきし にか、 る 白雪 

み を さ 海原な どい へ る 姿幽. H の體に 見え 侍れば (廣田 家 歌合 —— 判者 俊 成) 

此 所でい ふ 姿 は詞の 姿の 意味で あらう か。 幽. H とい ふの は 象徴的 だとで もい ふべき だら うか C 

同 歌合の 中に 「菅の 葉し のぎな どい へ る 姿」 と あるの も詞の 姿、 表現の 仕方と でもい ふべき か。 
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ふる 里 は 散る もみおば に うづ もれて、 軒の しの ぶに 秋風 ぞ 吹く C 

是は幽 .H に、 おもかげ かすかに、 さびしき やう (近代 秀歌 11 定家) と あるの は 歌の 姿、 感じ を 

面影と でもい つたの かと 思 ふ。 

頓阿 はか、 b 幽玄に すがたな だら かに (今來 風 體抄) とい ふの は、 詞 のつ ゾけ 具合。 心のう ごき 

方が 不卽 不離に 巧みに いって、 歌の 姿が すに くして ゐ ると いふの か。 同書の 「みちを ふか 

く 執す る 人 は 三昧に いるが 如く、 心 を しづ めて 幽. H のさ かひに 入 b て」 と はず 想に 先 だつ 心、 

その 心 持 をお ちつけ て、 風雅の 中に 浸さ しめてと いふ 意味 か。 

以上 述べた 様な 意 眛を八 ii む 用語 を 以て 和歌 を 批評し 歌論 を 打ちた てた 歌人 達 は、 然 らば どんな 歌 を 

秀歌と 認めた のか をい ふに、 新選 髓腦に は 「心 ふかく、 姿 清げ に 心に (又は 詞に) を かしき」 もの を 

よしと し、 俊 成 は 「た ゾ よみあげ たるに も 打ち 詠 じたる にも 何となく^ にも 幽. H にも 聞 こ ゆる ことの 

あるべし、 よき 歌に な b ぬれば、 其の 詞 すがたの ほかに 景氣の そ ひたる やうなる ことの あるに や」 

一 慈 鎭和尙 ほ 歌合 一名 日 吉^ 敬 合) とて、 優しい 趣が あ b 落ちついた 所が あり、 聲調 がよくて、 餘韻 ある もの 

を 秀歌と して ゐ たらしく 思 はれる。 今 便 {且 上、 八 雪御抄 によって、 當 時の 人の 秀歌と 考 へられる もの 

を考 へて みょう。 (卷六 E 意 部) 

中世の 文 皋 
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「歌 はた --、 せんする 所、 古き 詞 によ b て そ の 心 を つ く る ベ し (中略) 唯つ、、、 けがら に善惡 ある 也」 

心 は 新ら しく、 用語 は 古く 雅 なる もの を 用 ひよ とい ふの は當 時の 1 般の考 へであって、 八 tli 御抄は 

それ を 述 したので ある。 而 して、 こ、 でい ふ 「つぐけ がら」 とい ふの は 「やすくと あ b のま、 の 

こと.」 を なだらかに 詠 じた もの を 指す ので ある。 心 は 新ら しくと はいっても 餘 に奇を 街った 風情 

を 求めす ぎても 惡く、 「やさば まむ としす ぐして」 も { 立 敷くない。 「せんする 所、 た、 >心 をつ よくて、 

にき こえ、 風情 を もとめて すぐなる べき」 を 佳と したの がわ かる。 で 結局 俊賴の 所謂 

「心 を 先と して 珍ら しきふし を 求め、 詞を かざ，.^ よむべきな b。 心 あれ ども 詞 かざら ざれば、 歌お 

もて は、 めでたし とも 聞え す。 詞かざ ^たれ ども、 させる ふしなければ よしとも 聞え す。 めでたき 

ふし あれ ども 優なる 心、 詞、 なき は 又 わろ し。 けだかく、 おもしろき を 一 の 察と すべし」 

とい ふ 所へ 落ちつく のであって、 それ は畢 一： ー义 心、 詞、 姿、 の 調和 を 目 ざす ものである。 換言すれば 形 

式と 內容と は 離るべからざる ものであると いふ 事に 歸 著し、 作者と 作品と は 別の もので はない とい ふ 

點 にまで 推しす、 めら れて 「た， ゾ おのれが 心に よる こと」 であると いふ 所が、 その 某 調 をな すと いへ 

るで あらう。 從 つて、 皮相 的な 趣向 や 技巧に とら はれて、 「やさしから む」 とする のは惡 いこと で、 「心 

をつ よく 「心 をた しかに」 詠めと いふので ある。 幽. H 論の；：：： ざす 所 も 亦、 これに 外ならぬと 思 ふ C 
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古歌に 對 して は 莴葉集 を 旨と する もの、 古今 集を宗 とする もの、 新 古今に 範を とる 者と これ 亦ソ 

によって 異. o、 從 つて とい ふの も 亦 人に よ， -時 代に よって、 幾分 づ、 その 內容に 相違が あるので 

あるが、 併し、 何れにしても 中世 歌論に 於て は 幽玄 論 は 1 つの 大きな 中心 をな して ゐ たと 考 へられる 

ので、 次に は幽. H 論に 眼を轉 じて、 秀歌の 意昧を 一層 はっき b させたい 思 ふ。 

三、 幽 玄 論 

幽玄 論 を 中世 歌論の 一中 心 だと 考 へるならば、 中 供 歌論の 目 ざす 和歌の 理想と、 それに 向って 歩む 

全てり t:?-w、  I, 卽ち、 想に 於て、 心に 於て、 心が まへ に 於て、 表現に 於て、 措 字に 於て、 格調に 

於て、 朗吟に 於て、 それらの 全て を 包括した うる はしい 調和 を 幽> ^として 大摑 みに 取扱って み-^ いと 

思 ふ。 部分的に いへば、 心の 幽玄、 詞の 幽玄、 姿の， 幽玄が ある けれど、 全體 としてみ る 時 は、 心、 詞、 

姿、 餘 情を舍 めた 調和で あ. -、 心 深く、 心た しかに、 めづ らしき ふし あ b 、心、 詞 優に^に、 などい ふ 

全てに 一旦って 存 する もので あ， o、 從 つて 奧儀杪 に 於て 集成せられ た 様な 形式論 (それ は 主として 初心 

考 への 乍 方 上の 注意と みて よいので あるが) を も、 ある 程度 迄 肯定し、 更に、 季節 や 心 持に 應 じて 歌 

中世の 文 ま 
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や 比^まで も 限定され る こと (長 明の 無名 抄 中に、 俊 恵の 說 として、 名所 を 取る にも 故赏の ある こと .3 

を說 いて ゐる) を さへ 認めて、 しかも 全體 として 正雅 であり、 盡 きない 昧はひ を 持つ の を 幽玄 だと 考 

へたい ので ある。 

で、 此 所に いふ 靈 きない 昧と いふの は 或る 意昧 で象徵 的な もの を 指す とも 考 へられる 様に も 思 はれ 

る。 又、 「正 雅」 とい ふの は、 愚問 賢 註の 語で あるが、 この 雅と いふ 事 は、 やさば みたる にせよ、 拉鬼 

の 樣に强 いに せよ、 艷麗 なる にせよ、 有心なる にせよ、 少く とも 和歌と して は 待に 重要な 事柄で あつ 

て、 兼 好が、 恐ろしい 猪 も ふす ゐの 床と い へ はやさし う 聞え ると いった 通. c、  B 本人 特に 平安 貴族 以 

來 n 本人の 心 持に ひそむ、 やさしい 心 持の あら はれな ので ある。 

さて、 幽>- の 語が 和歌の 方で 初めて 用 ひられた の は 古今 集眞名 序で あ， o、 次で、 忠犬 「の + 體の高 情 

體、 次で、 基 俊が 中宮 亮顯轉 家 歌合の 判 詞に用 ひた こと。 しかも 漢籍、 絡资 王の 螢火 賦ゃ 作文 大體、 

續千 文字な どに 己に 幽. H の 語が ある 事 は、 久松 先生が 書いて 居られる 通， 0 である。 

所で、 私 は 嘗て 歌書 以外の もので、 鎌 倉 室町 期の ものに 散見す る 所 を 二三 拾って みた。 

(ィ) 言語 道斷 とか 結構 だとい ふ 意味に 用 ひられて ゐる もの 

「今 詠進 百 首、 卽被， 仰， 之條、 爲， 道 面目 幽> -、 爲，， 後代 美談, 也」 —— 明月 記 正 治 三年 八月 廿六 B の條 a 


「聞，, 此事 一道 之 面目、 世 之 善政 也" 可， 謂， I 幽玄 一」 11 同書、 建 輕ニ年 六月 九日の 條。 

「右近 衞權少 將平維 盛 朝臣、 爲，， 追討，， 關柬 賊徒， 發向。 承 平 天 慶之例 幽玄 之 間、 今度 就， 嘉例，、 所， 被， 行 

也。 不 fe- 一節 刀-賜 ー驛鈴 一」 —— H= 練抄、 治 漱四年 九月 廿 二日の 條 

(to 風雅と か 風流と いふ 程の 意に 用 ひた もの 

「能 因 法師と いふ もの、 身 幽玄 を このみて、 歌よ みのよ しふる まへ ど」 —— 八 雲 御抄卷 六。 

r 內は 幽玄の さかいに てお はし まさん こと」 —— 愚 管抄卷 21。 

「幽玄なる 棲に うそぶき たるば か を もて、 心の すむ と 執す るが 故に、 獨 住の 人お ほく は ひが こどに 

しなすな，^」 —— 一言 芳談。 

「詩歌に 妙なる は 幽玄の 道 君臣 これ を 重く す」 —— 徒然 草 廿ニ 段- 

今來風 體抄の 「心 を しづめ て幽. W のさ かひに 入.^」 と あるの も 同じ 意昧 であら ラ。 

( ハ) 神秘と か畏 いの 意と も 見る ベ きもの 

「rn 本國 中、 大日 如來 ハ 伊勢 大祌 宮ト 安藝 厳 鳥 也。 大神宮 " ァ マ リ幽. H 也」 11 古 卷五。 

古今 集眞名 序の 幽>- も こ れ と 似た 意味 であらう と 思 ふ。 

これら を 見る と、 幽玄と いふ 言葉 は 鎌 倉 初期に は 隨分用 ひ 慣れて ゐた 言葉の 樣 にも 考 へられる。 そ 
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して その 意味 は 何れも 讃辭 である。 讃辭 として、 いろくの 場合に 用 ひられたら しいと 察しら れる。 、f1 

2 

これが、 歌の 判詞へ 来る と、 

義通 幽玄 (^承 三 is^ 中宮 亮顯輔 家 敬 合 I 甚： iH〕 

こ 、 ん幽支 (御 裳 濯 川 歌合 ;, 俊 成： > 

す がた 幽玄 の 體 (廣田 社家 歌合 .1 ^^成)：ー 一ヶ所 ァリ) 

與入幽 j>fi=« 川 歌合 1 -定 家〕  . 

詞存 古風、 近代 入幽. H (三 井寺 新羅 社歌 合 —— SS) 

ともに 幽. H の體 (御 裳 濯 川)  , . 

詩お も ひ 出 でられて 幽玄 (同 右) 

か Nb 幽 4=^ (今 來凡 體抄〕 

幽. H に、 おもかげ かすかに、 さびしき やう (近代 秀歌〕 

あな 幽玄の 心詞の 姿 や (愚 秘抄) 

とい ふ 風に、 色々 の 場合に 幽玄と いふ 言葉 を 用 ひて ある。 連歌に 於て は筑 波間 答の 「心 づ かひ を幽 

± にやさし く」 とか、 「詞 も幽. H なる」 とい ふ：^ にや は b 和歌の 用法 を 襲うた に過ぎない。 今 詞の幽 文 


心の 幽. H、 すがたの 幽. H、 とい ふ 風に 細かく わけて 考 へる 事 は、 前述の 如く 誠に 困難な ことで ある。 

結局、 并蛙抄 に 一 此卅ー 文字、 叉 每字難 押 感涙 候。 尤玄之 >1 最上 候歟」 と 記して ゐる檨 に、 歌全體 と 

して 見ても、 部分的な 措 字から 見ても、 全く 非難の ない 所が 支 之. H であ. c、 幽. H の 理想と する 所は畢 

置 そこ を ほざして ゐ たと 考 へられる であらう。 愚問 賢 註に 「詞を も W 緩し、 心 を も 琢磨して、 幽玄 を 

先と して ー唱 三嘆に たへ ざる やう： i すべきに や」 とい ひ、 心 敬が さ. >  め ごとの 中で 幽. }：> ^體は 「何 e の 

句に も わたるべき かたち 也」 としたの が總括 的に 幽. H を ながめた 場合に 最もよ く あてはま るので はな 

いかと 思 ふ。 從 つて、 どこが 幽. H だと 問 はれる と、 此所 だと、 はっきりい へない もので あ， o( 淸緩 茶活) 

その 境地に 至らな けれに 納得の 出来ない もの (傲霄 物語) とい ふの は 寧ろ、 偽らざる 吿白 である 0 

かう いふ わけ だから、 幽 とい ふ ものの 考へ 方が 隨分 まち-/,^ であって、 唯だ餘 情の 體を 幽玄 だと 

^へたり、 物 哀體を 幽玄 だと Jiv,- へ る 間違 も 生じ 〔徹 書記 物語) 姿 言葉の やばみ たる 所ば か， C を^って、 ひ 

の艷 なる 本 當の幽 玄 に 至. e 得ない の だ (さぐめ ごと) とい ふ檨な 非難が 起って くるので ある C 

俊 成 あた. 0 の幽支 論 を みても、 「た、 >  よみあげ たるに も、 打ち 詠 じたる にも、 なにとなくえん にも 幽 

.H にもき こ ゆる ことの あるべ し，. (慈 鎮和尙 肖 歌合 判詞： と いふから、 姿 、 言葉 の や さ し/、 優艷 なる もの を幽 

i とも へられる し、 「其の 詞 すがたの ほかに 景氣の そ ひたる やうなる とい ふから して- 餘情を 幽す 一と 

中世の 文！ 蹌 
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も考 へられ もす るので ある。 

かくの 如くして、 ？は、 優なる が 故に、 なだらかな るが 故に、 淋しい 心 持が ある 故に、 f るが 

故に、 心 深き が 故に、 何となく 餘 情が t 故に、 舊ぃ 所が ある 故に、 古典的で ある 故に、 平淡 I 

る 故に、 漢詩 趣味が ある 故に、 さう いった 色々 の 要素の 幾つか，.、 融合して ゐ るか、 又は その 何れ か 一 

つがよ く 出て ゐて、 棄て 難い もの を 指して ゐ るかの 如く 思 はれる ので ある。 

就中、 最も 强く 且つ 多く 主張され てゐる もの は餘 情と 結びついた 幽塞師 と、 優？. 一結びつ いた？. 

論と であらう C 

た を やかに してた へなる 歌 

丈 高く 遠 白き 歌  . 

詞續 すぐよ かにして、 たへ なる 歌 

句 g 木く しめる 歌 

面影 あ る 歌 

景氣ぁ る 歌 

幽. |；>3 を 姿と す る 歌  . 


優しく 花なる 歌 

^なる 歌 

詞續き 妙なる 歌  Oi 玉 集、 大日 本 歌 舉史) 

幽. H 體  事 可， 然樣 

. 麗樣  有心 體 

長高樣  見様 

面白 檨  、 有 一節 様 

農樣  鬼拉體 (毎月 抄、 大 B 本 歌^ 史) 


右の 様な 長 明ゃ定 家の 十體は 結局、 以上の ベた 幽. H 體の すがた を、 想、 描寫、 聲調、 表現の 方から 

分けて 說 明した に過ぎない こと、 なると 考 へられる。 これらの 十體は 何れも 獨 立した もので なく、 互 

に關聯 する ものであって、 その 中から 特に 色彩の 强ぃ 方から 分けて 見た に 止まる ので ある。 

餘 情と 結びついた 幽玄 論 は、 後程 長 明の 無名 抄に 依って 述べたい と 思 ふから、 こ、 では 優 ぎ^と 結び 

ついた 幽玄 を考 へて みたい。 

中. 世の 文 sf  a 
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r 幽 .！> ^體も 一 途 ならす、 幽. H の 歌と して 橥め たる 中に、 行 雲、 廼 雪の 姿 あるべし。 幽玄 は惣 名な，^。 

行 雲、 廻 雪 は別體 なるべし。 いは ゆる 行 雪 廻 雪は艷 女の 譬 名な， 9。 それに 取， 0 て も、 やさしく 氣高 

くして、 薄雲の 月 を帶ぴ たらむ 心ち せむ 歌 を 行 雪と 申すべし。 叉 やさしく 氣 色ば みて、 た..、 ならぬ 

が、 しかも 細やかに 飛ぶ 雲の、 いたく 强から ぬ 風に 迷 ひもる 心地せ む 歌 を 廻 雪と は 申し 恃 乙べき に 

や。 」 

愚秘抄 のこの 說を 引きついだ と：： 力え る淸巖 茶話 は、 -  . 

(ィ) 空に 雲の たなびき、 雪の 風に た.、、 よふ 風情。 

(。)飄！|としたる體。 

(ハ) 南 殿の 花の 盛に 人眹 みだれた る を、 きぬ はかまき たる 女房 四 五 人 ながめた らん 風情。 

を幽. H 體だ らうと 說 明して ゐ る.」 これな ど は餘程 優麗な おもかげが IT はれる 說 明の 化 方で ある。 三 五 

記 もや は. e 行 雲廼 雪と いふの は 幽す 一中の 餘 情で あ る と， 說 い て 、 次の 様な 詩歌 を引證 して ある。 

第 一 幽. }> ^體。 

忙 びぬ れば今 はた 同じ 難 波な る 身 を靈し て も 逢 はむ と ぞ思ふ 

思 ひ 河た えす 流る ヽ 水の あわのう たかた 人に あはで きえめ や 
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(中略，) 

槐花雨 潤 新 秋 地 桐 葉風 凉欲夜 天 e, 

扁舟 蘆 暗 秋風 泊 旅 店 柴疏曉 月扃。 

(中略) 

行雪體 

したもえに 思 ひき (絡) えなむ 煙 だに 跡な き 雲の はて ぞ かなしき e 

(屮略) 

蘭 省 花時 錦 帳 下 廬山雨 夜 草罨中 C  . 

夕 殿 螢飛思 悄然 秋 燈挑衋 未 能 眠。 

生涯 事 去 只 望 水 老後 人 非獨見 山。 

廻 雪體 

風 ふけば よそに 鳴 海の かた 思 ひ、 思 はぬな みに なく もどり かな。 

(中略) 

行宮 見 月 傷心 色 夜雨 聞猿斷 腸聲。 

屮世 S 文學！ a 
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(以下 略) 

これでみ ると、 幽. H、 行 雪、 廼雪 ともに 一種の 淋しい 心 持が あり 乍ら、 しかも それが 美しい 哀 威と 

なって ゐる檨 な もの を 指して ゐる 様で ある。 

南 殿の 花の 唤き亂 れた中 をと いふ 淸巖 夜話と、 行宮 見 月と いふ 三 五 記と は、 その 魈が 大分 違 ふ樣で 

は あるが、 どことなく 優美で 品が よく、 どことなく すて 難い 貴族 趣 眛の存 する 點は 共通で あらう。 公 

任の 所謂 「いづこに いかなる 故 あるべし とも 覺 えね ど、 す、 >  ろに 涙 こぼる 、」 (和歌 九 品) ごとき もの は 

これ を さすので あり、 これ はやが て 「言葉に あら はれぬ 餘情、 姿に 見えぬ けしき」 と は 密接な 關係を 

生じて くるので ある。 

福 井久 蔵 氏の 大日 木 歌學史 は、 想 を 旨と する ものと して 情意の 深く こもれる もの を 有心 體 とし、 表 

現の 趣に 由る ものと して、 奥ゆかしく 餘 情の こもれる もの を幽. H 様と 說 明して あるが、 これ は定 家の 

十體 ばか-.^ でな く、 一  般の 幽す： 論に も あてはまる ものと 考 へ て梵 からう。 

で、 麗 とか 優 花と かが 描寫を 主と する ものと する 福 井 氏の 見解が 許されるならば、 この i^r 鹿が 極 

ま， C つくして、 言葉に も あら はれす、 姿に も 見えないで 、「 一 言葉の 中に 多くの ことわ.^ を あら はす 一 
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所まで 来た 時、 ュ、 こに 餘 情が 出て 来る と考へ 得られる。 これが 長 明の 無名 抄に說 かれた 餘 情の 謂で あ 

る。 長 明 は 幽玄 體を說 くに あたって、 先 づ萬葉 以来の 和歌の 變遷を 眺めて ゐる。 その 耍點を 記す と、 

萬 葉 迄 —— 「ねん ご ろ な る 心 ざ し を述 ぶる ばか，.^ にて、 あながち、 姿、 詞を 選ば ざ りけ るに や.」 

古今 調 —— 「花 赏 ともに 備， りて、 せっさ ままち// \» にわかれ た， り」 

後 選集  「姿 をば 選ば. ず、 心 を さきと せ， oj 

拾 遣 集 —— 「その 體 殊の外に もの 近くな，.^ し、 ことわ h, くまなく 顯れ、 姿すな ほ」 . 

後 拾遺 集 —— 「今少し や はらぎ て、 昔の 風 を 忘れたり」 

金 葉 集 1 1 「わざと もお かし からん として、 輕々 なる 歌 多 か b」 

かくて、 後 拾遺 以後 は、 歌の 風情 も 賜き、 心 も 言葉 も 云ひ盡 されて 歌壇 は 行 詰. 0 の 状態と なった， - 

で これ を 切， 拓 かう とする 人達 は餘- りに 奇を 好みす ぎて、 意昧の 解らぬ 所謂 達摩宗 となり、 古風 を 眞 

似る もの、 歌 は 「珍ら しき 首 葉 もな く、  R とまる ふし もな し，」 で、 上の句 を 詠めば 下の句が 「空に お 

し はからる、 やう」 であった。 こ、 に 於て 長 明は餘 情に よる 幽玄 體を 祖述し 來 つたので ある。 

而 して 彼の 幽玄 體は 「古風に かへ りて 幽す ーを學 ぶ」 にある のであって、 その 古風と いふの は、 心 姿 

の 調和した 古今 集 を 理想と したので ある。 卽ち 「中古の 歌の 姿 も 古今よ.^ 出で た，^、 この 幽. H のさ ま 

中世 の 文學諭 


215 


中世^ 文 a- の 研究 

もこの 集よ. 0 いでた， o」 とい ふの が 彼 長 明の 立場 をな す ものである。 

然 らば 長 明の 謂 ふ 所の 幽玄と いひ 餘 情と いふの は 如何なる もの を 指す か。 思 ふに、 表現の 奥に 潜む 

情感が 歌の 形 をと ほして 匂 ひ 出て くる 所 を 観った もので、 これ は 「心に もこと わ b 深く、 言葉に も 

極ま.^ ぬれば、 是 等の 德」 は 自然と 備 はって 來る。 若し その 心 をい へば、 美 はしい 女が 無限の 恨 を 胸 

に 秘めつ、 も、 聲を たて、 慟哭せ ざる 境で あ， „^ 、或は、 秋の 夕暮、 何の 聲も なく： S の 眺め もない のに、 

自 から 寂しい 心 持に なって ゆく といった 無味の 昧を藏 する もので あ， 9、 或は 叉、 霧の 絡 間から 秋の 山 

を眺 め て 、 模糊 の 中に そ の 姿 をみ る 心で ある。 これ 一抹の 水 によって 全景 を 浮動 させる 胜 である C 

俊惠の 言葉 を 借， 0 てい へば 「餘 情う ちに 籠り、 けしき 空に 浮びて 侍れ、 叉、 させる 風情 もな けれど、 

詞 よくつ 、ゾ けつれば、 おの づ から 姿に かざられ てこの 德を 具す る こと も あるべし」 で、 山の 紅葉の 1 

葉 散る とい ふ も、 散る 相の 奧に ひそむ 心 を 把へ ねばならぬ。 そこに 初めて 心 深き ふしが あり、 それが 

餘情 とな b 得る ので ある ？ 

であるから、 餘情 をう ちに 籠らし める ために は、 少く とも 歌心に 徹しなければ ならない。 「心の底 ま 

で 歌に な b かへ つて、 常に これ を！ れ」 ないならば、 そこから 自然と 歌 はよ まれる もので あ. c- 、鳥の 一 

聲、 Hi- の そよ との 音に も風隋 をめ ぐらす 樣 になる ものである C 從 つて、 長 明 も俊惠 もや は b 和歌に は 


心 を 先と して ゐる ことが わかる。 しかし、 そこまで 歌心に 徹し 得る 人 は 至って ® いので ある 力ら、 ^ 

ひ、 姿 をいた はると か詞 をかざる とか、 つ、 V けがら をよ くす ると かいふ 第一 一義的な 問題が 生じて 來な 

ければ ならぬ。 

これが 寧ろ、 理想ではなくて、 現 寅の 和歌 を 評する 場合に 必要な こと、 なって ゐ たので あらう。 つ 

ま b 第 1 義 的な 心と 第一 一義的な 詞、 姿と は 不可分の もので あらねば なら. ぬと いふ 理想よ も、 それに 

近 づ きた い 。 それに 近づ い て ゐ るか どうか、 とい ふ 二つ が 歌 へ の 批評と もな b 作歌の 覺得害 ともなつ 

てゐ るので あ-る C 此の 點から 無名 抄を みると、 これ 亦い ろくな 點に 觸れる ことが 出来る。 例へば 古 

歌の 中から、 よい 詞を盜 めと か、 その 風 體を學 ベと か、 同じく 名所 を 取っても 歌の 姿と 名所と が、 か 

け 離れない 様に とか、 緣語、 かけ 詞に對 する 注意と か、 或は 假名 文字に 對 する 寄き 方に 至る まで、 細 

かい 注意が なされて ある。 就中 特に 面白い と 思 はれる の は 次の 様な 例で あらう。 

「月 は 知る やうき 世の中の はかな さ を、 詠めても 叉 幾囘， 9 と は 

これ は、 よろしく よめる にと， 0 て、 ^の 中の 中と いふ 二た 文字が、 いみ じう わろ きな，.^、 たゾ 憂の 

の はかな さ をと 云 はま ほしき 也」 

かう した 細かい 點 にまで 眼 をむ けて ゐ るかと 思 ふと、 俳句の 切れ 字 や 漢詩の 轉句を 意味す る 様な 批 
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評も存 する ので ある。  ^ 

俊惠、 物語の ついでに 問 ひて 云、 遍昭 僧正 歌に、 

垂乳根 はか 、れ とてし もうば 玉の 我黑 髮を撫 -iy や 有 けん 

この 歌の なかに、 何れの 言葉 か 殊に 勝れた る。. 覺 えんま、 に宣 給へ とい ふ。 予 曰く 「か、 れ とてし 

もと 云 ひて 烏羽玉の」 と 休めた る 程 こそ 殊にめ でた く 侍れと 云 ふ。 (中略〕 腰の 句に、 よくつ、、、 けて、 

言葉の 休めに 置きた る は、 いみ じく 歌の しな も 出で 來、 ふるまへ、 かけすら ひと も 成るな り。 故き 

人 これ をば 半臂 句と ぞい ひ 侍， りけ る。 半臂 は、 させる 用な き 物 なれ ど、 装束の 中に 飾りと なる もの 

也。 歌の 三十 一字、 幾程 もな き 中に、 思 ふ 事 言 ひ 極めん に は、 空しき 詞、 一文字な b とも すべく 

も あらね ど、 この 半 臂の句 は必す 品と な， 0 て、 姿 を 飾る ものな， 9、 姿に 華麗 極. 0 ぬれば、 自ら また 

餘 情と なる。 これ を 心得る を 境に 入る とい ふべ し。 よく/ 此歌を 案じて 見 給へ。 半 臂の句 も、 詮 

は續 ぎの こと ぞ、 眼 (目 ：} はた ゾ 「とてし も」 とい ふ 四 文字な り。 かくい はすば 半臂、 詮なから まし」 

「そ も 樂の 中に 蘇 香と いふ 曲 あ， o。 これ を 舞 ふに、 五帖 まで 帖を 切れく に 舞 ひ 終りて、 後ば 

を 舞 ふ (中略) 型の 如く 拍子ば か， 0 に 足 を蹈み 合せて、 うち 休めつ、、 二 反の 初よ， 0 美 はしく 舞 ふ 也、 

此のけ すら ひ は、 違 はぬ 半臂の 句の 心なり」 


これな ど は、 全 體の氣 分 を 散文的なら しめす、 直言に 陷 らしめ すして 變化、 餘裕を 求め、 そこに 全 

體的 統合の 美を發 揮させる 爲 めに 効果が 大 である。 以上の 様な 措 字 用語の 問題の みならす、 更に 進ん 

で 朗詠され る 立場から して、 ？肝調 や 拍子まで が 問題に された こと は 次の 例で も わかる と 思 ふ C 袖中抄 

さほ ひめの 條には 「其 聲 如何、 さ をと 上 聲可詠 欺、 さほと 平聲可 詠歟」 とか、 幽齋聞 寄に は 「歌の 拍 

子と いふ こと は、 歌 は 昔 律に かけて 披講す る ものな， o。 然ら ばな どか 程 拍子な からむ」 とい ふが 如き 

である。 これ も 俊 成が 「歌 は 詠の 弊に よるべき もの」 と 首った 考を おしす、 めて 來た結 栗 であらう。 

かく 考 へて 來 ると、 秀歌と 稱 すべき ものに は、 心、 詞、 姿、 の 三つと 云 ひ條、 そこに は 可な b お々 

の 注文が 多い のであって、 少く とも その 何れの 點 からみても 非難の ない ものが 和歌の 最上の もの だと 

しなければ なるまい。 而 して、 それ を總 括して 幽玄と 稱 した (廣義 の) と考 へられる と 思 ふ。 

以上、 優 麓と 結びついた 幽^^、 或は 餘 情と 結びついた 幽玄 • 全 體 としての 廣義の 幽玄 を考 へた 私 は、 

更に 物 哀體と 結びついた 幽玄 を 最後に つけ 加 へて おかねば ならぬ。 それ は 前に あげた 徹害記 の 言葉で 

も 解る 様に、 當 時の 人で もや は，^ 物 哀體を 幽玄と 心得た 人が あった 程に、 兩 者に 類似 點が あるからで 

^-^ 一な 
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西 行の 嶋立澤 の 詠と か、 難 波の 春 は 夢 なれ やとい ふ 歌に、 俊 成 は 幽玄の 評 を 加へ てゐる (御 裳灌川 歌合) 

この 物 哀れな 趣が 漸次す、 んで ゆく と、 閑寂 味へ 近づいて ゆく ので あらう。 

叉、 當 時の 和歌 を 詠めても、 四季の 如き 題詠に は、 なだらかな 歌が あるに しても、 心に しみる 歌 は 

少ない ものである。 寧ろ 西 行が いった 樣に雜 の 部の 方に よい 歌が 多い。 (西 行 談抄) 而 して その 雜の 部に 

於ても 無常、 哀傷、 といった 淋しい 心 持 を 詠 じて ゐる ものに、 よい 歌が 多い と 思 はれる C これ は 平安 

末期 以来の 世相 か ら み て も 當然の 現象 で あら う と考 へられる ので あるが、 か-つした 歌に 心 を 打 たれ る 

とい ふ 事 は、 やがて 物 哀れな、 寂しい 世界 を 掘 b さげて ゆく こと を 一層 刺戟す る ことに もなら う。 ^ 

麗 に储満 した 心と、 寂し さ を 求める 心と は相携 へて、 平淡 味から 閑寂 昧 へと 動いて ゆく とみら れ はす 

まい か。 從 つて 幽玄 は 或は 初期に 於て は 優娟の 意味の 方が 多かった かもしれ ない が、 後になる につれ 

て 幽玄 へ と 近 づ い て來 たと も考 へられる 0 

さう いふ 意味で、 幽玄の 意昧 の. 9„ -的變 遷を迪 つてみ る こと は 一 つの 好 題 E になる ので あるが、 其の 

點は久 松 先生が 幾度 か發 表して 居られる ので、 今 は觸れ ないで 置く ことにしよう。 

附記。 幽>1 論に 就て は、 これ を 細かく 吟昧 する こと は 誠に 闲難 である。 とい ふの は、 その 用語の 意 

味が 容易に 判定し 得られな いものが 多い からで ある。 で 私 は、 歌體の 一 つと しての 幽. H 論で なく、 
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全 體を 纏め た 上に 眺めて In^ たので あるが、 或は 少し 無理な 點も あるか と 思って ゐ る。 

なほ 從來 の幽. H に對 する 研究論文 は昭 五、 十 一 月 號の國 ： 语と國 文 學に久 松 先生が 註記して をら 

れ るし、 能 樂の幽 .H に 就て は 佐 成 謙 太郎氏 (日本 文學 聯講、 國文學 大杀) 齋藤 淸衞氏 (國 文學の 傾向) の 

も あるから 一 讀 をお 獎 めする。 

四、 形 式 論 

1 體 中世 期に 簇出した 歌論 書 は、 その 多くが 初學 者への 作歌の 手引 草であった ために、 詠歌の 心得 

として 心 を どう 持つべき か、 姿 を 如何に かざるべき か、 どんな もの を 歌 病と して 禁.^ すべき か、 古歌 

を 取る 場合、 枕詞 や 用語 を 如何に 採り 入るべき かな どに 關 する 注意と、 古歌の 略解、 詞の說 明、 歌人の 

逸話な どを雜 然と 寄せ集めた ものである。 從 つて 學問 的な 歌學 ゃ文學 論と も 見る べき もの は 極めて 使 

少の 部分に 散見し 得る に過ぎないの であるが、 此 所に 述べよう とする 和歌の 形式論 も 亦、 友 那詩學 を 

其の儘 取， 0 入れた 檨な 所が 多く、 彼國 にあって は 意義の ある こと も、 我に あって は 却って 無用の 煩雜 

を 多くす るに 過ぎない のであった。 加 之、 形式論 は 何れも 前書 を繼 承す るの みで、 何等の 新ら しい 發展 
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の 跡 を 示して ゐな いので ある。 

和歌と しての 形式 を 論す るなら ば、 寧ろ、 萬 葉から 古今への 五 七 調から 七五調への 稗 向の 理由、 新 

古今に 實 現された 漢語 佛 語と 和語との 昔 律 的關係 や、 體言 止め 三 句切れな ど、 音 薺學 上、 心理 學上、 

修辭學 上 幾多の 問題 が 存す ベ き であると 考へ ら れ る 。 

然るに さう した 問題に は觸れ すして、 一方に 姿 やつ、、、 けがら を 問題に し 乍ら、 形式論に 於け る g: 病 

八 病 其 他に は、 全く 無關 係に 詩論 を 採 b 入れた 所 さ へ あるので ある C 然 らば 何が 故に 新う した 形式論 

が唱 へられる に 至った か C  . 

思 ふに、 その 一 つ は 和歌の 批評が 歌合の 流行に よって、 必要の 度 を 增し來 つたに 拘ら す、 歌人の 批 

評すべき 標準 も瞹 味で あ，^、 批評眼 も 低かった 結果、 徒らに 主觀 的な 批評の みで は、 これに 不満 见を 

感じ、 反對の 意見 さへ 出る に 至った ので、 何 か、 客觀 的な 標準 を 必要と する に 至った 結果で あらう。 

その. 一 っは證 歌に 侬る ことで あ b その 二 は 詩論 を 借用す る ことであった。 第二に は 和歌 を 何等かの 形 

で 分類し 組織 だてよう とする 意圖が 古今 集 序の 六義 への 附會 とな， 0 この 傾向 を 後の 人が 傚った こと。 

第三に は 詩歌 合の 流行が、 詩に 於け る 規定と 同じ もの を 和歌の 上に も應 用され たらう こと。 第 四に は 

歌學 者なる ものが 確立しても、 作歌の 技能 はなく、 批評眼 もない 結果、 勢 ひ 七面倒で、 不明瞭な 詩論 


を 利用して、 暇つ ぶし を やった こと。 など 種々 の 理由が 推測され るので ある。 等しく 詩論の 影響と い 

つても。 

詩 本 志 也。 在， 心爲， 志。 發， 言爲， 詩。 情 動 於 中。 而形於 言。 然 後書 之 於 紙 也。 ， 

夫 詩ェ。 創， 心以， 情爲， 地。 以， 興爲， 經。 然後淸 昔 韻』 其 風 律，。 麗句 增，， 其 文 彩，。 

自， 古文 章 起， 於 無 作，。 興 於 自然 a 感激 而成。 都 無-一 飾 練 IO 發 言以當 ，應， 物。 (文 鏡秘府 論の 論文 意) 

右の 檨な 所論 は、 確かに、 歌論に 取り入れられても 差 支へ なかった ので あるが、 同じ 秘府論 中で も 

四聲、 六義、 十種疾 などの 如き は、 和歌に 應 用して 果して どれ 丈け 歌壇に 益し たかは 疑問で ある。 例 

へば 韻字と いふ もの を 設けて、 

麁韻 —— やま、 たま、 しま、 はまの 類 

細 韻 11 レ、 リ、 に、 里、 の 類 

と 分った の はよ いとしても、 これ を 和歌に あてはめて 和歌 は 三 句の 終.^ の 字と 五 句の 終， 0 の 字が 柙ー韻 

しなければ ならない。 

おきつ 鳥 かもつく しまに 我がい ねし 

妹 はわ すれ じ 世の ことごとに 
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長歌で は 第二 句の 終 字と、 第 g: 句の 終 字と が 同 韻で なければ ならない。 ： 

あめなる や  おとた な， よたの 

うながせる  たまの みすまろ 

みすまろ の  あなた ま はやみ 

たに ふた 渡る あちす きのかみ 

とい ふが 如きに 至って は、 この 規則に 該當 する 和歌が 果して 何 首 あるで あらう と 疑 はれる ので ある。 

附記 福 井 氏の 大 B 本 歌 學史は 歌論と 詩論との 關 係に 就て 到る 所 暗示に 富む 推斷を 下されて ある C 

尙、 文 鏡秘府 論と 中世 歌論との 關 係に 就て は 松 浦 真 俊 君が 嘗て 觀想 誌上に 發 表された こと も ある。 

狂言 綺 語と 陀羅尼の 文學觀 

： ：  I    II 
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「人間 息 々 として 衆 務を營 む 

年 命 の n 夜に 去る を 覺 えす 

燈風 中滅し て 期し 難き が 如し 

忙々 として 六道 定趣 なし 

云 何 か 安然と し て 驚懼 せ ざ ら ん 

各 聞く 强健 有力の 時 

自策 自勵し て 常住 を 求 め よ」 

これ は 唐の 善導 大師の 著、 六 時禮讃 中に ある 無常 偈の 一 つで ある。 この 善導 流の 淨土敎 思想が 平安 

朝 以来 日本の 淨土敎 に 最も 深い 影響 を與 へた ものである。 

さて、 この 叫び は畢置 人間の 作爲は 無上 道 を 求む るに ある こと を斷 じたので ある。 謂 ふ 所の 無上 道 

は 勿論 佛道を 成す る ことで あり、 それが 最 勝の 念願で ある。 この 最勝 道に 照らす 時、 人間 平常の 作爲 

は 全て 虚假不 寅で あり、 文筆 藝 道の 如き も 亦 狂言 綺語 に過ぎない。  • 

さはい へ、 人の 心に 湧きく る 情 を 如何と もす る こと は出來 ない。 この 情が 言に 發 する 亦 止む ベから 

ざる 自然の 發露 であらう。 生きと し 生ける 者 誰か は 歌 を 詠まざる ベ き、 H 'を 見、 花 を 愛で、 人を戀 ひ、 

中世 S 文 ra-  Si 
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世を慨 き、 身を怨 む、 この 切々 の 情 は、 よし 迷と する も猶 すて 難き を 何としょう。  6 

其 所に 何等かの 調和が ないか。 若し あ かとするならば、 誠に 狂言の ま、、 綺語 のま、 にこれ を 許容 

しくれ る 光がない か。 かくして 求められた ものが 此 所に いふ 狂言 綺 語と 陀羅尼の 文學觀 である C 

中世の 歌論 其 他 を繙く 時、 如何に 多く 狂言 綺 語の 文字に 觸れる こと だら う。 私. は 嘗て 佛敎 文學 誌上 

で、 些か この 問題に 觸れて 記載した ことに あるが、 併し、 そ は 極めて 斷片 的な 咸 想であった。 技に 改 

めて 此の 問題に 就て 些か 考 へて 見たい と 思 ふ。 そ は 中世 人の 精神 生活 を 知る 上に 可な， 0 重要な こと だ 

と考 へる からで ある。 而し てこの 問題 は 平 泉 博士が 「中世に 於け る 精神 生活」 の 中で 觸れて をら れる 

所で それによ つて 得る 所の 大き かつ た 事 を 先 づ 謝して おきたい。 

さて 狂言 綺 語と いふ 考が、 漸く 擡頭して 來 たの は 平安朝 中期に 於て 旣に 認める ことが 出來 る。 本^ 

文粹を 見る と、 

( 一 ) 少肚之 年、 愁 詠，， 一事 一 物 I、 强 求，， 名聞，、 衰暮之 日、 或 記-, 蕪詞 狂句， 將 攝，， 菩提，。 (十 卷、 鹿 保^ 1 

—六 波 羅密寺 供 花會) 

(二) 先 P 經 而後 言， 詩、 內 ，信 心 I 外，， 綺 語，、 (中略) 課， i 宿 習 之 文章,、 將， <來 世 之 張 本 一 云爾 (十 卷、 EI ！ 勸 

學會) 


sis. 以， 花稱 JT 秋 籠 染肇、 假， 菊 號莶、 妄語 之咎難 "逃、 綺語之 過 何 避、 誠雖 k 樂-遊 宴 於 

下 セ之キ 7 尙恐， 遺， 罪累於 上天 之眸- (十三 卷、 问 11 勸學 院佛名 文) 

(r4 ぶ き； か 之 遊、 何 P 於 神道-、 希有 難解 之 法、 可. 期. 其^ 身-、 當：， 此 時-也。 OHli 、同 —— 審菅丞 

相廟 願文) 

以て 狂言 綺語が 菩提の 妨 になる 第二義 的な 生活で あると いふ 懺悔と、 これ を 以て 菩提の 誘因と しょ 

うとす る 思想 この 二つの 存在 を 認める ことが 出来る。 而 して、 菩提の 誘因と なるとい ふ考 は、 保 胤の 

場合に あって は、 法花經 の所說 によって 「兒董 が 戯れに 沙を聚 めて 佛塔を 造っても 救 はれる ので ある 

から、 況んゃ 自分 達の 文章の 功德 で、 佛道を 成 じない とい ふ 事が あらう か」 (採 意 I 暮秋 E 學 會於禪 

林 寺、 聽法 華經、 同賦聚 沙爲佛 塔) とい ふ考 なので ある。 

次に 榮華 物語 をみ ると、 

「月の 花の 朝に は、 物の ね を ふき 合せ 調べ、 この 殿原の 傦達、 經 のうちの 心 を 歌に よみ、 文に 

作らせ 給 ふ。 ある は 百 千 萬 劫の 菩提の たね、 八十 三年 功徳の 林、 叉 願く ば 今生 世俗の 文字の 業、 狂 

言綺 語の 誤 を もて、 還して 當來 世々 の 讃佛乘 の 因、 轉法 輪の 緣と せんな ど- M し、 尊く 面白し」 

と ある。 これよ 明かに 白 居 易の 句から 來た考 へ 方で ある。 或は 選子內 親王の 發心 和歌 集の 序文に もさ 
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うした 意昧を 汲みと る ことが 出來 るし、 公任の 和歌 九 品な ども、 九 品 往生に 準ら へた 命題であって み ぺ" 

れば、 少く とも 村 上、 花 山、 一條 帝の 頃から、 佛敎 信仰の 深ま b に 伴って、 人間 生活の 第一義 は何ぞ 

やとい ふ 疑問に 觸れ ざる を 得なかった 事 を 認めなければ ならぬ。 これ 釋敎 歌の 勃與 時代と その 時期 を 

一 にして ゐ るので ある。 

下って、 永久 二 年 (一 七 七 四 3 の奧書 ある 順次 往生 講 式に は、 禮讃稱 念 のみでな く、 兼ねて 妓樂歌 

詠 を 以てする 所以 は、 律呂 を 調べて 散亂の 心を靜 め、 管紘を 以て 淨土を 憶 ひ、 来 來成佛 の 記と する 事 

を 述べ、 終. 0 の 方に、 

「麁 語軟 語、 皆 歸，， 第一義，。 散 a# 詠、 去」 解脫門 I 哉」 とい ひ、 「簫、 笛、 琴、 ST  (中略) 如 ，是 

衆 妙 昔、 盡持以 供養、 以， 歡喜心 一、 歌 哏頌， 佛德 一、 乃至 ー少 昔、 iww 成佛 道。」 とめる。 

更に、 平安 末期から 鎌倉時代 を 通じて は、 愈々 この 考が 多くな b -、 寂然の 法 門 百 首の 最後に は、 

r 麁語軟 語、 みな 第一 f§ に歸し て、 一法と しても 實 相の 理にそ むくべ からす。 况んゃ この^ 一字の 

ふでの あと、 ひとへ に 世俗 文字の たは ぶれに あらす。 ことん \ く 權實の 敎文を もて あそぶな.. y。 な 

がれ を 汲みて、 みなもと を たづぬ るに、 法 性の 海 を いづる ことなければ、 をの づ から 妄想の 波 をし 

づ めて、 涅蔡 のきし にいた る 方便と な b ぬべ し」 


と ある。 これ は 後に 述べる 如く、 狂言 綺語を 積極的に 觀て、 第一義に 歸 するとい ふので ある。 

平家物語に、 

「願く は 今生 世俗 文字の 業、 狂言 綺語 の認を 以てと いふ 朗詠 をして、 秘^ を 彈き給 ひし かば、 神明 

感 應に堪 へす して、 寳殿 大きに 震動す。 (卷 三、 大臣 流罪の 事) 

「件の 笛 は (中略 3 名 をば 小枝と ぞ 申しけ る。 狂言 綺 語の^と いひながら、 遂に 讃佛乘 の 因と なるこ 

そ 哀れ 也 (卷 九、 敦 盛)  . 

梁 麋秘抄 の雜、 法文 歌の 中には、 

「狂言 綺語の あやまち (ィ たは ふれ) は 佛を讃 むる 種 (ィ綠 ) として、 魚き 言葉 も 如何なる も 第一 

義 とかに ぞ歸 るなる (大智 義の充 字 は 誤な b ) . 

天福 年間に 出来た 音樂 書の 敎訓抄 に は、 

「狂言 綺語 ノクヮ ムレ ナリ トイへ トモ、 如 此佛神 三寳ヲ モ 納受， セ シ メ、 鬼神 ヲ モク ヒ- フムル コト、 

餘道 二 スクレ タリ。 狂言 ノ ァ ソヒ、 發心 求道 ノタ ヨリ ト ナ〃」 

これ は、 神佛も+:5|:1んで納受する程の立派なものでぁるから、發心求道の便..^となるのだと說くので， 

その 第一義に 歸 すと いひ、 求道の 緣 となると いふ 考が、 夫れ く 幾分の 相違 ある、 极雜な 内容 を もつ "一 
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てゐる こと を 知らねば ならぬ。 

それと： 1； 時に、 狂言 綺 語と いふ 反省と、 第一義に 歸す、 乃至 は佛緣 となると いふ 考が、 文筆 方面の 

みで なく、 他の 昔樂藝 能の 方面へ も 普及し、 單に佛 德讃嘆 以外の あらゆる 場合の 行爲 にまで 擴げ川 ひ 

られ たこと が 知れる ので ある。 ュ、 して 教訓 書の 方面で は、 十 訓抄、 五常 內 義抄、 金言 類聚 抄 などに も 

この 思想が 見られる し、 其 他、 奥州 後三年 記の 序に も、 

「狂言 戯 論の 端と いふ こと 勿れ、 兒萱幼 學の心 をす、 めて、 讃 仰の 窓 中、 時々 是を披 いて 永 tHil 夜 

の 寂寞 を なぐさめ」 

とい ふ 風に 用 ひて ある。 

南北朝から 室町 時に 代 百 一って は、 親 房 卿 古今 集註 序に、 . 

「能 悟て よめらん 歌 は聖言 也。 離 生地 因緣 となるべし。 妄念の 上に ていろ 鉢 愛に 伴て よめる 歌 は 狂 

言綺 語の 誤 ある ベ し。 此 故に 不可 聊爾」  - 

これ は 狂言 綺語を 單に惡 い 意眛に 用 ひて、 聖 言と 對立 せしめて ゐる。 曾 我物 語卷 十二、 虎 出逢 ひ 呼 

び 入れし 事の 條に は、 

「淨 土の 三部 經、 往生 耍 集の 八 軸の 一 乘妙典 も 机の 上に 置かれたり。 叉 傍に、 古今， 一 3- 葉、 伊勢 物語、 
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狂言綺語の草子どももらされた..^」 

同じく 卷 十一 一の 最後に 

「かやう の 物語、 見聞かん 人々 は 狂言 綺 語の 綠 によ， 9、 あしき 心を飜 へし、 誠の 道に 赴き、 菩提 を 

求む る 便と なるべし」  - 

永 正 一 一年 1 一月 粟田口の 勸 進猿樂 記に 

「抑々 猿 樂と申 事、 皆 人、 狂言 綺 語の 戯 とのみ おもへ， o、 それすら 猶讃 佛乘の 因なる べし」 

なほ 其 他、 宴 曲 集、 お伽草子、 淨瑶璃 十二 段 草子、 謠=# など を 一 一列 擧 すれば 涯 がない といって よ 

からう。 

二 

さて、 上 平安朝 中期から 室町 時代 迄、 如何に 廣く 狂言 綺 語と いふ 語が、 文學藝 能の 世界に 用 ひら 

れ たかを 一瞥した ので あるが、 然 らば、 何が 故に 文 學藝能 を 狂言 綺語 とみる か、 何が 故に 狂言で も讃 

佛 乘の緣 とな b、 第一義に 歸 するとみ るか。 

I 

第 一 の 答 はいふ 迄 もな く、 宗教 生活と 世俗 生活 卽ち 眞諦 門と 俗諦 門との 矛盾に 反省の 眼 を 向け はじ 习 

中世の 文 舉 論 
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める 時に 起る もので、 永遠の 生命 を 求めよう とする 熾烈な 念願の 前に は、 一切の 行爲が 虚妄の ものと 

して 否定され るが 爲で. ある。 

二重人格 乃至 三重 人格の 生活 相 を 否定して、 唯一 元 的に 生活 を 規定し なければ ならない とすれば、 

修道院 以外の 生活 は 全て 狂言 綺語 となる であらう。 

法 華經の 安樂 行 品に は 「諸の 外道、 梵志、 尼捷 子等 及び 世俗の 文筆、 讃 詠の 外 書 を 作.^ 及び 路伽耶 

陀、 逆路倣 耶陀の 者に 親近せ ざれ、 亦 諸の 有 ゆる 凶戯、 相扠、 相撲 及び 那羅 等の 種々 の變 現の 戯に親 

近せ ざれ」 とい ひ、 淨土敎 が 一 心專念 彌陀名 號と稱 へて、 詣 他の 行 爲を雜 行と 看做す。 

こ、 に 於て か 紫 式部で はない が、 世俗の 文筆に たづ さは， る 者 は、 煉獄の 苦 を 受けねば ならぬ と考 へ. 

られ るので ある。 

俊 成ゃ定 家が 「さて 明 くれ 歌 をのみ よみ ゐて、 さらに 當來の 勤 もな し。 かくて 後生い かならん」 と 

述懷を もらした とい ふ徹 書記の 說も、 强ち 虚言 では あるまい。 

「祌 事佛事 ゆめ，/^ 行 はるべ からす。 修法、 祭な ども ある まじ。 まして わが 菩提 を 一向にと ぶら は 

れん ぞ、 何事に も 過ぎた る 御 祈に て あるべき。 此の 檨は、 後白河 法 草-われに 仰せられし 事な り。 そ 

れを 不覺の 至、 深く も 用 ひす、 そのこと、 なき 祈、 物詣 にて、 か ヽる世 (承 久の亂 を さす) にな b 
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にき」 

と 後鳥羽院の 仰せの 如く、 現世 利 〈優の 祈禱さ へ も惯储 なき 妄念の 行爲 となる であらう。 

されば とて、 普通の 人間で ある 以上、 娛樂も 欲しければ 俗界の 名聞 も ほしい C 加 之 古典 崇拜、 文學 

和歌 尊重の 精神が、 この 求道 觀と 併行して 勃然と； きお こり、 勅選集への 入選に 浮き身 を やつし、 死 

を さ へ辭 しない 時勢と なって 来たので あるから、 勢 ひこの 求道と 文學 とが 何等かの 理由で 結びつかな 

ければ ならなくなる ので ある。 この 調和 を齋 した 理由 事情に 就て、 私 は 次の 四ケ條 を擧げ 得る と 思 ふ。 

第一 法樂の 方面から、 第二 救 濟說、 第三 修養 說、 第四哲 學說、 用語 は穩 當を缺 くと 思 ふが、 以下 こ 

れを 略述して みたい C 

第一 の 法樂の 方面から 考 へられる 點は、 神 佛習合 思想の 發展 によっての 安協觀 である。 

冲 1^ を：：：： して、 人間と 问じ 様な 感情 を もって ゐる ものと 考 へる 時 は、 人間の 喜ぶ 樣な 和歌 一一 „i "樂 など 

を献げ て祌を 慰めよう とする の は 當然な ことで ある。 又、 神祗も 人間と 同じ様に、 迷へ る もの、 部に 

屬 すると 考 へる 時 は、 神 をして 佛界に 至らし める 爲 めに 佛塔を 建て、 寫經 をし、 讚嘆の 佛敎 和歌 を捧 

げ てこれ を 祝福し ようとし。 神が 佛の 垂迹 だと 考へ、 或は 和 光 同 塵の 姿と 見る 時には、 社 前の 法樂に 

佛 說を讃 嘆して 何 S 不思議 を も 感じなくなる 0 

中世の 文學！ » 
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かくて、 神前 影 供が、 必 すし も祌祗 歌に 限られ やして、 釋敎歌 さ へ 混 人し 来った こと は、 俊 成定家 ^ 

の 頃の 歌合 を みても よく 窺 ひ 知る ことが 出来る。 かうな つて 來 ると、 和歌 は必 すし も 詞花言 葉の 界で 

もなければ、 男女 怨戀の 情 をのみ 讃す べきで もな く、 和歌 だとて や は.^、 和讃、 敎化、 訓伽陀 などの 

{ー ポ敎 讃歌と 同じく、 佛德讃 嘆 乃至 は祌祗 祝福、 引いて は 自分の 後世 得 脫の緣 とさへ な b 得る の だと 考 

へ られ るで あらう。 

古い 昔 を 尋ねても、 法華讃 嘆、 百尺讃 嘆、 佛足 石の 歌な どが あるし、 萬 葉 集に だって、 維摩 講に大 

唐 高麗 等の 音樂を 供養して、 沸 前に 和歌 を唱 へて ゐる。 殊に 祌佛習 合 思想が 一般に 廣 がった 平安 末期 

以後に は、 この 兩部 思想 を 更に 推し ひろめて、 人 九の 如き 歌 神 や 勅撰 翁まで を もこの 中へ 八- ：! めようと 

して ゐ るので ある。 

称 本 fl 式 をみ ると、 「敬白 法 報 應化三 身 如來、 古今 後 撰 二 代 撰禁」 とい ひ、 「南 元去來 現世、 一 切 三 

寳、 和歌 先靈、 往生 佛國」 とい ひ、 r 大權の 薩睡、 敎 主の 勅命 を 愛け て、 來 b て 人 九と 稱 して 和 國の風 

を廣め 給へ， cj などい ふて ゐる。 この 垂迹 思想 は、 やがて 和歌 を 陀羅尼と 考 へる：： 母 礎 をな す もので、 

文明 八 年 (二 一  三 九) の 柿 本 像綵色 勸進帖 では 「やまと 歌 は B 本の 陀羅尼な わと 古よ， 0 是 をい ひ傳へ 

た， o。 これによ b て、 和 光 同座の 祌明 も、 此道を 捨て 給 はす」 と l:b 述べる 様になって 來た。 


この 樣に、 本 地 垂迹 說が 推し 擴め られ て、 和歌 藝 能の 神の 本 地が 佛 であ. o、 その 權化 たる 和歌 藝能 

の 神が 好んで 弄んだ もの だから、 和歌 藝能は 結局 佛の 喜ぶ ものであると 考 へる 以外に、 上述の 敎訓抄 

の 如き、 佛神 三寳も 納受し、 鬼 祌の心 を も 平げ 和げ る效 能が あるから、 和歌 藝能も 満更. 見棄 てた もの 

でな くして、 却って 成佛の 緣と なると 兄る 觀方も ある 譯 である。 

第二に は 救 濟說。 これ 亦 三つに 分けて 考へら れる。 一つ は 上述の 慶滋保 胤の いへ る 如く、 兒戯の 造 

佛塔さ へ 救 はれる ので あるから、 自分 達の 文章 (こ 、では 佛德讃 嘆の 文章で ある。 後に は それ 以外の 

仳 俗の 文章にまで 範？ E は ひろげられる) の 功徳で、 佛道を 成 じ 得る とい ふ考 方と、 第二に は、 順次 往 

生講 式に 引いた 様に、 音樂 和歌 を 供養しても 皆 佛道を 成 するとい ふ。 或は 

「玆 にい ま 聊か 滅罪生 善の はか b ごと を めぐらさ むが 爲 めに、 愚 詠の 中よ り四 十八 首の 歌 をぬ き 出 

でて、 ー卷の 歌合と す (中略) 道俗 ことな ，0 といへ ども、 愚 身 これひとつな， 00 うたの 數四 十八に さ 

だむ る こと は、 かの 彌陀の 本願に なすら へて、 攝 取不捨 のち かひな どた のむ 故な り」 (定 家卿自 歌合) 

とい ふ 具合に、 自已の 後世 を 救 はれよう 爲 めに 和歌に 託する とい ふ考。 第三に は 「法文 歌雖 ，無ー, 指 事,。 

若 得， 一 其 意-候 者 C 爲 „ 出 離 一至 要 也」 (後鳥羽院 御 肖 歌合の 最後の 判詞〕 とか、 「思 を 六 儀の 虱 情に かけむ 輩、 ：！： 

じく 三界の 喑を 出で 、、 共々 三 明の 月 を もて あそばしめ」 (柿 本講式 一る とい ふ 風に、 他人 をして 出 離の 

中世 の 文 a- 


235 


中世^ 文 »i の w 究 

綠と なさし める 効能が あるか、 又は、 和歌は聖德太子以來の權者の好み給ふ所で、「これル^:末代の機根 ？ゥ 

2 

を 顧て、 本 立の 肝 耍を傳 ふる」 ものであると 同時に、 「先師 を ふて 沸 道 を 成せし め」 る緣 となるとい 

ふ 柿 本 fi 式の 考へ 方で ある。 つま.^ 第二の 場合 を 要約す ると、 法 華 經には 世俗の 文筆 を 否定して ゐる 

けれど、 佛の 慈悲 は 結局、 如何なる 戯を さへ 緣 として 救 はすん ば 生まない ので ある。 從 つて 白樂 天の 

洛中 集 記の 「願 以， 今生 世俗 文字 之 業、 狂言 綺語之 誤 一。 飜爲， ， 當來 世々 讃佛乘 之 ral、 轉法 輪之緣 _。」 とい 

ふ 句が お 跳 向の 證句 として、 盛に 用 ひられた 所以で ある。 かくして、 自他と もに 救 濟の緣 となると 見 

るので ある。 

第三に は 修養 說。 これ は 詠 者の 心の 持ち 様 1 つで、 和歌 や 連歌 も、 纏て 佛 道に 入る せ」 とな b 得と す 

る觀 方で ある。 無住 法師の 砂 石 無 (弘 安二 年 成る) の卷 五に 「一代/聖教 ハ佛 意。 ミナ 生死 ヲ解 脫セ 

ン タメ ナリ。 道人ノ ミル 二 ハ 出 離ノ門 也。 說 II 師， 力 ミル 二 ハ皆 說經書 ナリ」 と あるの は、 狂言 綺語 

も惡 とみれば 罪惡、 佛緣 とみれば 佛綠 ともみら れ得 ると いふ 立場 を 看破して ゐ るので あらう。 で、 そ 

の 次に、 惠心 僧都が、 歌す きの 弟子 を 破門しょう とした 時、 

手に むすぶ 水に 宿れる 月影の 

あるかな きかの 世に も 住む かな 


と 弟子の 口す さむの を 聞いて 「ウタ ハ 道心 ノシル ベ 一一 モ 成べ キ モノ 也 ケリ」 とて、 その 弟子 を 許した 

とい ふ 面白い 話 を 載せて ゐる。 更に 無住 は、 歌 をよ む 心得に 就て、 

「凡 狂言 綺語ト 云テ、 口 業 ノ過ー 一 和歌 ヲ入 ル事乂 染歌ト 云テ、 愛情 二 ヒ カレ テ、 由 ナキ色 二 ソミ、 

ムナシ キ詞ヲ カザル 故 ナリ。 聖敎 ノ理ヲ モノ ベ 、 無常 ノ 心 ヲモッ ラ ネテ 、 世綠 俗念 ヲ ウス クシ、 名 

利 情 執ヲモ 忘レ、 風 花 ヲ見テ 世上 ノア ダナ ル事ヲ 知リ、 雪月ヲ ユイ ジテ、 心中 ノ潔 キ理 ヲモサ トラ 

、パ、 佛道 二人 ル媒、 法 門ヲ悟 V 使 リナ ル ベ シ」 とい ひ、 

「和歌 ヲ綺 語ト云 ル事ハ 由ナ キコト マイへ ルナ ルヲ、 或 ハ染汙 心 二 ヨリ テ、 思 ハ ヌ事ヲ モイへ ルハ、 

實 一一 咎ナ ル ベ シ、 離別 哀傷 ノ思 ナ \ 一  一 付テ、 心 ノ中ノ 思ヲァ リノ マ マ 一一 云ヒノ ベ テ、 萬緣ヲ ソ ス 

レ、 此ノ 1 事 一 一 心ス ミ、 思 靜ナレ 、パ、 道 ニ入ル 方便 ナルべ シ」 

といって ゐる。 敎訓抄 に は 「信心 ヲ イタ シテ ミチ ヲ イト ナムべ キ」 こと を說 いて あるが、 それらより 

一 層 廣く行 はれたら しいの は 無 常觀的 な 物の 觀方 を勸 める ことで ある。 

「飛 花 落葉 を 見ても 草本の 草 を 眺めても、 此 世の 夢幻の 心 を 思 ひと. o」 (都 庭訓〕 とか r 此道 はいかば 

か， 9 も 無常 述懷 を、 心 こと 葉の もと ゝ して、 あはれ ふかく、 はかなき こと を 云 ひか はし (中略) されば 

いにしへ の 歌人 は 無常 述懷 をのみ 宗 とし 侍 りき」 (さ- -め こと) とか、 「朝夕の ながめに も、 さよの ねざめ 
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にも、 世の常な きこと を 思 ひ、 心に 怒悲を さきと して、 こと 葉に やさしき こと をい ひ、 か. 0 にも あら 8 

くしき 振舞な く、 虱 雪 草木 花鳥の なさけ を わき まふべ しとな， o」 (若草 山)  - 

とい ふ 具合で ある。 若し 幽. H 論に は、 一種の さびしい 情緒 を 一 の 要件と す. と考 へられるならば、 かう 

した 精神が や は， 0 流れて ゐた とみる こと も出來 はしない だら うか。 

それ は 鬼 も 角と して、 かう した 心の 持ち 樣が、 信心 を 先と せよ とか、 慈悲心 を 持てと か、 無常 觀を . 

懷け などい ふ 所に おちつく 樣 であるが、 筑波 問答へ くると、 更に 轉 じて、 無 執著の 境地に な b 得る こ 

とを說 いて ゐる。 

「連歌 は 前 念 後 念 をつ がす。 叉 盛衰 憂苦の さか ひ をなら ベて、 移， 0 もて 行 さま、 浮世の あ. 0 さまに 

異ならす (中略) 飛 花 落葉の 觀念 もなからん や。 歌の道 はむかし の 人の あま. C. に 執心し 侍. e し 程に、 

或は 1 首に 命 を か へ、 難 をお も ひて は、 思 ひ 死にした るた めし も 侍， 0 き。 連^ はさ やうの 事 は 侍ら 

ぬな b 。た、 ゾ當 座の 逸 興 を 催す まで なれば、 さの み 執著 心なき ことなる うへ、 一座 も 更に 餘念 なけ 

れば、 惡念 もお のづ から 盛に 侍る 事 もな し」 

以上の 檨な心 持 を 求め、 若く は 認めて、 和歌 乃至 は 連歌 を 狂言 綺語の 戯れと は觀 じたくな いとい ふ 

のが 中世の 連歌師の 心であった。 


慈 鎮和尙 が 若い 頃、 丙 行 法師に、 眞言の 奥旨に 達すべき 方法 を 尋ねた 所が、 西 行 は 密教 を學ば むに 

は須 らく 和歌 を學 ばざる ベ からす、 和歌 を學ば ざれば 佛敎の 奥旨に 得難し と 答 へ たとい ふし、 元 政 上 

人の 两行傳 とい ふ ものに は、 

「西 行嘗 曰、 和歌 者 禪定之 修業 也。 叉 曰、 「我 由 和歌 得 _ ー佛法 一也」 と ある さう だが、 西 行の いふ 意味 

は 巣して 奈邊 にある の だら う。 詩人で ある 程に 清新な 心 を 持 +-、 成 心 を 1? 去し なければ いけない とい 

ふの か。 枯木 宗 岩であって はいけ ない とい ふの か、 それとも 自然の 妙 用 を 感得す る 心あって こそ、 佛 

敎 の妙諦 に觸れ 得る とい ふの だら うか。 或は 叉、 飛 花 落葉 を觀 じて 無常 觀に 徹しろ とい ふの か、 又は 

砂 石 集に い へる 如く、 「和歌 ノ 一道 ヲ思 トク 一 1 、 散 亂麁動 ノ心ヲ ヤメ、 寂然 閑靜ノ 心」 が あるから とで 

もい ふの か。 何れにしても 和歌と 佛 道と を 結び つけて ゐるこ と は 確か で あ る C 

第 四 に は 哲學說 C これ は 佛敎學 に 於け る 詣法實 相の 立場に たって、 佛凡 ー體、 善惡 無差別、 眞俗 I 

諦の 世界観に 根據を 置く ものである。 

卽ち、 涅^ 經の麁 語軟語 皆歸， 第一義 一 を 所 依と した もので、 彼の 白 居 易の 狂言 綺語 論の 如く、 ー應第 

一 義 第一 一義 を 立て 、おいて、 然る 後に 兩 者の 調和 を はかった ものと は、 表面上 立場 を 別にして ゐ るの 

である。 この 歸第 一 義說 はやが て 陀羅尼 觀 へと 展開して ゆく ものである。 

中世の 文 ffi-  m 


239 


a- 世 国文 a- の 研究 

「法 性の 空、 念 來淸淨 なれ ども 妄想の 雲お ほひ ぬれば、 正 因 佛性ぁ b ともしら や。 この ことわ. 0 を 

知らで、 佛 になる ことかた し。 一 卽 一 微塵の 中に、 法界 悉く を さまる。 况卅 一 字の あ ひだに、 赏相 

のこと わ， e きわまれ b」 とか 

「一 ^ 諸 法 悉是佛 性と いひ、 或 一色 一香 無 非 中道と 釋 すれば、 霜 露の あだなる 思 ひも、 色に めで、 

香に ふける も、 皆是佛 法。 しかしながら 中道の 理 なり。 しかれば 袖の 上の 露 を みても、 此の 思 ひ を 

なさば、 衣の 裹の珠 たちまち にあら はるべき 因緣 也」 (後鳥羽院 御自 歌合 判詞) 

これな ど は、 明かに 大乘佛 敎の赏 相 論に 根據 をお いての 論談 である。 併し、 その 當時 にあって、 果 

して、 和歌に 對し てこれ 丈け の 自信 を もって 作，.^ 且つ 評して ゐ たかは 疑問で、 その 點へ くると、 柿 本 

講 式が 「地に よってつ まづ くもの は、 か へて 地に よってた つ。 道 を ゆいて 迷へ る もの は、 か へ て路 を 

ゆいて さとる。 此 道の 先 亡 (ィ士 ) をと ぶら はむ 事、 しか じ 此の 風 を もてせ むに はとな.^」 と 言った 

方が 本當 らしい 心の 聲と 聞え るので は あるまい か。 卽ち 和歌なら ば 和歌の 道に、 傍 H も ふらす 精進 三 

昧 すれば、 や は-.^、 ぁる心境に至-^^得るとぃ ふのでぁらぅ。 

以上の 所 說は畢 一 K、  S 文藝の 林に 遊んで 罪 を 得た もの は、 文藝の 林に 於て 光明に 洛 する ことが 出来 

る。 ゆ 文 藝に携 はると も、 常に 道心 を 持って 居れば 遂に は 悟れる。 g 麁語軟 語皆歸 第一義と いふ 平 泉 
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博士の 三 通， o の 解釋を 布衍した に過ぎないので あるが、 更に 進んで 陀羅尼 觀 へ の展 を考 へ る 必要が 

あらう。 そ は 前に 引いた 後鳥羽院 御自 歌合の 判詞 にも 旣 にあら はれて ゐる 所で ある。 

抑々、 陀羅尼と いふ！ ^5 は、 飜譯 <s 我 集に は 友の 如く 註して ある。 

「陀羅尼、 大論秦 言、 言，， 能 持，。 集，， 々善 法-、 能 持。 令-, 不， 散不 あ，。 惡不 善根 心 生" 能 遮 令， 不， 生 u」 . 

大 施餓鬼 集 類 分解に は 「能 持 4a、 能 遮， 惡」 と釋 して ある。 かう した 意味 を もつ 陀羅尼 を、 和歌 乃至 

は 連歌へ 結びつけた について、 砂 石维の 所論 を 洗って みる ことにしよう。 大體 次の 二と なるやう だ。 

(一) 言 スクナ クシ テ心ヲ 小： メリ、 持 惣ノ義 アルべ シ。 持惣 トイ フ ハ卽ち 陀羅尼 也。 我朝ノ 神明 ハ、 多 

ハ佛 菩薩 ノ垂 跡、 應身 ノ隨ー ナリ。 素義鳴 命スデ 二 出 雲 八重 坦ノ 三十 一字 ノ詠 ヲ始 メタ マ ヘリ、 沸 

ノ； お 一一 コ トナル ベ カラ ズ。 天竺 ノ 陀羅尼 モ、 タ 、>  其 國 ノ人ノ コト、 パナ リ。 コノ故 二 一  行 扉 師ノ大 

經ノ疏 二 モ、 隨方 ノ詞ハ ミナ 陀羅尼 トイ へ リ C 佛若シ 我ガ國 一一 出 テ給ハ *、、 タ、 >  和 11 ノ コ トパヲ 乇 

テ 陀羅尼 トシ タ マフべ シ。 

(二) 高 野 大師 モ、 五大 ゆ ：！ 饗 ァリ、 六 塵 コトゴ トク 文字 也ト宣 ベリ-。 五 音 ヲィ. デ タルせ：： ナシ、 阿字 ヲ ハ 

ナレ タル 詞ナシ C 阿字 卽チ密 敎ノ根 木 也。 サレ パ經ニ モ舌相 言語 ミナ 眞言 トイ ヘリ C 大 n 經ノ 三十 

一品 モ、 ヲノヅ カラ 三十 一字 ニアク レリ、 世間 出世 之 道理 ヲ、 三十 一字 ノ 中二 ッ、 ミテ、 佛 菩薩 ノ  M 
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應 モア リ。 祌明 人類 ノ感 モア リ。 (中略) B 本ノ 和歌 モ ョノ ツネ ノコ トパ ナレ ドモ、 和歌 二 用 テ思ヲ け 一. 

2 

ノブ レ、 パ 必ズ感 ァリ。 マ シテ 佛法 ノ心ヲ フク メラ ン 二 ハ疑 モナ ク 陀羅尼 ナル ベ シ (和歌 深秘 抄モ大 

同 少異) 

( 一 ) は 短い 言葉の 中に も 無上 甚 深の 妙義を 含む を 以て 惣 持の 義卽ち 陀羅尼と し、 (一 一) は 一 切の 舌 相 

言語 皆 陀羅尼な， 9 とい ふ。 この 二つの 立場から、 和歌 を 陀羅尼と 見なし、 和歌の 本来 は 

「諸 法實相 也、 色香 中道 也。 麁言軟 語 皆歸第 一 義。 和歌 何 ゾ必シ モ簡ミ ス テ ン C 治 生産 業 悉ク赏 相 -ー 

背 力」 ざる ものである。 この 陀羅尼 をして、 綺 語の 失に 墮 せしめる 所以 は 「人ノ 染汙ノ 心-一有」 ると 

見る のが 無住の 立場で ある。 

以上 を 要するに、 狂言 綺 語の 考へ 方に はの 文字通りに 罪惡 とみる 說、 E 法樂に 供し 神明 も 喜ぶ とみ 

る說、 g 心さへ 道心 を！ >5 れ すば 成 佛の緣 となる、 とい ふ 色々 の 要素が 含まれて 居り、 陀羅尼 も 亦、 S 

木地 垂迹 說 による もの、 g 教化になる 故に、 g 惣 持の 義 あるが 故に、 S 詣法實 相、 などの 色々 な耍素 

を 含んで、 これら 兩 者が 相雜 つて 室町 時代の 連歌 論へ 来て、 一層 陀羅尼 觀が强 調され、 時として は 和 

歌 以上に 尊い ものと する 傾 さへ 生じて 來た。 これ は、 和歌に 對抗 する 爲 めの 新興 連歌の 一 運動で も あ 

るが、 同時に、 この 思想の 齊及を 卜する こと も出來 やうと 思 ふ。 


かう した 陀羅： ^觀の 勃與に は、 文學 道の 尊重、 禪宗的 思想の 影響な ども 考 へられないでも ない が * 

同時に 鎌 倉 初頭から 盛に なった 國家 的自覺 の澎湃 たる 精神に よっても 育く ミれ、 それと 附隨 して、 祌 

佛習合 思想が、 佛 元神從 から 祌元 佛從 へと 轉 向して いった 時代思潮との 上に、 大 なな 蘭 係が あるので 

はない かと 考 へられる ので ある。  • 

それらの 諸事 情の ために、 三十 一文字 は 如来の 三十 二相に かたどる と考 へる よ，^ も、 逆に 大日 經の 

三十 一 品も自 から 三十 一字に かたどった もの だと 考へ、 或は、 少く とも r 大 唐に おきて は 經 陀羅尼、 

吾 朝に て は 和歌」 S 上 8 「天竺 二 ハ 陀羅尼、 大唐ニ ハ詩、 日本 二 ハ歌」 (世 鏡抄) と 云 ふ 風な 對立 をと 

つて 來 たこと は、 注意すべき であると 思 ふ。 若し、 これ を 一層 發展 せし むれば、 佛 敎に隸 屈した 文學 

觀を脫 して、 tH 本 固有の ものと しての 和歌 乃至 物語が、 文藝 本来の E 的、 使命に 還. o、 もっとも つと 

活氣 ある 活動 を 遂げ 得た ので はない かと 思 ふ。 卽ち 天竺 震 日 一の 陀羅尼、 詩と 相對 せしめて、 n 本の 歌 

を考 へるならば、 更に 一歩 をす、 めて、 和歌の 獨特な 世界，^. 開拓すべき 點に眼 を 向けて ほしかった と 

思 ふ。 そこに 至り 得なかった の は、 經典 はいふ 迄 もな く、 漢詩に した 所で、 念 ひ 邪 無しと いふ 風な 考 

へ 古 をして ゐ たの だから、 或は 中世 人に これ を 求める の は 無理 かもしれ ない。 

中世の 文學論 
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三 

で、 徒らに 佛敎觀 の奴隸 となった 狂言 綺語ゃ 陀羅尼に 憤慨す るよ b は、 幾分で も そこに 意 装 を 認め 

て、 此の 稿 を 終 b たいと 思 ふ。 それ は 一 つに は 作家に 與 へた 影響で あり、 二つに は 文藝觀 そのものに 

與 へた 一 つの 試みと して、.、 ある C 

「それ 秋 月 を 暮嶺に まつ、 いまだ 無明の 喑を 照らさす、 春の 花 を 遠山に 尊ぬ、 爭 でか 覺樹 のた よ. 0 と 

ならむ、」 しかの みならす、 月 を あざけ， o、 雪 を 厭 ふお も ひ、 妄念 を曉の 空に 殘し、 花 を 借み、 風 を 

そね む、 心、 邪 執 を 春の B に 結ぶ、 まことに 殺 盗の 重罪に あら， ずと いへ ども、 しば C 綺 語の 罪科 

を 招か ざら む や。 夫婦 妖^の 詠、 男女 戀 慕の 詞、 たが ひに 輪廻の 罪 根 をき ざし、 おのく 流 轉の業 

因 を 結ぶ、 末の 露 もとの 举 ながく 消えな む 夜、 忽ちに 暗きょ b くらき 道に 入 b なむと す。 をし むべ 

しく。 かなしむ ベ し， （-」 (柿 本講 式) 

宗祗 もや は h^、 

r 予旣に 老い 波 六十お にか 、りて、 耳した がふ こと はリ もな く、 い たづら に 花の 春、 月の 秋 を をく り、 

朝の 霜、 夕の 風 を まちわびて、 すゑ はに 宿る 露の 限， 0 を をく とも、 いま 幾程 か 侍らん、 空しく 當來 
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のっとめ を 思 はすして、 此 世の 道に 執 をと むる こと、 いか-、、 はせんと、 なげき あま b て は  」 

(老 のす さみ 序〕 

とい ひ、 宗祗を 慕うた 芭蕉 も、 

「生死の 轉變を 前に 置き 乍ら、 發 句すべき わざに も あらね ど • よのつね 此道を 心に 籠て、 年 もや、 牛 

白に 過 たれば、 いねて は 朝 雪 暮烟の 間 を かけり、 さめて は 山水 野鳥の にお どム く。 是を佛 の 妄執 

と め へる。 た/ M り は 今の 身の上に 覺ぇ 侍る 也。 此後は 只 生前の 俳諧 を れ むと 忍 ふ は、 と、 返 

す，/^ 悔み 申されし な， o」 (笈 日記) 

と 云った と傳 へられて ゐる. C 

和歌が 陀羅尼で あるか 否か は 今 問 ふ 所ではない。 綺語が 讃佛乘 の K となる かどう かも 今 は 問題で は 

な？。 その 狂言と 觀じ、 綺語と 思 ひつ、 も、 それ を 捨てさ b 得ない 惱み、 そこに、 この 十字架 を 背負 

ひつ 、文藝 の 一 道に つながって ゆく 謙虚な 姿 をみ る ことが 出来る。 

といって 私 は、 n 的 論 的 文 學觀を 肯定し、 文藝の 至上 主義 を 否定す るので は 勿論ない。 私 は 作者の 

心 に植 ゑつ けられた この 永劫 の 魂に ふれよ う とする 念願と、 自已 の 行 爲に對 する 不斷 の 懺悔 心 と、 こ 

の 二つの 中 を あえぎつ 、、 細い ながらに、 自分の 道 を ふみしめて ゆく 態度 を 尊く 思 ふので ある。 これ 

中世の 文畢論 


245 


中世 Si 文 « の 究 

狂 言 綺語觀 から 受け た 影響 の 最も 大きな ものではなかった か。 

さも あれ、 これが 第一義に 歸す とか、 乃至 は 陀羅尼で あると 論じた 說は、 文藝の 値 を 高めようと 

して、 却って 衰 へさせた ものである。 とい ふの は、 陀羅尼で あると して 自惚れなければ、 陀羅尼たら 

しめよう として、 佛敎道 德の心 持 を 文 藝に强 ひる 結杲 となった からで ある。 これ 恰も 近世 文 藝の勸 善 

懲惡 論が、 儒 敎道德 に隨從 して、 道德の 脚下に 足 をし ばられ たが 如きで ある。 され ど、 かう した 目的 

論 的 文學論 が 先行し て > J そ 、これに 反逆 を 企 て た宣 長の 物の あ は れ說 が 出た とも 考 へられる ので は あ 

るまい か。 

第二に 考 ふべき こと は、 狂言 綺 語の 文 學觀は 来 だ文學 論と して 統一 された 何物 を も 生み出し はしな 

かった にしても、 文學の 本質 は 何かとい ふ 問題に 眼 を 向けた 點 である。 かの 幽玄 有心、 餘情 などの 論 

は 和歌 文 藝の目 ざす 所で あ h^、 作意 姿態の 出来ば えに ついて 幽主の 趣 あ，.^ とか 長 高し とか 判す る 批評 

として 成長した ものであるに 反して、 狂言 綺語 は、 よし その 當否は 別と して 「文學藝能は狂言綺！^ー^な 

.yj と 定めた ので あ.^、 更に 「陀羅尼な，.^」 と斷 じたので ある。 そこに、 幽玄 論と は 違った 立場から 

狂言 綺語論 も 立派 に 成立す る箬 では あるまい か。  • 

或は 又、 今 H、 社 會科學 の ある 思想 赏 現の 方便と して 文藝を H ルょ うとす る 一派、 或は 近 此の 道德敎 
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化 の 方便と し て の 勸懲論 に對 立せ しめれば、 發心 求道 の 便り とし て の 狂 ；： n 觀 は、 これ 亦 中世 思想 に 屐 

も 接近した 一 つの 動きであった と 見る こと も出來 やう。 (昭 六. 五. 國 語と 國文 ffi- に揭 (c> 

以上 は 主として 佛敎 的な 考を 中心として 狂言 綺語 を考 へたので あるが、 叉 一 面に は 儒教の 影饗 から 

出發 して、 狂言 綺語觀 と 同じ 様な 觀方 をと る ものが 早くから 存在して ゐ たこと も 注意すべき である。 

卽ち紀 莨 之の 新撰 和歌の 序に 「雖誠 假名 於 綺靡之 下、 然復取 義於敎 誡之中 者 也」 とあった り (大日 本 

歌學 50 奧儀抄 の 俳諧 歌に 「狂言に して 義妙を あら はす 也」 と あるな どで ある。 

福 井久 藏氏 もい つて 居られる 様に、 古今 集の 眞名 序に 天地 を 動かし 鬼神 を も 泣かしめ る 和歌の 德を 

述べた てた の も 畢竟 詩の 序からの 影饗 であって、 詩 は 志 をい ひ、 志 は 誠で あると するならば、 勢ひ敎 

誡の儒 敎的政 治 倫 理 と 結合す ベ き 結果と なる ので ある。 

茛 之が 和歌 を 以て 敎誡の E 的の ために 作る ものと は考 へなかった であら ラ けれど、 優れた 和歌 は自 

然に 人の 心 を 和げ る 力 を も つて ゐ ると は考 へたら うと 思 はれる。 特 に 新撰 和歌 の 序な ど を 見 ると 、+乂 

那の 模倣と はい ひ 乍ら、 ゃは.^、 さう いふ 事 を も 認め、 假名と いひ 綺靡 として 和歌、 和語 を 眺める 傾 

きが 幾分 か はあった とも 考 へられる。 i 佐 日記が 和文 卽ち 女文字 もてつ、.、 る 文 を 一 寸 後め たく 咸 じた 

らし いのも 額 かれ もす る。 俊 賴の俊 賴ロ傳 (俊 秘抄〕 にも 「大和み ことの 歌 は 我が 螨蛉 島の たはぶ わな ^ 

中 «  «  . 乂 ゆ SS 
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れば」 と ある。 

とも 角、 儒教の 立場から しても、 敎誡の 意 を 含まない 文字 は 結局 閑 文字な ので あるから、 和歌 文 蘇ぶ 

に對 して、 閑 文字なら ぬ 權威を 認めさせよう とすれば、 勢 ひ 倫理的な 方面へ 結びつけなければ ならな 

かった。 これ は 鎌 室町 期に 出た 歌論 書の 中に も 見られる 一 つの 傾向で ある。 佛敎、 儒敎、 何れの 考に 

もとら はれないで、 「歌 は 志 を 述べ、 耳 を 喜ばしめ ん爲 なれば、 時の 人の もて あそび 好まん に 過ぎた 

る 事 や は 侍るべき」 と 述べた 鴨 長 明な どの 考は、 當 時として は 寧. C 珍ら しい 方であった と 思 ふ。 


戰記 物に 見 ゆる 武士 

一、 士道 

士道と いひ、 武士 氣 質と いふ ものが 一 つの 組織 を與 へられ、 倫理的に 最高 善と して その 贲行 を强耍 

され、 且つ 信仰的に 尊崇され たの は德川 期に 入って からと 云へ る。 然 らば 武士道と は何ぞ やといへば 

北條竹 鳳が 士道 心得 書に 「士の 道则武 也。 以， 理導， 之、 是を 文と 云て、 以， 刑罸ー 導， 之、 是を武 と 云 

ふ 11 君と して 德を 不， 條、 民 を不， 敎、 守護と ならざる 時 は 三 民 流亡す。 士 として 武道 を 能せ ざる 時 は 

士も亦 遊民 也」 といって ゐる 様に、 文武 兩 道に 秀で、 世 を 治め 身 を 治す る 道が 武士道で ある。 これ 言 

ふ 迄 もな く 儒教 を 根柢と して、 廣義に 武士道の 木 義を說 明した ものである。 
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中 江 藤 樹も亦 文武 一 致を說 いて、 兩者は 不可分の 關係 にたつ 「人性の 威 通 一 德」 だと 論じ、 「文と 武 

と 世俗 大きなる 心得 そこな ひ 候。 ^俗 は 歌 をよ み 詩 をつ く h^、 文筆に 達し、 氣 だても の や はら かに 花 

車 (華奢) なる を 文と いひ、 「り 馬、 兵法、 軍法 をなら ひ 知， 9 て、 氣 だてた けく、 いかつなる を武 とい ひ 

なら はせ h.。 みな 似ぬ 察に て 候」 (文武 問答〕 と 看破して、 さて 文武に は それく 德と藝 との 本末が ある 

即ち 仁 は 文の 德 であ，^、 義は 武の德 である。 文樂、 禮樂、 書數は 文の 藝 であり、 跟法射 御 兵法 は武の 

藝 である。 この 木末が 兼備して、 文武 合一なる もの を、 眞 寅の 文武 だと 定めて ゐる。 

そして、 この 武士道の 修養 は、 山 鹿 素行に 從 へば、 立 本、 明 心 術、 練德、 全才、 祥威 n 翁な ど 

とい ふ德 ほの もとに 忠孝 仁義 を實踐 する ことで ある。 (士道〕 そして、 これらの 所說は 結局、 何れも 儒 

敎の 「天下 莫大 於 道、 莫重 於義」 (^巢 の 士說) に 落ちつく ので ある。 從 つて、 儒教の 精神 は德川 時代 

に 入って 完全に 目的 を 達し、 殊に 武士階級の 中で 立派に 行 はれた もの だとされ てゐ る。  . 

かう した 士道の 德 目が 列擧 された. o、 文武 一 致の 哲學的 考察が 行 はれた の は德川 期に 於て、 >  は ある 

が、 この 武士 氣 質の 萠芽 は隨分 古くから 存在した 事 は 言 ふ 迄 もない。 否 寧ろ 考へ檨 によって は、 现論 

づけら れ たり、 形式 化した 德 目に 縛られた 德川期 は、 武士道の 眞 骨頂が 亡んだ 時代で あり、 血潮の 流 

動して ゐる 本然の 行爲を 認め難い とさ へ 言 ひ 得る かと 思 ふ。 これと いふの は 世の中が 平和に なった 結 


果 である。 

國亂れ て 忠臣 現 はると いふが、 熱に 動き 虹に もえる 檨な 花々 しさと 强ぃ カレー はや は 世に のみ 見 

得る 火の 花で ある。 爭鬪史 の 花々 しいの は それが 爲め である。 英雄が かぐや かし いのも それが 1^ であ 

る 0 

かく 論じて くると、 武士道 精 祌が發 揮され るの は戰 世に 限 b 受難に のみ 伴ふ樣 であるが、 そして 

それ は 一 面の 事實 では あるが、 問題 は その 現 はれ 方 如何に 存す るで あらう。 蠻勇、 粗暴、 無 秩.； 不 

義、 原人 的 感激、 そんな もの は 武勇と も 忠義と もい ひ 得ない ものである。 以下 古来の 武士 氣質 が文學 

に 如何に あら はれて ゐ るか を 一 瞥 すれば その 間の 消息が 明かに なると 思 ふ。 

一一、 武 士 氣 質 

神代の 昔から 武御 雷、 八十 武、 川上 建、 日 木武 などの 祌名、 人名に 武を 以て^ 稱の 如く E ル 做した 

の は、 鬼武者と か惡源 太な どの 鬼惡、 と 等しく、 その 武威 を稱赞 する 心 持からで あったら しく、 武 s;^ 

とい ふ 車 は 何時の 時代に でも 重ん せられた ものである。 

古事記に よれば 天照大神が 「； 右の 御手に も、 みな 八 尺の 勾玉の 百 津の御 統の珠 を 纏き 持た して、 

R 記 文學 
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背に は 千 入の 靱を負 ひ、 五 百 入の 靭を附 け、 稷 威の 竹粞 をと b 佩して 弓 腹 振. 0 立て、 堅 庭 は 向 股に 踏 

みな づみ沫 雪な す蹶 散して、 稷 威の 男 建蹈み 建び」 給 ふ 御 有様な ど、 女神に も 似 あはぬ 程の S! ましい 

御 様子 振り に 描寫 されて ゐる。 

かう した 勇まし さばか b でな く、 須佐之 男 命に 見られる 姉 神 を 思 ふやさし い 情愛 や、 大國 主命 を 通 

して 窺 はれる 仁慈の 心な ども 亦 武勇と 共に 重ん せらるべき ものであった。 

更に 注意すべき は 大義の 觀念 である。 元來 古事記の 編 暴 は 已に國 家 的 統一 が 出來、 政治の 中心が 皇 

室と いふ 絡對の 意志 命令に よって 統一 されて ゐた 時代な の だから、 その 皇室に 對し 乃至 國 家に 對 して 

少く とも 不純の 氣持を もつ こと は 許されなかった 時代に なって 來てゐ た。 (とはい へ、 なほ その 祌話傳 

說 中には 無 邪氣な 感情の 動く ま、 に 行動して いった 上代 人の 超 倫理的な 姿が 見られる ので は あるが) 

從 つて、 天 若 日子が 還 矢に 當 つて 死んだ 、り、 饒速 H 命が 降服した， o、 草雞 劍に靈 妙な 力 を 認めた 

- する 說 話に は、 何れも 大義の 歸 趣が おの づ から 示されて ゐる。 これ は 萬 葉 時代へ もや はり 續 くので、 

一面に は 個人的に なって 叙情の 全盛時代 を來 した けれど、 や は.^、 天神の 子孫に 在す 皇族 は、 n の 御 

子と して 絕對の 信仰的な 尊 さと 親しみとの 中心で あらせられ たし、 國 土と 皇室と はや は b 離る ベ から 

ざる ものであった。 
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殊 に 大伴氏 など の 武人 は 、 大君 の 御前に 屍 を さらす こと を 以て 最高の 名 * とした の で あ る 0 

然るに、 一朝 藤 原 氏の 勢が 强く なって、 皇 威の 影が 薄くなる と、 經濟 的に 保證 されて ゐる 貴族 達 は 

た、、、 遊 宴と 情事との 風流 三昧な 情趣 生活の みに 沒頭 する 様になった。 そして 武力 はたぐ 僅かに 邊 土の 

防備、 頜 地の 保護、 租税 徴收の 役 をな すに 過ぎ なくなり、 皇室 ゃ國 家に 對 する 忠の觀 念 は 何時しか 不 

明瞭に なって しまった。 

從 つて、 都に ある 武人 はわ づ かに 盗賊の 爲 めに 番犬と なる か、 賤民 を 取締る 巡囘 となる か、 贵 族の 

美的生活 を 萬 足させる 爲 めの 花やかな 行列に 敬：" 固の 名に よって 加 はる 木 偶と なる か、 でなければ、 怪 

物 返 治で もして 嗜の花 を 咲かせる 以上に は 認められ はしなかった ので ある。 

これに 反して、 地方に ある 武人 や 豪族 は、 政治 上に は 地位 を 得られない 代りに、 その 力と 富と を以 

て、 世襲の 郞從を 養 ひ、 譜代の 臣を 育て、 益々 主 從の關 係 を 鞏固に し 乍ら、 時勢の 乘 すべき を 窺って 

ゐ たので ある。 

果然、 時 は 来た。 貴族の 優惰 安逸 はついに 彼等から 富の 力 を 奪った ので ある。 ^勢 平氏が 多年 菩積 

した 富 を 以て、 得 長 壽院の 改築に 當り、 當 帝の 御意に かなった 以上、 もう 京洛の 天地 は 平氏なる 武人 

の 手に 握らるべき 切札が 投げられた 譯 である。 富と 武力と 皇室の 信任と を摑み 得た 彼等 は、 これから 

R 記文舉 
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思 ふ 存分に 腕 を 振 ふ べきで ある。 

然し 悲しい 哉 彼等に とって 只 一 っ缺 けた ものが ある。 それ は 都 なれない 粗野な 無智な 點で、 これが 

爲 めに 高 平 太 や 伊勢 瓶 子と 嘲られた 武將も あれば、 「まれ ばれ わいた に」 といって 瓜 はじき を 受けた 大 

將も ある。 これに 反して 和歌の 一 つ を も 詠 じ 得る 武人 は、 それが 爲 めに 辛き 命 を 助かった.^、 低い 乍 

らも 位 を 一 階 昇され た b した ものである C 

中古 近古 時代に 於け る 武人の 風雅 美談 は、 今日 我々 が 解す る 様な 文武 兩 道と いふ 意昧 でた、 へられ 

たので はなく、 當 時の 貴族 達が、 自分の 趣昧敎 養に 同化した 點を 容ん だもので は あるまい か C  ^ち 東 

人と 輕 蔑し 低級な 武人 だと 蔑んで ゐ たもの が、 案外の 秀句 を 吐く のに 寧ろ 驚いた 爲の 優美で あらう と 

思 ふ。 

そして 又 武人の 方から いへば、 貴族の 趣味に 同化す るの が 得策で あると 考 へた 者 も あらう し、 叉 貴 

族 文化への 憧れから 進んだ もの も あらう。 

三位 中 將重衡 が 千 手 をみ て 「あな 思 はす や、 吾妻に も か 、る 優なる 人の あ b ける よ」 と 言った の は 

明かに 京都 文化 を 中心としての 考へ樣 であるし、 親 能が 敵ながら も 平家 は 代々 歌人 才人 逢に て 渡ら 

せ 給 ひ 候、 先年 あの人々 を 花に 險 へて 候 ひしに は、 この 三位 中將殿 をば 牡丹の 花に 喩 へて 候 ひし か」 


254 


と 讃美し てゐ るの も 同じ 心 持からで ある。 

とも 角 か うした 蔡 貴族 文化 敎養 への 僮れ の 中には、 一面 優に やさしい 氣品を 愛す る 心 が あ る と Si; 時 

に、 「英雄 閑日月 あ ひ」 の 境地 を 床しく 思 ふ 心 持 もあった。 卽ち賴 朝が 「平家の 人々 はこの 二三 箇年は 

軍合戰 のい となみの 外 は 又 他事 ある まじき とこ そ 思 ひしに、 さても 三位 中將の 琵琶の 撥音、 朗詠の 口 

すさみ、 夜もすがら 立ち聞き つるに、 優に やさしき 人に てお はしけ.^」 と 感嘆の 聲を 放って ゐ るので 

も 解る。 

かう した 落ちつ き 11 生死 厳 頭 に 立 も 乍ら 心 ゆく ばか. 0 琵琶 を 引き 朗詠す る 境地 は、 貴族 文化が 武 

士の 生活に と b 人れ られ てはじめて 開かれた 世界で あると みてい 、。 「靑 葉の 笛」 など もや は b さう で 

ある。 齋藤實 盛が髮 を 染めた とか、 梶原 景季が f4 に 梅花 を 挿して 合戰に 臨んだ とい ふ 話 も、 武士の 生 

活に足 を ふみしめて、 貴族 文化 をと， C 入れる 時、 そこから 生れて くる 武士の 嗜 みであった。 佐 藤 次 信 

の 母が 「武士 は剛 にても 剛 なるべき 者 はなし」 といった (義經 記) の も その 心得で あらう。 

この 様に 舊 文化の 敎養 を攝 取して 武士の 氣 品を饗 かにした 裹 面に は、 や は. e もとの 武士ら しい 粃朴 

さと 剛健 さが あるから い、 ので ある T 軍 は 乂親も 討 たれよ。 子 も 討 たれよ。 死に ぬれば 乘 b 越え-^ 

戰ふ」 猪武者で あ. C 「馬に 乘 つて 落つ る 道 を 知らす、 惡所を はすれ ど 馬 を 倒さざる」 つ はもので あつ お 
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た (平家〕。 爲 朝が 「武士た る 者殺菓 なくて は 时 はす、 それにと つて は武の 道、 非 分の 者" を 殺さ、.、 るな 

、り」 (保 元 物語) とい ひ、 非 分の 者 は 殺さぬ にしても 一度 戰 場に 臨めば、 生死 を 度外視して 爭ふは 勿論 

そこに は 卑怯 を惡み 「功名 手柄 も 紛れぬ やうに 只 一騎 いかにも 强 からん 方へ さしむけ」 て ほしいと い 

ふ 功名 愁も 出て くるし、 男らしい 態度 も 生れて くるので ある。 功名 手柄 を 爭ふ爲 めに は、 競爭 者を瞞 

す (宇治川の 先陣) こと すら 敢て厭 はない とい ふに 至って は、 少々 脫線氣 味で は あるが、 そこに は 叉 

家の 名 專の爲 め、 主君 への 忠の爲 めと いふ 一 途な 心が 動く の だから、 些か 恕 すべき 點 がないで もない。 

義 經の戰 法な どで も 可な， o、 功に はや， e すぎる 無鐵砲 さは ある。 

この 一 途な はや b 心 を 一 面に 認め はする が、 さ，.^ とて 又良將 たるに は少 くと も 遠謀 深慮でなくて は 

ならない。 平家物語の 著者 は、 賴 朝が 伊豆へ 落ちて ゆく 事 を 記した 中に 「父擊たれぬと聞けば自^1*>^ 

せで 尼に 屬 して、 かひな き 命 生きん と 歎く こそ 無 下 なれ」 とい ふ 時人の 世評に 對 して r 賴朝 幼な しと 

雖も 父が 子 なれば、 越 王 會稽の 恥 を 雪ぐ が 如き 遠謀の 心 あ..^ てに や」 と 見た の は、 必す しも 死に 屑き 

のみ を 推賞した のでなくて 「如何なる 名 將も命 ありての 事な，^」 と考 へたから である。 

大義の觀念に.^^.-っては、 保 元 物語に 鎌 田の 次郞が 「綸言 此の 如し. I 罪に 恐れて 宣 132 を 背かば 忽ち 

違 勅の 者と な. e ぬべ し 一 とて 義 朝が 爲義を 殺す ことの 止む を 得ない こと を 述べ て 居り、 平 治 物語で は 


賴 政が 「累代 弓箭の 藝を失 はじと 十 善の 君に 附き 奉る」 とて 義 朝に 眛 方し なかった 所以 を 辯 解し、 或 

は義 朝が 殺された の は畢ー li 兄 身から 出た 錡で 「君の 御 政の 不正よ， offi! る 所 なれ ども、 下と して 上 を 凌ぐ 

が 故に 身 を 滅ぼしぬ る」 結果 を產ん だとす るが 如き は、 何れも 君主 を 大宗と した 考 へから 出た もので 

これら は承久 亂の義 時の 訓言 にも、 平家 赏 盛の 忠諫 にも 隨 所に みえて ゐる 事柄で ある。 太平 記に 来つ 

て は、 高 氏の 篠村 八幡の 願文に も 「今 遷屮： 於两 海之浪 …… 是 朝敵 之最」 とい ひ、 義貞 が稻村 崎の 條に 

も 「義 负今臣 たるの 道を盡 さん 爲 めに … … 其 志 偏に 王化 を資け 奉って 蒼 牛： を 安から しめんと な. 0 」 と 

いって ゐる。 これら は 全く 、尊皇 的 口吻 を もらして ゐる 一 例で ある。 

しかし 實際當 時の 事情 を考 へて みると、 一般に 知識の 低かった 武士に は、 天皇の 尊嚴 さへ も辨 へな 

かった ものが 多かったら しく、 一 般の 民衆 も 例へば 北朝の 天子 は 高 氏から 天子の 位 を 授かって 幸福 至 

極 だとい ふ 樣な こと を 云 つ て ゐた 程： U から 、 その 尊皇 思想 も 極め て 不徹底な も ので あつ たら う。 屮に 

も 心 ある 人 は、 正しい 尊皇 論 を もって ゐ たらう が、 當 時の 公家と いひ、 武士と いひ、 何れも 「大名 は 

草の 靡き」 で、 利害得失 によって 態度 を 左右した のであった。 太平 記の 作者が 誠しやかに 「君： 愛 ほや 

主 辱 臣死」 とか 「普 天下 無 非 王土、 率土 濱無非 王臣」 など、 支那の 典籍 を 流用して はゐる けれど、 太 

平 記 自身の 記述 が旣に 不徹底な 無節操な 誤謬 を？ 识 慮な くや つて ゐ るので ある。 
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保 元 物， 語で 義 朝が 其 父 を 殺す 時に 「君 は 至って 尊 けれど 至って 親しから す (中略〕 父の み 親の 義を f「， 

兼ねた， o( 中略) 若し 忠を 面に して 父 を 殺さん は 不幸の 大 不義の 至極な， o」 と 作者が 批判して ゐる態 

度と いひ、 重 盛が 忠孝 兩 全に 迷って 「大義 滅親」 の 信念が 薄かった 點と いひ、 何れも 尊皇 を 認め 乍ら も 

猶 そこに 幾分の 弱さが あった 事が 察せられる。 これと いふの は德川 時代の 士道 論の 樣な、 抽象的 若く 

ば 政策 的な 理論ではなくて、 赏際の感情から關係の重く深ぃ方 へ傾くのを無理からぬ事たと^_„;- へたの 

にもよ ると 思 ふ。 

君臣の 關係 のみなら す、 諸侯と^ 軍との 關係も 亦 利害 打算から 嚮背を 東西に した もので 「大名 は 草 

の 靡き」 とい ふ 諺 はよ く 此の間の 消息 を 物語って ゐ ると 思 ふ。 

これらに 比して 遙 かに 純で 且つ 根 强ぃカ を もって ゐ たもの はキ： 從の關 係で ある。 「源氏に は 一 一人の 中； 

もつ べき 理. m なし」 として 志を專 一 に 忠を勵 んだ點 は 全く 主從 问 一 だとい つてよ ろしい。 それ もお い 

間の 相互扶助が 齎 した 結杲 では あるが、 時として は 義經と 辨慶の 様な 短い 關 係の 問に 結ばれた もの も 

少なから すあった。 主從の 間に は少 くと も 然諾 を 重ん す 一？」 と、 叢 を 重ん する こと は 驚く ベ きものが 

あった。  . 

それが 爲 めに、 キ ：1;？ の 馬 前に 命 をす てる 辜 を 以て 最大の 名舉. としたの である。 特に、 c 分の 屮： 人が 


悲運 逆境に ある lw、 これ を 見殺しに する こと は 武士と して ある まじき 耻 であった。 武 w 勝賴 の臣、 小 

宮山内 膳が、 門 蟄居の 身ながら、 勝賴の 難に 赴いて 死んだ 如き、 安藤 左衞門 聖秀が 御屋形 (高 時の 

邸.) の燒 跡に は 討死の 者 一人 も兑 えす と 聞いて 「口惜しき 事かない ざ 殿 ばら、 とても 死なん 命 を 御 厘 

の 跡に て靜 かに g^rr せん」 (駿 豪 維 話) といって 一族 を 率ゐて 切腹した 如き、 或は 齋藤實 盛が、 平家の 欧 

れ るの を 知 b つ、 も 命 をす て、 從 * 取した 如き は 何れも これが 爲 である。 叉 彌兵衞 宗淸が 「今更 源氏に 

ひて の 蔭に よ b 候 はん は、 西 海 にある 朋 友 ども の 承る 所 も 口 惜し うこ そ 候へ」 とて 賴盛 の 供 をし 

なかった など も 武士の 意氣 地であった。  - 

平 治 物語、 義朝 幼少の 子 失 はる、 事の 條に、 孔母 内！； S 平 太 以下の 殉死に 對 して 作者 は 「合戰 の 場に 

出で、 主君と 共に 討死し、 腹 を 切る は 常の 習 なれ ど、 斯る例 はまた なしと て、 眷 めぬ 人 こそな か..^ け 

れ」 と推赏 して ゐる。 これな ど は、 戰 場に 於け る氣の 立った 時、 群衆 心理に かられて 勇敢な 行爲 をす 

るよ. 0 は、 一 層 悲痛で ある 爲 めに 讚 辭を惜 まなか つた ものと 見える。 

^も.， 州、 常時に 於け る 武士の 主 從關係 はお E 關係 以上に 强ぃ 信仰で あり、 純な 熱情が 保 たれて ゐた 

と 兄ら れ るので は あ る ま いか。 

この. UJ:f.ys™ 系 を、 ^川 時^ へ來て もな ほ持續 させようと 力め、 御用 學 者の 手に よって 朱 子 學に結 ひ 
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つけられ たもの ゝ、 幕府の 勢力が 弱まる につれ て、 何時しか 將 軍と 新 大名との 關係も 破れざる を 得な 2 

かった。 もと/^ 深い 主從關 係で なく、 お 互に 功利的な 氣 持で なれ 合世带 をして 來 たの だから、 無 斑 

もない 譯 であるが。 …… そして 御用 學者 によって 敎 へられた 大義の 觀念 は、 却って 國 民の 心の底に 深 

く 尊皇の 思想 を 吹き込んで しまったので、 宛 かも 幕府と して は自 から 毛 を 吹いて 疵を 求め、 買 犬に 手 

を かまれた 形と なった ので ある。 

以上の 如く、 キ： 從の關 係 は 極めて 密接な もので はあった が、 これと て 本々 を 洗へば 保護者と 被 保護 

^の關 係で ある。 故に 被 保護者の 立場と して は、 自分 又は 自分の 子孫の 所頜 安堵 を 求め、 手柄に 對す 

る 報酬 を 求 め よ う と 願 ふ の は 當然な 事 である T 軍 の 先 を 懸ぅ と 思 ふ も 子供が ため、 源 太 討た せ て 景時 

命 生きても 何に か はせん なれば、 返せ やとて 又 取って返す J  (平家物語) と あるの も それが 爲 であり、 姻 

戚關係 を 結んで おいて、 敵 味方に 分れても、 一方の 勳 功に. a. しかへ て、 敗者 を 救 ひ 出さう (平家 ii 

口 きられ 參照) とす る 結婚 政策 を 行 ふ の も 亦 無理から ぬ 事で ある。 

かう した 巧 利 的な 考 から、 父子 や 親戚が 敵昧 方に 分れる ものが 出て くると、 父子が 敵 味方に 分れた 

についての 事情 を 吟味して、 罰すべき や 否や を 定めなければ ならない とい ふ 事が、 爲政 者の 方で は必 

耍 になって くる C お (永 式 E の 同時 合戰 罪科 父子 各 別事の 條に、 


右 父 者雖， 交-京方 1。 其 子 候，， 關 東-。 子 者雖， 交-, 京方-。 其 父 候，， 關東 I 之 輩。 當罰 已異。 罪科 何 混。 (ヒ 

トシ カラン) 叉西國 住人 等。 P 爲， 父。 雖， 爲」 十。 一 人参 一京 方 一 者。 住國之 父子 不， 遁 _| 其咎 一。 雖， 

不， 一同 道 一 依， 令，， 同意， 也。 伹行程 境遙。 音信 難， 通。 其不， 知， 一子 細 一 者。 互 難， 被， 處 a 罪科， 歟。 

と あ る な ど は 、 おの 間 の 消息 を 物語 る も の で は あるまい か C 

何れにしても 骨肉の 情の 深さ は、 時として は 生 從の關 係 を とびこえる iel!i- が あり。 自分の 一家の 永繽 

とい ふ 家門 を おも ふ 心 の あ つ さ は 、 父子 兩 方に 分れて、 せめても 一方の 安全 を 保た う とした 事 が 分 る 。 

保 元 平 治の 亂は 骨肉 相 食む 最も 非 人道的な 戰 であった と 非難され る けれど、 雨 方に 分れた 武人の 心の 

中には、 かう した 考 があった のか もしれ ない。 源爲 朝が 兄の 義朝を 射 落さう と 矢を番 へた 時 r まて 暫 

し、 弓矢 取る 身の 謀、 汝は內 の 御 方へ 急れ、 我は院 方へ 逢らん、 汝 食けば 憑め 助けん、 我负 けば 汝を 

憑まん など 約束して、 父子 立 別れて かお はすらん」 と 思案して、 番 へた 矢を脫 したと 保 元 物語に は 害 

いて ある。 そして、 同 作者 も 遠慮の 程 こそ 神妙 なれ」 とほめ てゐ る。 

爲義 と義朝 父子 の 間に 默契 が 成 b 立 つ て 兩方敵 味 方に 分れた 迄 はよ かった が、 思 は 同じ 淸盛 の爲め 

に 裹をか 、れ たのが、 源氏の 外交的な 失敗で あつたの だら う。 

かう H 力て くると、 元 の^に 於け る 武士が 兩 方に 分れた こと は、 その 動機に 於て 强も 非難 さるべき 
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でも あるまい。 何れにしても 戰爭は 死を覺 悟しての 上で あるから、 これ 位の かけひき をし なければ 家 ^ 

系 を繼續 さ せ る V 」 と は 出来ない ので ある C しかも この 策略が 失敗に 終った 時 こ そ 、 武士に とって 最も 

悲しい 惱 みを眛 はなければ ならない ので ある。 

しかし、 時として は！ n ^す/,、 一家 一門が 枕 を 並べて 死な、 ければ ならない 場合 も ある。 父が 可愛い 

子供 を 殺し てまで、 卑怯な 振舞， V 後に 嗤は れ ま い とす る 苦衷 も あ る 。 そ の 場合^ 東 祐淸の 態度 の 如き 

は 誠に 立派な ものであると いはねば ならぬ。 

f 判官 (光季 ；} の 子に、 壽王 冠者 光 綱と て 十 四 歲に なる 者 あ b け be  ;p: 官 r 汝は あ.^ とても 戰 すべき 

にあら す。 鎌 倉へ 下. -、 光季が 形見に も え 奉れ、 幼 からん ほど は、 千 葉の 姉の 元にて 育て」 と 首 

ひければ、 壽王 申しけ る は r 弓矢 取る もの、 子と な-^ て、 親の 討た る、 を H ル 捨て 逃る 者 や 候。 又 千 

葉 介 も 親 を 見捨て 、逃る 者 を 養育 しられべき や。 御供 奉り 候べ し J とい ひければ、 r さらば 王に 

物 具 させよ J とい ひければ、 萠 黄の 小腹 卷に、 小 弓に 征矢 を 負うて いでた、 せたり。 」 (中略) 

『彌 太郎； p: 官高 重』 と名乘 b て 門 の內へ 喚いて かく。 壽王 冠者 r 鳥 帽子 親に てお はし 候へば、 恐れ 

候へ ども、 矢 一 つ 逢ら せん』 とて 放つ」 (中略) 

「き 王 九 簾の 間に 立 去-^ ける を、 判官 『敵に 取らる、 な、 光季よ，^ さきに 自^せ よ J とい はれて、 


ikf 具 ぬぎすて、 刀を拔 いたり けれども 腹 を 切 b 得 ざり け. o。 『さらば 火の 中へ 飛び入りて 死ね J と 

、はれて 走， 0 入. 0 つるに、 恐し くや 思 ひけん、 二三 度 走. 0 歸. 0  くしけ る を、 判官 呼びよ せて、 膝 

に据 ゑて、 目 を 塞ぎ、 腹 を搔き 切， o、 火の 中へ 投げ入れて、 自身 も …… 火に 飛び 入って、 壽 王が 死 

骸に 抱きついて 伏しに けり」 

これ は承久 記の 中で は 出色の 生き/^ とした 描寫 である。 子 を 殺す 親の 心、 こ、 にも 武人の 姿が は 

き b 寫 されて ゐ ると 思 ふ。 

三、 辭  世 

さて 以上に よって、 源平 期 ：4 後の 武士が、 武勇 を 尙ぶは 勿論、 志を專 一 にすべき こと、 卑怯 を 忌む 

こと、 功名心の 旺盛な こと、 死生 を 度 外に， 置く こと、 情 あ，.^ 文事 ある こと、 遠謀なる べき こと、 臣 

主 5^ 止、 父子の 情な どに ついて 槪 言した ので あるが、 これら は畢ー K、 武人の 間に 長く 培 はれた 面 H 律と 

公家 文化の 敎養 とに 俟 つ てはじめて 得られた 事 はいふ 迄 もない。 

武士の 間に 培く まれた 長い間の 面目 律 は、 前に も 述べた 樣に、 經濟關 係、 義理、 誼、 其 他い ろい 

んと 複雑な 事情に よって 育てられて 來た であらう けれど、 これ を 外部からの 影響に 見る 時 は、 儒教と 
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佛敎 との 感化 を 無視す る こと は 出来ない C  ^ 

支那の 學藝 は我國 に齋ら されてから 以後 も、 制度の 改正に 應 用せられ、 官吏 登用の 具と して 用ゐ ら 

れ、 風流 韻事の 媒 として 愛された ので あるが、 室町 時代から 儒教的な 倫理 方面が 漸く 强く 認められる 

檨 になり、 これが 武士道の 面目 律 を 大成せ しむる に與 つて 力が あつたの である。 

佛敎は 又、 社會 事業と か 鎭護國 家 現世 利益の 呪術 的 修法と か、 社交の 趣昧 化の 方便と して 採 W せら 

れ たもの が、 鎌 倉 期 以來、 安心立命を求むる解脫方法として用ゐられるに-r^.Jb、 こ、 に 死生 超越の 武 

士道に 大きな 力 を 投げ かけた のであった。 これら は 一 一例 證 する 迄 もな く 明かな 事で ある。 

太平； T.^ に 見られる 辭偈 (辭 世の 句) を みても、 如何に 禪宗昧 の 多い 空 無の 思想 を 取..^ 入れ、 死生お 

本. 釆の 相に 於て 眺めた か、 ゾ解 ると 思 ふ。 

一 、 五蘊假 成形 四 大今歸 空 將首當 白 截斷 一 陣風 (B 野資 朝) 

(增錢 ) では 同一人の 辭 世の 句が 次の 様になって ゐ る、」 四 大本 無 主 五 蘊本來 さ 將首傾 臼？ 但如 

鑀夏 風) 

1 ：、 古來ー 句 無死 無 生 萬 里雲壶 長江 水淸 (俊 基) 

三、 逍遙 生死 e: 十二 年 出 河 一 革 天地 洞然 (源 具 行) 


四、 提持吹 毛 截斷虛 空 大火 聚裹 一 道淸風 (iM 飽 入道) 

五、 せ 人の 世に ある^は 數なら で、 

憂に はもれ ぬ 我 身な b け h  (真 俊) 

以上 五つ は、 何れも 斬首に 逢 ふ 直前に 詠 じた 偈か 歌で あるが、 その 何れ をと つても 明かに 空觀 から 

來てゐ る ことが わかん-。 就中初めの^：っは禪！^の辭偈から來たもので、 この 風潮 は 五山 文 學を繙 く 時 

誰し も 額 かれ 得る 點 であらう。 

ー體、 臨終 直前の 辭 世の 詩歌 は 極めて 少ない もので、 戰記物 を みても、 ほとんど 以上の 五つ 位し か 

見當ら ない 様で ある，、 尤も 前以て 死を覺 悟して 詠 じ にものと して は、 平家物語の 維 盛 入水の 條に 「故 

鄕の 松風い かに 恨らん、 底の みく づと 沈む 我 身 を」 とか、 太平 記に ある 正 行の 「か へら じと かねて 思 

へば」 とか、 曾 我物 語の 「今日いで てめ ぐ b あはす は ：••： 祐 成」；， も、 ぶ 山お ムす 嵐の ：：： 時 致」 など 

が あり、 後の 形見の 爲 めに とて 戀 人に 送った b -、 故鄕へ 送った ものな ど は 平家物語 にも， 艰久 記に も大 

平 記な どに も いくつか 見られ はする。 のみなら す辭 世の 歌と 見られ 得る もの は 萬 葉^ あた-.^ にも 家 持 

の 「丈夫 は 名 をし たつべし」 の 如き ものが 已に 存在す るので は あるが、 特に 辭 世の 句と して； 冰す るの 

が 流行した の tnm 町 時代 以後^も 禪^ の 影響が 多分に あるので はない かと 思 ふ。 それが 後に は 辭^の 

戦記 文 S& 
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代作 をす ら依賴 する に 至る ので あるが、 かう なれば もう 一 種の 遊戯で ある。 死生 を 超越した とい ふ 厳 

肅な 氣持 で はなく 寧 ろ 人生 そ の もの、 自分自身 を まで 偽った 態度 で あ ら う。 

い づ くと もし ら ぬ 逢瀬の もし ほ 草書き おく 跡 を 形 i ル とも 見よ 

あ ふこと も 露の命 ももろ ともに 今宵ば か. 0 や 限なら まし 

逢 ふ 事の 限と きけば 露の 身の 君よ b 先に 消ぬ ベ きかな 

平家物語に 兑ゅ るかう した 贈答に はま だ 悲しい 涙が あ， o、 床しい 人間の やるせな さが ひそんで ゐ る。 

故鄕に 今夜ば か， 0 の 命と もしら で や 人の 我 を 待 つ ら ん 

まてし ばし 子 を 思 ふ 闇に 迷 ふらん 六の 街の 道し るべ せん 

これら も 人情 自然の 發 露であって、 人の 心 を 打つ ものが ある けれど、 前の 提持吹 毛 云々 へ來 ると、 

餘.^ に 朗らかな 境地で あ b 過ぎる 檨 にも 思 はれる。 義 堂禪師 がいった 様に、 五山の 僧徒 は不立 文字の 

宗門に あ.^ 乍ら、 餘 りに 文字に 捉 はれ 過ぎた ので あるが、 武人が 果して 眞に 死生 本來 空と 悟った かど 

うか、 可成 b 判斷に 苦しむ ので ある。 た. V 考へ 得られる 點は、 n! 常 干戈の 間に n を 送. o、 人 を 剌し已 

も 刺され、 -暖を 見 る - J と を 恐れな かつ た 武人と し て は 、 死 を み る こと 歸す る が 如き も の 、 存じた 事 は 

疑 ひ 得まい。 從 つて、 さう いふ 氣持 にある 時 は、 眞意 はと もお、 「本來 空」 なんとい ふ. W 葉が 極めて a 
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然に 受け入れられた であらう。 

然し 叉 一方から 考 へれば、 戰場 を馳驅 する 武人 は、 靜 かに 「本来 空」 と 轍いて 死ぬ るよ b も、 もっと 

反抗的な 熱に 燃えて、 賴 朝の 首 をと る 迄 は 供養 もす るな とか、 七 度 生れて 仇 を 報す ると か、 或は 後の 

腹切. 0 の 手本に せよ といって 死んで ゆく 方が 素朴 的で あ， o、 戰國 時代の 武士ら しく も 思 はれる。 これ 

が德川 時代に 於け る 平和 時の 切腹と なれば、 おの づから 違った 色彩 を もって 來る であらう けれど …… 。 

これ を 要するに、 纏綿た る 悲しみの 情 を 述べる もの は、 人間 自然の 情と はいへ、 や は， 9 王朝 風の 貴 

族 的な 女性的な 心の 流れで あ b、 死 も 無く 生 もな しと 斷す るの は禪 的な 理智の 流れで あり、 その 中間 

に屬 すろ 猪突 的な 銜 動的な、 反抗的な 死に様が、 源平から 南北朝 頃の 武人の 戰 場に 於け る 死の 心 持で 

あった 様に 思 はれる、 そして、 この 心 持 は、 辭 世の 詩歌と して は寫 されて ゐ ないで、 言葉と して 記さ 

れてゐ る。 これに 前後す る 二つの 心 持の みが 詩歌の 形 をと つた 辭世 若く ば 形見の 歌と して 寫 されて ゐ 

ると いふ 事 は 一 寸興昧 ある 事柄で は あるまい か。 

四、 義經 記と 平家物語  ， 

7 

装 經記 はいふ 迄 もな く 装 經を生 人 公と せる 一種の 英雄 說 話で、 その 脚色 は 大別して 二 とする こと . ？】 

戰記 文^ 
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が 出来る。 卽.^ 卷 四 の 二 「義經 平家 討 手に 上り 給 ふ 事」 迄 を 彼の 發展 時代と し、 一 腰 越 中狀の 事」 以下 ^ 

を その 不遇 沒 落の 時代と でもい はう か。 然し、 作者の 興昧 乃至 同情 は その後 半に 存 する もの、 如く、 

從 つて その 前半 は 序曲に 止まる ものである。 加 之 平家物語に 見 ゆる 義經の 壯年時 活躍 時代から 思 ひ 

つ いて、 その 前後の 義經を 描き出さう とする のが 義經 記の 役目で あ， o、 且つ 平家物語が 平家 一 門の 末 

路に 無限の 同情 を 寄せし める が 如く、 一  英雄の 末路に 一 掬の 涙 をし ぼらせ るの が こ 9^ 經記の 目 ざす 

所であった らう。 だから、 義經の 前半から 平家物語に 描かれた 所まで が、 この 義經 記の 後 4^ を 生かせ 

る爲 めに 存 する 序 ^ とも 考 へ られ やう。 

勿論 その 文章に 於て は 平家 はおろ か 太平 記に すら 遠く及ばない 幼稚な もので あ. o、 構想 も 亦 わざと 

らしい 不自然 さ を脫れ ない が、 しかし 室町 時代から 江戶へ かけて 義經 物が 非常な 人氣を 喚び 起した 點 

から 考 へて、 この ー篇に まとめられた 義經記 は 可な， 0 重要な 史的 地位 を 保って ゐる ものと いへ る。 

加 之戰記 物と して は 寧ろ 傍系に 屬 する 曾 我物 語 や 義經記 は、 承久記 ゃ應仁 記な どよ 6 もす つと 廣く 

よまれ もし * 叉文學 的に も 與眛の ある ものに なって ゐる 點を考 へる と、 これ 亦 一種の 皮肉で ある。 一 

體嫌食 期から 室町 期へ かけての 戰記 物の 起原 を 平安朝の 將門記 や 純 友 記に あ. 0 とする ことが 通說 とな 

つて ゐる樣 だが、 おし さう とすれば 將門 記の 様な 赏錄 風の 短 かい 個人的の 戰 物が、 漸 範^ を廣げ 


て 保 元 平 治平 家の 如き^ 體 的！； 中 闘に 筆 を 染め、 そこに 詩的 興昧 を， かなら しめ 來 たのが、 室町 期へ 入 

ると 却って 應仁 記の 如き は實錄 風に なって、 それらと は 別に 個人的 英雖 を傳說 化しようと した 作品が 

文學 として 榮. えて 来たので あった。 しかし 全體 として 平家物語と 義經 記と では、 その 詩趣に 非常な 差 

異が ある。 義經記 はすつ と實錄 虱に 傾いて 來てゐ る。 

平家物語 は 平家 を 中心として ゐる關 係 上、 且つ又 作者の 意 爾が坂 東 人よ b も 都人に 深い；^ 情 を もち 

舊 王朝 文化に 親しみ を もって ゐる らしい 關係 上、 平家の 公達に は 優に やさしい 典雅な 教養の 花 を もた 

せて ゐ るが、 義經記 は その 反對に 義經を 中心とする 丈け に、 義經 ひいきの 心 持 は兑 られる けれど、 や 

は， C その 理想に は 大分の 隔， 0 が ある。 卽ち 平家物語に は 義經を 評して 「これ は 木 曾 殿な どに は 似す 以 

の 外に 京 なれた b しか ども、 平家の 中の え， りく づ よ，^ も猶 劣れり」 として 義經を 奥 羽の 片田舍 に 住ん 

でゐた 者ら しく 取扱って ゐる けれど、 義經 記へ 來 ると 京での 稚兒 姿の 牛 若 を 美化した 爲か、 どこでも 

美男子と なって ゐる。 

例へば、 r 學 問の 精と 申し、 心 ざま 眉目 容貌 類な くお はしければ 「ハ 鞍馬 人り) とか 「この 幼い 人 を 兌^ 

て、 あらう つくしの 御稚兒 や」 C 奥州 物語) 「極めて 色し ろく、 かね 黑に眉 細く つく..^ て 衣 かづき 給 ひ 

ける を 見れば、 松 浦 狹夜姬 が頜布 ふる 野べ に 年 をへ し、 寢^ れて 3^ ゆるせ； の、 鶯の^ 風 に^れぬべく 

記 文 
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ぞ 見え 給 ふ …… 李 夫人 かと も 疑ぶべし、 傾城と 心得て」 (鏡の 宿) とい ふ 程 女性的に なって ゐる。 ^丈 ？/ 

の 低い 出齒の 義經が 「容顔 世に 超えて おはす」 までに 若が へ るまでに は 百數十 年を耍 したので ある G 

かく 義經 記で は 義經を 業 平 式に 取扱って はゐ るが、 しかし 平家の 公達に 見 ゆる 樣な 風韻と 餘裕と は 

認める ことが 困難で ある。 

彼に あって は燈 籠の 大臣の 優美、 薩摩 守の 風雅が ある けれど、 これに 於て は 見ら るべ くもない。 

加 之 平家の 人々 は 何れみ 武人で あっても なほ 情趣 感情の 世界に 住んで ゐ るの だが、 義經記 中の 人々 

は 何れも 武人 的氣 It である C 

辦慶 とい ひ、 東 光坊、 兼 房と いふ、 何れも 一騎 當 千の 强 者なら ぬ はな けれど、 剛勇の 底に 流る、 情 

愛の 仗 界を點 綴す る こと 少なき を 以て、 一 讀たゾ 武勇 談 をよ むと いふ 氣 がする。 

等しく 笛に 關 しても 敦 盛の 吹く それ は 明日 を も 知らで 散，.^ e く 名殘の 一 曲で あるが、 五條 橋の それ 

は 華やかな 光明に 満ちた 響で ある。 

等しく 死 を 叙しても 六 代が 斬られる のと 兼 房が 判官の 二子 を さし 殺す のと、 共に 悲壯 では あるに 違 

ひ な い が 、 讀後 の 感じ は 全然 異なる ものが ある。 前者 は 無常 觀に 支配 せらる、 感偽 的な 色彩で つ 、 ま 

れてゐ るが、 後者の 場合 は 男性的な 悲肚 さで ある。 


「千 手の 事」 に 見る 重衡の 落ちついた 態度 は 義經に は 存在し ない。 强 ひて 求む ベ くんば、 荒 乳の. E を 

越えて 脫れ ゆく 折、 辦慶と 打ち 興じて 問答 を か はしつ、 笑 ひ 興じて ゆく 所な どに 見ら る、 が、 これと 

て 一 は 餘裕の 底に 誇 あ b 涙 あるに 反し、 一 はた、 > 地名の 穿鑿に 小 供ら しい 座與を 添へ たにす ぎない も 

ので ある。 

更に 兩 者の 從 的說 話に ついて 考 へて みょう。. 

平家物語に 於て は從 屬的說 話と して 妓 王の i^J -、 小 曾の 事、 千 手、 横笛な どの 女性 を識 b 込んで 情趣 

を かなら しめて ゐ るが、 義經 記に 出て くる 女性と して 比較的 色彩の あるの は靜と 忠信の 母と、 小柴 

入道の 娘 かや、 とで あらう。 靜は 平家物語に 出て くる 女性と 幾分 共通 點を 有する が、 とも^ 義經の 正 

妻と 共に 可憐な 女性だった。 忠信の 母 は 武士の 母と して、 かや は 利 慾に 富して 返.^ 忠を 試みる 女性と 

して、 ともに 平家に は 見られない 女性で ある。 かヽる 平家に 見られ ぷぃ樣 な 女性 を 描き 來 つても、 そ 

れをー つの 說話 として 眺める 時、 全篇の 氣分 を充 右し 得る 程の 脚色 上の 用意 を 認め 得る こと は 闲難だ 

む-つ。 從 つて 何れの 點 よりす る も 義經記 は 全體の 調子に 於て 蕪雜 であ，^、 感情の ゆたか さは 得られな 

いといへ る。 

しかし 乍ら、 その 薪雜な 素撲な 中に も 亦 一 面の 捨て 難い 妙味の ある こと を 1>5 れて はならぬ。 

戰 記文擧 
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五、 義經 と辨慶 

義經 記に よる 義經の 一 生 は 前後 一 一期に 分ち 得る こと は 己に 述べた 通.^ であるが、 彼の 性格の 最もよ 

く あら はれて ゐ るの は 前期で、 後期 は 寧ろ 彼が 沒 落の 運命へ と迪 りつく 19!- 件の 推移に 止ま b、 彼 自身 

の 活躍て る こと は 少なくて、 中心人物 は 却って 辨慶に 株 を 奪 はれた 形で ある。 

鬼 まれ 彼が 幼時 は 才氣喚 發の祌 童であった。 年 十五に して 賁 船に 詣 で、、 平家 追討の 念願 を 起し、 

日 夜 武略 の 奥 我 を 極めようと 志した。 

かくて 幼い 彼 は 盜賊を 返 治し、 湛海を 殺し、 辨 慶を惱 ます 程の 力量 を もって ゐ たので ある。 

けれども 彼の 武勇 は 常に 一 木 調子で 猪突 的で ある。 逆 櫓の ies- に みられる 義經の 性格 は已に 幼い 頃 か 

ら備 つて ゐ たものと a えて r 義 朝の 子牛 若と いふ 者、 謀叛 をお こして、 今 また 忝くも 太 政 大臣に 心 を 

かけたり、 などい はれん 事 こそ 悲し けれ。 とても かくても 逃る まじ」 とて、 大勢の 中へ 切 b 込む が 如き 

或は 陵が 館 を燒く 時に 「賴 まれ ざらん もの 故に 執心 も あるべ からす」 とて その 夜の 夜半ば か h- に 陵の 

家に 火 を かけて、 殘る處 なく 散々 に燒 き拂」 つて 逃れ ゆき、 又 伊勢の 三 郞に逢 ふ 時の 言葉に 「男 來，^ 

て僧氣 にも 申さば、 何時の 爲 めに 持ちた る 太刀 ぞ、 これ ござん なれと」 太刀 拔 きかけ て虛寢 した りし 
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てゐ る。 

若し 彼に して 遠謀の 存し大 が あ. C とするならば、 少く とも かう した 一 時の 血氣に はやるべ きで は 

あるまい。 加 之 八 島に 於け る 弓な がしと いひ、 何れも 義經の 一 傲な 性質 を 表 はして ゐる點 など 考 へる 

と、 必す しも 作^の いふ 檨に 大將 としての 所爲に 適して ゐる とも 考 へられない。 「弓の 惜し さに 取ら 

ば こそ …… 義經が 弓よ など 、嘲！ ft^- せられん が 口惜し さに、 命に か へ て 取りた るぞ かしと 宣 へば ゆ：： 乂こ 

れをぞ 感じけ る」 と は 平家の 作者の 觀方 である。 そこに は 卑怯 を 忌み 名 を 惜しむ とい ふ 武士と しての 

面 n 律が 存す るので は あらう が、 されば といって、 兼 房が 義經の 無謀 を 諫めた 點 (mis 八 島) も 强ち無 

现 とはい へない と 思 はれる。 

とも^か うした 彼の 一徹な 氣性 は、 やがて 彼の 末路の 悲劇 を 生む 性格 的缺陷 ではなかったら うか。 

義經 記の 作者 は 未だ この 點を 認めて はいない 樣 だが、 それでも 時として は辨慶 をして 「さし も a- しつ 

る 事 を 聞こし召し 入れ 給 はで、 御用 心 も 候 はで、 充右 なく 彼の 奴輩 を 門外まで、 馬の 蹄 を 向けさせぬ 

こそ 安から や 候へ」 とか 「1^ は 度々 辨慶が 申す ii^ を 御用 ひ 候 はで、 御 後悔 候へ」 など、 いはせ てゐ る。 

一徹な 一本調子な 性格の 人 は、 時として は 怒りつ ぼい 方で は あるが、 しかし その 性質に は 却って 淡 

泊 な 所 も あるし、 情に あつい 點も ある。 彼 義經が 部下 を 愛した こと は隨 所に：： ケ f へて ゐる。 これ、 やが 
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て賴朝 をして 「九 郞 にっきた る若黨 一人と して 愚なる 者な けれ」 と 恐れし め、 又、 C 田 出 liavo をして r 忠 

信 程 £ 剛の者， 日 木 を 賜 ふと も 判官 殿の 御 心 ざし を 忘れて 君に 隨ひ 逢ら せ 候 まじ」 と 君 あつい 結 

合 を 感じさせ、 加 ふるに 勸修坊 をして 「判官と 申す は 情 も あ..^ 心 i.- 剛な， -^、 怒 愛 深く おはし まし 候な 

-^」 とい はせ てゐ る。 

義經の 部下に 對 する この 愛情 は、 やがて 部下 を 心服 させた 所以であって、 「本朝の 義 經は忠 ある さぶ 

ら ひに、 大夫 ぐろ を 引かれけ，.^、 これ を 見る 人々 いよ/ いさみ あるべし。」 

その 部下 喜 三 太に 對 して 「何とも あれお のれと 義經 とだに あらば」 との 溫言を 以て 勵 ますこと は、 

千 萬の 財 寳を與 へられる よ，.^ も しい こと だら う。 かう いふ 具合 だから、 その 家來 もまた 「まさしく 

君の 御 膝 もとに 死に 候へば、 一 期$面Eな.^J とて (源三：>義經の膝にぃだかれて^-:11し、 忠信 は 忠信 

で、 かう した 大將の 心 持 を u-o れぬ檨 にと 次の 樣に 望んで ある。 「忠信 忠 をいた し 候へば、 御 秘蔵の 御 W 

刀 給 は h 候 ひぬ。 是を 人の 上と 思し 召す ベから す、 誰も /\ 皆 かく こそ 候 はんすれ。 」 

義經 のこの 愛情 は 一 方に 女性に 對 しても 等しく 働き かけて ゐる こと を 兌たい。 

前に 述べた 様に 義經を 美男の 權 化と 考へ、 色男の 親玉と 做す 如き は 別と しても、 義經記 だけで も 

彼に まつ はる 女性に 久我 大臣の 娘 あり、 白拍子 靜ぁ b、 鬼 一法 眼の 娘 あ.^、  ^勢 三郎の 女が ある。 更 
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に義經 5i 以外の もの を 見れば 秀衡の 娘が あ，.^、 淨 瑠璃 媛が あ、 り、 女院が ある。  一 

先 づ靜に 於て は、 その 吉 野の 別に 窺 はれる。 義經 は靜を 捨て かねて 吉野迄 俘って 来た けれど、 遂に 一 

下臣の 不同意 默 止し 難くて 都に？ さう とする。 その 時の 義經の 煩悶が いかにも よく 表 はされ てゐる C  ： 

卽ち T 靜が 名殘を 捨て じと すれば 彼等 は 中 を 違 ひぬ。 叉 彼等が 中 を 違 はじと すれば、 靜 が名殘 すて 難 

く、 とに.^ に 心 を 碎き給 ひつ、、 淚に 咽」 ん だので ある。 この 女性に 對 する 義經 の？：^ さは 「義經 知ら 

ぬ 事 はな けれども、 ゎづ かの 契 を 捨て かねて、 是 まで 女 を 具し つる こそ、 身ながら 心得ね」 とほ 分で 

よく 知って ゐ たので ある。 知.^ つ、 も 流されて ゆく？ 1- さ、 そこに 義 經がゐ るので ある C 

義經 が 陸 奥へ 落ち て ゆかう とす る 時 に 、 京 の ほ と 、り を 通 る と、 や は.^ 自分の 妻の 事が 心に 浮んで 來ー 

た。 靜 のこと も氣 にならぬ ではない が T 中に も 一 條今出 河の 邊 にあ、 りし 人 は 未だ あ b もす らん …… 知- 

らせ すして 下， o;^  ば、  さ こそ 名殘も g ぶく 候 はんすら め、 苦し かる まじく ば 下らば や 一 と宣 ひければ 片！ 

岡、 武藏坊 しける は 『今 出 河に は 誰か 御 渡， 0 候 はん、 北の 御 方の 事 候 ふやらん』 と 申しければ 此. ま 一 

の 御身に て 流石に そよ とも 仰せ かねて 云々。」  - 

かくて 一先 づ辦 慶の諫 首に よって 妻 を 同伴し ない 事に 決心 を决 めた の だが 「此" te^ だに も 具して 下り 一 

給 はぬ 人の、 何の 故に か 態と 迎 ひに は 給 はるべき …… 御 心 ざし ありし- fe: は、 g 國两國 の 波の 上まで も， 
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具足 せら！^ しぞ かし。 されば、 いつしか 變る 心の 怨めし さよ …… 兵 衞の佐 殿 は 情けなき 人と 聞けば、 も 

取 b も 下され ざらん、 北 白 河の 靜は歌 をうた ひ、 舞 を まへば こそ 一 の咎は 返れ けれ、 我々 は それに も 

似る ベから す …… 何とい ひても 人の 心の 强き なれば 力なし」 と 打 もくどく 妻の 言葉 を 聞いて は、 無 下 

に 捨てさる こと も 出来なくて r 御 心み じかの 御 恨み かな、 義經も 御 迎に參 b て 候へ」 とて 荽を 伴うて 

出かける ので ある。 北の方の 心 持 もさる ことながら、 義經の 性格 も 亦 こ 、 によく 表 はれて ゐる ではな 

いか。 (義經 記に あら はれた 義經と 女性との 關係 はこの 二人が 最も 光 を 放って ゐ るが、 鬼 一法 眼の 娘 

とか 伊勢三 郞の 娘に 對 する 義經の 態度 は 全く 功利的 か 一 時の 氣 分かに 過ぎない。 ) 

義經 のこの 性格の 弱さ は 一 面 臣下 を 愛する 情に 出で 部下 を 心服 させたら うが、 又 一 面 この 弱さが 彼 

をして 悲境に 沈み ゆく 桎梏な つたこと も 否まれまい C 

. 義經の 感情の 弱さ は、 確かに 彼の 不遇な 還 境からの 結杲も 多い こと は 否まれない。 義經 記の 作者が 

「判官 は 生れつき 不運の 人 なれば」 といった の も 確かにう がって ゐ ると 思 ふ。 此點賴 朝に も 共通 點がぁ 

るので、 卷 SI の 「頼 朝 * 義 經に對 面の 事」 の條 でも 窺 はれる が、 なほ 二三の 例 を 引いて みるなら ば、 

卷 六に 「判官 殿御 中 直 b 給へ と (勸 修坊) 仰せられければ、 ：：i,w き 事に て 候と は. &し給 ひけれ ども、 ぬ 

平 三 八 ケ國の 侍の 所.^ なりければ、 景時 父子が 命に 隨ふ 者、 風に 草木の なびく 風 なれば、 錄食： 殿 も 


御 心に 任せ 給 はす」 とい ふ 文に よって さ、 -、 强ち 兄弟 不和 は賴 朝の 猜疑心ば か- 9 でもな く、 自分の 眞情 

を 抑 へ て も、. 義經 と斷 たなくて はならない 理由が 他に もお して ゐ たらう と 察せられる。 或は 此の 文に 

よる 如き 梶原 と義經 との 不和から か、 或は 北條 氏の 計畫 か、 とも 角賴 朝に とって は 仲 直 b したい 氣持 

は + 分あった ので あらう。 腰 越の 申狀を 見る と 「さて こそ 暫く さし 置」 かう とい ふ氣 持になる し、 す 

ぐ その あ とから 讒言 を 聞く と 「さ も や 」 と 思 ふし、 勸修坊 がさかん に義經 の 美點を 直言し て も 却って 怒 

る 所 か、 Ili 々それ を 尊敬す るな ど、 賴 朝も决 して 冷淡 ー點振 b の 男ではなかった ことが 察せられる。 

此點は 平家物語 を 見ても や は b 窺 はれる ので、 佐々 木 四 郞 が磨堡 を もら ひに 來 ると 前に 惜しんだ 事 も 

忘れて 與 へて しまう 氣 になった の も、 高 網が はるぐ 近 江から 飛んで 来た 誠心に 感激して しまった か 

らノ 一ら う。 

或は 三位 中將の 態度に 感服して、 兵 衞佐殿 も あはれ に 思 はれければ 「抑々 平家 を賴 朝が 私の 霄とは 

ゆめく 思 ひ 奉らす」 とい ひ 更に 「平家の 人々 はこの 二三 箇年 軍合戰 のい となみの 外 は 又 他事 ある ま 

じと 思 ひしに、 さても 三 位中將 の 琵琶の 撥音 朗詠 のす さみ … ： • 優に やさしき 人に てお はしけ，^」 と 涙 

をな がす 程に 威 激して ゐ る。 賴朝は 軍に 理性 一片の 男ではなかった。 吾妻 鏡 を みても 賴 家と いひ、 宵 

朝と いひ、 その 誕生の 時には どんなに 悅ん だか、 > 目に 見える 檨 ではない か。 こ、 らに賴 朝な り 義經な 
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b に は 境遇から 来た 人な つ 、こい 性格 11 引いて は咸 情の 弱さ —— があった ことが 認められる。 英雄 ^ 

つ 1 

な ん ど いはれ る 人物に は 案外 無 邪氣な 純 さ が あ り 、 素直 さが ある もの だ。 淸盛 で も や は， C さう した 

處が ある。 

さて 以上 大體 乍ら 義經 記に 基いて 義經の 性格 描 寫を觀 察して みたが、 以上に よれば、 義經も 亦 普通 

の 人間で あるに 違 ひない。 

しかし 英雄と いふ 一種の 偶像と なる 時 は、 さう した 人間^ 丈け ではなくて、 どこかに 超 人間的の ん恤 

カを附 加し なければ、 滿 足出來 ない のが 人間で ある。 義經 記に もや は b それが 表 はされ てゐ る。 

しかし- こ、 に 注意すべき は、 作者が 義 經に對 して 信仰的 感情 を 以て、 絕對 的に その 超 人間的 偉力 

を 崇めて ゐ るので はなくて、 一 面 は 源氏の 正統派で あるが 爲 めに 平家 討 滅の鑰 が この 人に 握られて ゐ 

ると いふ 考へ 方から 來てゐ るのと、 今一 つ は 逆境に 育った 義經 への 问 情から 來てゐ る ものと みてい ゝ 

だら う。 しかも 此記 では、 鞍馬 天狗と か 未来 記な どに 見られる 天狗と か 祌佛の 加護と かいふ もので な 

くて、. 六鞀の 兵書 を 獲た 爲 めに 平家 を滅し 得た とする 點は 注意す ベ きで ある。 

けれども 事實に 於て この 兵書 を 手に入れない 前に 巳に 奇蹟 的な 行爲を 許して ゐる。 「只 一 丈の 堀、 八 

尺の 築 土に 飛び 上 ひ」 とか 「九 尺の 築 土よ お，.^ 給へ ると 覺 えしが、 三尺 許 b おちつかで 中に 御. ML 


ける が 又とって かへ し、 上に ゆら b と 飛び 上 b 給 ふ。」 

かう した 超人的 行爲 も、 其の 運命が 一度 下. 0 坂になる と、 中々 思 ふ 樣には ゆかなかった と 見えて、 

吉野を 逃れる 時に 小さい 溪流を 飛び越える さ へ r 義經 とても 越えつ べしと は覺 えね ども、 いで や 瀬ぶ 

みして みん」 とい ふ 様な 果敢ない 言 を 吐いて ゐる。 そして 其 後の 義經は 全く 平凡な 人間に なって しま 

つて、 た、、、 ゎづ かに 雜慶 はじめ 一 昧の 郞從に 助けられて 奧 羽まで 迎 b つく 丈け のこと である。 

かくて 義經記 の 後 中 (卷三 以下) はむし <^ 废をキ ： 人 公と 見て い 、程で ある。 辦慶に は 1^ 欲經の 奇蹟 も 

ない。 情事 もない。 しかし そこに は 武士の 家來 としての 理想的 人物が 描き出されて ゐる。 

「 …… むさし どのに てな か. りけ b、 たゾ はちまんの 御 けんげ とて 御手 を あはせ たま ひけ， 0。」 舞の 「笈 

さがし」 では 義經が 辦慶を 以て 單 なる 家臣と は 思 はれない 程の 信賴を 寄せて ゐる。 これ は義經 記で も 

みられる ことで、 辨慶は 常に 義經の 庇護 者で あり、 後見人で あ. り、 且つ 家来であった。 彼 は 義經と 違 

つて 容貌 魁、 偉大 力無 雙、 然 かも 小さい 時分から 腕白 者の 餓鬼 大將 であった。 饼し そこに も 竹 を 割つ 

た 様な 氣輕 さと 正直 さが ある。 彼け 滑稽で は あるが、 仲々 頓智の きく 方で ある。 單 純な 處 があって 多 

血 質で ある。 淚 もろい 性で あるが、 思慮 も 十分 もって ゐる。 それ 丈け いへば、 彼の 性格 は 全くす；^ され 

てゐ ると いへ る。 これ 丈け の 辦慶の 性格 を描寫 する 點に 於て、 先に 述べた 義經 の描寫 W 上に 複雜な 色 

B 17^ 文搴 


279 


中世 X 學 の 研究 

彩 を 施し、 從 つて 興 昧も亦 多い。 後 來辨慶 が人氣 男と な b すまして、 義經と 辦慶は 切っても 切れぬ 關 ^ 

係が 出來 あがって しまったの は、 全く 義經記 のお 藤で ある。 (昭三 • 七、 國文敎 育に 載せた る もの を 改訂す) 

軍記物語の 名乘 

ま 

武士が 戰 場で 用 ゐる名 乘の樣 式と その 中に 含まれて ゐる 要件と をば、 軍記 物の 中 かも 拔き 出して み 

ると 次の 樣 になる。 

( 一 ) 姓 名  r 惡七 別當」 と 名乘っ て」 (保 元) 

(二) 住國、 姓名  「美 濃國の 住人、 平野 平 太」 と名乘 つて (保 元) 

(三) 住國、 姓名. 年齡 …… 「越 中國の 住人、 入 善 小 太 郎行重 生年 十八 歲」 (平家) 

(四) 身 分  「かく 申す は 大宰大 cd^ 盛な b 見參 せん」 (平 治〕 

「下野 守の 郎等に、 相 模國の 住人 鎌 田次郎 正淸」 と 名の.^  (保 5 


「下野 守 殿の 郎等、 相 模國の 住人、 须藤 刑部丞 一俊 通 子息 瀧 口 俊 綱」 (保 元) 

(五) 系 M  r 淸和 天皇よ b ま 朝まで は 九 代な，^、 六 孫 王よ 七 代、 八幡 殿の 孫、 六條 1- 

官が八 男、 鎮 西八郞 爲朝ぞ 1( 保 元〕 

W 上 は 名乘に 必要な 條 件を區 分して 列擧 したので あるが、 右の 樣な 比較的 簡 軍な もので なく、 更に 

自分 乂 は 自分 の 組 先 の 功績 を 長長と 述 ベて ゐる ものが ある。 

(一) 自己の 功績 ：：： 「この 手の 大將は 誰人ぞ 名のれ 聞かん、 かく 申す は淸和 天皇 九 代の 後胤、 . ^馬 

頭義 朝が 嫡子、 鎌食惡 源太義 平と 申す 者な り。 生年 十五 歲、 武藏の 軍の 大將 として 叔父 帶刀 先生 

義賢を 討ちし よ 來、 度度の 合戰に 一度 も 不覺の 名 を 取らす。 年 積って 十九 歲、 見參 せん」 

(二) 先？ g の 功績 …… 「八幡 殿 後三年の 合 戰に出 羽 國金澤 の 城 を 攻め 給 ひし 時、 十六 歲 にして 軍の 眞 

前驅 け、 鳥 海 三 郞に亢 眼 を冑の 鉢附の 板に 射附 けられながら、 答の 矢 を 射返して、 その 敵 を 取 

し 鎌倉權 五郎 景 正が 末葉、 大 庭の 平 太景義 同じき 三郞景 親」 

n 上の 諸 例によって 知.^ 得る 如く、 名乘の 重な 條件 となる もの は、 自己の 姓名 (時には 通稱 役名) 

は 勿論 住國、 年齢、 及び 系 園 若く ば 自己の 屬 する キ； 家 (主人) の 名、 自己 並びに 祖先の 武功、 これら を 

1 

ならべたてて 自分の 何者た るか を 敵に 知らし め、 一面 自分の 功名 不覺 ともに 他と 紛れぬ やうに し、 一 2 

B 記 文 學 


中世 文 ハの 研究 

面 好敵手 を 求めよう とする のであった かに 見える。 名乘の 意義に 就て は 後に 述べる ことと し、 序でに お 

名乘の 形式に 就いて 一 言して 置かう。  . 

( 一 ) 名乘 b の 初めに つける 言葉。 

(ィ) 爱 をよ する は 源氏 か 平氏 か 名のれ 聞かん かく 申す は (保 元) 

爱を 固め 給 ふ は 誰 人ぞ名 乘らせ 給へ、 かく 申す は (保 ー兀) 

この 手の 大將は 誰 人ぞ、 名のれ 聞かん、 かく 申す は (平 治) 

(口) この 門の 大將軍 は信賴 卿と みる は 僻 0: かかく 申す は (平 治)  . 

(ハ) 物 そのものに あらね ども  (保 元) 

(二) 遠 からん もの は 音に も 聞け、 近 からん 人 は H にも 見 給へ (平家〕 

(二) 名乘 りの 後に つける 言葉。 

(ィ) 兑參 せん (平 治) 

八郎 御曹司 を 見 奉らば や (保 元〕 

われと 思 はん 人人 は 寄よ，^ あへ や/,^  (平家) 

敵に は 誰か 嫌 はん 寄れ や 組まん (平 治) 


(to 兼 平 討って 兵衞佐 殿の 御見參 に 入れよ OH 豕)  - 

(G 留めん と 思 はば 寄れ や 手柄の 程み せん (平家) 

一筋う けて 御覽 候へ (太平 記〕 

下 鴉の 射る 矢 立つ か 立たぬ か 御 せよ (保 元〕  . 

(二) えた， „ ^やおお (平 治" …… (應對 の 場合) 

これらの 形式 は 保 元 物語に 略々 盡 されて ゐて、 平 治、 平家な ど はた ゾ言 ひ！^ し 方に 大问 小異 あるに 

過ぎない ので あるが、 「遠 からん 者 は 音に も 聞け 云々」 は 平家物語 以前に は 見あたらない。 又 自分の 

功績 を 述べた てる 時 は每も 名乘の 後に 附 加し、 祖先の 功績 を 披露す る 時 は 先に 添 へられる のが 通例で 

ある。 

以上で 名 乘の條 件と 形式との 各種 を擧 げた 譯 であるから、 名 乘とは どんな もので あるか はほゾ 了解 

出來 ると 思 ふ。 

二 

3 

これらの 名乘 t$,、 保 元、 平 治、 平家、 三 物語 以前の 合戰 記に は 見る ことが 出来ない。 尤も 「私 は 何 、お 
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某です」 とか 「何某 は何歲 のどう いふ 人 か」 とい ふ 自己紹介、 又は 他の 紹介 をす る こと は 早くから：：^ 

在し でゐ たが、 その 氏素性 系圖 とい ふ ものが 重ん せられて、 盛に 用 ひられる に 至った 由來 等に 關 して 

は 或は 我國の 氏族制度の 研究から 手 を 初めなければ なるまい。 ， 

た- >戰 場に 於て 敵と 相鬪ふ 場合、 かう した 名乘を あげる とい ふこと は、 保 元 物語 以後の 軍記 物に 見 

られ、 將門記 以下 後三年 記 迄の 合戰 記に は 認められな いので ある。 

これ を 以て、 直ちに 保 元 以前の 合 戰には 武士の 名乘が 無かった と斷 する こと は 出来ない。 寧ろ それ 

は 保 元 以前の 合戰 記と、 それ 以後の 軍記 物の 性質の 相違に 歸 すべきで あらう と考 へられる。 將門 r 乩以 

下敷 種の 合戰記 は、 何れも 事件の 成 行 を 簡單に 記述した 記錄に 止まる ものであるに 反して、 保 元、 平 

治、 平家の 三 物語 は 何れも 語. y 物と して 盲 法師に よって 語られた ものである。 從 つて 事實 以外に 種々 

な 潤色が 施される の は 勿論で あらう が、 又 合戰の 場面な ど は如實 に活寫 的に 聽 衆の 前へ；^ 開させる 必 

要が あった ものと 考へ てよ からう、 事實に 於て、 是 等の 戰亂 から 遠から ぬまだ 血 醒ぃ時 i^、 武家 を 相 

手に も 語られた 是 等の 軍記 物が、 合 戰の狀 態 を 眼前に 彷彿させる 爲に は、 合戰の 狀況、 装束、 名乘な 

ど を 宛然 語..^ 出す こと は、 十分 効果の あった ことと 考 へられる からで ある。 

とはいへ、 果して 戰 物に 描かれて ゐる 通. 0 の 名乘. 0 方であった とも 考 へられない C 只 かう した 名 


乘 がどうい ふ 意義 を も つ たで あらう か を考 へ て み るの も 面白い と 思 ふ 。 

さて、 武士が 戰 場で 名乘を あげる とい ふ 事 は、 少く とも 自己の 名 を 重んじ、 好敵手 を 求める とい ふ 

點 におした こと は 明かで、 その 結果 は 更に 自已 を擴 太した 家門、 系圖、 黨 族と いふ もの を も 重んじ， 

且つ これ を 披露した ものである。 

新撰 姓氏 錄の 序文 を 見ても (弘仁 年中 撰) それ 已前旣 に 系圖諍 ひの 繁 かった こと を 知， 0 得る ので ある 

が、 これ は 家族制度、 階級 制度の 意識の 強かった 時代と して は、 系圖の 不明な 點を 明かに して、 自統 

の 結合 を 計る 上から も、 他統 との 對抗 上から も當然 出て 來る考 である。 武家 自身に とっても、 源平 共 

に 自黨の 家門 を 結合し、 叉 他の 階級に 向って 自己 を 主張しょう 爲には 系圜を 明かに する 事 は 極めて 都 

合の宜 い 方便で あ つ たと 考 へられる。 

王朝、 藤 原 氏の 全盛時代に 於け る 武士の 地位 は 極めて 低かった。 たと ひ 身 は 皇統よ b 出づ ると して 

も、 朝廷で は 十分に 驛足を 伸ばし 得なかった 爲 めに、 邊陲の 地に 隱忍 しつ、 li" 力 を 養った 者が 多 かつ 

た、 故に 京師へ 出る 事が あっても、 武士の 莨祿は 極めて 輕く、 門閥と しても 藤 • ぬ 氏に 遠く及ばないと 

考 へられた ので ある。 故に、 源義 仲が 攝關 たらん とした 時、 參 謀の 大夫坊 覺明は 攝關に は 家柄が ある 

と 非議し (^家 物語、 法 住 寺 合戰) 偶々 昇殿 を 許される 者が あれば、 瓶 子 は 何とか 言 ひ はやされ、 本 
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意ない 怪物 返 治 か 若く ば 本職なら ぬ 歌に 托して やっと 位階 を 昇され たとい ふ 哀れな 吠 態であった。 

かくて、 京洛に ある 武士 は 公卿の 番犬に 過ぎなかった し、 都落ちした 武士 は 趣昧敎 養の 低級と いふ 

事 を 以て 蠻夷扱 をされ たので ある C 

さう した 田舍の 武士が、 武力 的に も經濟 的に も 勢力 を增 して、 漸く その 實 力に 於て 公卿 を 凌駕す る 

もの ある や、 その 力 を 京師に のばさう とし、 嘗て 自分 等 を 卑しめた 公卿に 對 して、 實 力の 前に 叩頭せ 

しめたかった であらう。 尙ほ 且つ 公卿が 新與 武士 を 以て 成 上り 者. 無 教養 者. 東夷と： M するならば 「. 俺 

だって 先祖 は 皇統 だ、 連綿と して 名 を 辱め ざ b し 者 だ」 と 啖呵 を 切 b たかった であらう。 この 啖呵 は 

自己の 强さを 意識した 自信の 叫びで あると 同時に、 舊 貴族に 對 しての 宿怨の 復霄 で、、、 もあった。 從っ 

てこの 自信、 この 宿怨から 來る系 S1 名乘， 0 の 心 持 は、 狂言に 見られる 樣な昔 暦 を 繰る 世 迷 ひ 言の 系 SI 

ならべで もな く、 家學、 家柄 を楣 にと つて、 衰へ ゆく 權 威と、 亡び ゆる 經濟 カを暫 しにても 支へ よう 

とする 彌縫 でもな く、 叉江戶 町人が 競うて 系 圖の僞 造に 浮 身 を やつした 虚榮 でも 勿論ない。 少く とも 

長年 築き あげて 來た 武力の 自負と、 血統 上の 自覺 とに よって、 彼等 武人 自 から を 律す る 所の、 宗敎的 

に 近い 信 條の吿 白 を此に 認め 得る ので ある。 

中には 舊 貴族の 趣昧敎 養に 憧れ、 官爵の 空名 を さ へ 求めて 得々 となった 武士 もないで はない が、. 併 
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し 「合 戰の道 をば 武士に 任せら るべき に 」 とい ひ、 「藏 人と 呼ばれても 何 かせん、 只 もとの 鎭西 八郞に 

て 候 はん」 ， 保 元) 「只 義平 は東國 にて 兵 共に 喚び 附 けられて 候へば、 本の 惡源 太に て 候 はん し (平 治) と 言 

ひ 放った 所に、 武人の 自覺と 意氣を 認め 得る ではない か。 而 して 貴族に 劣らぬ とい ふ赏カ 上の 自信 を 

して、 一 層 落ちつきの 心を與 へる もの は 源平と- に 「皇胤」 であると いふ 事實 であった。 從 つて 地方の 

武人 中には、 源平 何れ かに その 祖先 を附會 したら うこと も 想像され るし、 源平 何れ かの 一門で ない に 

しても、 その 郎等で あると いふ 點 にさへ 誇 を 威 じたら しい。 で、 この 名門の 出で あると いふ こと は 又 

地方の 氏素性な き 豪族に 對抗 して、 地方 民の 心を惹 きつける 爲め にも 大きい 利 111^ とな， o、 一家 一門の 

围 結 を 11 る 上に も 役立った こと はいふまで もない。 

「これへ 渡る は 何者 ぞ、 かう 申す は 信 濃國の 住人 大妻 太郎兼 澄な b』 と ぞ名乘 わける。 二人の 武者 

これ を 聞き r 是は武 田 小 五郎 殿の 手の者、 信 濃國の 住人 千 野 六郞、 同 川上 左 近、 この 川の せぶみす 

るな b」 と 名乘. 0 ければ、 兼 澄 『千 野 六郞は 我等が 一門 なれば、 す は大明 神に ゆるし 給 はる。 川上 

殿に 於て は 串う け 給 はらん』 とて、 よつ 引いて 丁と いる」 (承久 記、 國民文 庫本} と あるの は、 たと ひ戰 

場で 見えても、 同門で あれば 直接に 戰 ふこと を躊鐯 した 一 例で ある C 

叉、 藤 原 光貞の 妹 を 妻に 請 ひう けた 安部貞任に 對 して、 その 家柄 を賤 めて 與 へなかった 事が 陸 奥 話 ^ 
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記に 見えて ゐ る。 これな ど は、 如何に 豪族で あ b 武力 を 擁して ゐて も、 素性の 賤 しい 者と は婚を 通じ 

なかった J 例で ある。 

かう した 家系、 身分と いふ もの は、 戰場 にあって は 名乘る ことに 依って 他人に 知られる ので あるか 

ら、 名乘は 一面に 自 からの 矜恃を 表し、 他面に は 人に 知らし める 意味 を 持つ ので ある。 

これが 若し 團體 的な 戰と なると、 紋所 を 描いた 旗 差 物が 用 ひられる ので ある。 

名乘に 家系 住國 等を唱 へた 一 面の 理由と 意義に は 如上の やうな 考察 も 成立す ると 思 ふので あるが、 

名乘に 就いて 更に 看 逃す ことの 出来ない 意義 は、 名 を 重ん するとい ふ觀 念の 表れで あると いふ 點に^ 

する。 中世の 武士道に 於て 名 を 重ん するとい ふ 事の 第 一 義は、 卑怯 を 忌み 武勇 を尙 ぶと いふ ことで あ 

る。 次で 忠節、 義理、 情眛 とい ふ 様な ものが 包含され るが、 それ 以外の 細かい 德 0: は 寧ん 後世に 於て 

整理され たもの て ある。 

名 乘に表 はされ て ゐる點 からみる と、 祖先 並びに 自己 S 功績 (武名) を 述べ立てる こと は 勿論、 住國 

を 示し、 家系 を 示し 從屬 せる 主家の 名 を 掲げる 等 は 何れも 卑怯の 振舞 をし ない、 功名 不覺も 紛れぬ 樣 
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に 自己の 存在 を 公示す る わけで ある。 取 b 分け 年齡 を名乘 ると いふに 至って は 全く 年に 恥訂 ない、 齢 

以上の 御 を するとい ふ 自信 を 語る ものである C 

「物 そのものに あらね ども、 安藝 守の 郎等、 伊賀 國の 住人、 山 田 小三郞 伊行 生年 二十 八、 堀川 院の 

御 宇嘉 承 三年 正月 六日、 對馬 守義親 追討の 時、 故 備前守 殿の 眞先 かけて 公家に も 知られ 奉 りし、 山 

田莊司 行末が 孫な， o。 山 田 强盜を 搦め^る こと は數を 知らす、 合戰の 場に も 及んで 高名： つたる 者 

ぞ かし、 承， 0 及ぶ 八郎 御曹司 を 一見 奉らば や」 

とい ふが 如き 名乘 は、 先人の 名 を 辱めない 事 を 誓 ふと 同時に、 味方の 士氣を 鼓舞し、 更に 自分自身 

を內 劣し 鞭つ に 役立った 事 は、 如何に 大きかったら うと 思 はれる。 勇名 を 誇示す る こと は 敗 死の 明か 

な 場合で も、 敵に とって 不足な き 勇將を 求めて、 屑く 花と 散る の を 木 望と し、 名乘 さへ あげ 得ぬ 雜兵 

は 眼中に 置かなかった ので ある。 又住國 を名乘 ると いふ 事 も、 次の 例 を みれば、 志の 專ー卽 ち 節操 を 

重ん じた 反證 と も み られ るで あらう。 

「いかに 大竹 殿、 御邊 はもと は 武藏國 の 住人、 關 東の 恩人なら す や、 侍 は 草の なびきと はい へど も、 

後代の 名 こそお しけれ」 (承久 「ル)  . 

iid?! によ 黨族 によって、 その 身柄 を 語る ので あるから、 苟も 卑怯 不義 は 名乘の 手前 出来ない と考 
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へる の は當然 である。 

なほ 其 他、 一騎打ちの 場合 のみでな く、 矢 軍 や 切腹の 場合で もや は b 名乘を あげて ゐる。 

「木戶 の 上なる 櫓よ.^、 矢 間の 板を徘 て名乘 b ける は、 三 國の 住人 足 助次郎 重範、 忝くも 一天の 

君に たのまれ 進ら せて、 此 城の 一 の 木戶を 堅めたり、 前陣に 進んだ る 旗 は 美 濃 尾 張の 人々 の 旗と 見 

る は 僻目 歟 …… 鏃を少 々用意 仕て 候、 一 筋 受けて 御覽 候へ」 (太平 記〕 

「櫓の さまの 板 を 切 落して、 身 を あら はに して 大昔 聲を あげて 名乘 ける は、 天照大神の 御子 孫、 祌 

武 天皇よ b 九十 五代の 帝、 後醍醐 天皇 第二 皇子 …… 只今 自害す る 樣を見 置きて、 汝等 武運 忽に靈 き 

て 腹 をき らんす る 時の 手 木に せよ」 (太平 記〕 

かう した 名乘の 中に も 名 を 重ん する 精祌 がよく あら はれて ゐる。 

敵の 首 を 取，^、 若く ば 先登 先陣 を 承った 時に あげる 名乘 は、 自 からの 喜びの 叫びで あ，^、 引いて は 

祖先の 名 を あげた 事に な， c.、 更に 眛 方の 士氣を 振 ひ 起す 結杲 があった。 同時に 功名の 他と 紛れぬ 爲の 

名乘も ある。 

「此 手は惡 所で 有ん なれば、 我 も/^ と 先に 心 を 懸けた る 者 共 多 かるらん。 旣に 寄せ たれ 共、 夜の 明 

くる を 相 待ちて、 此の 邊 にも 控 へたる らん ぞ C 心狹 ぅ直實 一人と 思 ふべ からす。 いざ 名乘 らんと て 
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…… 熊 谷 は 先に 名乘 りた， o けれ 共、 平 山が 聞く 前にて 叉 名乗らん とや 思 ひけん …… 一 の 谷の 先陣 ぞ 

やと ぞ名乘 たる。 」 (山手 家 物語  一 二の 懸) 

これな ど は 些か 功利的な 考が 含んで ゐる とも 見られ やう。 なほ、 名乘に 就て は 幾多の 考察すべき 點 

も あるし、 引いて は 武士道 全 體に迄 及ぼし 得る 程の 意義 をも考 へられる と 思 ふけれ ど、 此 所では 名乘 

b そのものに 就ての み 大體を 述べる に 止めたい。 

最後に、 名乘 b に附隨 して 行 はれた と 見るべき 言葉 戰 ひの 例 一 二 を揭げ てみ る こと 、する。 

「淸和 天皇 九 代の 後胤 下野 守源義 朝、 大將！ の 勅命 を 蒙って 罷 b 向 ふ。 若し 一家の 氏族たら ば、 速 

に陣を 開いて 返 散すべし」 とぞ宣 ひける。 爲朝 聞き も敢 へす 「嚴親 判 官殿、 院宣 を 蒙 b 給 ひて、 御 

方の 大將 一!^ たる その 代官と して、 鎭两八 郞爲朝 一陣 を 承って 堅めたり」 とぞ 答へ ける。 (保 一 >0 

こ、 迄 は大體 名乘合 ひと 見て よろしい。 其 後に、 義朝 重ねて 「さて は 遙の弟 ござん なれ。 汝 兄に 向 

つて 弓 引かん こと 冥加な きに 非す や。 且つ は宣 旨の 御 使な b 緩 儀を存 せば 弓 を 伏せて 降參 仕れ」 と 

ぞ 申されけ る。 爲朝又 「兄に 向って 弓 引がん が 冥加な し-^ 理 なり、 まし さく 院宣 を 蒙った る。 父 

に 向って 弓 引き 給 ふ は 如何」 

とい ふ 言葉；， I、 かひ (謠曲 八 島に も 「ことばた、 かひ」 の 語 あ-.^) が附 いて ゐる。 これら は 上品な ん 

B 記 文 J& 
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方で は あるが、 平家物語へ 來 ると、 もっと 碎 けた 興味 ある 應酬が 描かれて ゐる、 これ 亦實 際にあった 

様式 だら うと 考 へられる。 

平家の 方よ， e 越 中の 次郎 兵衞、 船の やかたに 進み出で、 .l^ln 聲を あげて 、「そ も/,^ 以前 名乘， ^給 ひ 

つると は 聞き つれ ど …… 今日の 源氏の 大將軍 は 誰 人に てまし ます ぞ、 名乘， ^給へ」 とい ひければ、 

^勢 三郞 進み出で，. 「あな こと も 愚 や、 淸和 天草-に 十代の 後胤、 鎌 倉 殿の 御？^、 火夫 1- 宵 殿ぞ かし 

^^處嗣聞ぃて 「さる こと あり-。 去ぬ る 平 治の 合戰 に、 父 討 たれて 孤に て あ りしが、 鞍馬の 稚兒 して、 

後に は 金 商人の 所從 とな b 人 粮料 背負 ひて、 奥の 方へ 落ち 下 りし、 その 小 冠 褒めが ことか」 とぞ云 

ひける。 義盛步 ませ 寄って 「舌の や はらなる ま、 に、 君の 御 事な 申し そ、 さいふ 和 人 ども こそ、 北 

國礪並 山の 軍に うち 負け、 辛き 命 生きつ、、 北陸 道に さまよ ひて、 乞食して 上った b しその 人 か」 

とぞ云 ひける。 盛嗣 重ねて 「君の 御 恩に 飽き 満ちて、 何の 不足あって か 乞食 をば すべき、 さいふ わ 

人 ども こそ、 伊勢の 國鈴鹿 山に て 山賊し、 妻子 を はぐくみ、 我 身 も 所從も 過ぎけ ると 聞きし か」 

これ を讀 んでゐ ると、 さても 吞氣な 軍 かなと いふ 心 持が 湧いて 來 るので あって、 名乘 とい ひ、 首 葉 

戰と いひ 技 くらべ (那 須與ー の 様な) とい ふ 様な 悠長な ことが、 よくも 戰 場で 行 はれた 事 かなと 威 心す 

る。 さる にても 個人的な 戰が 主で あつたと 思 はれる 當時 にあって は、 同一 民族の 間に、 時として は 相 
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互に 止む を 得ない 理由 もな しに 戰ふ 場合、 こんな 悠長な 事が 行 はれた の も 無理から ぬ こと だと 思 はれ 

る。 若し 今 H: の 如く、 兵器の 俊劣戰 であ，^、 围體 的な 戰法 ばか b となれば、 八幡 太郞 とお 〈任との 連歌 

惡源 太と 重 盛の 樱樹七 走、 阿閉 掃 守の 鋒 洗 ひな ど、 今日 人口に 膾炙して ゐる戰 場の 美 はしい 譚は 大半 

失 ttJ る ことで あらう。 (昭和 五 ニニ、 國文敎 育に 揭 載した もの を 改訂す) 

P  勿 MP 

一 

戰記物 又は 軍記 物と 呼ばれる 文學の 一 圑は、 專ら 中世 文學の 一部 門 を 占めて ゐる保 元 物語、 平 治 物 

語 以下、 數 種の 戰 爭文學 に名づ くべき 名稱の 如く 考 へられて ゐる。 けれども 戰爭說 話、 英雄 傅說 等に 

俾ふ 叙事詩 的、 英雄 讃 仰の 精神 は、 這く 上代 文學の 中に も 散見し 下って 今昔 物語 等の 說話 文學 ゃ合戰 

檢卷 等に も 見られる ので ある。 それら 戰爭譚 の 記述 を 以て ー篇を 形成す るに 至った の は、 平安朝 末期 

の 將門記 や、 純 友 追討 記 等に 於て 見られる ので ある。 然し 是等は 何れも 極めて 簡素な 漢文で あるし、 2 

戰記文 學 
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後三年 記の 如き 和文に しても、 その 文 學的偎 値から いへば 極めて 低い ものである。 叉、 平家 物！^ S よ. c 

後の 承久記 (之に は數 種類 あるが) の 如き は、 文章 上 見るべき 點も ある けれど、 むしろ 文學 作品と し 

てよりも、 南北朝の 櫻 雲 記 や 足 利 期の 應仁 記、 嘉吉 記な どと 同じく、 歷史 物と して 取扱 はれて ゐる様 

である。 叉、 降って 德川 期に 出た 幾多の 軍談 物、 又は 太閤 記の 様な 英雄 譚は、 これ 亦兒ー 黄の 讀物 とし 

て は 興味 あるに しても， その 文學的 芳香 は 至って 薄い。 その間ゎづかに太平記及び^^我物語、 義經記 

などが 存 して、 これに 保 元、 平 治、 平家 を 加へ たもの が、 軍記 文學 として 尤 たる ものと されて ゐ るの 

である。 

就中 曾 我物 語、 義經記 を 除いて 他 は 何れも 集圑 的な 大戰 爭を椅 II 臺 として、 そこに 幾多の 英雄 傑 

貴公子、 女房が あら はれ、 且つ 幾多の 悲喜劇が 演 せられる ので ある。 其の 點から 見る と、 曾 我 ゃ義經 

記 は 一人 若く は 二人の 主人公 を 中心とし、 舞臺 も戰爭 とい ふよ. 0 は 仇 討 又は 傳記 といった 形に 變 化し 

てゐ るので、 軍記 物の 傍系に 屬 すと 見るべき である。 けれども その 何れに も 武士 的 精神が 發 揮せられ 

て、 剛勇、 忠節、 武士の 情、 女性の 操な どに 闢 する 物語が、 一齣 每に 描き出されて ゐる點 に 於て、 平 

安 朝の 假作 物語と 異 つた 道義、 思想、 生活 を 含み、 總 括 的に 叙事詩 的 精神に よって 莨 かれて ゐ ると 考 

へて {d いと 思 ふ。 
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鬼 も 角 斯うした 戰記 文學が 王朝 文學の 流の 中へ 新ら しい 武士 生活の 諸相 を 取 入れ、 文章 も 亦 和漢 混 

清の 强ぃ 文體を 生み、 武士道 精神 を 記述し、 意志と 情味との 調和 葛籐の 諸相 を 示し、 そして 後世の 謠 

曲 戯曲な どの 文學 に、 或は 武士道の 完成に 影響 を與 へた 點の大 なる 事 を 認めねば なるまい。 

. 今 こ、 に 述べよう とする 平家物語 は、 然 らば 戰記 文學中 如何なる 地位に あるか、 そして 平家物語の 

素材 內容 は槪略 どんな もので あるか を 一 言したい。 

「保 元 平 治 物語 は 簡素 遣 勁に して 質赏、 筋 立に 秩序 あ 、叙說 に 緊張 あ. 0 て 良 作た る を 失 は ざれ ども 

餘 b に 小規模に して、 奇も なく 妙 もな く、 翻 もな く 軍 純 平板に して 館 足らす。 太平 記 は 事件 複雜に 

して 內容 の瞿 富なる ことに 於て は、 遙に 他の 作物 を 凌駕し たれ ども、 描寫 のさ ま、 散漫に して、 前 

後の 脈 結 貰 通せす、 叙事の 中心 は屢々 動搖 して 渾然たる 統一な く、 隨 つて その 興味と 惯 値と は 甚だ 

深大 なる に 至らす。 然るに 平家物語 は 絡 倫の 詩的 事實を 題材と せる 上に、 結構 妙 を 得、 描寫 巧なる 

を 以て、 說 話の 筋に 統一 あ.^、 局面の 展開に 波瀾 あり 曲折 あり 抑揚 あ，..' て、 雄大に 兼ぬ るに^ 美 沈 

痛な ろと 同時に 破爛、 壯絕 にして 而も 哀絡、 ー讀恍 として 人を醉 はしむ る 妙趣 あり」 (高木 氏、 新 1. 平 

家 物語〕 

と は 高木 武 博士の 評で あるが、 以て 平家物語の 特色 を 知る に 足.^ やう。 
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二 

平家物語 は 櫻 花の 如く 一 時に 咲き 句 ふや、 忽ち 一 陣の 夜風に 散って いった 巣ない 平家の 運命 悲劇 を 

取扱った ものである。 平家 一門の 運命が 旣に 立派な 哀詩であった。 而も この 事 赏に對 して は、 時と し 

て 假構を 交 へて 必す しも 史實 に囚 はれす、 されば とて 八 h  く史贲 を 無視した 小說 でもな く、 史實と 空想 

と を ば 作者の 人生 觀藝術 眼 を 以 て 融合 混 一せ しめて、 些の 破 淀 を 示 さなかつ たのが この 平家物語 で あ 

る 0 

而も その 描く 所 は、 或は 義に强 い 主 從關係 を 述べる かと 見れば、 情に 脆い 女の 情景 を寫 し、 弓箭 

の 剛の者 あれば 風流の 貴公子 あ b セ、 其の 間に 公卿 生活の 情趣と 武人 氣 質の 意力 を 表し、 祌佛の 冥 鎖 

と 儒教的 倫理と、 妖怪、 祈禱、 粗野、 俊 美、 あらゆる 素材 を 短鴛說 話と して、 その 脈絡に 矛盾 を 威せ 

, しめなかった もの は 平家物語 である。  ， 

平家物語 は 全體 として 有機的な 綜合 統一 を 保って ゐる とはい へ、 その 一齣/^ は 寧ろ 斷片 的說話 を 

興味深く 寄せ集め、 且つ その 一齣/,^ で 鬼 も 角 一 つの 經，^ の ある もの を 羅列した と 見られる ので ある 

これは今昔物！^？-の様な說話文學の影饗を受けたと^^時に、 平家物語が 「語り物」 として 一齣-つ、 mi るに 
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便な ら し め よ う とす る 意 圖 か らで もあった と考 へ ら れる。 

從 つて、 かう した 斷片 的說 話なる が 故に、 時として は 幾つか を 加へ て 長く し 又は 省いて 短 くもなし 

得る わけで、 三卷 乃至 六卷 本の 原作から、 或は 十二 卷 本の 流布本、 二十 卷の長 門 本 (これ は 別種と 見 

る說も ある) が 四十 八卷の 盛衰 記へ と發展 する こと も 可能で あり、 或は 一齣 節の 位置 を 置き かへ て、 

灌頂卷 の檨に 後へ 持つ て來る こと も 出来る わけで ある。 

しかも 斯うした 斷 片的說 話の 羅列の 間に も、 なほ 作者の 人生 觀 から 来る 句と、 全體の 筋の 上からの 

聯 結と によって、 不統 一 を 示さなかった ので ある。 謂 ふ 所の 人生 觀は 諸行無常の 鐘の 聲に 聞き 得る は 

かない 人の 世の 無常 相で あ.^、 筋 は 平家 1 門の 沒 落とい ふ 一路で ある。 

平家物語 を 一一 一^に 分って、 それぐ 主人公 淸盛、 義仲、 翁 終 をた てる 山 田！^ 士の區 分と、 平家の 盛 

衰 によると 見る 內海 氏の 二 段の 區 分と は、 それぐ 理由の ないで はない が、 私 は 全篇 を 通じて 平家 沒 

落 を 叙す る點に 作者の 重心が あり、 それが 無常 觀と經 緯照應 して、 全 體の氣 分 を 生かせて ゐる もの だ 

と考 へる。 從 つて、 平家の 盛榮を 叙す る 前七卷 は、 後の 五 卷を說 いて 以て 無常の 哀 威を聽 衆の 前に 

び 出させる 爲 に；：^ する、 と 見たい。 而 して、 これが 盛衰 記へ 来る と、 源平 兩 氏の 興亡と して、 又 源平 

軍 物語へ 来れば、 源氏の 興隆と 見られる 様に K 開して 行く となす 高木 市 之 助 氏の 說 をと b たい C 流布 
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木の 平家で は少 くと もこの 沒 落の 相、 この 無常に 對 して 限 b ない 同情と^ 慨を 寄せつ、、 一齣く を 

語り 終って ゆく 點に 中心が あると 考 へ て -ぃ。 ュ、 して この 威慨 は、 時として 榮 えし 北； 1 しの 追憶の 淚と 

f、 叉 時として は 未来 へ の 夢 を 追 ふ 心と して 描かれて ゐ るので ある。 

榮 えし 昔 を 追憶す る 心 持 は、 云 ふ 迄 もな く 平家に とって は淸 盛の 全盛期 を 慕 ふ 心 持で は あるが、 R 

時に 廣く舊 貴族 文化 を 憧れる 心 持で もあった。 あれ 程に 惡 まれて ゐる淸 盛が、 なほ 且つ 慈恵 正の 化 

身と 見られる の は、 强ち 天台 佛 法の 擁護 者であった からと いふ 點 のみで は あるまい。 又 あれ 1  おに 蔑視 

されて ゐる宗 盛に 對し てまで 「如何に 猛き大 將軍も 運つ きかくな つて 後 は、 心變 るなら ひなれば、 こ 

の 大臣 殿 もさ こそお はすに や」 と 人 をして 同情 させて ゐ るの は 何のた めだら う。 

否々、 平家の. 盛時 を^んで 流す 涙 以上に、 舊 文化に 對 する 愛 著の 深さ を 認めねば ならぬ。 一例 を あ 

ぐれば、 伊勢 平氏、 高 平 太に 對 する 侮蔑 は、 新興 武士 を輕視 した 事で ある。 義 仲が 闢 E たらん とした 

時、 太夫 坊覺明 は 「それ は 家柄が 違 ふ」 とて 諫止した。 義經が 五位 尉と なった 攀を 以て 「常 家の 重職」 

と 誇 かに 言って ゐる。 この 義仲、 義經 さへ も 亦 平家の 選 b 屑 以下 だと 評された の は、 都 なれぬ 人で 
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あった 爲 ではない か。 

平家 は 明日 を も 知れぬ 西 海 流浪の 際に も、 なほ 昔^んで 叙位 除 目の 空行 事 を 行 ひ、 經 正が 出陣に 際 

して 竹 生 島での 彈^ とい ひ、 忠度都 落の 遺詠と いひ、 優美 風雅 を 愛する 心、 これ 亦 王朝 貴族の 愛する 

所の ものではなかった か C 加 之、 待 宵の 侍從の 話に 見よ、 高 食院の 紅葉 を燒く 話に 見よ、 斯うした 貴 

族 的 情趣に 満ちた 說話 が 至る所に 揷入さ れてゐ るので ある。 

併しながら、 斯うした 貴族 生活 を 僮れ る 心 持に 滿 ちた 中に も、 なほ 時代の さ氣を 無視す る こと は 出 

來な いので、 源氏物語の 桐壺に 似た 小 督ゃ狹 衣 物語に 似た 大原 御幸な ど、 その 文章に 類似 はあって も 

その 氣 分に 似より があって も、 や は b 小督に まつ はる 淸 盛の 妨害、 大原 御幸に 流れる 佛敎昧 は、 終に 

源氏 狹 衣に は 見られない 點 である。 或は 王朝の 物語に でも あ b さうな 葵の 前の 果敢ない 運命 を 叙して 

も、 なほ 道義 的な を附 加せ すに は滿 足で きなかった ので ある。 或は 男女の 情事に 見ても、 千 手 や 

横笛の 出家、 小 宰相の 入水の 如きに は、 前代の 女性に 見られぬ 强 さが あるで はない か。 物の 哀は咸 傷 

を 飛び越えて 悲壯 でさ へ ある C  . 

從 つて 哀感 を そ 、 る 事件 とても、 王朝の それよりも 一 層 切實な 人生の 惱が 潜んで ゐる こと を 忘れて 

はならぬ。 例へば、 光源氏が 須 磨での 詫し い 生活と、 平家の 零落 者が 西 海に 流浪し、 或は 都に E 通し 

戰記 文學 
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て ゐ る 心 持 と を 比しても、 そ の 體驗 せる 惱に は 非常 の 隔. 0 が ある こと はいふ 迄 もない。 

加 之、 平家物語の 取扱って ゐる 事件 は， 皿 醒ぃ爭 鬪の歷 おで ある。 時代 は新舊 二つの 生活の 抗爭 時で 

ある。 情に ふ 意志 の 力、 學問も 人情 も 優美 を も 遠慮なく 敲き 壞 して ゆく 力の 正義の 時代で ある。 

こ、 に 於て か 功名心に あせる， 武夫、 剛勇 を 誇る 武者、 命が けの 結合から 生れる 主從 の義、 命を棄 て、 

牛-きょうとす る 宗教。 

さう した 力強い 躍動が 平家物語 全 意の 中に 生きく と 見られ やので ある。 少く とも 後世 武士道の 理 

論 的 組織と いひ、 實踐的 面 la 律の 萠芽 は、 保 元、 平 治、 平家な どの 軍記 物に 旣に現 はれて ゐ るので あ 

る 0 

かく 觀じ 来れば、 平家物語 は 正に その 時代の 示す 如く、 新舊 二つの 生活、 趣味、 思想の 銜 突の 上に 

tl 組まれた ものである とい へる。 然も 平家物語 は、 これ を 理論と せす、 哲學 とせす して、 感情の 上に 

生かして 来た 所に、 文學 としての 地位 を 高め、 且つ それが 爲 めに、 この 新舊兩 勢力の 抗爭、 矛 とも 

明確に 分析せ すして 融和 させた ので ある。 

然ら にュ、 の 融和 は奈邊 から 出る か。 これ 卽ち 佛敎的 無常 觀 とい ふ ものに 依って 莨 かれた 情 1^ なの で 

ある。 少しく その 點に 獨れて M たにい C 


ヌ 00 


四 

つま， o 舊 文化に 眼 をむ けた 時の 無常 觀は 一 面 過去 を 追 ふ 心の 歎と なり、 更に 未来の 夢 を 追 ふ 來迎思 

想と なった。 そして 現實の 世相に 眼 をむ ける 時、 宿命的 因果律の 人生 解釋 とな、 り、 風前の 燈に 似た る 

生命の 安住 を佛土 に 求める となった C 

ー體 王朝 時代の 佛 敎は说 ft 享樂の 方便と しての 造 寺 起 塔 か、 说 ft 利益の 加持 祈禱 かであった。 平家 

にも 此の 種の 祈 は 到る 所に 出て ゐ るので あるが、 それが 更に 轉 じて くると、 亡びし 人への 菩提の 弔と 

な-^、 あはれ に 散り ゆきし 榮 華への 追慕の 涙が、 只管に 未来 世の 往生 を 願 ふ 夢 心と なった ので ある。 

平家の 人達の 求める 救濟は 何れも 此の 種の 来迎 信仰で ある 様 だ。 自己の 力 を 打ちす て、 flu の 罪業 を 

さ へ 逆綠 とし て 救 を 求 めよう とす る 他力 的 な 願 求 である。 この 信仰 が 更 に轉じ て 現世 を そ の ま 、 樂土 

と 見、 自已を 肯定す る 所まで は哲學 的に も 宗教 的に も 進み はしなかった。 ただ 時^の 動き は 人 をして 

痛切に 無常 觀に 走らせた に 止まった 如くで ある。 そして 作者 はこれ を 哀感と した 取扱って ゐ るかに n ル 

える。 然し 更に 深く 考 へるならば、 この 哀 1g をして、 只 夢 を 追 ふ心氣 分、 乃至 過去 を 追 ふ 心の 轉換と 

のみ 解すべく 餘.^ に 死に 直面した 願 求心で ある こと を考 へなければ ならない ので は あるまい か。 眞實 

B 記 文！ f 
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e きつ まった 心に、 せめても の 安住 地であった 淨 土へ、 彼等 は 直ちに 飛び込んで いったの である。 け 

れ ども 平家の 人達 は 信 後の 肯定 樂觀に 還 氷す る 間 を 待た すに 此の世 を 去って 行かねば ならなかった の 

であるし、 作者 は 又 一切 空の 悟 境 を槪念 化し 理智 化させなかった ので ある。 そこに 平家物語の もつ 來 

迎 思想に は 悲しい 響が 存し、 文 學的哀 威 を 漂 はせ 得た ので ある。 

斯の 如く 平家物語 は 死への 宗教であって、 今一 歩の 所では あるが、 生への 宗教にまで たどる 時を與 

へられなかった ので ある。 た、.、 自己の 無力に うつる 此の 身 此の世界 は榮枯 盛衰と もに 前世からの K 杲 

律に よって 規定され てゐ る。 宿緣 である e 從 つて 自分の 現在の 姿 は 過去の 結杲 であり、 未來の 原因と 

なる。 故に 平家物語に は 儒教的 倫理 も 取 人れ ら れてゐ るし、 忠君 思想 も" 日本 は神國 だとい ふ 考も存 

する けれど、 それら は畢筻 佛敎の 中へ と. 0 入れられて しまう 程度の もので、 決して 對立 的な 資格 を 持 

つて ゐる ものと は 思 へない。 

(以上の 如き 細部に 亘 つて は、 本文の 評 中に 於て 各個 所に 言 を 費して あるから 一 切 こ、 に はお 略する 

として」  . 

鬼 も 角 斯うした 新舊 二つの 思想、 趣味、 信仰が 渾 然として、 或は 强く 或は 弱く、 麦 でられて ゐる所 

に、 平家物語の 合戰赏 記と 異る 妙味が あるので ある。  • 
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五 

從 つて その 調子の 强； 高低 は 素 村の もつ 氣分 によって 生す ると 共に、 文章 用語 も 亦 それに 應 じて 

或 時 は 王朝 風の 優雅な ものと な.^、 或は 武士 風の 簡勁 ともなり、 時には 艷蘇， • 時には 朴素、 雅言と な 

b 訛語と な，.^、 漢ー^|^とな6人 外典 內 典の 引用と なれば 願文 牒狀の 漢文 體 となり、 忽 にして 朗詠、 忽に 

して 和歌、 今樣、 落首、 或は 七 語對 偶の 美文 ともなれば 說法 もどき の 法語と もなる など • 變化 極ま，^ 

なき 新文體 が 出来上がつ たわけで ある。 

若し これ を 細かく れば、 合戰に 際して 装束 を 詳述す る ことの 千變 一律に 過ぎ、 或は 悲しい 場合に 

「衣の 袖 を 儒ら しけ， o」 とか、 「引 かづいて ぞ 伏し 給 ふ」 とい ふお 定， 0 の 文句で 概念 化されて ゐる嫌 も あ 

り， 太平 記 程で はなく とも、 故事 古語の 引用 も 流用し 過ぎて 却つ す 缺陷を 露出したり、 ^中心の 行き 

方 が 佛敎ゃ 道義の 爲 めに 理詰 勝ち になった 嫌な どの 所 もないで はない が、 八 h. 體か ら 见 て 新文體 とし て 

は 成功し て 上乘の もの と 言 ひ 得 るで あらう。 

而 して 合戰の 場合に は 描寫に 技巧 を 加へ ないで、 素直に 實狀を m 睹 せしめ、 加 ふるに 武士に 對 して 

は 俗語、 訛語 をせ： の 儘に 用 ひて 當 時の 寅 際 を^ぶ よすがと し 「ござん なれ」 「ねったい」 「しゃつ」 「肘 

W 記 文 Si 


中世 ほ 文 JCf の 研究 

させる」 など 如何にも 巧に 用 ひて ある。 或は £ 利 又太郎 が 宇治川 を 渡る 時の 指 岡に 「弱き 馬 をば 下手 4 

に 立てよ、 强き馬 をば 上手に なせ、 馬の足の 及ば ラ程は 手綱 を くれて 歩ませよ、 はづ まば かいくって 

泳がせよ、 下郎 者 をば 弓の 弭に 取つ かせよ、 手に 手 を 取り組み 肩 を 並べて 渡すべし」 f 橋 合戰) と ある 

など、 如何にも 實際 見て 居る 様で はない か。 これ を 太平 記の 「戈 誕 劍戟を 降らす こと 雷光の 如くな り、 

磐石 岩 を 飛ばす こと 春の 雨に 相 同じ 云々」 などい ふ 筆法と 較べれ ぼ、 そのい かに 技巧の 相違 を 認め 得 

るか、 後者 は 全く 實感を 伴 ひ はしない。 

けれども これが 平家に 於け る 卷三城 南 離宮、 卷七福 原 落， 卷八 太宰府 落、 卷九落 足、 卷 十一 先帝 御 

入水 等の 終 を 叙す る 段になる と 「昨 B は 東關の 麓に 鑣 をなら ベて 十 萬 餘騎、 今 n は两 海の 波の 上に 攪 

をと いて 七 千餘、 雪 海 沈々 として 靑天旣 に 幕れ なむと す 云々」 とい ふ檨な 所謂 美文調に なって ゐ るの 

である -し 

或は 物語 風な 風流 情事に なると 文 體は自 から 王朝 文と なる。 こ は 島 津久基 氏が 小督と 源氏と を 比較 

せられた 情景の 如きが 浮で 出て 來 るので ある。 (國 語と 國文學 軍記物語 號參 照) 或は 等しく 幼董の 殺される 

にしても、 保 元 物語の 乙 若、 龜若 等の ra: 人が 殺される 場面と、 平家の 副將 斬られの 事 や 六 代 被 斬 等と 

を 比較して 兑れば 如何に 乙 若に は 男々 しい 武士の 氣 象が あ. o、 副 將ゃ六 代 はいかに その 哀れ さに 重心 


を 置いて ゐ るかに 氣づ くで あらう。 乙 若 やその 母 はや は b 武士の 子で あ. 0 武士の 妻で ある。 然るに 副 

將ゃ六 代 及び その 父母 は 武人と いっても； 公卿の 延長と して 描かれて ゐる。 兎も角 かう した 筆の 運び や 

文章 を 取， 0 上げて 見る と、 そこに 作者の 心 持が 見られる と 思 ふ。 

取り分け、 文章 上 注意すべき 點は、 前述の 如く 哀詩 を 綴った 齣 毎の 終 りに、 七五調の 美文が 連ねて 

ある ことで ある。 この 駢 魔な 文體で 作者の 心の 動きと 共に、 自然に はれ 出た 形で は あらう けれど、 

又 恐らく 語， 0 物と しての 制約に よる 點も あるので はない かと 考へ られる C 例 へ ば 卷七福 原 落の 條の終 

に、 

昨日 は 東關の 麓に 鑣を拉 ベて 十 萬 餘騎、 今 H は 西 海の 浪の 上に 續を 解いて 七千餘 人、 雪 海 沈々 とし 

て 靑天旣 に 慕れ なんとす。 孤島に 夕霧 隔て、 月 海上に 浮べ，.^。 極 浦の 浪を 分け、 鹽に 引かれて 行く 

船 は 半天の 雪に 遡る。 云々 

と ある 文に 對 して、 私 は 本文の 批評 中次の 様に 述べた。 「私 は 平家物語の 前薰 が、 こゝで終.^をっげて 

ゐ るの だと 思 ふ。 都落ち、 それ は 平家に とっても 痛ましい 事 實に違 ひない。 しかも それ は 人生の 歩む 

べき、 悲しく も 運命 づけら れた 行程な の だ。 さう 考 へる 時 作者の、 人生 無常に 泣く 涙が、 その ま、 平 

家 一門の 上に そ、 ぎ かけられた ので ある C  (屮 略) 
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平家 は 落ちて いった。 幾つかの 哀れな 話を殘 して、 又 幾つかの 勇ましい 話を殘 して、 …… 又 幾つか 

3 

の 優なる 物語 をも殘 して ；… 。」 

で、 本文の 「去る 程に 平家 は 福 原の 四 里に して」 以下が 例の 美文に なって ゐる。 けれど、 これ は大し 

て咎 むべき では あるまい。 維 盛の 都 落 あた りから、 哀れな 揷話を いくつか 聞かされて 來た聽 衆の 心に 

はもう 涙が 宿って ゐ やうと いふ もの だ。 こ、 ら でさら， 0 と美 はしく、 而も 哀れに、 筋よ， 0 も 話よ b も 

i# を 中心に、 心 調ャす 、 めさ へ すれば、 聽 衆の 目に たまって ゐる 涙が、 ぼろ と 落ちて しま ふの だ。 

私 は、 平家の 作者が 好んで 用ゐる 美文に 對 して、 一は 作者 自身の 嗜好が 不知 不識 流れ出して 來る爲 

と、 もう 一 つ は 語， 0 物と しての 心組みと に. ra る ものと 考 へたい」 と。 (然 かも 木 文で は 最後の 「毒 永 二 

年 七月 二十 五 日に、 平家 都 を 落ち 杲 てぬ」 とい ふ 一句が 非常によ く 利いて ゐる。 御馳走の あとの 茶漬 

一杯が、 一層 利 目の ある 樣に) —— (拙著 平家物語 評 釋 の 評 It 照) 

右の 福 原 落と 同じ 樣な 所が 卷十 一 の 先帝 御 入水の 終に も ある T 悲しき 哉 無常の 春の 風、 忽ち 華の 御 ， 

姿 を 散し、 痛ましき 哉 分 段の 荒き 波、 玉體を 沈め 奉る 云々」 の 所で ある。 

「あの 波の 下に こそ.；； i 樂淨 土と て めでたき 都の 候」 と 一 一位の 尼の す 、 めに 隨 つて、 r 小さう 美しき 御手 

を 合せ、 まづ 東に 向 はせ 給 ひて 伊勢大神宮」 に 御 暇 申させ 給 ふ 幼 弟が、 一 千尋の 底に ぞ 沈み 給 ふ」 とい 


ふ 所で 事件 は 終った. わけで ある。 

さて 琵琶 法師 は、 こ、 で 撥音 を 改めて 「悲しき かな や 無常の 春の 風 …… 」 と挽欲を^！^^するのでぁら 

ヶ。 私 は 拙著 評釋 中で 「この 挽歌が、 聽衆 をして 今更ながら 深い 感慨に 沈ませる ので あらう。 私 はこ 

の 「悲しき かな や」 以下の 一段 を 以て、 語， 0 物から 來る修 辭と考 へたい。 そして 同時に 平家物語 はこれ 

で 終って 梵 いの だと さ へ 思 ふ」 と 述べた。 

其 他、 平家物語の 文章、 創作 上の 妙味な ど を あげれば 數多 いこと では あるが、 それらに 關 して は 五 

+ 嵐 博士の 「平家物語の 新 研究」 にく わしく 出て ゐる 事で あるから、 屋上 更に 屋を 架す るに も 及ぶ ま 

いと 思 はれる。 

六 

平家 物！， はの 作者に ついては、 徙然草 (行 長)、 臥 雲 日件錄 (爲長 二十 四 卷木を 作る)、 醍 蘭雑抄 (赞經 

十二 卷本を 作る y 天地 根元 歷代 圆、 陰陽 太平 記 等の 諸 書に よって 憲耀 法師、 葉 室 時 長、 願敎 法師、 一 {；3 

原爲 光行、 古田 資經 等の 諸說が あるが、 今日で は大體 徒然 草に ある 行 長說が 認められて ゐる やうで あ 

so 新う した 数多い 作者の 推定され る こと は、 少く とも 平家物語 がそれ 程 人の 注意 を 引いた もので あ 


中世^ 文 s- の 研究 

ると 一:^ 時に、 異本の 多かった 爲め である。 平家物語 考 によれば 三十 種 十七 類の 多き に 及ぶ 異本が ある % 

わけで あるが、 是 等の 異本 は 大體か ら ^ て 灌頂卷 を 別 立す る ものと、 別に 立 てない ものとの 二 つ に 別 

れ、 前者 は 一方 流 (明 石 檢校覺 ーを祖 とす)、 後者 は 八阪流 (八 坂 檢梭城 立を祖 とす) の！^ -i り 本に， 極す る 

所から 見れば、 全く 平 曲と い ふ 音曲 上の 流派に よって 異本が 出た もの だと 見なされ るに 至った。 

灌頂卷 とい ふの は 平 曲傳授 上の 名目と して 名 づ けられた もので (山 田 氏說) 之 は 密教で いふ 傳法灌 -m 

から 出た ものである。 

常時 は 和歌な どで も秘傳 を傳授 する 際 や は b 灌 頂の 語 を 川 ひた 率 (橋 木 進 士；： 氏 說) によっても， られ 

る 如く、 平： S の 極傳の 部分 は灌頂 卷と唱 へたので ある。 平 „M はいふ 迄 もな く佛敎 -nc= 樂ゃ郢 =g の 影響 を 

受けて 發展 し、 琵琶 法師の 手に よって 語られた もので、 その 語 b, 物と して 讀物、 問の もの、 小秘^^ 

大 秘事、 灌頂卷 等の 秘曲が あつたの である。 (讀 物と は 木 曾 願書、 勸進 帳の 如き 物 をい ひ， 小 秘事 は 觝 

園 精舍、 延喜 聖代、 善 光寺 炎上 をい ひ、 大 秘事 は 劍の卷 と 鏡の 卷と宗 論 (流布本に はなし、 一本に 

あり) とで ある。 (間の 物 は 八 坂 木 及 波 多 野 流に 特別に あるら しい。 ) 

殊 に灌 項卷 が 別 立す るに 至った の は (覺 一本で は卷 十一 中に 混在す ) 平 曲 の 性贺 上文 章 の與 へる 1^ 情 

と 氣分を 尊重す る點 から、 寂 光院の 淋しい 有様から 来る 感情 を 表 はす 技巧 上の 困難 さに よる (日本 昔 


樂) 外、 全ての 秘事に 通す る 內容の 尊重に も 起因す る もので あらう。 而 して その 內容上 尊重され たと 

いふの は佛敎 的な 記述の 多い 點が 主要部で ある。 

斯うした 平 曲が 鎌倉時代の 初頭に 於て 生佛 とい ふ琵讃 法師に よって 創唱 され、 「平語の 旋律と 律動と 

音色との 與 へ る 感情と 氣分 以外に 文章が 與 へ る 感情と 氣分を 尊重し」 (兼 常 博士 說) てこ こに 平語と 言 

ふ ものが 傳 はって 來 たので あるが、 今 nl では 旣に 平^は 亡んで、 ただ、 その 殘 された 文章 を讀 むだけ 

に 止まる のは殘 念で ある。 (尤も 前 田 流の 一 流が 僅かに 殘 つて ゐる けれど、 昔 H の 面影 は^ぶべ くもな 

い)。 

その 著作 年代に ついては、 原木 は建久 から 建 保 年間に 作られた ものと 推定す る .2 田 博士の 研究が 一 

般に 認められて ゐる樣 で、 これ は卷 五の 物怪 事の 靑 侍の 夢と、 卷 十二 六 代 被 斬の is_- の 文 覺の揷 話に よ 

つて 推定 さ. れ たので あるが、 これから 漸次 發展 して 來た 流布本に 就て は、 鎌倉時代から 室町 時代 迄の 

間に 或は 語 物の 流派に よって、 或は 寫 木の 際の 取捨 誤植 等に よって、 或は！^. 手聽き 手の 意圖 によつ 

て 漸次 卷數を 增し來 たものと いふ 以上に、 著作 年代 も 作者 を も 確定す る 事 は 今の所 不可能で ある。 

けれども 大體 から て 原作 若の 意 圖を裹 切らす に增 加され たもので、 且つ 鎌 倉 初頭の 作；： E と 兄て 大 

誤 はなから うと 思 ふ 0  V 
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( 一 ) 靑 侍の 夢の 中に 「この 日頃 平家の 預 b 奉る 節 刀 をば 召 返して 伊豆 國の 流人 前 右兵衞 佐賴 朝に 赋 

するな， 0 と (八幡) 仰せければ、 その 側に 猶御 宿老の まし ましけ るが (春 日)、 その後 はわが 子孫に も 賜 

ひ 候へ とぞ 仰せけ る 云云」 とい ふ 記事が あるから、 藤原賴 經が將 軍に なって 以後に 平家が 出來 たもの 

だとす る菅茶 山の 說。 

(一 一) 文^の 話と いふの は r 11 この 後 承久に (御 鳥 刑 院が御 謀叛) 起させ 給 ひて 國 こそ 多け れ遙々 と 

隱 岐の國 まで 遷 され させ まします 云云」 と あるから 承久亂 以後に 作られた もの だとす る說。 

これに 對 して 山 田 博士 は 文 I の 事 及び 春 日 明 神の 事 は 記載して ない 木の あるの を 指摘し、 厳 ft 明祌 

と 八幡 大 菩薩の こと だけが どの 木に も 共通す る。 故に 平家物語 は、 源氏が 平家に 代って 將. 取た るべき 

事の みを豫 言せ る もの、 從 つて 赏 朝の 薨去 迄の 間に 原作 は 出来た もの だと 論じて 居られる。 

なほ 平 曲に 就て 1 言 すれば、 これ亦詣書にょって區々の言ひ傳へ がぁってはっき-.^したことは言 へ 

ない ので あるが、 極めて 大體 からい つて、 信 濃 前 司 行 長が 平家物語 を 作って 生 怫に節 をつ けさせた と 

いふ 徒然 草の 說を とる としても、 生佛 が關柬 生れで あると いふの は 誤で、 性 沸 (生怫 と 性佛と 別人 だ 


3IO 


と 言 ふ說も ある) は 綾小路 資 時であって (攝政 家 道の 子で 四條 帝の 頃の 人と いふ 說も ある) 資時は 音 

樂に 堪能な 人だった と 山 田 It  士 は考證 して 居られる。 

Is- も 角 この 性佛 以後 南北朝の 末にな つて 域 一 とい ふ 一 大名 人が 出で、 その 門下に 明 石 檢校覺 一 と 八 

坂城玄 とい ふ 二 大家が 出た。 ( 一 說 では 城 玄を覺 一 の 弟子と い ふ。) これが 都 方と 八 坂 方の 一 一派で ある。 

それ 以後 平 曲 は 再び 混沌と してし まった が、 足 利の 末期に なって 波 多野考 一 と 前 田 九 一 とい ふ 二人 

が 現 はれ 波 多 野 は 主として 京都に、 前 田 流 は 江 戶に行 はれて 明治に 及んだ とい ふこと だけ は 云 へ るの 

である。 而も 後の 波 多 野 流と 前 田 流が 八 坂、 都 方の 二流と どんな 關係 にあった かも 明かで なく、  二流 

とも 一方 流の 分派で 八 坂 流 は 永享の 頃に 亡んだ とする 說と、 波 多 野 流 は 八 坂 流の 變形 だとす る 說と何 

( 

れも 確かなる 證據 はない ので ある。 或は 平 曲 は 最初から 琵琶に 合せて 語った もの か 否か も 今日の 處は 

つき， 0 した こと は 一一 一；：！ へない ので あるが、 兼 常 博士の 意見で は 「當 時の 狀態は 平 曲の 樂器 として 琵琶 を 

採用す るに 頗る 適して」 居り 兩者は 非常によ く 調和した もの ださう である。 

平 曲の 節に ついては、 梅 澤氏は 平 曲 は聲明 (佛敎 昔樂) から 出た ものと いひ、 平 曲 家に も、 しかく 

信奉せられ て來 たやう である。 耍す るに 斯うした 平 曲 上の 研究 は 今日 迄の 諧記錄 を その 儘 信す る わけ 

にも ゆかす、 されば とて 眞實の 平 曲 は 今日 全く 亡び 去った ので あるから 甚だ 心細い 次第で ある。 もし 
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今後 珍ら しい 記錄 でも 發見 サられ ざる 險 り、 吾等 はや は b 從來 の詣 記錄 によって 推測して 行く よ.^ 他 

に 方法がない ので ある。 ただ 最後に かう した 平 曲が 德川 時代の 終まで、 どんなにして 命脈 を 保って 來 

たか (一時 は宫 中にまで 聞し 召された 平家が) 平 曲 家の 年中行事の 一 班 を 窺って 思 を f 退く 昔の 富 法師 

の 上に はせ て 筆を擱 かう。 嬉遊 笑覽を 見る と 「二月 十六 日 石塔 (積 塔 か) とて 都鄙の 檢 校勾當 末々 の廒 

頭 迄 出仕 網 引と て 職 祝儀の 平家 を 語 b 始め、 其の後 頭 人延喜 聖代 を 語る。 六 派よ.^ 五 句の 平家 を 勤め 

囘十 七日 未明 東 河原に 出仕 諸道 石塔 を 積み. 是は天 夜 尊 (肓 人の 祀る 神。 光孝 帝の 御 弟と いふ) の 御 弔 

と號 す。 三月 一 一十 四 IH に御經 流しと て 法 華 經を書 寫し兩 職事檢 使に て 加 茂 川へ 流す 事 之 を安德 天皇の 

御？！？ と號 す。 趣意 は 平家 を 語る を 以て 常 座の 家業と もれば 也、 六月 十九 ttt 涼の 塔 出仕 石塔 (積 塔) 云云 

と ある。 なほ その他 社寺の 頓寫會 に 際して 平 曲 は 語られ、 以て その 分脈 を 保って 來 たもの、 やうで あ 

る C —— W^T^ —— (拙著 口 譯對照 平家物語 評 藻 解題" 昭四 • 1〇 稿) 


A 民衆の 生活と 文學 

•  一 

中 I に 於け I 民 階級の 文學 は、 これ を 三つの 方向から 考へ得 ると 思 ふ。 その 一 つ は 有閑 知菌 

及から 一般 i に對し HS 若く ば I 的 意 f 以て f かま 豪 S し、 二つに は賣 階級の 生 

活、 看な ど Is 材料： fe 义れ て、 それ SISI に 供せられ ま SS 民の 霞と 

なる もの. を 指し、 三つに は 民衆 それ 自 からが 作 b 出した 文學を 指す。 

知 I 級から i への If ば 教訓的 is て 働き かける 豪と は、 いふ 迄 もな く  I の 手に 

なる 去 文、 S の 類と 謹 的 I 豪で ある。 S とい ふの は 元來、 經 iif  I する I 的 

信念の I から 生れ 出た ものであるが、 これが i される 時には、 一つの 布 I 道の ために 慕な 役 


R  e  it! 活と文 


中世！： 文 "J 研 

目 を もつ こと、 なった。 親璧の 三帖和 讃が银 朝の 讀經と 定まった の は 連 如 以後の ことで は あるが、 ^ 

宗で 用ゐる 和讚の 如き もや は.^  n 十く から 同行の 間に 讀誦 されたら うこと は 察せられ るので ある。 

トシ サリ トシ ハカ へ レドモ 

ヲシ ムニ トマ〃 ハル ハナ ク 

ヒ ユキ トシ ユキ ゥッ レドモ 

シ タフ ニノ コル ァ キ 、ノ ナ シ (光陰 讃ニ 曰， 十七 日) 

從 つて 時宗で 川 ふる 和讃の 中には 親 鴛ゃ源 信の 和讚 を その 儘、 或は  一 二字 を 改めて 採用して ゐるも 

のさへ 可な b 存す るので ある。 - J れ らを更 に 民衆に 近 づ き おからし める ために は 数へ 歌な どの 形 をと 

つて、 

一 心 歸命阿 彌陀佛 

三 心 具足の 修行者 は 

いざか へ， C なん 極樂へ 

く 道 輪廻 は魔鄕 な，.^ 

はやく 賴め 慈父の 彌陀 


ニ世安樂の御§^3 

(中略) 
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とい ふ 風な 阿彌陀 いろは 和讚と な b、 或は 赛の 河原 地 藏和讃 となり、 更に 碎 けて は、 一 の 谷 組お 和 

讚と か 1^ 萱 道心 和 讃 とかい ふ 風な ものと して、 一種の 娱樂 的な 民謠 とさへ なって いったの である。 か 

くて、 佛敎の 普及 は 聖地の 順 禮 を 流行せ しめて、 こ、 に 色々 な 順 禮和讃 が 行 はれる ことにな つた。 

法文 卽ち 假名 法語 は 法然、 親鴛、 rH 蓮な どから 連 如の 御文 章 (御文) に 至る まで 廣く 教義 を宣俾 する 

に 役立った こと はいふ 迄 も あるまい。 假名 法語 は 要するに 知識の 低い 庶民に も 解し 》^ からしめ ようと 

いふの が 目的で 生れた ものである。 其 他、 敎訓說 話、 引いて はお 伽草子の 如き もので さへ も勸 善懲惡 

の 意昧を 多少と も 包蔵して 居 b 、雜 談壤 砂お 集の 様な 佛敎說 話 文學は 明かに その 意眛を 公示して ゐる C 

次に は 族 民 階級の 生活 風！ s などが 文學の 材料に 取 b 人れ られ て、 貴族 社 食の 娛樂に 供せられ てるる 

もの。 これ は 元来 民衆の 間に 生れた 碰謠董 謠の 類が、 催 馬樂、 神樂の 中に さへ 取. - 人れ られ て、 大宮 

人の 間に 歌 はれた こと は、 旣に 平安朝に 於て さう であった。 それ 以後 も 民間に 發 達した 琵琶 法師 や、 

田樂 或は 猿樂と いふ 様な もの も 武家 僧侶の 保護 をう ける に 至って、 有閑階級の 娱樂 とな つたので ある 

梁 庵秘抄 にも 

0 我が 子 は 二十に な.，^ ぬらん、 博打して こそ 歩く なれ。 國々 の博黨 に、 さすがに 子 なれば 力なし- 

負かい 給 ふな 我 氏の 住亩 西の 宮。 

民衆の 生活と 文 
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〇 此頃 京に 流行る もの、 わうたい かみく ゑせ かつら、 しほ やき 近 江 女、 女 冠者、 薙刀 持たぬ 尼ぞな ，2 

さ C  . 

J 舞へ く衝 牛、 舞 はぬ ものなら ば、 馬の 子 や 牛の 子に 蹴 ゑ させ てん、 踏み破らせ てん、 まこと 美し 

く 舞うたら ば、 花の 園まで 遊ばせん。 

とい、 V 様な 俚謠、 薰謠、 落首の 類 も 取り入れられて、 上流 社會 でも 歌 はれた ものと 見える。 

謠曲 狂言に 室町 時代 以後 武家の 保護 をう けて 大いに その 地位 を 高めた もので は あるが、 それにし 

て も、 人 買傳說 とか 遊女、 農民な どの 民間 生活 を 題 村と した ものが 存在し、 且つ、 これらの 中に も 民 

謠 と兑ら れる ものが 可成. 9 數 多く 殘 つて ゐる。 狂 言 中 の 小歌に は、 

0 京に はやる、 起 上.^ 小 ぁ師， よい 殿 見れば、 殿 さへ 見れば、 やよ は、 合點 か合點 か、 つい 轉ぶ。 

〇 あの 山から 此の 山へ、 飛んで 來るは 何お やろ え、 頭に ふつ/^ と 二つ、 細うて 長うて ひんと 撥ねた 

を、 ちゃっとすゐした！^；^-ゃ。 

；' クボ  . 

〇 人の 妻 見て 我が 妻 見れば、 深山の 奧 のこけ 猿め が、 雨に しょ ぼ 濡れて、 つい 蹲うた にさ も 似た。 

とい ふ 様な ものが あ. 9、 謠曲 にも、 

0 り 岸り 根，：：： の 柳、 あら は al にけ， o、 そよ の。 あら はれて、 ぃっかは1^?と、 君と 我と、. 我. と と、 忱 


さだめの、 やよ が b も そよ な。 (藤 永) 

〇 田植 ゑい 早乙女、 う ゑい/.^ 早乙女。 目 出&き 御田 植に 苗代に お， <^ たち。 お， たちて/、 • 田植ぃ 

早乙女。 笠 買うて 着せう ぞ。 (以下 略. - 加 茂に 附屬 せる もの) 

など 幾つか ある。 其、 他 近古 小 說には 民衆 說話、 傳說に 題材 をと つた ものが 甚だ 多い ので ある。 

第三に は、 過去の 民衆 文學 でな く、 現に 其當時 民衆 それ 自身が 作.^ 且つ 謠ひ娱 んでゐ たと：：^ られる 

ものと して は、 

0  二 筋の 中の 白み を 塗..^ 隱し 新田く しけな 笠 印 かな。 

〇 疑 は 人に よ. 0 て ぞ殘. 0 ける まさ しげ な る は 楠が 41!。 

とい ふ 様な 落首と か  - 

〇 朝寢 をしょう よ. 0 は 起きて 沖 を 見よ やれ。 

さっきの 佐兵衞 がさよ にこ ひた を 見よ やれ。 

さっき さみだれ 寢亂れ たらう もの をば C  (以下 略) 

〇 宇治 や 梅 尾の 茶園 を 見れば な。 

新 葉が 立ちて 今よ いざかり。 (以下 略) 

民衆の 生活と 文 學 
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〇 朝 はか ゆく や こせと-^ 苗を植 ゑて な。 

秋 か b 入れて 蔵の 下積みに。 (以下 略〕 

とい ふ田植 歌。 或は 閑吟 集に みえる 

〇人 買 船 は 沖 を こぐ C とても 賣らる 、身 をた だ。 靜 かに 漕げよ 船頭 殿。 ： 

〇 思へ ど 思 はぬ ふ-.^ をして なう。 思 ひやせに 瘦せ 候。 

0 なにと もな やなう/^」 うき 世 は 風波の 一葉よ。 

〇 何せう せ、 く すんで 一 期 は 夢よ。 た、、、 狂 へ。 

さて、 以上 三つの 方面から、 主として 歌謠 形式の もの を 袖き 出して  一 二の 例 を あげたので あるが、 

第一の 法文、 和讚、 教訓 は 直接 民衆 〇 叫びで なく、 與 へられる ま、 にこれ を讀み 且つ 詠 じた もので あ 

るから、 今 は 問題と しない C 

第二、 第三の 場合 は 何れも 民衆の 心 を謠ひ 生活 をった 謠 ものであるから、 近世 町人 文學 への 轉 向と 

して 一 應吟眛 する 必要が あると 考 へる。 

町人、 百姓の 生活、 思想 は 比較的 單調 であ 6、 その上、 長い間の 階級 藤 迫と 佛敎的 宿命 觀と は、 彼 

等 庶民 をして 貴族、 武士に 對 する 反抗 心 を痳瘅 せしめた 爲 めに、 彼等 族 民 は 自分の 生活に 對 する 反省 


を缺 き、 唯々 其の tH  く を 無事に 送る ことが 最大の 幸福で あ. 0^、 若い 男女の 戀愛 が、 時として は卑 

な 交りが、 巷間 の^を 產み、 且つ、 それの みが 彼等に 許される 唯一 つの 樂 しい 生活で さへ あつたと も： 

考 へられる ので ある。 かう した 生活 を 長い間つ、 V けて 來た爲 めに、 上 來擧げ 来った 樣な歌 謠には 生活 一 

苦 を 描く もの もな く、 呪訴 もな く、 悲歎 もな く、 淫猥な 生活 や 博套が tC 常 茶飯事と して その ま、 に 詠 

ひ 出されて ゐ るので ある。  一 

京から 下る 小山 伏、 肩にから かさ 御手に 數珠、 腰に 螺の 貝、 抉に 戀の 玉章、 御 客僧 受け 給 ふ。 柴垣 一 

ごしに もの 問 はう。  一 

男色 や 女色に 耽ける 賈主 坊主 は 明かに 室町 時代の t> 侶の 墮落を 語る ものであるが、 それが 右の 樣なー 

謠 となった，^、 稚兒 物：？ 5^ となっても、 それ は 破戒 傲に 慨歎して ゐる 民の 聲で はなくて、 それ を 常り 前 

の檨に 愛け 入れて ゐ るので あった。 だから、 今日 吾々 の 目から 見て、 狂言 記に 見られる 社會は 痛まし 一 

い 涙の 笑 ひで ある けれど、 その 當 時の 人 は、 や は， 0 朗らかに 腹の 皮 をよ つた ものと 考 へられる ので あ 

る 0 

虐げられつ、 も、 その 境遇 を 宿命と みて、 

極度の 最低 下の 生活に せんじて 暮 した 爲 めに 
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一 步く經 濟的地 步を赢 ち 得て い つたの が 町人で あ.^、 

. 不平 を 知らす に 過した 爲 めに、 割合に 氣樂 であった の 
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が 農民で ある。 御 德政騷 ぎと いひ、 百姓一揆と いふ 騒動 も 度 々橾. ^返され はした が、 それ は 「背に 腹 0 

は 代 へられぬ」 爲 めの 暴擧で あって、 そこに は 何等 思想 的な 階級 爭鬪 などい ふ 意識はなかった と考へ 

てよ いと 思 ふ。 

二 

それ 程 無智で あ. o、 それ 程 最下の 生活に 安んじて ゐた 町人 百姓が I 町人と 百姓と を 一 緒に 包括す る 

とい ふ 事 は 無理で あるが ！ 何故 文學の 畑に 漸次 多い 材料 を 提供す る樣 になった であらう か。 此れに 

關 して は、 瀧 本 誠 一 氏が 佛敎の 平等 觀ゃ 儒教が、 平民 を も 無視し ない 様に 導いた の だと 論じて 居る。 

C 日本 文學 講座) 或は 一般 史家の いふ 文化の 下 超 上と いふ ことで も 一 應の說 明が つくで あらう。 で、 下尅 

上の思想が貴族に^^る武家、 武家に 代る 町人と して 見られる 時、 そこに は 經濟的 勢力の 消長が 一 つの 

大きい 基因 をな して ゐ るので あるが、 その 點 からのみ 論 すれば、 棄民は 永久に 虐げら る、 者であった。 

然 かも、 その 農民 生活まで が 文學の 中に 取り入れられて 來 たの は 何故で あらう か。 私 はこ、 に 武士 文 

學の 時代と いふよ.^ は 僧徒 文學の 時代と して 中世 を觀る ことによって (武士 時代の 文學と 武士 文學の 

時代と は 違 ふ、 又 僧徒 時代の 文學と 僧徒 文 學の時 とも 區別 する 必要が ある) 點まで 解答が 與 へら 


れ るので はない かと 思 ふ。 

つまり、 平安朝時代は槪して貴族文學の時代でぁ，.^、 同時に 貴族 時代の 文學 であった。 貴族が 制作 

に携は ，0.、 然 かも 貴族が 自分の 生活 を 作品に 描いた が 故で ある。 江戶 時代 も 亦 さう いふ 意昧 で、 町人 

文學の 時代で あり、 同時に 町人 時代の 文學 である。 

然るに、 中世 は 政治的な 時代 區 分からい へば 武家時代 では あるか もしれ ない が、 文 學に携 はった も 

の は 僧徒で あるから、 惯徒 文學の 時代と いひ 得る ので ある。 

その 僧徒が、 武家 生活 を 題材に とる 時、 こ、 に 所謂 武士 文學が 生じ、 ffil 民生 活を寫 す 時に 所謂 族 民 

文學が 生れる。 

若し この 意眛が 許されるならば、 所謂 族 民 文學と は、 中世に あって は 狂言 記、 お伽草子 を 第一 に 推 

すべきで あ. o、 これに 次で 說話文 學ゃ謠 曲の 中から、 その 範閛 に屬 する もの を 袖き 出して 考 ふべき で 

あらう。 

とも 角、 僧徒が 文 學に携 はった とい ふ 事 は、 隱 遁文學 者の 所で 述べた 樣に、 僧徒と いふ 立場から、 

上流に も 中流に も 下流に も 全ての 階級 社 會と關 係 交涉を 結ぶ に 便 直が あ、 り、 その 雪 水 生活 乃至 は傳道 

生活から、 都鄙 遠近の 風俗、 人情、 生活に も 接する 機會も 多く、 地方の 傳說 口碑 を 耳に する 機 會も多 

ほ 衆の * 活と文 » "- 
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かつ. こらう から 勢 ひ、 それら を 材料と する に 便 があった と考 へられる ので ある。 徒然 草に 生佛 はも 

と關 東の 人であった 爲め、 東國 の. 武士から 戰爭の 事な ど を 聞いて、 平家物語の 中に 武士の 事 を ゆ、 し 

う 書い たのた と！；！^ し て あるの も 亦、 此の 邊の 消息 を 物語 る ものである。 

從 つて、 百姓 町人に 多く 接する^ 徒が、 百姓 町人の 生活、 風習、 傳說等 を 盛に と.^ 入れて、 頓に^ 

民 階級の 題材が 多くな つたの だと 考 へられる と 思 ふ。 

而 して、 惯徒は 元來傳 道が 目的で あるから、 自然 佛敎的 行事が 色々 の 場合に 行 はれる。 そして この 

行事が、 單 調な 梟 民 生活の 上に 如何に 樂 しい、 潤の ある 年中行事 として 歡迎 された かも 想像に 餘. 9 が 

あるで あらう。 で、 かう した 年中行事が 民衆の 蜈樂 として 喜ばれ、 僧徒に とって は敎權 維持の 爲 めに 

も 必要であって、 この 樂 しい 行事の 中から 叉、 色々 な 佛敎に 因緣の ある 詠歌、 讃嘆、 和讃、 踊が 生れ 

かくして 佛敎に 親 まされる と， 田 植念佛 とか 船歌 念佛 までが 生れる 樣 になって くるので あった。 

が、 然し 純粹 に、 比較的 魄粹な 形で、 族 民 自身の 作と して 殘 されて ゐる もの は 上述の 樣 な歌謠 であ 

つ て * これら は眛 ひの あ る も ので は あ る が 同時 に 素朴な も の であ. り、 思想 的 に み るなら ば 何等の 複莉 
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な 生活が 歌 ひ 出されても ゐ ないし、 無常、 1. 脫俗、 貴族 趣味、 武士 氣質、 などに 觸れる 所 もな く 

特姝な 地歩 を文學 思想 史上 占める 程の もので もない 様に 考 へられる ので ある。 寧ろ 近世 小唄 乃至 使謠 

への 發 1^ を考 へる 上に、 貸 重な 形 兄と し て 眺められる もので はない がと 思 ふ 。 


中世 國文學 の 研究 終 
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この 書 は 過去 數 年間、 折 に 觸れて 書きつ けて おいた もの 山中から、 文學 研究の 豫備と 

もなる べき 中世 思想の 一 班と、 これに 裏づ けられた 作品の 一 部と を 纏めて 出版した もので 

ある。 

思想 を 取扱 ふ 上から、 政治的な 時代 區劃は 何かと 不便が 多い ので、 中世と いふ 語 を 用 ひ 

たので あるが、 時として は 勢 ひ 上代 或は 中古にまで 遡った 所 も あれば、 近世に 觸れた 部分 

も あるの は 止む を 得ない 事で ある。 が、 槪 して 鎌倉時代から 室町 時代の 末 迄 を 中世と いふ 

範阁に 包括 させた つもりで ある C 

併し、 木 書 はもと く 平安朝から 鎌 倉 期への 思想 的 開展を 中心として 眺めたい とい ふの 

が 出發點 であった 爲め、 室町 時代に 觸れる こと は 少なかった 。これ は 次の 機會を 得て 更に 


經め てみたい と考 へて ゐる。  . 

且つ 本書 は 折 b に 觸れて 書きつ けて おいた もの、 或は 嘗て 雜 誌に 發 表した もの を 更に 改 

訂し たもので あるから、 繁簡 t 且し きを 得ない 所 も 多く、 時として は 重複した 所も存 する。 

けれども、 大體 からみて 一 つの 纏 b の ある 樣 にと は 心掛けた つもりで ある。 

中世 文 學全體 に 一旦って 論す る こと は 可な b 大きい 仕事であって、 一 朝 一 夕に 運ぶ もので 

はない が、 自分と して は、 少く とも その 主潮 流 をな す 思想と、 主な 作品に 丈け は 觸れて 見 

たいと 考 へたので ある。 

十分 思 ふ 通，.^ に は ゆかない ので は あるが、 中世 思潮の 研究 は 未だ、 かう した 立場から 纏 

めら れてゐ る 書物が 無い 檨に考 へられる ので、 書店の す、 めの 儘に 世に出す こと、 した。 

從 つて、 本書の 不備な 點は讀 者 諸子の 敎示 によって、 今後 改めて ゆきたい と 願 ふと 问時 

に 本書に 說き 及んで ゐ ない 點は 着々 稿 をつ、 V けて ゆく 考 である。 

私と して は、 佛敎 にしろ 支那 思想に しろ、 これ を 十分 吟味し、 更に 國文學 の 背景 をな す 


其 也の 社 食、 經濟 上の 問題にまで つきす、 みたい と 念願して ゐる。 その上、 更に 文學を 文 

學 として、 よ， 0 正しく、 よ， 0 深く、 味 はって ゆきたい と 祈って ゐる。 どうか 大方の 指示 鞭 

撻をを 仰ぎたい と 思 ふ C 

本書の 試み は その 念願の 第一 步 であるに 過ぎない ので あるが、 それでも 從來の 文 學史に 

不足して ゐる點 は 可な b 突きす 、めて 見た つも..^ である。 可な b 偏った 考も あるで あらう 

が、 同時に 本書 を 生み出す 母と なって 下す つた 先輩 諸氏の 詣 書に 對 して は、 引用 書 を 明記 

せる とせざる とに 拘ら す、 深い 咸謝を さ、 げる ものである。 

最後に、 本書に 恩師 藤 村 先生の 序文 を 戴いた こと は、 自分と して 此 上ない 悅び である。 

御 多忙 中 快く 御閲覽 下す つたこと を あつく 深謝して 筆を擱 く。 

昭和 九 年 ra 月 

於 武藏野 1 角 
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